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大学で学ぶということ

文学部長　中山　尚夫
　ご入学おめでとうございます。東洋大学文学部教員一同は、皆さんを歓迎し、これからの大学生活
の充実と様々な成果また人間的成長のための支援を、惜しむことなく続けてゆきたいと考えておりま
す。
　本学文学部には、哲学科・東洋思想文化学科・日本文学文化学科・英米文学科・史学科・教育学科・
英語コミュニケーション学科の７学科があります。皆さんにはこの入学にあたっては、各人各様の思
いがあることでしょう。第一志望で入学した人もいれば不本意な結果として入った人もおります。また、
様々な入試方法で入った人が混在していることも事実です。しかし、本学での生活や勉学はすべての
人が一様にこれから始まるのです。スタートは誰も一緒です。今後に目を向けてください。
　さて、大学での勉学は、何よりも積極性・自主性が重視されます。自ら意欲的に取り組む姿勢が大
切です。なぜ文学部を志望したのか、なぜこの学科を選んだのか、各人多かれ少なかれ志望理由や
目的があるはずです。そのことこそ自分が大学にそして文学部に求めたことです。その目的を達成す
べく積極的に対象に向かい合ってほしいと思います。また、まだそれが希薄であったり、迷ったりし
ていたとしても、授業を受ける中で、様々な事柄を会得する中で、必ず興味関心や目標が定まって見
えてきます。ただ、それも積極的な姿勢のもとで見出せることなのです。
　文学部での授業あるいは単位履修方法は、各自が「履修要覧」によって所属する学科のカリキュラ
ムや目指すところを理解し、ToyoNet-Gを参照することによってシラバスを確認し、自らの興味関心・
目的目標・方針に合わせて、履修授業を決定してゆきます。こうした作業を自主的に行う必要があり
ます。不明な点や理解しにくいところ、疑問があれば積極的に遠慮せず教員に質問すべきです。また、
各学科では、その専門分野ごとの多彩なカリキュラムの構成や、多様な内容の授業が展開されていま
すが、それらがすべて諸君の興味関心に合致するとは限りません。しかし、その合致しない、また未
知の授業や研究会こそが自らを大きくする機会なのです。上手く活用してほしいと思います。さらに
付け加えるならば、たとえば教職や図書館司書のような資格取得も卒業後を考えた時、重要な選択肢
の一つだと思います。
　ところで、大学の授業科目名やその内容には、諸君が初めて耳や目にする名称や言葉が沢山ありま
す。けれども、臆してはいけません。どういう授業なんだろう？どういった内容なんだろう？と好奇心
を持って、シラバスを確認しましょう。また辞書を片手にぶつかってみましょう。今までに知らなかっ
たことが少しずつ判ってきます。そうなると「知ること」「考えること」「調べること」「表現すること」
が楽しくなります。図書館や各研究室の膨大な蔵書も今までの常識を超えた質量があります。早い機
会に図書館のその膨大な蔵書を自らの眼で確認しておくことを勧めます。対象を真摯に冷静に見つめ、
常識や先入観に捉われることなく、一方で先達の成果を謙虚に受け止めつつ、自らの思考力と実践力
とを身につけることが、大学で学ぶということです。大切なことは「読む」ことと「書く」ことです。
書物を読み、考えをまとめ書くことにより、それらは養成されます。同時に様々な文化を体感すること
も極めて重要ですし、その機会は豊富です。こうした地道な努力が大学生活の充実につながると思っ
ております。
　また、卒業後すなわち就職について早くから意識を持つことが今日の大学生には強く求められます。
キャリア教育の重要な点です。哲学を持って大学生活に臨みましょう。
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文学部のディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
全学および文学部共通科目を幅広く履修し、いかなる場合にも対応できる豊かな教養を身につけた人
格形成のための基礎的学力を養うとともに、哲学思想・語学文学文化・歴史等多方面にわたり、高度
で緻密な専門的教育研究を通して、広く深い思索力・分析力・表現力・実行力と論理性とを備えた人
材の育成を目指す。具体的には「演習」等専門科目の履修を経ながらの卒業論文作成過程において
これが図られ、所定の評価を得たものが学士と認定される。

文学部・各学科教育研究上の目的

文学部の目的・教育目標
　文学部は、本学学祖・井上円了博士の建学の理念「諸学の基礎は哲学にあり」を根本とし、哲学（西
洋・インド・中国等）、史学（西洋・東洋・日本）、語学・文学（日本・中国・英米等）、教育学の分野
の教育・研究を行ない、古今東西の優れた思想・文化の継承・伝承・創造に努める。このことをふま
え、「ものの見方・考え方」についての基礎的な力と応用する力とを教授して、自ら自己の思想・精神
を練磨し、権威・権力にとらわれず、「独立自活」と「知徳兼全」とを実現した、社会にとって有為
の人材を養成することを目的とする。
　その目的達成のために、「読む力・書く力・考える力」の育成を教育目標として掲げ、共通総合科
目（一般教養科目）・文学部共通科目・専門科目からなるカリキュラムのもとに、広汎な教養と深い専
門知識の涵養をはかる。また、それらの授業を通じて、十分な語学力や深い読解力、適切な表現力、
論理的な思考力、鋭敏な批判力等々を修得させることを目指す。

文学部第１部哲学科
１．人材の養成に関する目的
　哲学科における人材養成は、諸科学の成果を踏まえながら社会の中で総合的な展望を開く能力とと
もに、人間存在としてよりよく生きる道を自律的に希求するための能力を培うことに存する。こうした
能力は、１．諸学の基層的知識を哲学的に学ぶ　２．自然や人間や歴史や文化や芸術や宗教など幅広
い視野を摂取する　３．合理的かつ自律的思考を訓練する　４．情操を陶冶して価値や尊厳をめぐる
受容性を高め人間形成に配慮する、ことで養われる　５．西欧の学問伝統を踏まえて教育をおこなう
が、日本文化についても顧慮する。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標

（１） 人文領域の基層的原理的知識と総合科学としての哲学の基礎知識を、伝統的側面と現代的側面
から教授し、幅広いジェネラリストとして指導的役割を果たす社会人を養成する。

（２）英語・ドイツ語・フランス語のうち２カ国語の論文読解能力と、国際的教養人を養成する。



6

文学部第１部東洋思想文化学科
１．人材の養成に関する目的
　本学の創立者井上円了は、東洋の哲学・思想の中に普遍的意義を見出し、これを教育によって広く
当時の社会に普及しようとした。同時に、彼は単なる知識としてではなく、人々が生きるための知恵
として活用しうる哲学―実践哲学を構想した。東洋思想文化学科では、このような創立者の精神を受
け継ぎ、中国やインドを中心とする東洋の思想・文化を広く教授することで、人間や社会の本質を見
据えるとともに、東洋に特有の価値観や思考方法に基づき、現代社会が直面する諸問題に対し的確
に対応できる人材の養成を目指す。また異文化や異なる価値観への深い理解を持ち、世界の人々と協
調して未来を切り開こうとする姿勢に富む有為な人材の育成を目的とする。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標

（１）「講義科目」「語学科目」等により東洋の思想と文化、ならびにそれを理解するのに役立つ語学、
文学、哲学、宗教学等に関する豊富な知識を修得させる。

（２）「演習科目」「実技講義科目」「海外文化研修」等により、東洋に特有の価値観や思考方法を身に
つけさせる。

（３）多様な科目を通じて東洋思想・文化を総合的に学習することにより、自らが直面するさまざまな
問題に対し独自の視点から分析と考察を行う能力を身につける。さらに自身の見解を論理的に表現し、
それに基づいて実践することのできる能力を養成する。

文学部第１部日本文学文化学科
１．人材の養成に関する目的
　国際化していく現代社会において、アイデンティティーを確立することは重要な課題である。日本
文学文化学科では、日本・日本人を知り、伝統的な学問・日本文化を継承すると同時に、世界から日
本を見るという視点を導入することで、新しい時代を切り拓く人材の育成を目標としている。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標
　カリキュラムの中心となる演習科目では「日本語分野」「古典文学文化分野」「近現代文学文化分野」

「比較文学文化分野」という四つの専攻分野を設置し、専門的な探求を行っている。選択必修科目で
は専攻分野間の横断的な学習が可能で、日本文学文化を総合的・包括的に視野に収めていく。
３．その他の教育研究上の目的
　国語科・書道科各教員免許状の取得や、図書館司書・学校図書館司書教諭・博物館学芸員の資格
を取得する。

文学部第１部英米文学科
１．人材養成に関する目的
　英米の文学作品（小説、詩、戯曲など）などを味読することにより、深く感じ考える能力を身につ
けて、多様な人間を広い見地より深く理解できる人材を養成する。また、英語学を学ぶことによって
言語に対する論理的な理解ができる人材を育てる。両者相俟って、バランスのとれた良識と分別の人
となることを最終目標とする。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標
　英語の基礎知識を身につける。そして、確かな基礎知識に基づいて、創造的な思考が可能となる
ようにする。英語を通して英米の文学作品を味読して、英米の文化や思想を理解する。もっとも重要
視しているのは英米文学、英語学の研究に対処可能な基本的英語力、特に読む力の養成である。
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文学部第１部史学科
１．人材の育成に関する目的
　本学科は歴史学を学ぶことを通じて、多様な人々の過去の営みと蓄積を理解して人類の知恵を汲
み取り、現代および未来に役立てる姿勢をもつ人材を育てることを目的としている。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標
　歴史学は、過去の人類の歴史から現代および未来を生きる知恵を汲み取る学問であるが、その達
成には過去の出来事に対する科学的で実証的な研究を必要とする。したがって科学的研究の基礎に
なる各種の多様な史料や原典を正確に読み解き、それを組み立てる一方、該当する問題について、こ
れまで積み重ねられてきた研究成果を適切に学んだ上で、自分の考えを表明することのできる能力を
養うことが目標である。
３．その他の教育研究上の目的
　社会科教員免許状の取得、博物館学芸員や図書館司書・学校図書館司書教諭の諸資格の取得。

文学部第１部教育学科人間発達専攻
１．人材の養成に関する目的
「生涯にわたる教育」の在り方を追求するなかで、「人間の発達」を総合的にとらえ、人間の発達と
社会の発展に貢献できる21世紀のリーダーとなりうる人材の養成を目指す。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標
「人間発達」を、直線的な心身の成長だけではなく、生涯にわたる人間の変化そのものとしてとらえ、
人や社会、文化に対する理解を深め、現代社会が直面する課題を主体的に解決することのできる「生
涯学習基礎力」を修得させる。そのために、「教育の基礎」「心理学と発達臨床」「社会教育」「学校
教育」「特別支援教育」の５領域からなるカリキュラムにもとづいた専門的な力量を身につけさせる。

文学部第１部教育学科初等教育専攻
１．人材の養成に関する目的
　子どもを取り巻く環境を広く立体的にとらえる視野と豊かな人間性を備えた小学校教員の養成を目
指す。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標
　第１に、各教科の指導法や教材研究の力量など、確かな授業力を身につけさせる。第２に、国際化
と多文化共生への理解を深め、児童を対象とした英語の指導力を養う。第３に、特別な教育的ニーズ
をもつ子どもたちへの支援と教育のための専門的力量を育成する。そして第４に、学校と地域・家庭
との協力や連携を促す力量を養成する。
３．その他の教育研究上の目的
　特に、「往還型教育実習（東洋大学モデル）」を運用することによって、学校現場の課題にも対応で
きる実践力を備えた教員の養成をめざす。
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文学部第１部英語コミュニケーション学科
１．人材の養成に関する目的
　本学科では、21世紀の地球時代を生きるための「問題解決能力」「調査・発表・表現能力」「自己
開発力」を育成し、英語を用いて国際社会で活躍できる人材の育成を主たる教育目標にしている。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標
　英語コミュニケーション学科では、グローバル化・情報化の時代に対応できる英語力およびコミュ
ニケーション能力の養成を目指すことを方針とし、次のような科目群を柱としたカリキュラムを構築し
ている。先ず、「英語運用能力養成科目群」では、主として、英語をツールとした発信能力を養成す
る科目を提供している。次に、「4技能養成科目群」には、「リーディング系統」、「リスニング・スピー
キング系統」、「ライティング系統」の諸科目が含まれる。次に、「専門科目群」には、「コミュニケーシ
ョン学系統」、「英語学系統」、「国際文化系統」の諸科目が含まれる。これら科目群を修得して、（１）
英語検定試験（英検・ＴＯＥＩＣ・ＴＯＥＦＬ等）における獲得スコアの向上により実社会で活躍で
きる人材の育成、（２）言語学的立場から英語を総合的に研究、また国際文化的諸問題をグローバルな
視点から追求し、大学院で各分野を専攻できる人材の育成、（３）地球的規模の諸問題を自らの問題と
して捉え解決するための能力を養成し、社会貢献できる人材の育成を目指している。
３．その他の教育研究上の目的
　海外留学制度、語学研修制度、学科講演会、英語検定試験・体験学習（インターンシップ・ボラ
ンティア活動）による単位認定制度の実施により、学生の多様なニーズへの対応と授業外支援の充実
を計り、学科の個性化と独自性の強化をはかっている。

文学部第２部東洋思想文化学科
１．人材の養成に関する目的
　本学の創立者井上円了は、東洋の哲学・思想の中に普遍的意義を見出し、これを教育によって広く
当時の社会に普及しようとした。同時に、彼は単なる知識としてではなく、人々が生きるための知恵
として活用しうる哲学―実践哲学を構想した。東洋思想文化学科では、このような創立者の精神を受
け継ぎ、中国やインドを中心とする東洋の思想・文化を広く教授することで、人間や社会の本質を見
据えるとともに、東洋に特有の価値観や思考方法に基づき、現代社会が直面する諸問題に対し的確
に対応できる人材の養成を目指す。また異文化や異なる価値観への深い理解を持ち、世界の人々と協
調して未来を切り開こうとする姿勢に富む有為な人材の育成を目的とする。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標

（１）「講義科目」「語学科目」等により東洋の思想と文化、ならびにそれを理解するのに役立つ語学、
文学、哲学、宗教学等に関する豊富な知識を修得させる。

（２）「演習科目」「実技講義科目」「海外文化研修」等により、東洋に特有の価値観や思考方法を身に
つけさせる。

（３）多様な科目を通じて東洋思想・文化を総合的に学習することにより、自らが直面するさまざまな
問題に対し独自の視点から分析と考察を行う能力を身につける。さらに自身の見解を論理的に表現し、
それに基づいて実践することのできる能力を養成する。
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文学部第２部日本文学文化学科
１．人材の養成に関する目的
　国際化していく現代社会において、アイデンティティーを確立することは重要な課題である。日本
文学文化学科では、日本・日本人を知り、伝統的な学問・日本文化を継承すると同時に、世界から日
本を見るという視点を導入することで、新しい時代を切り拓く人材の育成を目標としている。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標
　カリキュラムの中心となる演習科目では「日本語分野」「古典文学文化分野」「近現代文学文化分野」

「比較文学文化分野」という四つの専攻分野を設置し、専門的な探求を行っている。選択必修科目で
は専攻分野間の横断的な学習が可能で、日本文学文化を総合的・包括的に視野に収めていく。
３．その他の教育研究上の目的
　国語科・書道科各教員免許状の取得や、図書館司書・学校図書館司書教諭の資格を取得する。

文学部第２部教育学科
１．人材の養成に関する目的
「生涯にわたる教育」の在り方を追求するなかで、「人間の発達」を総合的にとらえ、人間の発達と
社会の発展に貢献できる21世紀のリーダーとなりうる人材の養成を目指す。
２．学生に修得させるべき能力等の教育目標
「人間発達」を、直線的な心身の成長だけではなく、生涯にわたる人間の変化そのものとしてとらえ、
人や社会、文化に対する理解を深め、現代社会が直面する課題を主体的に解決することのできる「生
涯学習基礎力」を修得させる。そのために、「教育の基礎」「心理学と発達臨床」「社会教育」「学校
教育」「特別支援教育」の５領域からなるカリキュラムにもとづいた専門的な力量を身につけさせる。
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Ⅰ．学修制度 ― 履修登録・授業・試験・成績 ―
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本学は１年を次の学期に分けます。
　春学期　4月1日から9月30日まで
　秋学期　10月1日から翌年の 3月31日まで

（通年制）
1年間を通じて履修する科目と、春学期・秋学期のいずれか履修する科目が
ありますが、その年度に履修したい科目の登録は開講学期にかかわらず年 1
回（4月）におこないます。

※ 授業開始日・終了日は年度によって異なるので「年度行事予定」（『学生生
活ハンドブック』）で確認してください。

※ 履修登録期間は、毎年４月に配布する「履修登録のしおり・授業時間割」
で確認して下さい。

　授業科目には学修時間に応じた単位数が定められており、卒業要件等の
履修基準は修得すべき単位数によって規定されています。 
　1単位は、授業や自習をすべて含めた 45 時間の学修に対応しており、45
時間の学修のうち授業の占める時間は、講義・演習科目は 15 時間、外国
語科目は 30 時間、実験・実技・実習科目は 45 時間と設定されています。 
　標準的な授業実施形態は、週 1回 1学期 15 回授業が実施されます。授
業の講義時間はどの科目でも、90 分です。

授業科目等 単位数 授業回数
（1学期）

学修時間

授業時間 予習復習
時間

講義・演習科目 1単位 15 回 15 時間 30 時間

外国語科目 1単位 15 回 30 時間 15 時間

実験・実技・実習科目 1単位 15 回 45 時間 0 時間

　卒業するためには４年以上在学し、所定の科目の単位を履修かつ修得しな
ければなりません。単位の履修条件は次のとおりです。
①　１年間履修できる最高単位数は、４８単位とします。
　　 したがって、各年次ごとに履修する科目の単位数の合計はこの枠内でな

ければなりません。
　　 ただし、教職科目・学科教育課程表にない教職に関する科目に限り、

４８単位を越えて履修することを認めます。
②　 学科教育課程表にない教職に関する科目・自由科目は卒業に必要な単

位として認められません。
③　 すでに単位を修得した科目は履修できません。
　　 ただし学科によっては、重複できる科目もあるので、所属する学科の説

明文を熟読してください。
④　 上位の学年に配当されている科目は履修できません。

２．単位制

３．年間履修単位数

第１章　学修にあたって
１．学　期
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　文学部で開講している授業科目は４年間の学習を系統的に行なうため各
学年に配置し、その内容は下表のとおり区分されています。
　文学部を卒業するためには、卒業に必要な単位として認められる科目の単
位を合計で１２４単位修得しなければなりません。各学科により、科目区分
ごとの卒業要件が異なりますので、所属する学科の履修方法を熟読するよう
にしてください。

科目区分 履修区分 年 間 履 修
最高単位数

卒業要件
単 位 数

卒
業
に
必
要
な
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
る
科
目

学科教育課程表の以下の区分に属する科目

共通総合科目
　　○哲学・思想
　　○自然・環境・生命
　　○歴史・文化
　　○現代・社会
　　○スポーツ・健康
　　○情報教育
　　○総合
　　○社会人基礎力科目
　　○留学支援科目

文学部共通科目

　　○文学部教育
　　○文学部基礎専門科目
　　○国際コミュニケーション科目
　　○諸資格関連科目
　　○キャリア教育

専門科目

　　○必修科目
　　○選択必修科目
　　○選択科目

他学部他学科開放科目

正　規 ４８単位 １２４単位

教職科目 制限なし

卒
業
に
必
要
な
単
位
と
し
て

認
め
ら
れ
な
い
科
目

所属の学科教育課程表にない科目、かつ他
学部に開放されていない科目で、担当教員
の許可を得て履修する科目

自由科目
４８単位
以内に
含める

教職課程の教職に関する科目で、所属の学
科教育課程表にない科目
　「教職概論」、「教育心理学」等

教職に関
する科目 制限なし

４．授業科目と卒業要件
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本学に学生として最低４年間在学し、所定の単位を修得しなければ卒業は
できません。卒業に必要な単位を修得するために通算して在学できる年数（在
学年数）は、最長８年間です。ただし、休学期間の年数は在学年数に算入
しません。

卒業要件（卒業に必要な単位数）を満たし、修業年限を経過した者には、
以下の学位が授与されます。

学士（文　学）：教育学科以外
学士（教育学）：教育学科

授業科目は、春学期又は秋学期のいずれかに開講されます。科目によっては、
春・秋の両学期を通して開講される場合もあります。
授業時間は、次の表のとおりです。

白山キャンパス・総合スポーツセンター（板橋区清水町）

第
１
部

時限 授業時間
１時限 ９：00　～　10：30
２時限 10：40　～　12：10
昼休み 12：10　～　13：00
３時限 13：00　～　14：30
４時限 14：40　～　16：10
５時限 16：20　～　17：50

第
２
部

６時限 18：10　～　19：40
７時限 19：50　～　21：20

［白山キャンパス・総合スポーツセンター（板橋区清水町）間をまたがり履
修する場合］
　移動時間に 30 分以上を要するため、昼休みを除き連続している時限では
白山キャンパスと総合スポーツセンター（板橋区清水町）間をまたぐ履修は
できません。
　同日内に白山キャンパス・総合スポーツセンター（板橋区清水町）間を移動
しなければならない場合は、下表を参照のうえ、履修可能な時間割を作成
してください。

1 時限 2 時限 昼休み 3 時限 4 時限 5 時限 6 時限 7 時限
● 履修不可 履修可能

● 履修可能
● 履修不可 履修可能

● 履修不可 履修可能
● 履修不可 履修可能

● ･･･移動前のキャンパスで履修をしている場合

　担当教員より連絡があれば休講掲示板、液晶ディスプレイ、および
ToyoNet-G に掲示情報として配信するので、授業が始まる前に必ず確認して
ください。電話による問い合わせはできません。

５．修業年限と在学年限

６．学士の学位授与

第２章　授　　業
１．授業の開講時限・
　　時間帯

白山キャンパス・総合
スポーツセンター（板
橋区清水町）間をまた
がり履修する場合

２．休講
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　なお、液晶ディスプレイ、ToyoNet-G 等に休講掲示がない場合で、授業
開始時刻から３０分経過しても講義が行われない場合は、教務課窓口へ連
絡の上、指示を受けてください。

　やむを得ない事由により、授業に欠席した場合は、次の授業時に担当教
員へ直接連絡してください。窓口・電話等での取り継ぎは一切行いません。
ただし、病気・怪我等で長期欠席することが予想される時は、教務課窓口
に相談してください。なお、教育実習・介護等体験・博物館実習により欠席
する場合は、指定の用紙で教員に届け出てください。

　次のような場合には、補講・集中講義を実施することがあります。
（1）授業が休講になった場合
（2）その他の理由で、特別に補講・集中講義を必要とする場合
※ 実施する場合には、その内容等を事前に学内掲示板および ToyoNet-G
でお知らせします。

※ 補講・集中講義は原則として各学期の補講・集中講義期間に行いますが、
補講・集中講義期間以外の日に実施することもあります。

　学生の質問や相談に対し、教員は日常的に時間の許すかぎり、いつでも
対応するように努めていますが、学生の便宜をいっそう図るため、オフィス
アワーを設定しています。

　正課の授業とは別に学生と教員のコミュニケーションを密接にする場とし
て設けた時間帯のことです。あらかじめ設定された時間帯に専任の教員が
研究室で待機し、学生からの質問や相談を受けやすくするための制度です。
学生は、自分の所属する学科の教員だけでなく、どの学部・学科の教員を
訪ねてもかまいません。
　オフィスアワーでは、授業内容に関する質問や、単位取得について、学習
の進め方、履修登録プランなどの相談のほか、レポート指導など、学習に
関することをはじめ、卒業後の進路、転部・転科、休学などの進路に関す
ること、留学、就職、大学院進学のための推薦状に関することなど、学生
生活全般にわたって個人的な相談をすることができます。
　先生方は、学生の皆さんの様々な相談に応じ対処してくださいますが、対
処しきれない事柄については、他の専門の先生や、学内外の適切な関係者（組
織）をご紹介くださるでしょう。

　オフィスアワーを活用する際は、ToyoNet-G（学務システム）のシラバス「教
員プロフィール」に記載されている「オフィスアワー」の時間帯を確認し、研
究室を訪問してください。予約が必要な場合もありますので、その場合は確
認をしてから訪問してください。

【白山キャンパス・総合スポーツセンター（板橋区清水町）】
（1）台風の接近等により交通機関の混乱が予想される場合および災害等に

より交通機関が運行停止している場合の授業の取扱いについて

　台風の接近等により交通機関の混乱が予想される場合および台風・地
震の災害等により交通機関が運行停止となった場合（人身事故等一般的
な運行停止を除く）の授業の取扱いについては、本学のホームページ・
ToyoNet-G にてお知らせしますので、大学の指示に従ってください。ホー
ムページはアクセスが集中し、つながりにくい場合がありますので、

３．欠席

４．補講・集中講義

５．�オフィスアワー�
について

　［オフィスアワーとは］

　［オフィスアワーの活用方法］

６．緊急時の授業の
　　取扱い
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ToyoNet-Gも利用してください。
　なお、授業中に交通機関の混乱等が予想される場合は、学内掲示、学
内緊急放送にてお知らせします。

（2）大規模地震の警戒宣言が発令された場合の授業の取扱いについて

　大規模な地震の発生が予想され、警戒宣言が発令された場合の授業
の取扱いについても、大学のホームページ・ToyoNet-G にてお知らせしま
すので、大学の指示に従ってください。授業中に警戒宣言が発令された
場合は、学内掲示、学内緊急放送にてお知らせします。

※ 学内で実施される講演会・講座等についても、上記措置に準ずるものとし
ます。
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　授業を受け、単位を修得するためには事前に履修科目の登録が必要に
なります。これを「履修登録」といいます。各学科の授業科目に沿って
履修計画を立て、授業科目の登録をしなければなりません。
　定められた期間に「履修登録」を怠ると、履修する科目の受講・受験
ができず、単位も修得できなくなるので注意してください。

履修登録は年1回行いま
す。秋学期開講科目の 
履修登録も春学期に行い
ます。

第３章　履修登録
１．履修登録とは

（１） 履修登録にあたっては、履修要覧、シラバス（講義要項）、履修登
録のしおり・授業時間割表等を熟読のうえ、個人の時間割を作成
してください。

（２）教育課程表に示された配当学年に従って履修登録してください。
（３） 原則として、履修登録期間以降の訂正は認めません。

履修関係書類配布：新入生　就学手続時
　　　　　　　　　在校生　進級手続時

『履修要覧』『履修登録のしおり・授業時間割表』等が配布されます。

ガイダンス（新入生のみ）

新入生は新入生教育で履修登録のガイダンスがあります
（2 〜 4 年生は特別なガイダンスは行わないので、『ToyoNet-G 利用ガイド
ブック』で確認すること）。

時間割作成

『履修要覧』、『シラバス（講義要項）』（ToyoNet-Gで参照）、『履修登録のしお
り・授業時間割表』、前学期の「成績表」をもとに今年度履修する授業を決
め、時間割を作成します。

履修登録 窓口申請科目の登録

作成した時間割に基づきイン
ターネット上から履修登録し
ます（自宅等の学外からも可）。

期間内なら登録を何度でも変
更が可能です（事前登録され
た科目を除く）。

事前に申請しないと受講でき
ない授業があります。『履修登
録のしおり・授業時間割表』
で詳細を確認してください。

※履修登録期間内に行うこと。

履修登録確認表【確定版】の出力（確定日以降に必ず行うこと）

各自の履修科目を証明する書類となるので、成績発表時まで大切に保管し
てください。

履 修 登 録 完 了
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（１） 履修登録した科目の単位を修得するためには、授業回数の３分の
２以上出席し、所定の試験に合格しなければなりません。

（２） 試験には、平常試験と学期末に行う定期試験があります。科目によっ
ては、レポートまたは平常点によって評価する場合もあります。

平常の授業期間に、科目担当教員によって随時行います。

７月～８月（春学期試験）および１月～２月（秋学期試験）に設けられ
た一定の試験期間内に行います。

第４章　試験・レポート
　　　　
１.　試験

　［平常試験］

　［定期試験］

　　　 また、GPA 制度に則った履修科目の取り消し以外は履修の削除も
できません。

　　　 削除申請期間・申請手続きについては学部掲示板および『履修登
録のしおり・授業時間割表』等で確認してください。

（４） 授業時間割等に変更があった場合は、学内掲示板に掲示しますの
で注意してください。

（５）履修登録確認表は必ず出力して、確認してください。

①　 科目によっては、春・秋学期の科目をセットで通年履修しなければなら
ない科目、隔年開講の科目、第１・２部のいずれかでのみ開講する科目
があります。所属する学科の履修方法を熟読してから履修登録してくだ
さい。

　　 春・秋学期の科目をセットで通年履修しなければならない科目において、
いずれか一方の単位を修得した場合は、未修得科目を単独で履修かつ
修得することができます。

②　 同一科目を同一年度に２科目以上履修したり、単位修得後、次年度以
降に再度履修することはできません（学科によっては、重複履修できる
科目もあります）。ただし、履修した科目の単位を修得できなかった場
合は、次年度以降に再度履修することができます。

　　 （例）　哲学史Ａ１コースと哲学史Ａ２コースは同一科目。
③　 学年指定のある科目については、指定された学年より下位の学年の学

生は履修することはできませんが、上位の学年の学生は履修が可能で
す。

④　 科目により学部・学科・学年・クラス等指定されている科目もあります
ので、ToyoNet-G 等で確認の上、登録してください。

⑤　 自分の所属する学科の教育課程表にない科目を自由科目として履修す
る場合は、担当教員の許可を得て履修してください。

⑥　 カリキュラム年度の異なる科目は履修できません。
⑦　 第１・２部共通総合科目の「自然・環境・生命」区分の科目の実験講義・

実習講義は、定員制になっています。履修を希望する場合は、４月の
第１回目の授業に必ず出席し、担当教員から許可を得て履修してくださ
い。

⑧　 第１部共通総合科目の各科目、第２部「コンピュータ・リテラシィ」は、
特定の曜日時限に希望が集中し教室の収容定員を超えた場合には、抽
選等により履修者を決定します。詳細は、各年度に配布される「履修登
録のしおり・授業時間割表」を参照してください。

⑨　 第１・２部「スポーツ・健康」区分に配置される科目の各コースの受講
者数は人数調整が必要になる場合があります。詳細は、各年度に配布
される「履修登録のしおり・授業時間割表」を参照してください。

⑩　 第２部国際コミュニケーション科目の履修を希望する場合は、４月の第
１回目の授業に出席し、担当教員から許可を得て履修してください。

２．履修上の注意
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試験実施の約２週間前に試験時間割表を ToyoNet-G で発表します。

試験時間割表には受験上の注意事項も記載されています。主な事項を記
しておきますので心得ておいてください。

（１）履修登録確認表に記載されていない科目を受験しても無効です。
（２） 試験時間は 60 分間です。試験期間中は、すべての時間帯が平常授

業時とは異なります。また、試験会場も平常授業時の教室と異な
る場合がありますので十分注意してください。

（３）  １科目で試験会場が２ヵ所以上になる場合、学籍番号で試験会場を
指定しますので、必ず指定された試験会場で受験してください。

（４）試験に際しては、すべて監督者の指示に従ってください。
（５） 学生証がないと受験できないので必ず携帯し、試験会場では机上

の指示された場所に提示してください。
（６） 試験に関しては、担当教員の指示物以外を持ち込むことはできま

せん。
（７） 筆記用具（ボールペン、鉛筆、消しゴム）を必ず持参してください。

貸出は一切行いません。
（８） 試験会場に持ち込みできるものは、筆記用具・時計機能だけの時計・

持ち込みが許可されたもののみです。携帯電話、PHS 等の通信機
能が付いた機器は机上に置けません。試験の妨げにならないよう
電源を必ず切ってください。なお、上記の機器、音楽プレーヤー
を時計代わりに使用することはできません。

（９）試験中の飲食は禁止です。
（10） 答案用紙には、まず学部・学科・学年・学籍番号・氏名を必ず黒

のペンまたはボールペンで記入してください。
（11） 学籍番号欄は学生証に記載されている学籍番号の 10 ケタすべてを

記入してください。学籍番号、氏名のない答案用紙は無効となり
ます。

（12） 試験開始後 20 分までに入場しないと受験資格を失います。また開
始後 30 分を過ぎないと退場できません。
中途退場した場合、再入場は認められません。

（13）天災、病気、その他やむを得ない理由によって、定期試験を受験
できなかった場合は速やかに証明書または診断書（コピー可）等
を添えて担当教員に届け出て、具体的な指示を受けてください。

（14）不正行為を行った場合は、学則（第 57 条）に基づき処分されます。
（15）交通機関の運行や天候の乱れ等に留意し、試験会場へは時間に余

裕をもって入場してください。

時限 定期試験時間

第
１
部

１時限  9：20 - 10：20

２時限 11：00 - 12：00

昼休み 12：00 - 13：00

３時限 13：00 - 14：00

４時限 14：40 - 15：40

５時限 16：20 - 17：20
第
２
部

６時限 18：10 - 19：10

７時限 19：40 - 20：40

※ 定期試験時間割は変更となる場合がありますので、毎
学期、掲示板および ToyoNet-G で確認してください。

　［定期試験受験上の注意］

　［定期試験時間］
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不正行為（本学の規則に反する行為、または学生の本分に反する行為）
を試験において行った場合は、学則第 57 条に則り処分されます。
１．処分の種類
　　処分は譴責、停学、無期停学とする。

２．処分とその対象となる不正行為
（１）譴責の対象となる行為

① 持ち込みが認められているものの貸借。
② 他人の答案の覗き見、答案を故意に他人に見せまたはそれを見る行為。
③ 試験監督者もしくは監督補助者からの注意を無視した行為。
④ その他、前各号の一つに準ずる行為。

（２）停学１ヵ月の対象となる行為　
① 解答用紙を交換する行為。
② 許可されていないもの（カンニングペーパーおよびそれに類するも

の）の持ち込み。
③ 書き込みを許可されていない持ち込み許可教材、机上、手掌等へ書

き込みをしての受験、または、これに類似する行為。
④ 試験監督者または監督補助者からの注意に対する暴言。
⑤ その他、前各号の一つに準ずる行為。

（３）無期停学の対象となる行為
① 替玉受験。
② 在学中における再度の不正行為。
③ 試験監督者または監督補助者からの注意に対する暴力行為。
④ その他、極めて悪質な行為。

３．処分に伴う措置
（１）処分の種別にかかわらず、不正行為のあった試験科目の単位は、当

該年度（学期）において認定しない。また、上記「２−（２）」およ
び「２−（３）」の停学の対象となる行為については、当該年度（学期）
の試験期間において実施される全ての試験科目の単位を認定しない。

（２）停学期間は当該学部で処分を決定した日（教授会開催日）の翌日か
ら算定する。

（３）決定した処分内容については、不正行為者が所属する学部の学部長
が、本人及び保証人と面接の上、通達する。

（４）停学期間中は、不正行為者に対してその所属学部が教育的指導を行う。
（５）「譴責の対象となる行為①および②」、「停学１ヵ月の対象となる行為

①」、「無期停学の対象となる行為①」の不正行為は、その当事者す
べてが上記⑴～⑷の措置の対象となる。

４．不服申立て
　　不正行為の指摘を受けた学生は、不服申立てをすることができる。
　　（なお、上記不正行為に関する事項については改訂される場合もある。）

卒業再試験の取り扱いは下記のとおりである。

１ ． 受験資格
　　以下の全ての条件を満たす場合、受験資格を有する。
　　①卒業を希望する４年生である。
　　②卒業に必要な不足単位数が８単位以内である。

２ ． 対象科目
　　卒業再試験の対象となる科目は以下の全てに該当する科目とする。

　［不正行為］

　［卒業再試験］
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（１）単位の認定は出席・試験またはレポートなどによって査定されます。
（２）履修登録した科目についてのみ成績評価されます。

成績の表示は次の通りです。
【東洋大学成績評価基準】

合否 成績
表示 点数 基　　準

合 

格

Ｓ １００～９０ 到達目標を充分に達成し、極めて優秀な成果
を収めている。

Ａ  ８９～８０ 到達目標を充分に達成している。

Ｂ  ７９～７０ 到達目標を達成している。

Ｃ  ６９～６０ 到達目標を最低限達成している。

不 

合 

格

Ｄ  ５９～４０ 到達目標を達成していない項目がある。

Ｅ  ３９以下 到達目標の項目の全てまたはほとんどを達成し
ていない。

＊ 評価対象外 出席・試験・レポート提出等の評価要件を欠格。

第５章　成績評価
１.　単位の認定

２.　成績の評価

　　①卒業当該年度に履修登録を行っている科目
　　②卒業単位充足者発表時に「Ｄ」評価を得た科目
　　③担当教員が卒業再試験を実施する科目

３ ． 対象除外科目
　　①演習、実習、実験、実技、ゼミナール関係科目
　　②卒業研究、卒業論文、卒業製作
　　③教職科目のうち、教職に関する科目
　　④不正行為等により無効となった科目
　　⑤ 通常の評価において「Ｅ」または「＊（評価対象外）」と判定さ

れた科目
　　⑥ シラバス（講義要項）・授業等において卒業再試験を実施しない

旨を記載・発表している科目

４ ． 受験手続
　卒業当該学期の卒業単位充足者発表時において定められた期間内
に、所定の手続きを行うこと。

５ ．卒業再試験の評価
　　卒業再試験の評価は以下の通りとする。
　　①卒業再試験の結果、合格した科目の成績評価は「Ｃ」評価となる。
　　② 卒業再試験の結果、不合格が１科目でもあった場合は原級となり、

全ての受験科目の成績評価は卒業再試験受験以前の「Ｄ」評価と
なる。

レポート提出方法、日時、提出先を授業時及び掲示板で確認してください。
※ 教務課窓口では、レポート郵送先・教員の連絡先の照会に応じること

はできません。

２．レポート
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※評価対象外とは、授業期間を通じ出席不良、または不受験・レポート未
提出のため成績評価の判断ができないものを指します。

（１）学期ごとに成績を通知します。詳しい日程等については掲示等で指示
します。

（２）毎年、保証人へ成績表を送付します。（留学生を除く）

　２０１３年度の入学生より、ＧＰＡ（Grade Point Average）制度を導入し
ています。
　ＧＰＡとは、授業科目ごとの成績に対して、４.０～０.０のグレード・ポイ
ントを付与し、この１単位あたりの平均を算出したもので、学生の学習到達
度をはかる指標として、国内外の大学で広く使われています。

【ＧＰＡの算出方法】

GPA＝

（Sの修得単位数×4.0）+（Aの修得単位数×3.0）+（Bの修得単位数×2.0）+
（Cの修得単位数×1.0）+（Dの修得単位数×0.0）+（Eの修得単位数×0.0）+

（＊の修得単位数×0.0）
総履修登録単位数

※　対象とする科目は、卒業要件の科目とし、卒業要件以外の資格科目・自
由科目は対象となりません。

※　対象とする評価は、「S，A，B，C，D，E，＊」とし、認定の評価「T」
は対象となりません。

※　再履修で評価を受けた成績については、最新の成績が反映されます。
※　ＧＰＡは計算結果の小数点第 3 位を四捨五入し、小数点第 2 位までを

表示します。

　ＧＰＡは、「成績表」に、直近と累積の値が記載され、海外留学の際の学
力指標や、学内奨学金の採用基準となる他、成績優秀者の表彰や、学内の
学習指導に利用されることがあります。

（履修取消について）
　履修科目の取り消しを希望する場合は、定められた期間に教務課で手続き
してください。なお、履修取消に伴う履修科目の追加・変更はできません。

　成績発表後、次の①、②に該当する科目については成績調査を行い、成
績評価を確認することができます。
① 履修登録をしたが、成績評価の記載がない科目。
② 履修登録し、シラバスにある成績評価基準を満たしているが、成績評価

が間違っていると思われる十分な理由がある場合に、科目担当教員に成
績評価に間違いがないか、確認を求めたい科目。

　※ ②の場合については成績の再考を求めるものではありません。成績調査
の趣旨に沿わない調査申請については、申請を取り消されるので十分に
注意してください。

（成績調査の申請および確認について）　
　申請および確認方法については学部掲示板および ToyoNet-G 等で確認し
てください。

　各学年終了時の成績の結果により、専任教員による指導を行う場合があり
ます。

　［成績の通知］

　［GPA制度］

　［成績調査］

　［学習指導］
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　教務課（大学）からの通知・連絡などは、掲示により行います。登校した
際は必ず掲示板を確認してください（ToyoNet-G で確認することもできます。
但し、全ての掲示が Web上で確認できるわけではありません）。
　※�教務課（大学）への問い合わせはすべて窓口で受け付けます。電話お

よびメールによる授業・休講・試験などに関する問い合わせには一切応
じません。

窓　口

教務全般に関すること

教務課窓口（６号館１階）
窓口時間

月～金曜　　９：３０～１３：００
　　　　　１４：００～２０：３０
　　土曜　　９：３０～１２：４５
　　　　　１７：３０～２０：００

証明書発行機設置場所・稼働時間

証明書発行機設置場所
稼働時間

場所

２号館１階

６号館１階

８号館４階

時間
月～金　9：00 ～ 20：30

土　　　9：00 ～ 13：00　17：00 ～ 20：30

※ 夏季休暇・大学祭期間・冬季休暇・春季休暇等は、窓口の受付時間および
証明書発行機稼動時間が変更される場合があるので注意してください。

掲示板
内容 場所

授業時間割表
（教室変更も含む）

６Ｂ１２教室前（文・社会学部）
１１０２教室前（経済・経営・法・国際地域学部）

休講掲示板
（液晶ディスプレイ）

１号館１階エレベーターホール
６号館１階

授業・試験・補講など

５号館Ｂ２階エレベーター前
（第１・２部　文・社会学部）

１号館１階エレベーターホール
（第１部　経済・経営・法・国際地域学部）

１１０１教室前（第２部　経済・経営・法・国際地域
学部）

学部からのお知らせ
学生呼び出しなど

５号館Ｂ２階エレベーター前（文・社会学部）
１号館２階エレベーターホール（経済学部）
１号館２階１２０３教室前（経営・法学部）
１号館３階１３０５教室前（国際地域学部）

教職 １１０２教室横および６Ｂ１２教室前
（掲示内容は同一）

※掲示板の設置場所が変更になった場合は、別途案内します。

第６章　その他
　教務課窓口事務取扱い
　および掲示板について
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１年次 ２年次 ３年次 ４年次

４
月

入 学 式
新入生ガイダンス

５
月

６
月

７
月
〜
９
月

10
月
〜
12
月

１
月

２
月

３
月

進級単位充足者発表
（哲学科のみ）

進 級 決 定 者 発 表
（哲学科のみ）

卒業単位充足者発表
卒 業 再 試 験
卒 業 決 定 者 発 表
卒 業 式

進級手続

履　修　登　録

春学期成績発表・成績調査

大学祭

冬　季　休　暇

春　季　休　暇

秋学期成績発表・成績調査

春学期試験
補講・集中講義

秋学期試験
補講・集中講義

夏　季　休　暇

４年間の主なスケジュール

※年度によって変更されることがあるので、「学生生活ハンドブック」の「年度行事予定表」も参照すること。
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Ⅱ　第１部 学科教育課程表および履修方法

第１部　哲　　　　学　　　　科
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〔第１部哲学科学科紹介〕

哲学科における勉強の指針

Ⅰ． 明治という時代は短期間の内に西欧近代の諸思想が姿を見せた時代であり、それらの実証主義的、合
理主義的な諸思想と日本伝統の多元的な思想とが激しく衝突しながら、日本の近代化に向けて苦悶し
た時代でもある。その明治半ば、東洋大学は「哲学館」として設立された（明治２０年）。西欧の思
想を日本の伝統的思想にも触れながら、諸学の基礎である哲学に正面から取り組んで来たところに、東
洋大学哲学科の特色がある。しかし、２１世紀を迎えた現在、日本の置かれている状況は大きく変
わり、我々はいまやパラダイムなしに、世界と共時的に、あるいは世界に先んじて、進まなければならぬ
ところにいるといえる。このような状況にあって、我々は新たな仕方で哲学を学ぼうとするのである。「哲
学」が諸学の基礎にあるということは、哲学は諸学から独立しているということではない。諸学から切り
はなされて学ぶというような哲学は「机上の空論」でしかない。多様に変化・発展する諸学に学びつつ、
諸学と対話することによって、哲学は自分自身を反省し、自ら変わりつつ、諸学を基礎づけ直すのでな
ければならないだろう。

Ⅱ．（１）哲学科の学生として、諸君は哲学に関する教養的教育や特に専門教育を受けなければならない。
１・２年次において語学、および諸学の成果を広く教養として身につけるとともに、哲学の基礎知
識を深く学ぶことが不可欠である。学ぶことの奥深さ、楽しさを見つけて欲しい。

（２）哲学科の専門教育は、１・２年次から始められ、３・４年次で本格的に深められていく。哲学
演習と概説・特殊講義という２つの形態で授業は構成され、それぞれの専門領域ごとに、またそ
れぞれの専門領域を貫く仕方で、授業が行なわれる。学生諸君は自分の興味と関心によって、哲
学科の必修科目以外の科目をも自由に選択し、特定の領域について深く学ぶこともできるようにな 
っている。このような幅広い学習は４年次に全員に課せられている卒業論文を執筆するなかで、結
実することになる。

（３）さらに、哲学科において哲学を専門的に学ぶなかで、研究・学習の方向をさらに広げることもあ
ろう。そのような学生諸君は、幾つか設定されている副専攻をもつことも可能である。

Ⅲ． 哲学科には６名の専任教員がおり、古代から現代までの哲学をカバーできるように構成されているが、さ
らに特殊な研究分野に関しては他から講師を招いて、欠けるところがないように努力している。しかし何
れにしても、哲学は客観的な知識の習得に終わるのではなく、主体的に哲学し、学ぶ主体そのものの
変様を要求するところが大きい。教師と学生という枠組みの中でだけではなく、人格と人格の出会いと
互いに切磋琢磨することにおいて、哲学は学ばなければならないだろう。
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哲学科　3つのポリシー

◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　人間とは何か、自己とは何か、思想・文化・芸術伝統文化・歴史等にも謙虚に学ぶとともに、基本
的には、語学を楽しみ、読書等に親しみ、吸収した知識をもとに、それらを活用すべく深く考えてみ
たい人を望む。言い換えれば、広く旺盛な好奇心を抱いて、基礎学力や専門知識とその応用を学ぼう
という意欲のある人を望む。さらに、堅実に日々学問の研鑽に励み、２１世紀の日本社会の礎となる
自律的な人間となるよう克己と人格的自己研鑽に努め、将来に積極的に貢献しようとする人を望む。
要するに、人間の心情や思考・社会・文化・言語・文学・芸術・宗教について論理的思考の基礎を
身につけたい人を望む。入学までに、とりわけ真善美をめぐる教養書を丹念に読書して、自分の考え
や意見や感想をノートなどに書き出して，自ら思索する習慣を身につけることをのぞむ。 

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　伝統ある文学部の気風を踏まえつつ，哲学を専門的に深く広く，基本的知識や能力の育成を主眼と
しながら、創造的な思考能力を合わせて養い、文化諸事象を総合的観点から人間としての教養を身に
つけさせつつ、人間・歴史・社会・文化を体系的に学べるようにカリキュラム配置する。より詳細には、
人文領域の基層的原理的知識と総合科学としての哲学の基礎知識を、伝統的側面と現代的側面から
教授し、幅広いジェネラリストとして指導的役割を果たす社会人を養成する。また、英語・ドイツ語・
フランス語のうち2カ国語の論文読解能力と、国際的教養人を養成する。哲学に関する一般教育を土
台として重視しつつ、専門教育を高度かつ濃密に学べるように工夫する。すなわち1・2年次におい
て語学、および諸学の成果を一般教育として、深く学ぶことが不可欠であり、学ぶことの奥深さと楽
しさを見いだせるようにカリキュラム配置する。専門教育も、1・2年次から本格的に始められ、3・4
年次で深められていく。哲学演習と概説・特殊講義という2つの形態でカリキュラムは構成され、そ
れぞれの専門領域ごとに、またそれぞれの専門領域を貫く仕方で、教育がおこなわれる。こうしたイ
ンテンシブ教育の成果が、4年次に全員に課せられる卒業論文執筆として結実する。

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　哲学科における人材養成は、諸科学の成果を踏まえながら社会の中で総合的な展望を開く能力とと
もに、人間存在としてよりよく生きる道を自律的に希求するための能力を培うことに存する。こうした
能力は、諸学の基層的知識を哲学的に学ぶこと、合理的かつ自律的思考を訓練すること、情操を陶冶
して価値や尊厳をめぐる受容性を高め人間形成に配慮することで養われる。以上の要件にしたがって
カリキュラム・ポリシーに準拠して所定の単位を修得した者に対して、文学士を授与する。
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科目区分 文学部　第１部　哲学科　卒業要件

共
通
総
合
科
目
12
単
位
以
上

哲 学 ・ 思 想

１２単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目
16
単
位
以
上

文 学 部 教 育

文 学 部 基 礎 専 門 科 目

国際コミュニケーション科目 １６単位以上

諸 資 格 関 連 科 目

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目
88
単
位
以
上

必 修 科 目 ３４単位

選 択 必 修 科 目 ３０単位以上

選 択 科 目 ２４単位以上

教 職 科 目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位



2924

Ⅰ．１年次から２年次に進級する場合
修得単位数がきわめて少ない場合（１年次の終了に際して修得単位数
の合計が２０単位以下）４月上旬に専任教員が面接を行う。

Ⅱ．２年次から３年次に進級する場合
下記「進級制度（文学部哲学科内規）」を満たさなければ、３年次に
進級できない。ただし、この場合、再試験は行わないので注意すること。
なお、進級可否については、３月上旬に発表（掲示）する。

（目的）
第１条  この内規は、文学部哲学科の学生の教育並びに生活指導の充実を

図るため、進級及び在学についての必要な事項を定めるものである。

（進級基準単位）
第２条  学生が第２年次終了までに、次の各号の科目単位数を修得してい

ない場合には、第３年次への進級を認めない。
１）共通総合科目（留学支援科目を除く） ８単位
２）文学部共通科目の内
　 国際コミュニケーション科目 ８単位
３）専門科目の必修講義科目 ８単位
４）専門科目の必修・選択必修の演習科目 ２単位

（「哲学演習Ⅰ」「哲学演習Ⅱ（独）」「哲学演習Ⅱ（仏）」のうち１科目）
 計　２６単位

（進級年数限度）
第３条  学生が在学年数４年を過ぎても第３年次へ進級できない場合は、

東洋大学学則第５７条２項に基づき退学とする。ただし、休学期
間は在学年数に算入しない。

（その他）
第４条  第２年次終了段階で、進級基準に対して修得単位数が著しく不足

する学生については、適切な指導または注意を行う。
２． 負傷疾病など、学生本人の責任によらない止むを得ない理由
により、定期試験などを受けられなかった学生については、退
学処分に関して別途考慮することがある。

（改正）
第５条  この内規の改正は、文学部哲学科の発議・提案を受け、文学部

教授会の承認を経ることによってなされるものとする。

附　則
　　 この内規は、平成２４年４月１日から施行し、平成２４年度入学生
（２０１２年度入学生）から適用する。

進 級 制 度 に 
つ い て

進級制度
（文学部哲学科内規）



30 25

　共通総合科目は、卒業までに１２単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。また、１２単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、卒
業単位として算入する。

　文学部共通科目は、卒業までに国際コミュニケーション科目１６単位を履
修かつ修得しなければならない。また、この卒業要件を充たし、１６単位を
超過して履修かつ修得した科目の単位数も、卒業単位として算入する。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

第 1 部哲学科

共 通 総 合 科 目

哲学・思想
自然・環境・生命
歴史・文化
現代・社会
スポーツ・健康
情報教育
総合
社会人基礎力科目
留学支援科目

文学部共通科目

文学部教育
文学部基礎専門科目
国際コミュニケーション科目
諸資格関連科目
キャリア教育

① スポーツ・健康科目の授業は、東洋大学総合スポーツセンター（板橋区清水
町）で開講される。
② 「スポーツ健康科学実技」および「スポーツ健康科学演習」の各コースの受
講者数は人数調整が必要になる場合があるため、詳細については『履修登
録のしおり・授業時間割表』、学内掲示を参照すること。

　留学支援科目は、共通総合科目の枠内であるが、１２単位の卒業要件に
は入らない。ただし、卒業単位には算入される。

※「自然科学演習Ａ・Ｂ」は、２年次以上でかつ講義科目または実験講義
　科目を合計８単位以上修得していなければ、履修することができない。

サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ａ ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ａ ⑵
ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
Philosophy of Language A ⑵

（言語論Ａ）
Phi losophy of  Language B ⑵

（言語論Ｂ）

イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
日 本 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
日 本 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
中 国 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
中 国 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
Verbal and Nonverbal Communication A ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＡ）
Verbal and Nonverbal Communication B ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＢ）
Comparative Culture Studies A ⑵

（比較文化論Ａ）
Comparative Culture Studies B ⑵

（比較文化論Ｂ）
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◇隔年開講科目
　下記科目は、隔年にて開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵

　ドイツ語、フランス語、英語の３カ国語から２カ国語を選択し、１６単位
以上を履修かつ修得しなければならない。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

Communicative English A⑵
Communicative English B⑵

◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の１
科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」
　「中国語ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語ⅡＢ」

※ 哲学科の学生が中国語の語学セミナーに参加し、単位認定を受ける場合は、
その単位は卒業単位にならない自由科目（P.３３）として認定される。
※セミナーの詳細は、留学制度について（P.２５２）を参照すること。

国際コミュニケーション科目

キャリア教育 　インターンシップ・ボランティア活動は、文学部が認定する機関で就業体
験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。

サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ⑵
ヒンディー文献を読むＡ⑵
ヒンディー文献を読むＢ⑵
古 代 イ ン ド の 社 会⑵
現 代 の イ ン ド⑵

イ ン ド 現 代 思 想⑵
チベット仏教のあゆみ⑵
イ ン ド の 芸 能⑵
イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵
華 厳 の 思 想⑵
念 仏 の 思 想⑵
イ ン ド の 風 土 と 文 化⑵
密 教 の 思 想⑵
天 台 の 思 想⑵
禅 の 思 想⑵
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　哲学科専門科目は、卒業までに８８単位以上を履修かつ修得しなければ
ならない。この８８単位のうち、以下の各科目区分の卒業要件を充たさなけ
ればならない。また、各科目区分および専門科目の卒業要件を充たし、８８
単位を超過して履修かつ修得した選択必修科目と選択科目の単位数も、卒
業単位として算入する。

　必修科目に設置されている全ての科目の単位を履修かつ修得しなければな
らない。

　なお、卒業論文は必修であるため、１年次から計画を立て研究室等の指
示に注意すること。ただし、４年次の卒業論文の履修登録は、３年次終了
時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの学生に限る。

　選択必修科目は、３０単位以上を履修かつ修得しなければならない。この
３０単位のうち、２年次に２つの演習科目群（哲学演習Ⅱ・問題群演習
Ⅰ～Ⅲ）から１科目ずつ、３・４年次に〈哲学演習群〉から５科目以上、
〈哲学特殊講義群〉から１科目以上を履修かつ修得しなければならない。
　

　選択科目は、２４単位以上を履修かつ修得しなければならない。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。

◇「哲学特別研究」について

　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

イ ン ド の 宗 教 Ａ⑵ ブッダの思想とその展開Ａ⑵
イ ン ド の 宗 教 Ｂ⑵ ブッダの思想とその展開Ｂ⑵
社　会　学　史　Ⅰ⑵ 宗 教 と は 何 か Ａ⑵
社　会　学　史　Ⅱ⑵ 宗 教 と は 何 か Ｂ⑵

専 門 科 目

必修科目

選択必修科目

選択科目

科目の性格：本学大学院文学研究科哲学専攻（博士前期課程）に設置されて
いる科目と同一科目であり、主として大学院進学を希望する４
年生や高度な専門性のある教育を望む４年生が対象である。

聴講許可制：単位取得前提に聴講が許可されるのは、専任教員担当の科目で
あり、学部生は、当該専任教員に申し出て、聴講許可書類を提
出する。

科目の範囲：学部生が単位取得前提に聴講希望できる大学院科目は、専任
教員担当の博士前期課程の演習科目・講義科目であり、通年
１科目でかつ１回のみ聴講可とする。

付 帯 条 件：聴講を希望しても、状況によっては履修できない場合もある。

　なお、３・４年次の〈哲学演習群・哲学特殊講義群〉に含まれる演習・
特殊講義科目については、同一科目を２回まで履修することができ、修得
した単位数は、卒業単位として算入する。



3328

　別（P.１３４）に定める他学部他学科開放科目（専門開放科目）を履
修かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業単位として算入する。

　哲学科教育課程表にない科目で、なおかつ、前項の他学部他学科開放科
目（専門開放科目）として提示されていない科目の履修を希望する場合は、
履修する学部学科の配当学年に従い、担当教員の許可を得て、卒業単位に
ならない自由科目として履修することができる。ただし、年間履修最高単位数
（４８単位）を超えて履修することはできない。なお、以下の科目も履修でき
ないので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第２部開講の科目
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

他学部他学科開放科目（専門開放科目）

自 由 科 目

　哲学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した場合、その科目の
単位数は、卒業単位として算入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することが
できる。

教 職 科 目

Ⅰ．平成２５年度入学生より、下記の通りコース制による学習指導を行
　う。
１．哲学基礎専門コース
２．自然環境哲学コース
３．身体表現哲学コース
４．芸術哲学コース
５．宗教・歴史哲学コース
６．死生学コース

　上記６コースは専任教員を中心に配置され、１年生から４年生まで一
貫してきめ細かく学習指導を行い、最終的には卒業論文に結実する。

Ⅱ．学習手引きノートについて
　平成２５年度入学生より、学習手引きノートを通して下記の通り指
導を行う。
１．学習手引きノートは学科学生全員に配布され、これに基づいて
　自己評価・履修状況・中間点検等を自ら行い、学習に役立てる。
２．専任教員の指導の下、ＴＡの補助を通して、個別に学習指導を
　行っていく。初年度に配布される学習手引きノートは４年間使用
　するので、決して紛失等をしないこと。

学習指導上の注意



34

　

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

12

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ａ⑵ 応 用 倫 理 学 Ａ⑵
哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ｂ⑵ 応 用 倫 理 学 Ｂ⑵
科 学 思 想 史 Ａ⑵ 美 術 史 Ａ⑵ 音 楽 学 Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵
科 学 思 想 史 Ｂ⑵ 美 術 史 Ｂ⑵ 音 楽 学 Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 地 球 倫 理 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ａ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 地 球 倫 理 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ｂ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ａ⑵ 論 理 学 Ａ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ｂ⑵ 論 理 学 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵
自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵
環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵
環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵
自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵
自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵
化 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 地球科学実習講義Ａ⑵ 数理・情報実習講義Ａ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ａ⑵
化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 地球科学実習講義Ｂ⑵ 数理・情報実習講義Ｂ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ｂ⑵
日本事情ⅠＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅠＢ⑵ （留学生用）

自 然 科 学 演 習 Ａ⑵ 自 然 科 学 演 習 Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

国 際 教 育 論 Ａ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ａ⑵ 百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵
国 際 教 育 論 Ｂ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ｂ⑵ 百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵
日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵ 西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵
日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵ 西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵
地 域 史（日 本） Ａ⑵ 地 域 史（東 洋） Ａ⑵ 地 域 史（西 洋） Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵
地 域 史（日 本） Ｂ⑵ 地 域 史（東 洋） Ｂ⑵ 地 域 史（西 洋） Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵
日本事情ⅡＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅡＢ⑵ （留学生用）

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 統 計 学 Ａ⑵ 法 学 Ａ⑵ 日 本 国 憲 法⑵
経 済 学 Ｂ⑵ 統 計 学 Ｂ⑵ 法 学 Ｂ⑵
政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵ 人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵
政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵ 人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵
国 際 比 較 論 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ベーシック・マーケティング⑵ 基 礎 会 計 学⑵
国 際 比 較 論 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 流 通 入 門⑵ 企 業 会 計⑵
日本事情ⅢＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅢＢ⑵ （留学生用）

スポーツ・健康

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴� スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴� スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴� スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴� スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴
スポーツ健康科学講義Ⅰ⑵� スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵�
スポーツ健康科学演習Ⅰ⑵� スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵�

情報教育 情 報 化 社 会 と 人 間⑵ 情 報 倫 理⑵ コンピュータ・リテラシィ⑵

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵
総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵
総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 総 合 Ⅷ Ａ⑵
総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 総 合 Ⅷ Ｂ⑵
総 合 Ⅸ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵
総 合 Ⅸ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力 
科目

社会人基礎力入門講義⑵
社会人基礎力実践講義⑵
キャリアデベロップメント論Ａ⑵ 企 業 の し く み⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 企 業 家 論⑵
キャリアデベロップメント論Ｂ⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別 
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

日本語 
科目

（協定校並びに ISEP 加盟大学等からの留学生に対する日本語・日本文化科目）
Integrated Japanese Ⅰ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅰ⑵ Kanji Literacy Ⅰ⑴
Integrated Japanese Ⅱ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅱ⑵ Kanji Literacy Ⅱ⑴
Project Work Ⅰ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅰ⑴ Japanese Culture Ⅰ⑴
Project Work Ⅱ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅱ⑴ Japanese Culture Ⅱ⑴

�

2014 年度入学生用　文学部第１部哲学科　教育課程表（共通総合科目）
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区　　分 第1学年 第 2 学年 第 3 学年 第 4 学年

文　

学　

部　

共　

通　

科　

目　

16  　

単　

位　

以　

上

文学部教育 東洋大学・井上円了研究（2） 伝統文化講座（2） 情報処理演習Ａ（1） 情報処理演習Ｂ（1）

文　

学　

部　

基　

礎　

専　

門　

科　

目

ｻﾝｽｸﾘｯﾄ文献を読むⅠA
ｻﾝｽｸﾘｯﾄ文献を読むⅠB

（2）
（2）

英 文 学 特 講 Ⅰ
英 文 学 特 講 Ⅲ
米 文 学 特 講 Ⅰ

（4）
（4）
（4）

英 文 学 特 講 Ⅱ

米 文 学 特 講 Ⅱ

（4）

（4）
イ ン ド の 芸 能
インド・仏教の美術
華 厳 の 思 想
密 教 の 思 想
中国仏教のあゆみＡ
中国仏教のあゆみＢ
児 童 文 学 Ａ
児 童 文 学 Ｂ
チベット文献を読むA
チベット文献を読むB

（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）

イ ン ド 文 学
インドの風土と文化
禅 の 思 想
念 仏 の 思 想
日本仏教のあゆみＡ
日本仏教のあゆみＢ
ｻﾝｽｸﾘｯﾄ文献を読むⅡA
ｻﾝｽｸﾘｯﾄ文献を読むⅡB
パーリ文献を読むA
パーリ文献を読むB

（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）

古代インドの社会
天 台 の 思 想
チベット仏教のあゆみ
現 代 の イ ン ド
インド仏教のあゆみＡ
インド仏教のあゆみＢ
インド 現 代 思 想
  
ヒンディー文献を読むA
ヒンディー文献を読むB

（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）

（2）
（2）

中 国 学 概 論
中 国 文 化 史 概 説
比較文学文化概説Ａ
比較文学文化概説Ｂ

（4）
（4）
（2）
（2）

中 国 文 献 学 概 論

生 涯 学 習 概 論Ⅰ
特別支援教育概論Ⅰ

（4）

（2）
（2）

中 国 哲 学 史 概 説
中国現代文学史概説
イギリスの文化と思想

（4）
（4）
（4）

中 国 文 学 史 概 説
日 本 漢 学
アメリカの文化と思想

（4）
（4）
（4）

日本の伝統行事Ａ（2）
日本の伝統行事Ｂ（2）
家　族　心　理　学（2）
女 性 問 題 と学 習（2）

日本の伝統芸能Ａ（2）
日本の伝統芸能Ｂ（2）
児　童　文　化　研　究（2）
家　庭　教　育　論（2）

日 本 の 美 術 Ａ（2）
日 本 の 美 術 Ｂ（2）
生 涯 学 習 概 論Ⅱ（2）
特別支援教育概論Ⅱ（2）

韓 国 文 化 事 情 Ａ（2）
韓 国 文 化 事 情 Ｂ（2）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
16
単
位
以
上

ドイツ語 ド イ ツ 語ⅠＡ（2）
ド イ ツ 語ⅠＢ（2）

ド イ ツ 語ⅡＡ（2）
ド イ ツ 語ⅡＢ（2）

ド イ ツ 語ⅢＡ（2） 
ド イ ツ 語ⅢＢ（2）

フランス語 フ ラ ン ス 語ⅠＡ（2）
フ ラ ン ス 語ⅠＢ（2）

フ ラ ン ス 語ⅡＡ（2）
フ ラ ン ス 語ⅡＢ（2）

フ ラ ン ス 語ⅢＡ（2）
フ ラ ン ス 語ⅢＢ（2）

英語

英 語ⅠＡ（2）
英 語ⅠＢ（2）

英 語ⅡＡ（2）
英 語ⅡＢ（2）

英 語ⅢＡ（2）
英 語ⅢＢ（2）

３カ国語のうち２カ国語１６単位選択必修 　　　　 　　　　
検定英語（4） Practical Writing （2） Communicative English A（2）Communicative English B（2）

日本語
（留学生用）

（ 留 学 生 用 ） 必 修
日 本 語ⅠＡＡ（1）
日 本 語ⅠＡＢ（1）
日 本 語ⅠＢＡ（1）
日 本 語ⅠＢＢ（1）

（留学生用）選択必修
日本語と日本社会Ａ（2）
日本語と日本社会Ｂ（2）
日本語と日本文化Ａ（2）
日本語と日本文化Ｂ（2）

※留学生は１６単位中、日本語８単位必修。
　残り８単位を１・２年次のドイツ語・フランス語・
英語の３カ国語より母語以外の１カ国語選択必
修。

諸
資
格
関
連
科
目

教 育 基 礎 論 Ⅰ（2）
教 育 基 礎 論 Ⅱ（2）

社会教育計画論Ⅰ（2） 社会教育計画論Ⅱ（2） 視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）（2）
博物館情報・メディア論（2）

博　物　館　概　論（2）
博 物 館 教 育 論（2） 博 物 館 資 料 論（2）

博 物 館 経 営 論（2） 博物館資料保存論（2）
博 物 館 展 示 論（2） 博 物 館 実 習 Ⅰ（2） 博 物 館 実 習 Ⅱ（1）

図書館概論（2）  　情報サービス論（2）  　児童サービス論（2）  　図書館制度・経営論（2）  　図書館サービス概論（2）
情報サービス演習Ａ（1）  情報資源組織演習Ａ（1）  図書館情報資源概論（2）  情報資源組織論（2）  図書館情報技術論（2）
情報サービス演習Ｂ（1）  情報資源組織演習Ｂ（1）  図書館情報資源特論（2）  図書・図書館史（2）
学習指導と学校図書館（2）
読書と豊かな人間性（2）

学校経営と学校図書館（2）
情報メディアの活用（2）

学校図書館メディアの構成（2）

キャリア教育
キ ャリ ア 支 援 Ⅰ（2）
キ ャリア 支 援 Ⅱ（2）
インターンシップ（2）

教 員 養 成 講 座Ⅰ（2）
教 員 養 成 講 座Ⅱ（2）
ボランティア活動（2）

英語圏文学文化と日本Ａ
英語圏文学文化と日本Ｂ
フランス語圏文学文化と日本Ａ
フランス語圏文学文化と日本Ｂ

（2）
（2）
（2）
（2）

ドイツ語圏文学文化と日本Ａ
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ
中国文学文化と日本Ａ
中国文学文化と日本Ｂ

（2）
（2）
（2）
（2）

Verbal and Nonverbal Communication A （2）
（言語・非言語コミュニケーションA）

Verbal and Nonverbal Communication B （2）
（言語・非言語コミュニケーションB）

Philosophy of Language A （2）
（言語論A）

Philosophy of Language B （2）
（言語論 B）

Comparative Culture Studies A （2）
 （比較文化論Ａ）

Comparative Culture Studies B （2）
（比較文化論Ｂ）

2014 年度入学生用　文学部第１部哲学科　教育課程表（文学部共通科目）
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2014 年度入学生用　文学部第１部哲学科　教育課程表（専門科目）
区　　　分 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 第 4 学年

専
門
科
目
88
単
位
以
上

必
修
科
目 

34
単
位

論 理 学 概 論
哲 学 基 礎 概 説
哲 学 演 習 Ⅰ
西 洋 哲 学 史 概 説 Ⅰ

（4）
（4）
（2）
（4）

西洋哲学史概説Ⅱ（4）哲 学 概 論（4）卒 業 論 文（8）

選
択
必
修
科
目
30
単
位
以
上

哲 学 演 習 Ⅱ（ 独 ）
哲 学 演 習 Ⅱ（ 仏 ）

（2）
（2）

2 科目のうち1科目選択必修

問 題 群 演 習 Ⅰ
問 題 群 演 習 Ⅱ
問 題 群 演 習 Ⅲ

（2）
（2）
（2）

3 科目のうち1科目選択必修

９科目のうち５科目以上選択必修

６科目のうち１科目以上選択必修

選
択
科
目
24
単
位
以
上

イ ン ド の 宗 教 A
イ ン ド の 宗 教 B
ブッダの思想とその展開 A
ブッダの思想とその展開 B
日 本 史 概 説
東 洋 史 概 説
西 洋 史 概 説

（2）
（2）
（2）
（2）
（4）
（4）
（4）

ラ テ ン 語
ギ リ シ ア 語
現 代 思 想 論
比 較 思 想
社 会 学 史 Ⅰ
社 会 学 史 Ⅱ

（2）
（2）
（4）
（4）
（2）
（2）

哲 学 特 別 研 究（2）

教　

職　

科　

目
国 際 法 Ａ
国 際 法 Ｂ
政 治 学 原 論 A
政 治 学 原 論 B
社 会 科 教 育 論

（2）
（2）
（2）
（2）
（2）

社会・地歴指導法Ⅰ
社会・地歴指導法Ⅱ
社会・公民指導法Ⅰ
社会・公民指導法Ⅱ

（2）
（2）
（2）
（2）

教職実践演習（中・高）（2）

他学部他学科開放科目
（専門開放科目） 科 目 は 別 表 に 記 載

倫 理 学 概 論（4）
＜ 哲 学 演 習 群 ＞
古 代 哲 学 演 習
中世近世哲学演習
近 世 哲 学 演 習 Ⅰ
近 世 哲 学 演 習 Ⅱ
現 代 哲 学 演 習 Ⅰ
現 代 哲 学 演 習 Ⅱ
現 代 哲 学 演 習 Ⅲ
現 代 思 想 演 習
美 学 美 術 史 演 習

（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）
（2）

＜哲学特殊講義群＞
古 代 哲 学 特 講
近 世 哲 学 特 講 Ⅰ
近 世 哲 学 特 講 Ⅱ
現 代 哲 学 特 講 Ⅰ
現 代 哲 学 特 講 Ⅱ
日 本 哲 学 特 講

（4）
（4）
（4）
（4）
（4）
（4）

哲 学 と 科 学
応 用 倫 理 学 特 論
精 神 病 理 概 論
芸 術 論
哲 学 と 宗 教 思 想

（4）
（4）
（4）
（4）
（4）

国 際 公 共 経 済 A
国 際 公 共 経 済 B

（2）
（2）

日 本 史 A
日 本 史 B
人文地理学 A
人文地理学 B

（2）
（2）
（2）
（2）

外 国 史 A
外 国 史 B
地 誌 学 A
地 誌 学 B

（2）
（2）
（2）
（2）

自然地理学 A
自然地理学 B

（2）
（2）

心理学概論 A（2） 　宗教とは何か A（2） アメリカ思想史（2）
心理学概論Ｂ（2） 　宗教とは何かＢ（2）

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３．科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修することができる。
　　　４．「社会科教育論」「社会・地歴指導法Ⅰ」「社会・地歴指導法Ⅱ」「社会・公民指導法Ⅰ」「社会・公民指導法Ⅱ」「教職

実践演習（中・高）」については、教職課程履修者に限り、履修することができる。　　
　　　５．４年次の ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの学生に限る。
　　　６．３・４年次の＜哲学演習群・哲学特殊講義群＞の科目については、同一科目を２回まで履修かつ修得することができる。
　　　７．「社会学史Ⅰ」「社会学史Ⅱ」についてはⅠ・Ⅱセットで履修すること。
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　　　　　　外国人留学生の共通総合科目・国際コミュニケーション科目の履修について
　
　外国人留学生に対しては、日本理解の助けとなる「日本事情」「日本語」の科目が共通総合科目と国際
コミュニケーション科目にそれぞれ開設されている。
　共通総合科目の「日本事情ⅠＡ」「日本事情ⅠＢ」「日本事情ⅡＡ」「日本事情ⅡＢ」「日本事情Ⅲ 
Ａ」「日本事情ⅢＢ」、国際コミュニケーション科目の「日本語ⅠＡＡ」「日本語ⅠＡＢ」「日本語ⅠＢＡ」 
「日本語ⅠＢＢ」は必修、「日本語と日本社会Ａ」「日本語と日本社会Ｂ」「日本語と日本文化Ａ」「日本
語と日本文化Ｂ」は選択必修となっている。
　原則として１・２年次で履修かつ修得すること。
　教育課程表（共通総合科目・文学部共通科目）を参照して間違いのないように登録すること。

〈第１部外国人留学生用科目一覧〉
区分 科　　目 単位 履修年次 区分

目
科
合
総
通
共 日本事情ＩＡ（自然・環境・生命）

日本事情ＩＢ（自然・環境・生命）
日本事情ⅡＡ（歴史・文化）
日本事情ⅡＢ（歴史・文化）
日本事情ⅢＡ（現代・社会）
日本事情ⅢＢ（現代・社会）

２
２
２
２
２
２

１～４ 必修

日 本 語 ＩＡＡ 
日 本 語 ＩＡＢ 
日 本 語 ＩＢＡ 
日 本 語 ＩＢＢ

１
１
１
１

１ 必修

日本語と日本社会Ａ
日本語と日本社会Ｂ
日本語と日本文化Ａ
日本語と日本文化Ｂ

２
２
２
２

２

⎫――⎬――⎭

「日本語と日本社会A ･ B」、
「日本語と日本文化A ･ B」のうち
どちらか一方の組合せ選択必修

※ 国際コミュニケーション科目の「日本語ＩＡＡ・ＩＡＢ」「日本語ＩＢＡ・ＩＢＢ」「日本語と日本
社会Ａ・Ｂ」「日本語と日本文化Ａ・Ｂ」は通年履修を原則とする。 Ａ・Ｂセットで履修すること。
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第１部　東 洋 思 想 文 化 学 科
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〔第1部東洋思想文化学科学科紹介〕

東洋思想文化の深い理解と、現代への確かな視点を

　明治20年、哲学者井上円了は東洋大学の前身となる「哲学館」を創設した。明治維新後間もない当時の
日本は、西洋文明を必死で追いかけていた。しかし円了はただ西洋化に踊らされる日本を憂い、日本人とし
て東洋の精神を重んじるべきと考え、実践に基づいた哲学教育を行った。東洋思想文化学科は、このような
創立者の教育精神を受け継ぐ学科である。
　21世紀のいま、中国やインドを中心とするアジア世界は大きく変革した。政治、経済、社会など、あらゆ
る分野でのアジア地域の成長は著しく、またアジアの伝統思想や文化が、西洋社会には無いある種の力を持
って現代人に受け入れられつつある。本東洋思想文化学科は、このようなアジア社会の底流にある「東洋の
智の心髄」である思想や文化を広く、そして深く理解し、その理解を基礎に現代社会において、自身で考え
行動する人材を育てることを教育目標とする。本学科に入学した学生の皆さんは、このような目標を見据え
て学習に取り組んでもらいたい。

＜東洋思想文化学科の教育内容＞
　東洋思想文化学科は中国、インドを中心にアジアの思想、文化を広く学ぶカリキュラムを設置している。
漢文やサンスクリット語などで記された文献を読み、そこにある思想、文化をじっくりと考える科目がある一方、
国際社会に不可欠な中国語やヒンディー語や文化事情についての授業も重視しており、古典をバックグラウ
ンドとしながら現代にも即応したカリキュラムとなっている。また、体験型の実技講義科目も本学科の特色で
ある。
　本学科の学生は、まず１年次において一般的な教養科目や英語などの外国語を学習する。それと同時に専
門科目では「東洋思想文化への誘い」「レポート・論文制作の技法」などの必修科目を履修する。これらは２
年次でのコース選択の判断材料ともなる基本的かつ重要な科目である。
　２年次から、学生は本学科に設置されている４つのコース、すなわち「インド思想コース」「中国語・中国
哲学文学コース」「仏教思想コース」「東洋芸術文化コース」のうち一つを選択する。これらのコースは学生
の皆さんの２年次以降の学習の柱となり、また卒業論文とも深く関わるものなので、１年次から十分に考えて
選択してほしい。
　２年次から３年次にかけては、コース共通の必修科目「東洋思想文化演習Ⅰ」（２年次）「東洋思想文化演
習Ⅱ」（３年次）を履修するとともに、コース別必修科目や選択必修科目を合わせて履修する。これらの科目
はコースごとに決められているので、詳しくは教育課程表を参照してほしい。４年次には、演習科目「卒論
指導」を履修しながら卒業論文に取り組む。卒業論文は４年間の学習の集大成である。就職活動などと並行
しての卒論作成はあわただしく、また苦労もあるが、論文が出来上がった時の達成感は格別のものがある。
　学生の皆さんには、本学科において以上のような4年間の学びで得た思想や文化の理解を通じ、アジア世
界について深く考え、また国際社会において他文化と協調しながら、自らの人生を切り開いていく充分な力を
養っていただきたい。
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東洋思想文化学科　3つのポリシー

◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　学祖井上円了は、東洋の哲学・思想の中に普遍的意義を見出し、これを教育によって広く当時の社会に普及しようとしました。同時に、
彼は単なる知識としてではなく、人々が生きるための知恵として活用しうる哲学を構想しました。東洋思想文化学科はこの精神を受け継ぎ、
東洋の思想や文化の学習を通して、異文化や東洋的価値観、人間存在等に対する深い理解を持ち、世界の人々と協調して未来を切り開こ
うとする姿勢に富む有為な人材の育成を目指しています。そのため、東洋思想文化学科では、次のような学生を求めます。
　１．東洋思想文化学科が求める学生像
　　（１）東洋の思想や文化に対して強い関心を持つ学生を求めます。

東洋の思想や文化は、それぞれの長い伝統に培われた個性的なものです。異文化への関心や異なる価値観への理解は、東洋思
想文化学科で勉学を続けていく上で絶対に不可欠です。

　　（２）外国語の学習に意欲を持つ学生を求めます。
東洋の思想や文化を学ぶ場合、中国語・サンスクリット語をはじめとする、古典および現代のアジア諸言語で書かれた文献が基
礎資料となります。また、分野によっては、英語文献を参照することが不可欠です。

　　（３）物事を判断・主張するにあたって明確な根拠に基づいて筋道だった説明をすることのできる論理的能力を持つ学生を求めます。
論理的能力は日本社会においても大切な能力ですが、文化的背景を異にする人たちに自分を理解してもらうためにはますます重
要となります。

　２．入学までに習得しておくべき知識内容とその水準
　　（１）国語

東洋思想文化学科での学びの基礎は文献資料です。何語で書かれた文献であれ、その内容を正しく理解し、それに対する自分
の考えをまとめて主張するためには、国語能力は不可欠です。普段から文学や思想文化に関する著作に触れ、文章読解能力や論
理的表現力、文章構成力等を養っておいてください。また、漢文はコースによっては、勉学上不可欠なものですし、文献資料を
正確に読む練習にもなりますので、少なくとも基礎的な知識だけは身につけておいてください。

　　（２）英語
東洋思想文化学科では、様々な外国語が学べますが、その基礎は英語です。サンスクリット語などを学習する場合、どうしても
英語の辞書を使わなくてはなりません。また、卒論などでも、テーマによっては、英語以外の参考文献がほとんどないという場合
も稀れではありません。辞書を使えば英語の本の内容がおおよそ理解できる程度の英語力は不可欠といえます。入学までに可能
な限り英語力の向上に努めてください。

　　（３）地理・歴史
東洋の思想や文化をよく理解するためには、その前提として、それらの国々が置かれた地理的環境や歴史に関する知識が不可欠
なことは言うまでもありません。特に歴史については入学後にも関連する科目が多数ありますので、普段から関連する書籍に触れ、
また、ニュースなどを通して現代の状況などにも注意を払うよう努めてください。

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　東洋思想文化学科では、教育上の理念と目的を達成するために、次の方針のもとに教育課程を編成し、また実施します。
　１． 東洋思想文化学科の学生は、１年次・２年次を中心に、幅広い学問分野に触れ、全人的な教養を身につけるために、人文・自然な

どの「共通総合科目」や「文学部共通科目」を履修します。「文学部共通科目」では、英語や中国語などの語学を重視しています。
　２． 東洋思想文化学科の学生は、２年次以降の学習の基礎として、１年次にスタディースキル（読み、書き、発信する能力）を身につけ

るための科目、ならびに学科が教授する各分野の概要を知るための科目を履修します。
　３． 東洋思想文化学科の学生は、２年次以降、専門分野に関する知識を深めるために、次の４つのコースのいずれか１つに属し、それぞ

れに定められた課程表に基づいて履修します。
　　（１） インド思想コース：長い歴史を持つインド（より広くは「南アジア」）の思想、歴史、文化などを体系的に学べるように多彩な科目

群を提供します。それらをより本質的に理解するために、サンスクリット語やヒンディー語といった語学も学びます。
　　（２） 中国語・中国哲学文学コース：中国の哲学・文学・語学を三位一体のものとして学び、文献や資料に基づきながら中国文化につ

いて総合的な見識を養います。とりわけ中国語に関しては、検定試験の中級レベルに合格する実力を養成するプログラムを準備
しています。

　　（３） 仏教思想コース：アジアの広範な地域に伝播定着した仏教とその文化を学ぶ横断的なコースです。仏教成立の背景から、アジア
各地の仏教、そして現代日本の仏教にいたるまでを総合的に学びます。また、アジア各地の古典語（古典漢語、サンスクリット、
パーリ、チベットなど）を体系的に学習します。

　　（４） 東洋芸術文化コース：インドや中国を中心にアジアに広がる美術などの芸術や多様な文化を幅広く学ぶコースです。基礎的教養
としてはインド、中国などの歴史や思想・文学を学びつつ、東洋の芸術や文化をより柔軟な視点から理解するための科目を設け
ています。

　４． 東洋思想文化学科の学生は、卒業年次に卒業論文の作成が課されます。学科の教育目標の達成度を測るものですので、学生生活の
総決算として論文を完成させてください。

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　１． 東洋思想文化学科の教育目標に沿って設定された授業科目を履修し、基準となる単位数を修得することが、学位授与の必要要件です。

修得すべき授業科目の中には、講義だけでなく、演習や卒業論文等のさまざまな形態の科目が含まれています。
　２． 東洋思想文化学科の教育目標で明示されている、（１）東洋の思想と文化、ならびにそれを理解するのに役立つ語学、宗教学等に関

する豊富な知識、（２）東洋に特有の価値観や思考法への理解、（３）自らが直面する様々な問題に対して、独自の視点から分析と考
察を行い、自分の見解を論理的に表現し、また、それに基づいて実践することのできる能力、の三つが学習成果として実現されてい
るかどうか、さらには、グローバル化の進む現代社会に貢献できる人材となっているかどうかが、課程修了の目安になります。
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コース分けについて

１．各コースの概要とコース分けの年次
　東洋思想文化学科には主たる学習内容別に４つのコースが設置されている。4コースの概要は以下の通
りである。
（1）インド思想コース
　 　古代から現代までのインドの思想・宗教を中心に学ぶコースであり、文献講読に必要なインド古典語

のサンスクリット語や現代語のヒンディー語なども合わせて学習する。
（2）中国語・中国哲学文学コース
　 　中国の古典から現代までの思想・文学あるいは文化事象を学ぶコースである。合わせて文献講読に

必要な漢文読解力や中国語の語学力を養成する。
（3）仏教思想コース
　 　インド、中国、日本を中心とした仏教の歴史的展開や思想内容を詳しく学ぶコースであり、仏教の理

解に必要なサンスクリット語、パーリ語、チベット語、仏教漢文などの語学も学習する。
（4）東洋芸術文化コース
　 　インド、中国、日本などの美術を中心に建築、芸能、音楽などアジアの芸術、文化を総合的に学ぶコー

スである。合わせてサンスクリット語、漢文、ヒンディー語などアジアの外国語も学習する。

　１年次の秋学期からコース分けについて指導が行なわれる。それにより学生は各自が希望するコースを
検討・決定し、2 年次から各コースのカリキュラムにしたがってコース別必修科目、選択必修科目などの
履修を開始する。

２．各コースで取得できる教育職員（教員）免許状について
　本学科で取得できる教育職員免許状は、コースごとに以下のように決められている。したがって教育職
員免許状を取得希望の者は、コース選択の際、必ず以下の事項を確認すること。詳細は、P.202 参照。
＜各コースで取得できる教育職員免許状の種類＞
（1）インド思想コース  いずれの教育職員免許状も取得できない。
（2）中国語・中国哲学文学コース  「中学校教諭１種免許状（国語）」「高等学校教諭 1種免許状（国語）」

「高等学校教諭 1種免許状（書道）」が取得可能である。
（3）仏教思想コース 「中学校教諭１種免許状（社会）」「高等学校教諭 1種免許状（地理

歴史）」「高等学校教諭 1種免許状（公民）」が取得可能である。
（4）東洋芸術文化コース  いずれの教育職員免許状も取得できない。

３．コースに関連した履修上の注意
（1）　国際コミュニケーション科目履修上の注意
　東洋思想文化学科の学生は「文学部共通科目」中の「国際コミュニケーション科目」については、「英語」
４単位を含む 8 単位以上を履修かつ修得しなければならない。ただし「中国語・中国哲学文学コース」
を希望する場合は、英語 4 単位と中国語 4 単位を履修することが望ましい。
　
（2）　1年次に履修した専門科目について
　1年次から履修できる専門科目のうち、選択した２年次からのコースの教育課程表に記載されていない
科目は卒業単位にならない（自由科目として単位認定される）。
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科目区分

文学部　第１部　東洋思想文化学科　卒業要件

インド思想コース 中国語・中国哲学
文学コース 仏教思想コース 東洋芸術文化

コース　

共
通
総
合
科
目
16
単
位
以
上

哲 学 ・ 思 想

１６単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目
16
単
位
以
上

文 学 部 教 育 ※文学部共通科目の卒業要件単位数は、国際コミュニケーショ
ン科目の 8 単位を含む、合計１６単位以上文学部基礎専門科目

国際コミュニケーション科目 ８単位以上

諸 資 格 関 連 科 目

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目
74
単
位
以
上

各コース共通必修科目 １８単位

コ ー ス 別 必 修 科 目 １６単位以上 ３６単位 ３０単位 １６単位以上

選 択 必 修 科 目 Ⅰ １２単位以上 １４単位以上 １２単位以上 １２単位以上

選 択 必 修 科 目 Ⅱ １２単位以上 ６単位以上 １２単位以上 １２単位以上

選 択 科 目

教 職 科 目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位
※中国語が母国語・母語の外国学生が、中国語・中国哲学文学コースを選択した場合は、国際コミュニケー
ション科目１４単位、コース別必修科目３４単位、選択必修科目Ⅰ１０単位の卒業要件となります。
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　共通総合科目は、卒業までに１６単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。また、１６単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、卒
業単位として算入する。

　留学支援科目は、共通総合科目の枠内であるが、１６単位の卒業要件に
は入らない。ただし、卒業単位には算入される。

※「自然科学演習Ａ・Ｂ」は、２年次以上でかつ講義科目または実験講義
　科目を合計８単位以上修得していなければ、履修することができない。

　文学部共通科目は、卒業までに国際コミュニケーション科目８単位の卒業
要件を充たし、合計１６単位以上を履修かつ修得しなければならない。また、
卒業要件を充たし、１６単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、
卒業単位として算入する。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

Verbal and Nonverbal Communication A⑵
（言語・非言語コミュニケーションＡ）
Verbal and Nonverbal Communication B⑵
（言語・非言語コミュニケーションＢ）

Philosophy of Language A⑵
（言語論Ａ）

Philosophy of Language B⑵
（言語論Ｂ）

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

日 本 の 伝 統 芸 能 A⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 B ⑵

第 1 部東洋思想文化学科

共 通 総 合 科 目

哲学・思想
自然・環境・生命
歴史・文化
現代・社会
スポーツ・健康
情報教育
総合
社会人基礎力科目
留学支援科目

文学部共通科目

文学部教育
文学部基礎専門科目
国際コミュニケーション科目
諸資格関連科目
キャリア教育

① スポーツ・健康科目の授業は、東洋大学総合スポーツセンター（板橋区清水
町）で開講されます。
② 「スポーツ健康科学実技」および「スポーツ健康科学演習」の各コースの受
講者数は人数調整が必要になる場合があるため、詳細については『履修登
録のしおり・授業時間割表』、学内掲示を参照してください。

Comparative Culture Studies A（2）

Comparative Culture Studies B（2）
（比較文化論Ａ）

（比較文化論Ｂ）

　「英語」4 単位を含む 8 単位以上を履修かつ修得しなければならない。
　ただし「中国語・中国哲学文学コース」を希望する場合は、英語 4 単位と
中国語 4 単位を履修することが望ましい。

国際コミュニケーション科目
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　東洋思想文化学科の各コース専門科目は、卒業までに７４単位以上を履
修かつ修得しなければならない。この７４単位のうち、以下の各科目区分の
卒業要件を充たさなければならない。また各科目区分および専門科目の卒
業要件を充たし、７４単位を超過して履修かつ修得した選択必修科目と選
択科目の単位数も、卒業単位として算入する。

　各コースの必修科目に設置されている全ての科目の単位（インド思想コー
ス 34 単位、中国語・中国哲学文学コース 54 単位、仏教思想コース 48
単位、東洋芸術文化コース 34 単位）を履修かつ修得しなければならない。
なお、卒業論文は必修であるため、１年次から計画を立て、共同研究室の
掲示等に注意すること。ただし、４年次の「卒論指導」「卒業論文」の履
修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの
学生に限る。

　選択必修科目は各コースに「選択必修科目Ⅰ」と「選択必修科目Ⅱ」が設
定されており、各コースの教育課程表（専門科目）に示された所定の科目か
ら選択して履修かつ修得しなければならない。
　「インド思想コース」「仏教思想コース」「東洋芸術文化コース」の 3コー
スでは「選択必修科目Ⅰ」のうち語学科目４単位以上と講義科目８単位以上
の計１２単位以上修得し、また「選択必修科目Ⅱ」を１２単位以上修得しな
ければならない。
　「中国語・中国哲学文学コース」では「選択必修科目Ⅰ」のうち語学科目
４単位以上と講義科目１０単位以上の計１４単位以上を修得し、また「選択
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　英語、ドイツ語、フランス語、中国語の４カ国語から１カ国語以上を選

択し、同一言語で８単位以上を履修かつ修得しなければならない。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

Communicative English A ⑵
Communicative English B ⑵

◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の１
科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」
　「中国語ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語ⅡＢ」

※セミナーの詳細は、留学制度について（Ｐ．２５２）を参照すること。

　インド哲学科各コース専門科目は、卒業までに７６単位以上を履修かつ修
得しなければならない。この７６単位のうち、以下の各科目区分の卒業要件
を充たさなければならない。また、各科目区分および専門科目の卒業要件を
充たし、７６単位を超過して履修かつ修得した選択必修科目と選択科目の単
位数も、卒業単位として算入する。

　各コースの必修科目に設置されている全ての科目の単位を履修かつ修得し
なければならない。

　なお、卒業論文（制作）は必修であるため、１年次から計画を立て研究
室等の指示に注意すること。ただし、４年次の「卒論指導」「卒業論文（制 
作）」の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の
学生に限る。

　各コースの選択必修科目は、４４単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。この４４単位のうち、以下の各領域の卒業要件を充たさなければな
らない。

国際コミュニケーション科目

専 門 科 目

必修科目

選択必修科目

　科目によっては、第２部インド哲学科開講となっており、また隔年開講科目
が多いので、履修の際は十分に注意すること。

キャリア教育 　インターンシップ・ボランティア活動は、文学部が認定する機関で就業体
験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。
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　英語、ドイツ語、フランス語、中国語の４カ国語から１カ国語以上を選

択し、同一言語で８単位以上を履修かつ修得しなければならない。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

Communicative English A ⑵
Communicative English B ⑵

◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の１
科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」
　「中国語ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語ⅡＢ」

※セミナーの詳細は、留学制度について（Ｐ．２５２）を参照すること。

　インド哲学科各コース専門科目は、卒業までに７６単位以上を履修かつ修
得しなければならない。この７６単位のうち、以下の各科目区分の卒業要件
を充たさなければならない。また、各科目区分および専門科目の卒業要件を
充たし、７６単位を超過して履修かつ修得した選択必修科目と選択科目の単
位数も、卒業単位として算入する。

　各コースの必修科目に設置されている全ての科目の単位を履修かつ修得し
なければならない。

　なお、卒業論文（制作）は必修であるため、１年次から計画を立て研究
室等の指示に注意すること。ただし、４年次の「卒論指導」「卒業論文（制 
作）」の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の
学生に限る。

　各コースの選択必修科目は、４４単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。この４４単位のうち、以下の各領域の卒業要件を充たさなければな
らない。

国際コミュニケーション科目

専 門 科 目

必修科目

選択必修科目

　科目によっては、第２部インド哲学科開講となっており、また隔年開講科目
が多いので、履修の際は十分に注意すること。

キャリア教育 　インターンシップ・ボランティア活動は、文学部が認定する機関で就業体
験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。

キャリア教育

専 門 科 目

必修科目

選択必修科目
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必修科目Ⅱ」を６単位以上修得しなければならない。
　選択必修科目の必要修得単位数はコースによって異なるので、注意が
必要である。

　各コースの選択科目を履修かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業
単位として算入する。

　科目によっては集中講義となる場合や第２部時間帯のみ開講する場合、ま
た別途費用が必要となる場合があるので、「シラバス（講義要項）」等で十
分に確認したうえで履修すること。

◇通年履修科目
　下記科目は通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、A・Bセットで履修すること。

◇第２部時間帯のみでの開講科目
　下記科目は第２部時間帯のみの開講となる。
　履修を希望する場合は第２部時間割を参照すること。

選択科目

実技講義科目および海外研修

＜科目の開講について＞

中 国 学 概 論 Ａ⑵
中 国 学 概 論 Ｂ⑵
中 国 文 献 学 Ａ⑵
中 国 文 献 学 Ｂ⑵
中 国 哲 学 史 Ａ⑵
中 国 哲 学 史 Ｂ⑵
中 国 文 学 史 Ａ⑵
中 国 文 学 史 Ｂ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵
中 国 学 研 究 法 Ａ⑵
中 国 学 研 究 法 Ｂ⑵
中 国 史 概 説 Ａ⑵
中 国 史 概 説 Ｂ⑵
日 本 漢 学 Ａ⑵
日 本 漢 学 Ｂ⑵
中 国 文 字 学 Ａ⑵
中 国 文 字 学 Ｂ⑵

中 国 哲 学 講 読 Ａ⑵
中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑵
中 国 文 学 講 読 Ａ⑵
中 国 文 学 講 読 Ｂ⑵
中 国 哲 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵
中 国 哲 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
中 国 文 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵
中 国 文 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
中 国 文 化 史 Ａ⑵
中 国 文 化 史 Ｂ⑵
中 国 語 Ⅳ Ａ⑴
中 国 語 Ⅳ Ｂ⑴
中 国 語 Ⅴ Ａ⑴
中 国 語 Ⅴ Ｂ⑴
中 国 語 Ⅵ Ａ⑴
中 国 語 Ⅵ Ｂ⑴
中 国 語 Ⅶ Ａ⑴
中 国 語 Ⅶ Ｂ⑴

仏 教 の 芸 能⑵
イ ン ド 舞 踊⑵
坐 禅⑵
写 経⑵
ヨ ー ガ⑵

宗 教 社 会 学 Ａ⑵
宗 教 社 会 学 Ｂ⑵
宗教をめぐる諸問題Ａ⑵
宗教をめぐる諸問題Ｂ⑵
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◇隔年開講科目
　下記科目は隔年で開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。

◇第1部・第２部いずれかの時間帯で開講する科目
　下記科目は、第 1部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

　東洋思想文化学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した場合、
その科目の単位数は、卒業単位として算入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することが
できる。

イ ン ド 現 代 思 想⑵ 
現 代 の イ ン ド⑵ 
仏 教 と 社 会 福 祉⑵ 
現 代 に 生 き る 仏 教⑵ 
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅱ Ａ⑵ 
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅱ Ｂ⑵ 
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅲ Ａ⑵ 
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅲ Ｂ⑵ 
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅳ Ａ⑵ 
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅳ Ｂ⑵ 
神 道 史 Ａ⑵ 
神 道 史 Ｂ⑵ 
韓 国 仏 教 史⑵ 
近 世 日 本 思 想 Ａ⑵ 
近 世 日 本 思 想 Ｂ⑵ 

仏 教 思 想 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 
仏 教 思 想 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 
仏 教 思 想 特 講 Ⅱ Ａ⑵ 
仏 教 思 想 特 講 Ⅱ Ｂ⑵ 
仏 教 思 想 特 講 Ⅲ Ａ⑵ 
仏 教 思 想 特 講 Ⅲ Ｂ⑵ 
仏 教 思 想 特 講 Ⅳ Ａ⑵ 
仏 教 思 想 特 講 Ⅳ Ｂ⑵ 
東洋芸術文化特講ⅠＡ⑵ 
東洋芸術文化特講ⅠＢ⑵ 
東洋芸術文化特講ⅡＡ⑵ 
東洋芸術文化特講ⅡＢ⑵ 
東洋芸術文化特講ⅢＡ⑵ 
東洋芸術文化特講ⅢＢ⑵ 
東洋芸術文化特講ⅣＡ⑵ 
東洋芸術文化特講ⅣＢ⑵ 

韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵ 
韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵ 
日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵ 
日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵ 
教 職 国 語（古 典）Ａ⑵ 
教 職 国 語（古 典）Ｂ⑵ 
教 職 国 語（現 代 文）Ａ⑵ 
教 職 国 語（現 代 文）Ｂ⑵ 

東 洋 の 身 体 論⑵ 
近 代 化 と 東 洋⑵ 
中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵ 
中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵ 
日 本 民 俗 学 Ａ⑵ 
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵ 

教 職 科 目
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　別（P. １３４）に定める他学部他学科開放科目（専門開放科目）を履
修かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業単位として算入する。

　東洋思想文化学科教育課程表にない科目で、なおかつ、前項の他学部
他学科開放科目（専門開放科目）として提示されていない科目の履修を
希望する場合は、履修する学部学科の配当学年にしたがい、担当教員の
許可を得て、卒業単位にならない自由科目として履修することができる。
ただし、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することはでき
ない。なお、以下の科目も履修できないので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第２部開講の科目（第１部の教育課程表に掲載されていない科目）
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

他学部他学科開放科目（専門開放科目）

自 由 科 目
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◇東洋思想文化学科第1部・第 2 部間相互聴講制度による相互聴講科目
　東洋思想文化学科第 1部・第 2 部間でのみ相互聴講を認める。
　履修条件は、以下の通りである。
（1） 以下の第 2 部東洋思想文化学科提供科目群のうち、卒業までに４０単位を超えて履修かつ修得す

ることはできない。
（2）科目提供主体（第 2 部）の学年配当にしたがって履修しなければならない。
（3）年間履修最高単位数（４８単位）に算入する。
（4）履修かつ修得した単位は、専門科目として、卒業単位に算入する。
（5）履修方法
　　第 2 部提供科目の履修を希望する場合は、第 1部の科目と同様に履修登録をすること。
（6）対象科目（第 2 部東洋思想文化学科提供科目群）

※「中国史概説 A」「中国史概説 B」の第２部の科目名称は、「中国史概論 A」「中国史概論 B」にな
るので、第２部時限帯で履修を希望する場合は注意すること。
なお、第２部時限帯の「中国史概論Ａ」「中国史概論Ｂ」を履修かつ修得した場合は、「中国史概説Ａ」「中
国史概説Ｂ」に読み替え修得したこととする。

イ ン ド 思 想 史 Ａ⑵ 
イ ン ド 思 想 史 Ｂ⑵ 
イ ン ド 古 典 思 想 概 論 Ａ⑵ 
イ ン ド 古 典 思 想 概 論 Ｂ⑵ 
ヒ ン ド ゥ ー 教 概 論 Ａ⑵ 
ヒ ン ド ゥ ー 教 概 論 Ｂ⑵ 
仏 教 思 想 概 論 Ａ⑵ 
仏 教 思 想 概 論 Ｂ⑵ 
イ ン ド 仏 教 史 Ａ⑵ 
イ ン ド 仏 教 史 Ｂ⑵ 
中 国 仏 教 史 Ａ⑵ 
中 国 仏 教 史 Ｂ⑵ 
日 本 仏 教 史 Ａ⑵ 
日 本 仏 教 史 Ｂ⑵ 
中 国 史 概 論 Ａ⑵ 
中 国 史 概 論 Ｂ⑵ 
イ ン ド 文 化 概 論 Ａ⑵ 
イ ン ド 文 化 概 論 Ｂ⑵ 
中 国 文 化 史 Ａ⑵ 
中 国 文 化 史 Ｂ⑵ 

中 国 文 字 学 Ａ⑵ 
中 国 文 字 学 Ｂ⑵ 
イ ン ド ・ 仏 教 の 美 術 Ａ⑵ 
イ ン ド ・ 仏 教 の 美 術 Ｂ⑵ 
中 国 の 美 術 Ａ⑵ 
中 国 の 美 術 Ｂ⑵ 
日 本 漢 学 Ａ⑵ 
日 本 漢 学 Ｂ⑵ 
中 国 哲 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 
中 国 哲 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 
中 国 文 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 
中 国 文 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 
チ ベ ッ ト 仏 教 史⑵ 
中 国 哲 学 講 読 Ａ⑴
中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑴
中 国 文 学 講 読 Ａ⑴
中 国 文 学 講 読 Ｂ⑴
東 西 交 渉 文 化 史 Ａ⑵ 
東 西 交 渉 文 化 史 Ｂ⑵ 
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

16

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ａ⑵ 応 用 倫 理 学 Ａ⑵
哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ｂ⑵ 応 用 倫 理 学 Ｂ⑵
科 学 思 想 史 Ａ⑵ 美 術 史 Ａ⑵ 音 楽 学 Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵
科 学 思 想 史 Ｂ⑵ 美 術 史 Ｂ⑵ 音 楽 学 Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 地 球 倫 理 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ａ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 地 球 倫 理 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ｂ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ａ⑵ 論 理 学 Ａ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ｂ⑵ 論 理 学 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵
自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵
環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵
環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵
自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵
自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵
化 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 地球科学実習講義Ａ⑵ 数理・情報実習講義Ａ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ａ⑵
化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 地球科学実習講義Ｂ⑵ 数理・情報実習講義Ｂ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ｂ⑵
日本事情ⅠＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅠＢ⑵ （留学生用）

自 然 科 学 演 習 Ａ⑵ 自 然 科 学 演 習 Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

国 際 教 育 論 Ａ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ａ⑵ 百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵
国 際 教 育 論 Ｂ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ｂ⑵ 百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵
日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵ 西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵
日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵ 西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵
地 域 史（日 本） Ａ⑵ 地 域 史（東 洋） Ａ⑵ 地 域 史（西 洋） Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵
地 域 史（日 本） Ｂ⑵ 地 域 史（東 洋） Ｂ⑵ 地 域 史（西 洋） Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵
日本事情ⅡＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅡＢ⑵ （留学生用）

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 統 計 学 Ａ⑵ 法 学 Ａ⑵ 日 本 国 憲 法⑵
経 済 学 Ｂ⑵ 統 計 学 Ｂ⑵ 法 学 Ｂ⑵
政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵ 人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵
政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵ 人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵
国 際 比 較 論 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ベーシック・マーケティング⑵ 基 礎 会 計 学⑵
国 際 比 較 論 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 流 通 入 門⑵ 企 業 会 計⑵
日本事情ⅢＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅢＢ⑵ （留学生用）

スポーツ・健康

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴� スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴� スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴� スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴� スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴
スポーツ健康科学講義Ⅰ⑵� スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵�
スポーツ健康科学演習Ⅰ⑵� スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵�

情報教育 情 報 化 社 会 と 人 間⑵ 情 報 倫 理⑵ コンピュータ・リテラシィ⑵

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵
総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵
総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 総 合 Ⅷ Ａ⑵
総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 総 合 Ⅷ Ｂ⑵
総 合 Ⅸ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵
総 合 Ⅸ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力 
科目

社会人基礎力入門講義⑵
社会人基礎力実践講義⑵
キャリアデベロップメント論Ａ⑵ 企 業 の し く み⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 企 業 家 論⑵
キャリアデベロップメント論Ｂ⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別 
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

日本語 
科目

（協定校並びに ISEP 加盟大学等からの留学生に対する日本語・日本文化科目）
Integrated Japanese Ⅰ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅰ⑵ Kanji Literacy Ⅰ⑴
Integrated Japanese Ⅱ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅱ⑵ Kanji Literacy Ⅱ⑴
Project Work Ⅰ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅰ⑴ Japanese Culture Ⅰ⑴
Project Work Ⅱ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅱ⑴ Japanese Culture Ⅱ⑴

�

2014 年度入学生用　文学部第１部東洋思想文化学科　教育課程表（共通総合科目）
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2014 年度入学生用�文学部第 1部東洋思想文化学科　教育課程表（文学部共通科目）

区　　　分 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 第 4 学年

文

学

部

共

通

科

目

16

単

位

以

上

文学部教育 東洋大学・井上円了研究⑵ 伝 統 文 化 講 座⑵ 情 報 処 理 演 習 Ａ⑴ 情 報 処 理 演 習 Ｂ⑴

文　

学　

部　

基　

礎　

専　

門　

科　

目

論 理 学 概 論⑷ 比 較 思 想 ⑷
哲 学 基 礎 概 説⑷ 英 文 学 特 講 Ⅰ⑷ 英 文 学 特 講 Ⅱ⑷
日 本 史 概 説⑷ 英 文 学 特 講 Ⅲ⑷
西 洋 史 概 説⑷ 米 文 学 特 講 Ⅰ⑷ 米 文 学 特 講 Ⅱ⑷

哲 学 と 科 学 ⑷ 応 用 倫 理 学 特 論⑷
児 童 文 学 Ａ ⑵ 哲 学 と 宗 教 思 想⑷
児 童 文 学 Ｂ ⑵

生 涯 学 習 概 論 Ⅰ⑵ 特別支援教育概論Ⅰ⑵ イギリスの文化と思想⑷ アメリカの文化と思想⑷

英語圏文学文化と日本Ａ⑵ ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵ フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵ 日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵ ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵ フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵ 日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵ 家 族 心 理 学 ⑵ 女 性 問 題 と 学 習⑵ 生 涯 学 習 概 論 Ⅱ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵ 児 童 文 化 研 究⑵ 家 庭 教 育 論 ⑵ 特別支援教育概論Ⅱ⑵
Verbal and Nonverbal Communication Ａ⑵ Philosophy of Language Ａ⑵ Comparative Culture Studies Ａ⑵
（言語・非言語コミュニケーションＡ） （言語論Ａ） （比較文化論Ａ）

Verbal and Nonverbal Communication Ｂ⑵ Philosophy of Language Ｂ⑵ Comparative Culture Studies Ｂ⑵
（言語・非言語コミュニケーションＢ） （言語論Ｂ） （比較文化論Ｂ）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
8
単
位
以
上

英語
検 定 英 語⑷ Practical Writing⑵ Communicative English Ａ⑵ Communicative English Ｂ⑵
英 語ⅠＡ⑵ 英 語ⅡＡ⑵ 英 語ⅢＡ⑵
英 語ⅠＢ⑵ 英 語ⅡＢ⑵ 英 語ⅢＢ⑵

ドイツ語 ド イ ツ 語ⅠＡ⑵ ド イ ツ 語ⅡＡ⑵ ド イ ツ 語ⅢＡ⑵
ド イ ツ 語ⅠＢ⑵ ド イ ツ 語ⅡＢ⑵ ド イ ツ 語ⅢＢ⑵

フランス語 フ ラ ン ス 語ⅠＡ⑵ フ ラ ン ス 語ⅡＡ⑵ フ ラ ン ス 語ⅢＡ⑵
フ ラ ン ス 語ⅠＢ⑵ フ ラ ン ス 語ⅡＢ⑵ フ ラ ン ス 語ⅢＢ⑵

中国語
中 国 語ⅠＡ⑵ 中 国 語ⅡＡ⑵ 中 国 語ⅢＡ⑵
中 国 語ⅠＢ⑵ 中 国 語ⅡＢ⑵ 中 国 語ⅢＢ⑵
英語ⅠＡ・英語ⅠＢ必修、以外に太枠内の英語を含む１ヵ国語２科目４単位選択必修

日本語
（留学生用）

（留 学 生 用） 必 修 （留 学 生 用） 選 択 必 修

※留学生は日本語８単位必修。
日 本 語ⅠＡＡ⑴ 日本語と日本社会Ａ⑵
日 本 語ⅠＡＢ⑴ 日本語と日本社会Ｂ⑵
日 本 語ⅠＢＡ⑴ 日本語と日本文化Ａ⑵
日 本 語ⅠＢＢ⑴ 日本語と日本文化Ｂ⑵

諸
資
格
関
連
科
目

教 育 基 礎 論 ⑵
教 育 制 度 論 ⑵
社 会 教 育 計 画 論 Ⅰ⑵ 社 会 教 育 計 画 論 Ⅱ⑵ 視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵
博物館情報・メディア論⑵

博 物 館 概 論 ⑵
博 物 館 教 育 論⑵ 博 物 館 資 料 論⑵

博 物 館 経 営 論⑵ 博 物 館 資 料 保 存 論⑵
博 物 館 展 示 論⑵ 博 物 館 実 習 Ⅰ⑵ 博 物 館 実 習 Ⅱ⑴

図書館概論（2）  　情報サービス論（2）  　児童サービス論（2）  　図書館制度・経営論（2）  　図書館サービス概論（2）
情報サービス演習Ａ（1）  情報資源組織演習Ａ（1）  図書館情報資源概論（2）  情報資源組織論（2）  図書館情報技術論（2）
情報サービス演習Ｂ（1）  情報資源組織演習Ｂ（1）  図書館情報資源特論（2）  図書・図書館史（2）
学習指導と学校図書館（2）
読書と豊かな人間性（2）

学校経営と学校図書館（2）
情報メディアの活用（2）

学校図書館メディアの構成（2）

キャリア教育
キ ャ リ ア 支 援 Ⅰ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅰ⑵
キ ャ リ ア 支 援 Ⅱ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅱ⑵
イ ン タ ー ン シ ッ プ⑵ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動⑵

※ 2 年次のコース分けで中国語・中国哲学文学コースを選択することを希望している場合は、「英語ⅠＡ」・「英
語ⅠＢ」以外に、「中国語ⅠＡ」・「中国語ⅠＢ」を 1年次に履修することが望ましい。 
※中国語・中国哲学文学コースの外国学生（母国語・母語が中国語）は、英・独・仏から 1 ヶ国語 6 単位選
択必修。
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専　

門　

科　

目　

74　

単　

位　

以　

上

必
修
科
目
34
単
位
以
上

各
コ
ー
ス

共
通
必
修

18
単
位

東洋思想文化への誘いＡ⑵ 東洋思想文化演習Ⅰ⑵ 東洋思想文化演習Ⅱ⑵ 卒 論 指 導⑵
東洋思想文化への誘いＢ⑵ 卒 業 論 文⑹
レポート・論文制作の技法⑵

コ
ー
ス
別
必
修

16
単
位
以
上

イ ン ド 思 想 史 Ａ⑵ イ ン ド 仏 教 史 Ａ⑵ インド古典思想概論Ａ⑵
イ ン ド 思 想 史 Ｂ⑵ イ ン ド 仏 教 史 Ｂ⑵ インド古典思想概論Ｂ⑵
ヒンドゥー教概論Ａ⑵ イ ン ド 文 化 概 論 Ａ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ａ⑵
ヒンドゥー教概論Ｂ⑵ イ ン ド 文 化 概 論 Ｂ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ｂ⑵
インド・仏教の美術Ａ⑵ 東 南 ア ジ ア 仏 教 史⑵
インド・仏教の美術Ｂ⑵

選
択
必
修
科
目
Ⅰ

12
単
位
以
上

語
学
科
目

４
単
位
以
上

サンスクリット語ⅠＡ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語Ａ⑴
サンスクリット語ⅠＢ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語Ｂ⑴

サンスクリット語ⅡＡ⑴
サンスクリット語ⅡＢ⑴

講
義
科
目

８
単
位
以
上

インド思想特講ⅠＡ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＡ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅢＡ⑵
インド思想特講ⅠＢ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＢ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅢＢ⑵
インド思想特講ⅣＡ⑵
インド思想特講ⅣＢ⑵

選　

択　

必　

修　

科　

目　

Ⅱ　

12　

単　

位　

以　

上

語
学
科
目

基 礎 中 国 語 Ａ⑴ パ ー リ 語 Ａ⑴ チ ベ ッ ト 語 Ａ⑴ 仏 教 漢 文 Ａ⑴
基 礎 中 国 語 Ｂ⑴ パ ー リ 語 Ｂ⑴ チ ベ ッ ト 語 Ｂ⑴ 仏 教 漢 文 Ｂ⑴

中 国 語 学 演 習 Ａ⑴ 中 国 語 Ⅳ Ａ⑴ 中 国 語 Ⅴ Ａ⑴
中 国 語 学 演 習 Ｂ⑴ 中 国 語 Ⅳ Ｂ⑴ 中 国 語 Ⅴ Ｂ⑴
中 国 語 Ⅵ Ａ⑴ 中 国 語 Ⅶ Ａ⑴ 韓 国 語 Ａ⑴
中 国 語 Ⅵ Ｂ⑴ 中 国 語 Ⅶ Ｂ⑴ 韓 国 語 Ｂ⑴

講　

義　

科　

目

宗教をめぐる諸問題Ａ⑵ 宗 教 学 概 論 Ａ⑵ 東 洋 の 身 体 論⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
宗教をめぐる諸問題Ｂ⑵ 宗 教 学 概 論 Ｂ⑵ 近 代 化 と 東 洋⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
中国文学文化と日本Ａ⑵ 比較文学文化概説Ａ⑵ 日本文学文化概説Ａ⑵ 古 文 書 学 Ⅰ⑷
中国文学文化と日本Ｂ⑵ 比較文学文化概説Ｂ⑵ 日本文学文化概説Ｂ⑵ キ リ ス ト 教 概 論⑵
イ ス ラ ー ム 概 論⑵ 現 代 の イ ン ド⑵ 現 代 に 生 き る 仏 教⑵ 中 国 学 研 究 法 Ａ⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵ 仏 教 と 社 会 福 祉⑵ 中 国 学 研 究 法 Ｂ⑵
漢 文 訓 読 法⑵ 心 理 学 概 論 Ａ⑵

心 理 学 概 論 Ｂ⑵
書 道 史 Ａ⑵ 比 較 宗 教 Ａ⑵ 宗 教 社 会 学 Ａ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ａ⑵
書 道 史 Ｂ⑵ 比 較 宗 教 Ｂ⑵ 宗 教 社 会 学 Ｂ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ｂ⑵

中 国 学 概 論 Ａ⑵ 中 国 史 概 説 Ａ⑵ 中 国 文 献 学 Ａ⑵
中 国 学 概 論 Ｂ⑵ 中 国 史 概 説 Ｂ⑵ 中 国 文 献 学 Ｂ⑵
中 国 文 字 学 Ａ⑵ 中 国 哲 学 史 Ａ⑵ 中 国 仏 教 史 Ａ⑵
中 国 文 字 学 Ｂ⑵ 中 国 哲 学 史 Ｂ⑵ 中 国 仏 教 史 Ｂ⑵
中 国 文 学 史 Ａ⑵ 中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵ 中 国 文 化 史 Ａ⑵
中 国 文 学 史 Ｂ⑵ 中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵ 中 国 文 化 史 Ｂ⑵
中 国 の 美 術 Ａ⑵ 中 国 哲 学 講 読 Ａ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ａ⑴
中 国 の 美 術 Ｂ⑵ 中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ｂ⑴
韓 国 仏 教 史 ⑵ チ ベ ッ ト 仏 教 史⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵ 神 道 史 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 神 道 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 思 想 Ａ⑵ 日 本 仏 教 史 Ａ⑵ 日 本 漢 学 Ａ⑵
近 世 日 本 思 想 Ｂ⑵ 日 本 仏 教 史 Ｂ⑵ 日 本 漢 学 Ｂ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅠＡ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅡＡ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅢＡ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅠＢ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅡＢ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅢＢ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅣＡ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＡ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅡＡ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅣＢ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＢ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅡＢ⑵
中 国 文 学 特 講 ⅠＡ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅡＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅠＡ⑵
中 国 文 学 特 講 ⅠＢ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅡＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅠＢ⑵
東洋芸術文化特講ⅡＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅢＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅣＡ⑵
東洋芸術文化特講ⅡＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅢＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅣＢ⑵

哲 学 概 論⑷ 書 論 Ａ⑵
倫 理 学 概 論⑷  書 論 Ｂ⑵

実技講
義科目

写 経⑵ ヨ ー ガ⑵ 坐 禅⑵ 仏 教 の 芸 能⑵
イ ン ド 舞 踊⑵ 日 本 の 宗 教 を 歩 く⑵

実技
科目

書 道 ⅠＡ⑴ 書 道 ⅡＡ⑴ 書 道 ⅣＡ⑴    創 作 書 道 Ａ⑴
書 道 ⅠＢ⑴ 書 道 ⅡＢ⑴ 書 道 ⅣＢ⑴  創 作 書 道 Ｂ⑴

書 道 ⅢＡ⑴ 
書 道 ⅢＢ⑴

（次ページに続く）

2014 年度入学生用�文学部第 1部東洋思想文化学科　インド思想コース　教育課程表（専門科目）
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専
門
科
目
74
単
位
以
上

選択必修科目
Ⅱ 12単位以上

海外
研修

海 外 文 化 研 修 Ⅰ⑵
海 外 文 化 研 修 Ⅱ⑵

選択科目

古 典 文 法 Ａ⑵
古 典 文 法 Ｂ⑵

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近現代日本文学史Ａ⑵ 
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近現代日本文学史Ｂ⑵
日 本 語 概 説 Ａ⑵ 作家作品研究（上代）Ａ⑵ 作家作品研究（中古）Ａ⑵ 作家作品研究（中世）Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵ 作家作品研究（上代）Ｂ⑵ 作家作品研究（中古）Ｂ⑵ 作家作品研究（中世）Ｂ⑵
作家作品研究（近世）Ａ⑵ 作家作品研究（近現代）Ａ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ａ⑵ 教職国語（現代文）Ａ⑵
作家作品研究（近世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近現代）Ｂ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ｂ⑵ 教職国語（現代文）Ｂ⑵ 

他学部他学科開放科目
（専門開放科目） 科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３．科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４．４年次の ｢卒論指導｣ ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以

下の卒業見込みの学生に限る。
　　　５．「創作書道 A」「創作書道 B」の履修は「書道Ⅲ A」と「書道Ⅲ B」または「書道Ⅳ A」と「書道

Ⅳ B」の単位を修得した学生に限る。
　　　６．「教職国語（現代文）A」「教職国語（現代文）B」「教職国語（古典）A」「教職国語（古典）B」は、

中学・高校国語科教員として教壇に立つことを想定し、それに必要な教養・文法理解・読解力を
養うための科目である。ただし、教育職員免許状を取得するために必要な科目に該当しないので
注意すること。
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専　

門　

科　

目　

74　

単　

位　

以　

上

必
修
科
目
54
単
位

各
コ
ー
ス
共
通

必
修
18
単
位

東洋思想文化への誘いＡ⑵ 東洋思想文化演習Ⅰ⑵ 東洋思想文化演習Ⅱ⑵ 卒 論 指 導⑵
東洋思想文化への誘いＢ⑵ 卒 業 論 文⑹
レポート・論文制作の技法⑵

コ
ー
ス
別

必
修
36
単
位

基 礎 中 国 語 Ａ⑴ 中 国 学 概 論 Ａ⑵ 中 国 文 献 学 Ａ⑵ 中 国 文 学 史 Ａ⑵
基 礎 中 国 語 Ｂ⑴ 中 国 学 概 論 Ｂ⑵ 中 国 文 献 学 Ｂ⑵ 中 国 文 学 史 Ｂ⑵

中 国 哲 学 史 Ａ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＡ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅠＡ⑵
中 国 哲 学 史 Ｂ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＢ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅠＢ⑵
中 国 哲 学 講 読 Ａ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ａ⑴
中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ｂ⑴

漢 文 訓 読 法 ⑵ 中 国 学 研 究 法 Ａ⑵ 中 国 学 研 究 法 Ｂ⑵
選
択
必
修
科
目
Ⅰ
14
単
位
以
上

語
学
科
目

４
単
位
以
上

中 国 語 学 演 習 Ａ⑴ 中 国 語 ⅣＡ⑴ 中 国 語 ⅤＡ⑴
中 国 語 学 演 習 Ｂ⑴ 中 国 語 ⅣＢ⑴ 中 国 語 ⅤＢ⑴
中 国 語 ⅥＡ⑴ 中 国 語 ⅦＡ⑴
中 国 語 ⅥＢ⑴ 中 国 語 ⅦＢ⑴

講
義
科
目

10
単
位
以
上

中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅡＡ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅡＡ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅡＢ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅡＢ⑵
中 国 文 字 学 Ａ⑵ 中 国 文 化 史 Ａ⑵ 中 国 史 概 説 Ａ⑵
中 国 文 字 学 Ｂ⑵ 中 国 文 化 史 Ｂ⑵ 中 国 史 概 説 Ｂ⑵
日 本 漢 学 Ａ⑵ 日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
日 本 漢 学 Ｂ⑵ 日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵

選　

択　

必　

修　

科　

目　

Ⅱ　

６　

単　

位　

以　

上

講　

義　

科　

目

宗 教 学 概 論 Ａ⑵ 宗教をめぐる諸問題Ａ⑵ 東 洋 の 身 体 論⑵ 中国文学文化と日本Ａ⑵
宗 教 学 概 論 Ｂ⑵ 宗教をめぐる諸問題Ｂ⑵ 近 代 化 と 東 洋⑵ 中国文学文化と日本Ｂ⑵
比較文学文化概説Ａ⑵ 日本文学文化概説Ａ⑵ 古 文 書 学 Ⅰ⑷ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
比較文学文化概説Ｂ⑵ 日本文学文化概説Ｂ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
イ ス ラ ー ム 概 論⑵ 仏 教 と 社 会 福 祉⑵ 心 理 学 概 論 Ａ⑵ 日 本 史 Ａ⑵
キ リ ス ト 教 概 論⑵ 現 代 に 生 き る 仏 教⑵ 心 理 学 概 論 Ｂ⑵ 日 本 史 Ｂ⑵
日 本 語 概 説 Ａ⑵ 古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵ 古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近現代日本文学史Ａ⑵ 作家作品研究（上代）Ａ⑵ 作家作品研究（中古）Ａ⑵ 作家作品研究（中世）Ａ⑵
近現代日本文学史Ｂ⑵ 作家作品研究（上代）Ｂ⑵ 作家作品研究（中古）Ｂ⑵ 作家作品研究（中世）Ｂ⑵
作家作品研究（近世）Ａ⑵ 作家作品研究（近現代）Ａ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ａ⑵ 教職国語（現代文）Ａ⑵
作家作品研究（近世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近現代）Ｂ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ｂ⑵ 教職国語（現代文）Ｂ⑵ 
書 道 史 Ａ⑵ 比 較 宗 教 Ａ⑵ 宗 教 社 会 学 Ａ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ａ⑵
書 道 史 Ｂ⑵ 比 較 宗 教 Ｂ⑵ 宗 教 社 会 学 Ｂ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ｂ⑵

イ ン ド 文 化 概 論 Ａ⑵ イ ン ド 思 想 史 Ａ⑵ イ ン ド 仏 教 史 Ａ⑵
イ ン ド 文 化 概 論 Ｂ⑵ イ ン ド 思 想 史 Ｂ⑵ イ ン ド 仏 教 史 Ｂ⑵
インド古典思想概論Ａ⑵ ヒンドゥー教概論Ａ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ａ⑵
インド古典思想概論Ｂ⑵ ヒンドゥー教概論Ｂ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ｂ⑵
東 南 ア ジ ア 仏 教 史⑵ インド・仏教の美術Ａ⑵ 中 国 の 美 術 Ａ⑵
チ ベ ッ ト 仏 教 史⑵ インド・仏教の美術Ｂ⑵ 中 国 の 美 術 Ｂ⑵
中 国 仏 教 史 Ａ⑵ 韓 国 仏 教 史⑵ 日 本 民 俗 学 Ａ⑵
中 国 仏 教 史 Ｂ⑵ 日 本 民 俗 学 Ｂ⑵
日 本 の 美 術 Ａ⑵ 神 道 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 思 想 Ａ⑵
日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 神 道 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 思 想 Ｂ⑵
日 本 仏 教 史 Ａ⑵ 仏 教 漢 文 Ａ⑴ 日 本 語 史 Ａ⑵
日 本 仏 教 史 Ｂ⑵ 仏 教 漢 文 Ｂ⑴ 日 本 語 史 Ｂ⑵
現 代 語 文 法 Ａ⑵ 古 典 文 法 Ａ⑵
現 代 語 文 法 Ｂ⑵ 古 典 文 法 Ｂ⑵

哲 学 概 論⑷ 書 論 Ａ⑵
倫 理 学 概 論⑷  書 論 Ｂ⑵

実
技
科
目

書 道 ⅠＡ⑴ 書 道 ⅡＡ⑴ 書 道 ⅣＡ⑴    創 作 書 道 Ａ⑴
書 道 ⅠＢ⑴ 書 道 ⅡＢ⑴ 書 道 ⅣＢ⑴  創 作 書 道 Ｂ⑴

書 道 ⅢＡ⑴
書 道 ⅢＢ⑴

教職科目
国 語 科 教 育 論 Ⅰ⑵ 国 語 科 指 導 法 Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵
国 語 科 教 育 論 Ⅱ⑵ 国 語 科 指 導 法 Ⅱ⑵

書 道 科 指 導 法 Ⅰ⑵
書 道 科 指 導 法 Ⅱ⑵

他学部他学科開放科目
（専門開放科目） 科目は別表に記載

（次ページに続く）

2014 年度入学生用�文学部第 1部東洋思想文化学科　中国語・中国哲学文学コース　教育課程表（専門科目）
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備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３．科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修することができる。
　　　４． 中国語が母国語・母語の外国学生は、必修科目の「基礎中国語 A」「基礎中国語 B」、選択必修科目 I の語学科目 4

単位の代わりとして、文学部共通科目国際コミュニケーション科目のうち 1・2 年次の英語・ドイツ語・フランス
語から 1 ヶ国語 6 単位を選択必修とする

　　　５． 「国語科教育論Ⅰ」「国語科教育論Ⅱ」「国語科指導法 I」「国語科指導法 II」「書道科指導法 I」「書道科指導法 II」「教
職実践演習 ( 中・高 )」については、教職課程履修者に限り、履修することができる。

　　　６． ４年次の ｢卒論指導｣ ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの
学生に限る。

　　　７． 「創作書道 A」「創作書道 B」の履修は「書道Ⅲ A」と「書道Ⅲ B」または「書道Ⅳ A」と「書道Ⅳ B」の単位を
修得した学生に限る。

　　　８． 「教職国語（現代文）A」「教職国語（現代文）B」「教職国語（古典）A」「教職国語（古典）B」は、中学・高校
国語科教員として教壇に立つことを想定し、それに必要な教養・文法理解・読解力を養うための科目である。た
だし、教育職員免許状を取得するために必要な科目に該当しないので注意すること。
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専　

門　

科　

目　

74　

単　

位　

以　

上

必
修
科
目
48
単
位

各
コ
ー
ス
共
通

必
修
18
単
位

東洋思想文化への誘いＡ⑵ 東洋思想文化演習Ⅰ⑵ 東洋思想文化演習Ⅱ⑵ 卒 論 指 導 ⑵
東洋思想文化への誘いＢ⑵ 卒 業 論 文 ⑹
レポート・論文制作の技法⑵

コ
ー
ス
別

必
修
30
単
位

仏 教 思 想 概 論 Ａ⑵ イ ン ド 仏 教 史 Ａ⑵ 中 国 仏 教 史 Ａ⑵
仏 教 思 想 概 論 Ｂ⑵ イ ン ド 仏 教 史 Ｂ⑵ 中 国 仏 教 史 Ｂ⑵
日 本 仏 教 史 Ａ⑵ 比 較 宗 教 Ａ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ａ⑵
日 本 仏 教 史 Ｂ⑵ 比 較 宗 教 Ｂ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ｂ⑵
イ ン ド 思 想 史 Ａ⑵ チ ベ ッ ト 仏 教 史⑵
イ ン ド 思 想 史 Ｂ⑵

選
択
必
修
科
目
Ⅰ
12
単
位
以
上

語
学
科
目

４
単
位
以
上

サンスクリット語ⅠＡ⑴ パ ー リ 語 Ａ⑴ チ ベ ッ ト 語 Ａ⑴
サンスクリット語ⅠＢ⑴ パ ー リ 語 Ｂ⑴ チ ベ ッ ト 語 Ｂ⑴
仏 教 漢 文 Ａ⑴
仏 教 漢 文 Ｂ⑴

サンスクリット語ⅡＡ⑴ 
サンスクリット語ⅡＢ⑴

講
義
科
目

８
単
位
以
上

仏 教 思 想 特 講 ⅠＡ⑵ 仏 教 思 想 特 講 Ⅱ Ａ⑵ 仏 教 思 想 特 講 Ⅲ Ａ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅠＢ⑵ 仏 教 思 想 特 講 Ⅱ Ｂ⑵ 仏 教 思 想 特 講 Ⅲ Ｂ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅣＡ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅣＢ⑵

選　

択　

必　

修　

科　

目　

Ⅱ　

12　

単　

位　

以　

上

語
学
科
目

基 礎 中 国 語 Ａ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語 Ａ⑴ 中 国 語 学 演 習 Ａ⑴ 中 国 語 ⅣＡ⑴
基 礎 中 国 語 Ｂ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語 Ｂ⑴ 中 国 語 学 演 習 Ｂ⑴ 中 国 語 ⅣＢ⑴

中 国 語 ⅤＡ⑴ 中 国 語 ⅥＡ⑴ 中 国 語 ⅦＡ⑴
中 国 語 ⅤＢ⑴ 中 国 語 ⅥＢ⑴ 中 国 語 ⅦＢ⑴
韓 国 語 Ａ⑴
韓 国 語 Ｂ⑴

講　

義　

科　

目

宗 教 学 概 論 Ａ⑵ 宗教をめぐる諸問題Ａ⑵ 東 洋 の 身 体 論⑵ 中国文学文化と日本Ａ⑵
宗 教 学 概 論 Ｂ⑵ 宗教をめぐる諸問題Ｂ⑵ 近 代 化 と 東 洋⑵ 中国文学文化と日本Ｂ⑵
比較文学文化概説Ａ⑵ 日本文学文化概説Ａ⑵ 古 文 書 学 Ⅰ⑷ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
比較文学文化概説Ｂ⑵ 日本文学文化概説Ｂ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
イ ス ラ ー ム 概 論⑵ キ リ ス ト 教 概 論⑵ 仏 教 と 社 会 福 祉⑵ 漢 文 訓 読 法 ⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵ 現 代 の イ ン ド⑵ 現 代 に 生 き る 仏 教⑵
中 国 学 研 究 法 Ａ⑵ 心 理 学 概 論 Ａ⑵
中 国 学 研 究 法 Ｂ⑵ 心 理 学 概 論 Ｂ⑵
書 道 史 Ａ⑵ 宗 教 社 会 学 Ａ⑵ イ ン ド 文 化 概 論 Ａ⑵ インド古典思想概論Ａ⑵
書 道 史 Ｂ⑵ 宗 教 社 会 学 Ｂ⑵ イ ン ド 文 化 概 論 Ｂ⑵ インド古典思想概論Ｂ⑵

ヒンドゥー教概論Ａ⑵ インド・仏教の美術Ａ⑵
ヒンドゥー教概論Ｂ⑵ インド・仏教の美術Ｂ⑵
中 国 学 概 論 Ａ⑵ 中 国 史 概 説 Ａ⑵ 中 国 文 献 学 Ａ⑵
中 国 学 概 論 Ｂ⑵ 中 国 史 概 説 Ｂ⑵ 中 国 文 献 学 Ｂ⑵
中 国 文 字 学 Ａ⑵ 中 国 哲 学 史 Ａ⑵ 中 国 文 学 史 Ａ⑵
中 国 文 字 学 Ｂ⑵ 中 国 哲 学 史 Ｂ⑵ 中 国 文 学 史 Ｂ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵ 中 国 文 化 史 Ａ⑵ 中 国 の 美 術 Ａ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵ 中 国 文 化 史 Ｂ⑵ 中 国 の 美 術 Ｂ⑵
中 国 哲 学 講 読 Ａ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ａ⑴ 韓 国 仏 教 史 ⑵
中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ｂ⑴ 東 南 ア ジ ア 仏 教 史⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵ 神 道 史 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 神 道 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 思 想 Ａ⑵ 日 本 漢 学 Ａ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅠＡ⑵
近 世 日 本 思 想 Ｂ⑵ 日 本 漢 学 Ｂ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅠＢ⑵
イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＡ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅢＡ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅣＡ⑵
イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＢ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅢＢ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅣＢ⑵
中 国 哲 学 特 講 ⅠＡ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅡＡ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅠＡ⑵
中 国 哲 学 特 講 ⅠＢ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅡＢ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅠＢ⑵
中 国 文 学 特 講 ⅡＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅠＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅡＡ⑵
中 国 文 学 特 講 ⅡＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅠＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅡＢ⑵
東洋芸術文化特講ⅢＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅣＡ⑵
東洋芸術文化特講ⅢＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅣＢ⑵

哲 学 概 論 ⑷ 書 論 Ａ⑵
倫 理 学 概 論 ⑷  書 論 Ｂ⑵

実技講
義科目

写 経⑵ ヨ ー ガ⑵ 坐 禅⑵ 仏 教 の 芸 能⑵
イ ン ド 舞 踊⑵ 日 本 の 宗 教 を 歩 く⑵

（次ページに続く）

2014 年度入学生用�文学部第 1部東洋思想文化学科　仏教思想コース　教育課程表（専門科目）
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専
門
科
目
74
単
位
以
上

選
択
必
修
科
目
Ⅱ

12
単
位
以
上

実技
科目

書 道 ⅠＡ⑴ 書 道 ⅡＡ⑴ 書 道 ⅣＡ⑴    創 作 書 道 Ａ⑴
書 道 ⅠＢ⑴ 書 道 ⅡＢ⑴ 書 道 ⅣＢ⑴  創 作 書 道 Ｂ⑴

書 道 ⅢＡ⑴
書 道 ⅢＢ⑴

海外研修 海 外 文 化 研 修 Ⅰ⑵
海 外 文 化 研 修 Ⅱ⑵

選択科目

古 典 文 法 Ａ⑵
古 典 文 法 Ｂ⑵

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近現代日本文学史Ａ⑵ 
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近現代日本文学史Ｂ⑵
日 本 語 概 説 Ａ⑵ 作家作品研究（上代）Ａ⑵ 作家作品研究（中古）Ａ⑵ 作家作品研究（中世）Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵ 作家作品研究（上代）Ｂ⑵ 作家作品研究（中古）Ｂ⑵ 作家作品研究（中世）Ｂ⑵
作家作品研究（近世）Ａ⑵ 作家作品研究（近現代）Ａ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ａ⑵ 教職国語（現代文）Ａ⑵
作家作品研究（近世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近現代）Ｂ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ｂ⑵ 教職国語（現代文）Ｂ⑵ 

教職科目

日 本 史 Ａ⑵ 外 国 史 Ａ⑵ 地 誌 学 Ａ⑵ 自 然 地 理 学 Ａ⑵
日 本 史 Ｂ⑵ 外 国 史 Ｂ⑵ 地 誌 学 Ｂ⑵ 自 然 地 理 学 Ｂ⑵
人 文 地 理 学 Ａ⑵
人 文 地 理 学 Ｂ⑵

国 際 法 Ａ⑵ 社 会・ 地 歴 指 導 法 Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵
国 際 法 Ｂ⑵ 社 会・ 地 歴 指 導 法 Ⅱ⑵
政 治 学 原 論 Ａ⑵ 社 会・ 公 民 指 導 法 Ⅰ⑵
政 治 学 原 論 Ｂ⑵ 社 会・ 公 民 指 導 法 Ⅱ⑵

他学部他学科開放科目
（専門開放科目） 科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３．科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４．「社会・地歴指導法Ⅰ」「社会・地歴指導法Ⅱ」「社会・公民指導法Ⅰ」「社会・公民指導法Ⅱ」「教

職実践演習（中・高）」については、教職課程履修者に限り、履修することができる。
　　　５．４年次の ｢卒論指導｣ ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以

下の卒業見込みの学生に限る。
　　　６．「創作書道 A」「創作書道 B」の履修は「書道Ⅲ A」と「書道Ⅲ B」または「書道Ⅳ A」と「書道

Ⅳ B」の単位を修得した学生に限る。
　　　７．「教職国語（現代文）A」「教職国語（現代文）B」「教職国語（古典）A」「教職国語（古典）B」は、

中学・高校国語科教員として教壇に立つことを想定し、それに必要な教養・文法理解・読解力を
養うための科目である。ただし、教育職員免許状を取得するために必要な科目に該当しないので
注意すること。
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専　

門　

科　

目　

74　

単　

位　

以　

上

必
修
科
目
34
単
位
以
上

各
コ
ー
ス
共
通

必
修
18
単
位

東洋思想文化への誘いＡ⑵ 東洋思想文化演習Ⅰ⑵ 東洋思想文化演習Ⅱ⑵ 卒 論 指 導⑵
東洋思想文化への誘いＢ⑵ 卒 業 論 文⑹
レポート・論文制作の技法⑵

コ
ー
ス
別

必
修
16
単
位
以
上

イ ン ド 文 化 概 論 Ａ⑵ インド・仏教の美術Ａ⑵ 中 国 の 美 術 Ａ⑵
イ ン ド 文 化 概 論 Ｂ⑵ インド・仏教の美術Ｂ⑵ 中 国 の 美 術 Ｂ⑵
日 本 の 美 術 Ａ⑵ イ ン ド 思 想 史 Ａ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ａ⑵
日 本 の 美 術 Ｂ⑵ イ ン ド 思 想 史 Ｂ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ｂ⑵
中 国 哲 学 史 Ａ⑵ チ ベ ッ ト 仏 教 史⑵
中 国 哲 学 史 Ｂ⑵

選
択
必
修
科
目
Ⅰ
12
単
位
以
上

語
学
科
目
４
単
位
以
上

基 礎 中 国 語 Ａ⑴ サンスクリット語ⅠＡ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語 Ａ⑴ パ ー リ 語 Ａ⑴
基 礎 中 国 語 Ｂ⑴ サンスクリット語ⅠＢ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語 Ｂ⑴ パ ー リ 語 Ｂ⑴

チ ベ ッ ト 語 Ａ⑴ 仏 教 漢 文 Ａ⑴ 中 国 語 学 演 習 Ａ⑴
チ ベ ッ ト 語 Ｂ⑴ 仏 教 漢 文 Ｂ⑴ 中 国 語 学 演 習 Ｂ⑴
中 国 語 ⅣＡ⑴ 中 国 語 ⅤＡ⑴ 中 国 語 ⅥＡ⑴
中 国 語 ⅣＢ⑴ 中 国 語 ⅤＢ⑴ 中 国 語 ⅥＢ⑴
中 国 語 ⅦＡ⑴ 韓 国 語 Ａ⑴
中 国 語 ⅦＢ⑴ 韓 国 語 Ｂ⑴

サンスクリット語ⅡＡ⑴ 
サンスクリット語ⅡＢ⑴

講
義
科
目

８
単
位
以
上

東洋芸術文化特講ⅠＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅡＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅢＡ⑵
東洋芸術文化特講ⅠＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅡＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅢＢ⑵
東洋芸術文化特講ⅣＡ⑵
東洋芸術文化特講ⅣＢ⑵

選　

択　

必　

修　

科　

目　

Ⅱ　

12　

単　

位　

以　

上

講　

義　

科　

目

宗 教 学 概 論 Ａ⑵ 宗教をめぐる諸問題Ａ⑵ 東 洋 の 身 体 論⑵ 中国文学文化と日本Ａ⑵
宗 教 学 概 論 Ｂ⑵ 宗教をめぐる諸問題Ｂ⑵ 近 代 化 と 東 洋⑵ 中国文学文化と日本Ｂ⑵
比較文学文化概説Ａ⑵ 日本文学文化概説Ａ⑵ 古 文 書 学 Ⅰ⑷ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
比較文学文化概説Ｂ⑵ 日本文学文化概説Ｂ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
イ ス ラ ー ム 概 論⑵ キ リ ス ト 教 概 論⑵ 仏 教 と 社 会 福 祉⑵ 漢 文 訓 読 法⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵ 現 代 の イ ン ド⑵ 現 代 に 生 き る 仏 教⑵
中 国 学 研 究 法 Ａ⑵ 心 理 学 概 論 Ａ⑵
中 国 学 研 究 法 Ｂ⑵ 心 理 学 概 論 Ｂ⑵
書 道 史 Ａ⑵ 比 較 宗 教 Ａ⑵ 宗 教 社 会 学 Ａ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ａ⑵
書 道 史 Ｂ⑵ 比 較 宗 教 Ｂ⑵ 宗 教 社 会 学 Ｂ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ｂ⑵

イ ン ド 仏 教 史 Ａ⑵ インド古典思想概論Ａ⑵ ヒンドゥー教概論Ａ⑵
イ ン ド 仏 教 史 Ｂ⑵ インド古典思想概論Ｂ⑵ ヒンドゥー教概論Ｂ⑵
中 国 学 概 論 Ａ⑵ 中 国 史 概 説 Ａ⑵ 中 国 文 献 学 Ａ⑵
中 国 学 概 論 Ｂ⑵ 中 国 史 概 説 Ｂ⑵ 中 国 文 献 学 Ｂ⑵
中 国 文 字 学 Ａ⑵ 中 国 仏 教 史 Ａ⑵ 中 国 文 学 史 Ａ⑵
中 国 文 字 学 Ｂ⑵ 中 国 仏 教 史 Ｂ⑵ 中 国 文 学 史 Ｂ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵ 中 国 文 化 史 Ａ⑵ 韓 国 仏 教 史 ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵ 中 国 文 化 史 Ｂ⑵ 東 南 ア ジ ア 仏 教 史⑵
中 国 哲 学 講 読 Ａ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ａ⑴
中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ｂ⑴
日 本 民 俗 学 Ａ⑵ 神 道 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 思 想 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵ 神 道 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 思 想 Ｂ⑵
日 本 仏 教 史 Ａ⑵ 日 本 漢 学 Ａ⑵ インド思想特講ⅠＡ⑵
日 本 仏 教 史 Ｂ⑵ 日 本 漢 学 Ｂ⑵ インド思想特講ⅠＢ⑵
イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＡ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅢＡ⑵ インド思想特講ⅣＡ⑵
イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＢ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅢＢ⑵ インド思想特講ⅣＢ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅠＡ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅡＡ⑵ 仏 教 思 想 特 講 Ⅲ Ａ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅠＢ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅡＢ⑵ 仏 教 思 想 特 講 Ⅲ Ｂ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅣＡ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＡ⑵ 中 国 哲 学 特 講 Ⅱ Ａ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅣＢ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＢ⑵ 中 国 哲 学 特 講 Ⅱ Ｂ⑵
中 国 文 学 特 講 ⅠＡ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅡＡ⑵
中 国 文 学 特 講 ⅠＢ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅡＢ⑵

哲 学 概 論⑷ 書 論 Ａ⑵
倫 理 学 概 論⑷  書 論 Ｂ⑵

実技講
義科目

写 経⑵ ヨ ー ガ⑵ 坐 禅⑵ 仏 教 の 芸 能⑵
イ ン ド 舞 踊⑵ 日 本 の 宗 教 を 歩 く⑵

実技
科目

書 道 Ⅰ Ａ⑴ 書 道 ⅡＡ⑴ 書 道 ⅣＡ⑴    創 作 書 道 Ａ⑴
書 道 Ⅰ Ｂ⑴ 書 道 ⅡＢ⑴ 書 道 ⅣＢ⑴  創 作 書 道 Ｂ⑴

（次ページに続く）

2014 年度入学生用�文学部第 1部東洋思想文化学科　東洋芸術文化コース　教育課程表（専門科目）
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専
門
科
目
74
単
位
以
上

選
択
必
修
科
目

Ⅱ
12
単
位
以
上

実技
科目

書 道 ⅢＡ⑴
書 道 ⅢＢ⑴

海外
研修

海 外 文 化 研 修 Ⅰ⑵
海 外 文 化 研 修 Ⅱ⑵

選択科目

古 典 文 法 Ａ⑵
古 典 文 法 Ｂ⑵

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近現代日本文学史Ａ⑵ 
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近現代日本文学史Ｂ⑵
日 本 語 概 説 Ａ⑵ 作家作品研究（上代）Ａ⑵ 作家作品研究（中古）Ａ⑵ 作家作品研究（中世）Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵ 作家作品研究（上代）Ｂ⑵ 作家作品研究（中古）Ｂ⑵ 作家作品研究（中世）Ｂ⑵
作家作品研究（近世）Ａ⑵ 作家作品研究（近現代）Ａ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ａ⑵ 教職国語（現代文）Ａ⑵
作家作品研究（近世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近現代）Ｂ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ｂ⑵ 教職国語（現代文）Ｂ⑵ 

他学部他学科開放科目
（専門開放科目） 科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３．科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４．４年次の ｢卒論指導｣ ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以

下の卒業見込みの学生に限る。
　　　５．「創作書道 A」「創作書道 B」の履修は「書道Ⅲ A」と「書道Ⅲ B」または「書道Ⅳ A」と「書

道Ⅳ B」の単位を修得した学生に限る。
　　　６．「教職国語（現代文）A」「教職国語（現代文）B」「教職国語（古典）A」「教職国語（古典）B」は、

中学・高校国語科教員として教壇に立つことを想定し、それに必要な教養・文法理解・読解力を
養うための科目である。ただし、教育職員免許状を取得するために必要な科目に該当しないので
注意すること。
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　　　　　　外国人留学生の共通総合科目・国際コミュニケーション科目の履修について
　
　外国人留学生に対しては、日本理解の助けとなる「日本事情」「日本語」の科目が共通総合科目と国際
コミュニケーション科目にそれぞれ開設されている。
　共通総合科目の「日本事情ⅠＡ」「日本事情ⅠＢ」「日本事情ⅡＡ」「日本事情ⅡＢ」「日本事情
ⅢＡ」「日本事情ⅢＢ」、国際コミュニケーション科目の「日本語ⅠＡＡ」「日本語ⅠＡＢ」「日本語ⅠＢＡ」「日本 
語ⅠＢＢ」は必修、「日本語と日本社会Ａ」「日本語と日本社会Ｂ」「日本語と日本文化Ａ」「日本語と日本
文化Ｂ」は選択必修となっている。
原則として１・２年次で履修かつ修得すること。
　教育課程表（共通総合科目・文学部共通科目）を参照して間違いのないように登録すること。

〈第１部外国人留学生用科目一覧〉

会社本日と語本日「」ＢＢＩ・ＡＢＩ語本日「」ＢＡＩ・ＡＡＩ語本日「の目科ンョシーケニュミコ際国 ※
Ａ・Ｂ」「日本語と日本文化Ａ・Ｂ」は通年履修を原則とする。 Ａ・Ｂセットで履修すること。

区分 科　　目 単位 履修年次 区分

目
科
合
総
通
共 日本事情ＩＡ（自然・環境・生命）

日本事情ＩＢ（自然・環境・生命）
日本事情ⅡＡ（歴史・文化）
日本事情ⅡＢ（歴史・文化）
日本事情ⅢＡ（現代・社会）
日本事情ⅢＢ（現代・社会）

２
２
２
２
２
２

１～４ 必修

日 本 語 ＩＡＡ 
日 本 語 ＩＡＢ 
日 本 語 ＩＢＡ 
日 本 語 ＩＢＢ

１
１
１
１

１ 必修

日本語と日本社会Ａ
日本語と日本社会Ｂ
日本語と日本文化Ａ
日本語と日本文化Ｂ

２
２
２
２

２

⎫――⎬――⎭

「日本語と日本社会A ･ B」、
「日本語と日本文化A ･ B」のうち
どちらか一方の組合せ選択必修
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第１部　日 本 文 学 文 化 学 科
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〔第１部日本文学文化学科学科紹介〕

日本を知ろう！　日本人を知ろう！

　日本文学文化学科は、新しい時代に適合した研究と教育を目標としている。学祖、井上円了は、明治前
半期の西洋第一主義の風潮への反省として「東洋を本とし日本を主」とする哲学館・東洋大学を開設した。
しかし、それは単なる狭い東洋主義ではなく、「東洋の学を主とし、西洋の学を客とし、彼我、主客を合わ
せて研究する主義」の提唱であり、教育であった。この主張は現代でも光を失わないものである。
　現代日本社会が今後ますます国際化していく状況の中で、いずれの国家・民族にとっても、それぞれの固
有の文化（アイデンティティー）をいかに確立継承し、創造するかということは、これからの新しい世紀に必
須の課題となるに違いない。日本及び日本人を正しく知るとともに、伝統的な学問・日本文化を正しく継承
し、新たに世界から日本を見るという視点を導入した日本文学文化学科の教育内容は、国際化時代にふさ
わしいものと言える。

◇教育課程（カリキュラム）の特色

　日本文学文化学科のカリキュラムには、共通総合科目と文学部共通科目、専門科目、それに開放科目が
ある。共通総合科目は、各分野に応じて広く文化を学び、考察するものである。文学部共通科目には、図
書館司書・学校図書館司書教諭、学芸員資格に関する科目が用意されており、各自の目的によって選択で
きるようになっている。
　専門科目は１年次の「基礎ゼミナール」１・２年次の「日本文学文化概説Ａ・Ｂ」「日本語概説Ａ・Ｂ」
が必修科目であり、２年次以降の専門的な演習と「卒業論文」への足がかりとなる。
　選択必修科目には、専攻分野別の演習や多彩な講義等多くの科目群が用意されている。各科目群の指
定がなされているものもあるが、学年に応じて選択できる。科目群と指定単位数に注意して選択すること。
　演習（ゼミナール）は「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」「演習Ⅲ」と専門性を深めて展開し、４年次の「卒業論文」
へと結実していくことになる。演習の目的は、みずから考え、みずから課題を発見することにある。
　これらの演習科目は、日本文学文化学科のカリキュラムの中心である。２年次の「演習Ⅰ」の選択から、
「日本語」「古典文学文化」「近現代文学文化」「比較文学文化」という四つの専攻分野が設置されている
ので、各自の学習計画に即して選択すること。なお「演習Ⅲ」については３年次履修の専攻分野から選
択することが望ましい。
　選択科目には、国語科、書道科各教員免許状取得のための科目（教職科目）が用意されている。各自
の目的に応じて選択できる。
　選択必修科目にかかわる専攻分野間は自由に横断的な学習ができるようになっているので、専門性を深
めながら、日本文学文化を総合的、包括的に学習できる。いわばフレキシブルな履修システムであるから、
各自がそれぞれの明確な学習目標に応じた選択科目を履修することにより、主体的で個性あふれるカリキュラ
ムを作成することが可能である。
　開放科目は、他学部・他学科の開放科目であり、日本文学文化学科では、各自の考えにより広範囲な
学問分野の学習ができるようになっている。
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日本文学文化学科　3つのポリシー
◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　日本文学文化学科は、日本語・日本文学を中核に、さまざまな日本文化の特色を考察することにより、日本や日本人を知り、伝統的な学
問、日本文化を継承するとともに、世界から日本を見るという視点をもち、伝統と創造の融合の上に新しい時代を切り拓く、豊かな見識を
備えた人材の育成を目標とする（東洋大学学則に定める、本学科の「人材養成に関する目的」および「学生に修得させるべき能力等の教
育目標」を参照のこと）。そのため「日本語」「古典文学文化」「近現代文学文化」「比較文学文化」の４分野を設けている。学生は履修を
通して日本語・日本文学文化を総合的に理解するとともに、ことばや人間のあり方を多面的に学び、高い教養と豊かな人間性を培い、国
際化が進む現代社会に対応できる能力を身につける。また、諸資格（国語教諭・書道教諭、図書館司書、司書教諭、学芸員など）科目を
履修し、知識と実践力を兼ね備えた専門家として活躍する道をめざすこともできる。
　本学科が求める学生は、こうした教育の目的・特色を理解し、文学作品や文化事象に深い興味をもつ人、ことばに対する強い好奇心を
もつ人、歴史や社会を背景とした「人間」に飽くなき関心をもつ人、諸外国の文学文化と日本との比較に強い興味をもつ人などである。こ
とばやそれに基づく文学文化を探求・理解するには、歴史的・社会的に考察する眼や論理的に思考する姿勢が求められる。
　上記のような観点から、本学科では入学までに修得しておくべき内容としては、以下のような点が挙げられる。いずれにおいても高等学
校卒業程度以上の学力水準が必要である。 

（1） ｢国語」：日本の古典文学および近代以降の現代文に関する知識と読解力。日本文学に関する歴史的な知識。日本語に関する知識と表
現力。本学科の教育では、多くの文献等を読み、それを理解し、そのうえで自己の考えを論理的に構築して表現することが基本的に
は求められるので、十分な ｢国語」の能力は不可欠である。

（2） 「外国語」：英語をはじめとした外国語の基本的な運用能力。日本文学文化を諸外国の文学文化を視野に収めて理解するためには、外
国語の能力と外国語への興味関心は大切である。

（3） ｢社会｣：日本や諸外国の歴史、政治、経済などに関する知識と興味関心。文学文化はつねに社会の変化の中にある。その歴史的背景
を知り、また、現代社会の諸問題を理解し、探究していくことは文学文化を学ぶ上で大切である。

　 なお、推薦入試では、学科の理念を理解し、その学びに強い意欲をもった学生を求め、論理的思考力や表現力を確認する問題を出題し
ている。 

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　日本文学文化学科では、｢日本を知って世界を見る｣、「世界から日本を見る」というコンセプトのもと、広い視座から日本やその伝統を
理解し、その理解を糧に社会に適切に対応できる豊かな見識と能力を備えた人材を育成するという教育の目的・目標を実現するために、
次の点を意図してカリキュラム（教育課程）を編成している。

（1） 4分野の横断的な履修：「日本語」「古典文学文化」「近現代文学文化」「比較文学文化」の4分野を設け、横断的学習を通して専門領
域を深くかつ学際的に修得し、高い教養と豊かな人間性、洞察力や判断力を涵養する。 

（2） 段階的学習：1年次を専門分野への基礎導入期、2年次を基礎充実期、3年次を発展応用期、4年次を完成期と位置づけ、段階的・
有機的な学習を展開する。1年次の必修の ｢基礎ゼミナール｣ を本学科の学問の基礎と位置づけ、2年次までに必修科目の「日本文
学文化概説」｢日本語概説｣ を履修。2，3年次は専門科目を中心に選択必修科目を多く配置し、4年次で必修の「卒業論文」を課し
て4年間の学問の成果を結実させるように編成している。

（3） 充実した演習科目群：1年からの一貫した少人数の演習科目（ゼミナール）を基幹とし、論理的思考力・問題解決力の向上をめざし、
自己管理の重要性や他者との協働を学び、主体性をもった社会人としての基礎力を身につけさせる。 そのために、2年次以降、選択
必修として「演習Ⅰ」（2年次）、「演習Ⅱ」（3年次）、「演習Ⅲ」（4年次）と各学年に演習科目を配置して、高度で専門的な学問を身に
つけていくように編成している。

（4） 卒業論文：卒業論文を本学科での勉学の集大成として位置づける。1年次より演習授業や学科配布の手引きを通じて継続的に卒業論
文への意識化を行い、学生自らが選択したテーマに沿って、教員によるきめ細かい個別指導のもと、研究の成果をまとめる。 

（5） 幅広い教養：選択必修科目として、演習科目のほかに、日本語学、文学史、4分野の特講、比較研究、作家作品研究などの科目群を
配置しているほか、「日本の伝統芸能」｢日本の方言｣「中国の古典」「万葉文化論」「王朝文化論」「室町文化論」「映像文化論」「マン
ガ文化論」ほかの多様な科目を置いている。さらには、選択科目として「書道」などの科目もあり、広範な関連分野で学生の興味・関
心が伸ばせるように編成している。

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　日本文学文化学科では、｢日本を知って世界を見る｣、「世界から日本を見る」というコンセプトのもと、広い視座から、日本のことばや文
学文化を理解し、それを糧に社会に適切に対応できる豊かな見識と能力を備えた人材の育成を教育の目的としている。したがって、その
目的に沿った能力を身につけるべく、本学科の教育目的およびカリキュラム・ポリシーに則って編成された教育課程表に定められた授業科
目を履修し、下記の所定の単位数を修得することが学位授与の必要要件である。
（1） 共通総合科目（16単位以上）：東洋大学が大学の教育の根幹におく「哲学」を基礎として、人間や社会に関する幅広い知識をもって様々

な事象を理解することができる。
（2） 文学部共通科目（18単位以上）：文学部の卒業生として学祖・井上円了の思想をはじめとして、哲学、東洋思想文化、英米文学、教

育学、外国語コミュニケーションなどの人文科学に関する総合的な思考力、知識、運用能力を身につけている。なお、外国語運用能
力として2ヶ国語以上の ｢国際コミュニケーション科目｣ を12単位以上履修していなければならない。

（3） 専門科目（68単位以上）：本学科の卒業生として、その教育内容を十分に身につけ、かつ、グローバルな社会において有用な人材と
して活躍できる、多面的で総合的な思考力と問題解決能力、協働力を身につけている。

　 上記の（1）~（3）の要件をすべて満たしたうえで、卒業必要単位数124単位を修得した者に対して、本学科の卒業生として学位を授与
する。
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◇四つの専攻分野

◯日本語分野
　日本語の過去から現在までのあり方を総合的に研究するとともに、言語学一般や他言語との比較考察も行
いながら、これからの日本語のあるべき姿を考察する。そのうえで、日本語に対して深い愛情と適切な批判
を注ぐことができる姿勢を養う。

◯古典文学文化分野
　古代から近世に至る古典文学を実証的な観点から考察し、そこに表れた日本人の心や文化のかたちを、
より深くより豊かに理解していく。そして、日本の文化遺産である古典文学の価値を正しく継承し、さらに次代
へ伝えていくことを使命とする。

◯近現代文学文化分野
　明治期から今日に至るさまざまな文学作品について、多種多様な方法論による分析と考察とを試み、その
文学の特質や作家の本質を究明する。その過程で、近現代文学文化の問題点や思想性を汲み取り、これか
らの日本文学や日本人の可能性を模索していく。

◯比較文学文化分野
　比較文学文化の概念や理念を学ぶとともに、「世界から日本を見る」という視点で、日本を相対化する姿
勢を確立する。そして、既成の学問の枠にとらわれることなく、多様な「日本文学文化論」を展開し、国際
社会における日本文学文化の意義や可能性を探る。

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目

　第１部日本文学文化学科と第２部日本文学文化学科で同一科目として設置してあり、年度ごとに第１部 
か第２部のいずれかで開講する科目（Ｐ．６９参照）がある。履修を希望する場合は、開講曜日時限に注意 
すること。

◇第２部日本文学文化学科・通信教育課程日本文学文化学科の科目との相互聴講科目

　第１部日本文学文化学科の学生は、４０単位を限度として、第２部日本文学文化学科または通信教
育課程での開講科目が受講できる。
　３部間相互聴講制度による相互聴講科目（Ｐ．７０参照）によって手続きをし、聴講すること。　
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科目区分 文学部　第１部　日本文学文化学科　卒業要件

共
通
総
合
科
目
16
単
位
以
上

哲 学 ・ 思 想

１６単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目
18
単
位
以
上

文 学 部 教 育

文 学 部 基 礎 専 門 科 目

国際コミュニケーション科目 １２単位以上

諸 資 格 関 連 科 目
※国際コミュニケーション科目１２単位を含む、
　合計１８単位以上

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目
68
単
位
以
上

必 修 科 目 １４単位

選 択 必 修 科 目 ５４単位以上

選 択 科 目

教 職 科 目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位
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　共通総合科目は、卒業までに１６単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。また、１６単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、卒
業単位として算入する。

　留学支援科目は、共通総合科目の枠内であるが、１６単位の卒業要件に
は入らない。ただし、卒業単位には算入される。

Ａ習演学科然自「 ※ ・Ｂ」は、２年次以上でかつ講義科目または実験講
義科目を合計８単位以上修得していなければ、履修することができない。

　文学部共通科目は、卒業までに国際コミュニケーション科目１２単位の卒
業要件を充たし、合計１８単位以上を履修かつ修得しなければならない。
また、卒業要件を充たし、１８単位を超過して履修かつ修得した科目の単
位数も、卒業単位として算入する。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

第 1 部日本文学文化学科

共 通 総 合 科 目

文学部共通科目

① スポーツ・健康科目の授業は、東洋大学総合スポーツセンター（板橋区清水
町）で開講されます。
② 「スポーツ健康科学実技」および「スポーツ健康科学演習」の各コースの受
講者数は人数調整が必要になる場合があるため、詳細については『履修登
録のしおり・授業時間割表』、学内掲示を参照してください。

哲学・思想
自然・環境・生命
歴史・文化
現代・社会
スポーツ・健康
情報教育
総合
社会人基礎力科目
留学支援科目

文学部教育
文学部基礎専門科目
国際コミュニケーション科目
諸資格関連科目
キャリア教育
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◇隔年開講科目
　下記科目は、隔年にて開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。

　１年次に英語、ドイツ語、フランス語、中国語の４カ国語から２カ国語を
選択し８単位、２年次には１年次に履修した２カ国語から１カ国語を選択し
４単位、合計１２単位以上を履修かつ修得しなければならない。

　２年次の語学選択は、１年次７月頃に希望調査を行う。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

Communicative English Ａ⑵
Communicative English Ｂ⑵

◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の１
科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」
　「中国語ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語ⅡＢ」

※セミナーの詳細は、留学制度について（Ｐ．２５２）を参照すること。

国際コミュニケーション科目

キャリア教育 　インターンシップ・ボランティア活動は、文学部が認定する機関で就業体
験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。

サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ａ ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ａ ⑵
ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
中 国 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
中 国 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵

Verbal and Nonverbal Communication A ⑵
（言語・非言語コミュニケーションＡ）
Verbal and Nonverbal Communication B ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＢ）
Philosophy of Language A ⑵

（言語論Ａ）
Phi losophy of  Language B ⑵

（言語論Ｂ）
Comparative Culture Studies A ⑵

（比較文化論Ａ）
Comparative Culture Studies B ⑵

（比較文化論Ｂ）
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◇隔年開講科目
　下記科目は、隔年にて開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。

　１年次に英語、ドイツ語、フランス語、中国語の４カ国語から２カ国語を
選択し８単位、２年次には１年次に履修した２カ国語から１カ国語を選択し
４単位、合計１２単位以上を履修かつ修得しなければならない。

　２年次の語学選択は、１年次７月頃に希望調査を行う。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

Communicative English Ａ⑵
Communicative English Ｂ⑵

◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の１
科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」
　「中国語ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語ⅡＢ」

※セミナーの詳細は、留学制度について（Ｐ．２５２）を参照すること。

国際コミュニケーション科目

キャリア教育 　インターンシップ・ボランティア活動は、文学部が認定する機関で就業体
験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。

サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ⑵
ヒンディー文献を読むＡ⑵
ヒンディー文献を読むＢ⑵
現 代 の イ ン ド⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵

チベット仏教のあゆみ⑵
古 代 イ ン ド の 社 会⑵
イ ン ド の 芸 能⑵
イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵
華 厳 の 思 想⑵
念 仏 の 思 想⑵
イ ン ド の 風 土 と 文 化⑵
密 教 の 思 想⑵
天 台 の 思 想⑵
禅 の 思 想⑵
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　日本文学文化学科専門科目は、卒業までに６８単位以上を履修かつ修
得しなければならない。この６８単位のうち、以下の各科目区分の卒業要
件を充たさなければならない。また、各科目区分および専門科目の卒業要件
を充たし、６８単位を超過して履修かつ修得した選択必修科目と選択科目の
単位数も、卒業単位として算入する。

　必修科目に設置されている全ての科目の単位を履修かつ修得しなければな
らない。

　なお、卒業論文は必修であるため、１年次から計画を立て研究室等の指
示に注意すること。ただし、４年次の卒業論文の履修登録は、３年次終了
時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの学生に限る。

　選択必修科目Ⅰは、各科目群からそれぞれ定められた科目数以上を選択
し、合計３４単位以上を履修かつ修得しなければならない。

　選択必修科目Ⅱは、２０単位以上を履修かつ修得しなければならない。

　選択科目を履修かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業単位とし
て算入する。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

日本仏教のあゆみＡ⑵
日本仏教のあゆみＢ⑵

専 門 科 目

　「創作書道Ａ」「創作書道 B」を履修する場合は、前年度までに「書道Ⅲ
A」と「書道ⅢB」または、「書道ⅣA」と「書道ⅣB」を修得していなければ
ならない。

必修科目

選択必修科目Ⅰ

選択必修科目Ⅱ

選択科目
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◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵
出 版 文 化 事 情 Ａ⑵
出 版 文 化 事 情 Ｂ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
王 朝 文 化 論 Ａ⑵
王 朝 文 化 論 Ｂ⑵
江 戸 文 化 論 Ａ⑵
江 戸 文 化 論 Ｂ⑵
古典文学文化特講ⅡＡ⑵
古典文学文化特講ⅡＢ⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ｂ⑵
万 葉 文 化 論 Ａ⑵
万 葉 文 化 論 Ｂ⑵
室 町 文 化 論 Ａ⑵
室 町 文 化 論 Ｂ⑵
近 現 代 文 化 論 Ａ⑵
近 現 代 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵
映 像 文 化 論 Ａ⑵
映 像 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 方 言 Ａ⑵

近現代文学文化特講ⅡＡ⑵
近現代文学文化特講ⅡＢ⑵
比較文学文化特講ⅡＡ⑵
比較文学文化特講ⅡＢ⑵
中国の古典（哲学）⑵

教職国語（古典）Ａ⑵
教職国語（古典）Ｂ⑵
教職国語（現代文）Ａ⑵
教職国語（現代文）Ｂ⑵

日 本 の 方 言 Ｂ⑵

中国の古典（歴史）⑵

　日本文学文化学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した場合、
その科目の単位数は、卒業単位として算入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することが
できる。

　別（Ｐ．１３４）に定める他学部他学科開放科目（専門開放科目）を履
修かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業単位として算入する。

　日本文学文化学科教育課程表にない科目で、なおかつ、前項の他学部他
学科開放科目（専門開放科目）として提示されていない科目の履修を希望
する場合は、履修する学部学科の配当学年に従い、担当教員の許可を得て、
卒業単位にならない自由科目として履修することができる。ただし、年間履修
最高単位数（４８単位）を超えて履修することはできない。なお、以下の
科目も履修できないので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第２部開講の科目（第１部の教育課程表に掲載されていない科目）
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

教 職 科 目

他学部他学科開放科目（専門開放科目）

自 由 科 目
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◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵
出 版 文 化 事 情 Ａ⑵
出 版 文 化 事 情 Ｂ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
王 朝 文 化 論 Ａ⑵
王 朝 文 化 論 Ｂ⑵
江 戸 文 化 論 Ａ⑵
江 戸 文 化 論 Ｂ⑵
古典文学文化特講ⅡＡ⑵
古典文学文化特講ⅡＢ⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ｂ⑵
万 葉 文 化 論 Ａ⑵
万 葉 文 化 論 Ｂ⑵
室 町 文 化 論 Ａ⑵
室 町 文 化 論 Ｂ⑵
近 現 代 文 化 論 Ａ⑵
近 現 代 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵
映 像 文 化 論 Ａ⑵
映 像 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 方 言 Ａ⑵

近現代文学文化特講ⅡＡ⑵
近現代文学文化特講ⅡＢ⑵
比較文学文化特講ⅡＡ⑵
比較文学文化特講ⅡＢ⑵
中国の古典（哲学）⑵

教職国語（古典）Ａ⑵
教職国語（古典）Ｂ⑵
教職国語（現代文）Ａ⑵
教職国語（現代文）Ｂ⑵

日 本 の 方 言 Ｂ⑵

中国の古典（歴史）⑵

　日本文学文化学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した場合、
その科目の単位数は、卒業単位として算入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することが
できる。

　別（Ｐ．１３４）に定める他学部他学科開放科目（専門開放科目）を履
修かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業単位として算入する。

　日本文学文化学科教育課程表にない科目で、なおかつ、前項の他学部他
学科開放科目（専門開放科目）として提示されていない科目の履修を希望
する場合は、履修する学部学科の配当学年に従い、担当教員の許可を得て、
卒業単位にならない自由科目として履修することができる。ただし、年間履修
最高単位数（４８単位）を超えて履修することはできない。なお、以下の
科目も履修できないので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第２部開講の科目（第１部の教育課程表に掲載されていない科目）
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

教 職 科 目

他学部他学科開放科目（専門開放科目）

自 由 科 目
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◇日本文学文化学科３部間相互聴講制度による相互聴講科目

　日本文学文化学科第１部・第２部・通信教育部の３部間のみ聴講を認める。
　同一年度で第１部と第２部、通信教育部で開講する。

履修条件は、以下の通りである。

） １（ 卒業までに４０単位を超えて履修かつ修得することはできない。ただし、同一の部において３０単
位を超えて履修かつ修得することはできない。

（2）科目提供主体（第２部・通信教育部）の学年配当にしたがって履修しなければならない。
（3）年間履修最高単位数（４８単位）に算入する。
（4）履修かつ修得した単位は、専門科目として、卒業単位に算入する。

法方修履） 5（
。とこるすを録登修履に様同と目科の部１第、は合場るす望希を修履の目科供提部２第 

（6）対象科目

１.　第２部日本文学文化学科提供科目群

２.　通信教育部日本文学文化学科提供科目群

を可許、てけ受を明説の課育教信通、は合場るす望希を修履の目科供提部育教信通 もらい聴講すること。

⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵

日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ
現 代 語 文 法 Ａ
現 代 語 文 法 Ｂ
古 代 日 本 文 学 史 Ａ
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅲ Ａ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅲ Ｂ
比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ
比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ
作家作品研究（中世）Ａ
作家作品研究（中世）Ｂ
英語圏文学文化と日本Ａ
英語圏文学文化と日本Ｂ
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ
日 本 の 美 術 Ａ
日 本 の 美 術 Ｂ
児 童 文 学 Ａ
児 童 文 学 Ｂ

⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵

日 本 語 概 説 Ａ
日 本 語 概 説 Ｂ
古 典 文 法 Ａ
古 典 文 法 Ｂ
中 世 日 本 文 学 史 Ａ
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ
日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ａ
日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ｂ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅳ Ａ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅳ Ｂ
作家作品研究（上代）Ａ
作家作品研究（上代）Ｂ
作家作品研究（近世）Ａ
作家作品研究（近世）Ｂ
ドイツ語圏文学文化と日本Ａ
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ
日 本 の 伝 統 行 事 Ａ
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ
中 国 の 古 典 （ 文 学 ）
中 国 の 古 典 （ 思 想 ）
日 本 語 史 Ａ
日 本 語 史 Ｂ

⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵

近 世 日 本 文 学 史 Ａ
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ
近現代文学文化特講ⅠＡ
近現代文学文化特講ⅠＢ
作家作品研究（中古）Ａ
作家作品研究（中古）Ｂ
作家作品研究（近現代）Ａ
作家作品研究（近現代）Ｂ
フランス語圏文学文化と日本Ａ
フランス語圏文学文化と日本Ｂ
マ ン ガ 文 化 論 Ａ
マ ン ガ 文 化 論 Ｂ
比 較 文 学 文 化 概 説 Ａ
比 較 文 学 文 化 概 説 Ｂ

⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵

日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ
現 代 語 文 法 Ａ
現 代 語 文 法 Ｂ
古 典 文 法 Ａ
古 典 文 法 Ｂ
近 世 日 本 文 学 史 Ａ
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅳ Ａ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅳ Ｂ
比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ
比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ
作家作品研究（中古）Ａ
作家作品研究（中古）Ｂ
作家作品研究（近現代）Ａ
作家作品研究（近現代）Ｂ
フランス語圏文学文化と日本Ａ
フランス語圏文学文化と日本Ｂ
日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ
日 本 の 方 言 Ａ
日 本 の 方 言 Ｂ
児 童 文 学 Ａ
児 童 文 学 Ｂ
出 版 文 化 事 情 Ａ
出 版 文 化 事 情 Ｂ
万 葉 文 化 論 Ａ
万 葉 文 化 論 Ｂ
江 戸 文 化 論 Ａ
江 戸 文 化 論 Ｂ

⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵

日 本 の 古 典 籍 Ａ
日 本 の 古 典 籍 Ｂ
日 本 語 概 説 Ａ
日 本 語 概 説 Ｂ
古 代 日 本 文 学 史 Ａ
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ａ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ｂ
近現代文学文化特講ⅠＡ
近現代文学文化特講ⅠＢ
比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ａ
比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ｂ
作家作品研究（中世）Ａ
作家作品研究（中世）Ｂ
英語圏文学文化と日本Ａ
英語圏文学文化と日本Ｂ
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ
日 本 の 美 術 Ａ
日 本 の 美 術 Ｂ
中 国 の 古 典 （ 文 学 ）
中 国 の 古 典 （ 思 想 ）
比 較 文 学 文 化 概 説 Ａ
比 較 文 学 文 化 概 説 Ｂ
王 朝 文 化 論 Ａ
王 朝 文 化 論 Ｂ
近 現 代 文 化 論 Ａ
近 現 代 文 化 論 Ｂ
中 国 の 古 典 （ 歴 史 ）
中 国 の 古 典 （ 哲 学 ）

⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵

日 本 民 俗 学 Ａ
日 本 民 俗 学 Ｂ
日 本 語 史 Ａ
日 本 語 史 Ｂ
中 世 日 本 文 学 史 Ａ
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ
日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ａ
日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ｂ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅲ Ａ
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅲ Ｂ
近現代文学文化特講ⅡＡ
近現代文学文化特講ⅡＢ
作家作品研究（上代）Ａ
作家作品研究（上代）Ｂ
作家作品研究（近世）Ａ
作家作品研究（近世）Ｂ
ドイツ語圏文学文化と日本Ａ
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ
日 本 の 伝 統 行 事 Ａ
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ
映 像 文 化 論 Ａ
映 像 文 化 論 Ｂ
マ ン ガ 文 化 論 Ａ
マ ン ガ 文 化 論 Ｂ
韓 国 文 化 事 情 Ａ
韓 国 文 化 事 情 Ｂ
室 町 文 化 論 Ａ
室 町 文 化 論 Ｂ
日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ａ
日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ｂ
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文学部　第１部（共通総合科目）

　

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

16

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ａ⑵ 応 用 倫 理 学 Ａ⑵
哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ｂ⑵ 応 用 倫 理 学 Ｂ⑵
科 学 思 想 史 Ａ⑵ 美 術 史 Ａ⑵ 音 楽 学 Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵
科 学 思 想 史 Ｂ⑵ 美 術 史 Ｂ⑵ 音 楽 学 Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 地 球 倫 理 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ａ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 地 球 倫 理 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ｂ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ａ⑵ 論 理 学 Ａ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ｂ⑵ 論 理 学 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵
自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵
環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵
環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵
自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵
自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵
化 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 地球科学実習講義Ａ⑵ 数理・情報実習講義Ａ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ａ⑵
化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 地球科学実習講義Ｂ⑵ 数理・情報実習講義Ｂ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ｂ⑵
日本事情ⅠＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅠＢ⑵ （留学生用）

自 然 科 学 演 習 Ａ⑵ 自 然 科 学 演 習 Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

国 際 教 育 論 Ａ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ａ⑵ 百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵
国 際 教 育 論 Ｂ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ｂ⑵ 百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵
日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵ 西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵
日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵ 西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵
地 域 史（日 本） Ａ⑵ 地 域 史（東 洋） Ａ⑵ 地 域 史（西 洋） Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵
地 域 史（日 本） Ｂ⑵ 地 域 史（東 洋） Ｂ⑵ 地 域 史（西 洋） Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵
日本事情ⅡＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅡＢ⑵ （留学生用）

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 統 計 学 Ａ⑵ 法 学 Ａ⑵ 日 本 国 憲 法⑵
経 済 学 Ｂ⑵ 統 計 学 Ｂ⑵ 法 学 Ｂ⑵
政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵ 人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵
政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵ 人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵
国 際 比 較 論 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ベーシック・マーケティング⑵ 基 礎 会 計 学⑵
国 際 比 較 論 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 流 通 入 門⑵ 企 業 会 計⑵
日本事情ⅢＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅢＢ⑵ （留学生用）

スポーツ・健康

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 講 義 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵  
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 演 習 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵  

情報教育 情 報 化 社 会 と 人 間⑵ 情 報 倫 理⑵ コンピュータ・リテラシィ⑵

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵
総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵
総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 総 合 Ⅷ Ａ⑵
総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 総 合 Ⅷ Ｂ⑵
総 合 Ⅸ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵
総 合 Ⅸ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力
科目

社会人基礎力入門講義⑵
社会人基礎力実践講義⑵
キャリアデベロップメント論Ａ⑵ 企 業 の し く み⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 企 業 家 論⑵
キャリアデベロップメント論Ｂ⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

日本語
科目

（協定校並びに ISEP 加盟大学等からの留学生に対する日本語・日本文化科目）
Integrated Japanese Ⅰ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅰ⑵ Kanji Literacy Ⅰ⑴
Integrated Japanese Ⅱ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅱ⑵ Kanji Literacy Ⅱ⑴
Project Work Ⅰ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅰ⑴ Japanese Culture Ⅰ⑴
Project Work Ⅱ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅱ⑴ Japanese Culture Ⅱ⑴

2014 年度入学生用　文学部第１部日本文学文化学科　教育課程表（共通総合科目）
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2014 年度入学生用　文学部第１部日本文学文化学科　教育課程表（文学部共通科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文

学

部

共

通

科

目

18

単

位

以

上

文学部教育 東 洋 大 学・ 井 上 円 了 研 究⑵ 伝 統 文 化 講 座⑵ 情 報 処 理 演 習 Ａ⑴ 情 報 処 理 演 習 Ｂ⑴

文　

学　

部　

基　

礎　

専　

門　

科　

目

論 理 学 概 論⑷ 比 較 思 想⑷ 哲 学 概 論⑷
哲 学 基 礎 概 説⑷ 英 文 学 特 講 Ⅰ⑷ 英 文 学 特 講 Ⅱ⑷
サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵ 英 文 学 特 講 Ⅲ⑷
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵ 米 文 学 特 講 Ⅰ⑷ 米 文 学 特 講 Ⅱ⑷
日 本 史 概 説⑷ 哲 学 と 科 学⑷ 応 用 倫 理 学 特 論⑷ 哲 学 と 宗 教 思 想⑷
東 洋 史 概 説⑷ イ ン ド の 芸 能⑵ イ ン ド 文 学⑵ 古 代 イ ン ド の 社 会⑵
西 洋 史 概 説⑷ イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵ インドの風土と文化⑵ 天 台 の 思 想⑵

華 厳 の 思 想⑵ 禅 の 思 想⑵ チベット仏教のあゆみ⑵
密 教 の 思 想⑵ 念 仏 の 思 想⑵ 現 代 の イ ン ド⑵
中国仏教のあゆみＡ⑵ インド仏教のあゆみＡ⑵ サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
中国仏教のあゆみＢ⑵ インド仏教のあゆみＢ⑵ サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵ パーリ文献を読むＡ⑵ ヒンディー文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵ パーリ文献を読むＢ⑵ ヒンディー文献を読むＢ⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵

中 国 学 概 論⑷ 中 国 文 献 学 概 論⑷ 倫 理 学 概 論⑷
中 国 文 化 史 概 説⑷ 中 国 哲 学 史 概 説⑷ 中 国 文 学 史 概 説⑷
生 涯 学 習 概 論 Ⅰ⑵ 特別支援教育概論Ⅰ⑵ 中国現代文学史概説⑷ 日 本 漢 学⑷

イギリスの文化と思想⑷ アメリカの文化と思想⑷
心 理 学 概 論 Ａ⑵ 家 族 心 理 学⑵ 児 童 文 化 研 究⑵
心 理 学 概 論 Ｂ⑵ 女 性 問 題 と 学 習⑵ 家 庭 教 育 論⑵
生 涯 学 習 概 論 Ⅱ⑵ 特別支援教育概論Ⅱ⑵
Verbal and Nonverbal Communication Ａ⑵ Philosophy of Language Ａ⑵ Comparative Culture Studies Ａ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＡ） （言語論Ａ） （比較文化論Ａ）
Verbal and Nonverbal Communication Ｂ⑵ Philosophy of Language Ｂ⑵ Comparative Culture Studies Ｂ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＢ） （言語論Ｂ） （比較文化論Ｂ）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
12
単
位
以
上

英語
検定英語⑷　Practical Writing ⑵　Communicative English Ａ⑵　Communicative English Ｂ⑵

英 語 Ⅰ Ａ⑵ 英 語 Ⅱ Ａ⑵ 英 語 Ⅲ Ａ⑵
英 語 Ⅰ Ｂ⑵ 英 語 Ⅱ Ｂ⑵ 英 語 Ⅲ Ｂ⑵

ドイツ語 ド イ ツ 語 Ⅰ Ａ⑵ ド イ ツ 語 Ⅱ Ａ⑵ ド イ ツ 語 Ⅲ Ａ⑵
ド イ ツ 語 Ⅰ Ｂ⑵ ド イ ツ 語 Ⅱ Ｂ⑵ ド イ ツ 語 Ⅲ Ｂ⑵

フランス語 フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ａ⑵ フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ａ⑵ フ ラ ン ス 語 Ⅲ Ａ⑵
フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ｂ⑵ フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ｂ⑵ フ ラ ン ス 語 Ⅲ Ｂ⑵

中国語

中 国 語 Ⅰ Ａ⑵ 中 国 語 Ⅱ Ａ⑵ 中 国 語 Ⅲ Ａ⑵
中 国 語 Ⅰ Ｂ⑵ 中 国 語 Ⅱ Ｂ⑵ 中 国 語 Ⅲ Ｂ⑵
１年次２カ国語８単位�

選択必修
１年次に履修した外国語から�
１カ国語４単位選択必修

日本語
（留学生用）

（留 学 生 用） 必 修 （留 学 生 用） 選 択 必 修 ※ 留学生は１２単位中、日本語８単位必修。 
残り４単位を１年次の英語・ドイツ語・フランス
語・中国語の４カ国語より母語以外の１カ国語選
択必修。

日 本 語 Ⅰ Ａ Ａ⑴ 日本語と日本社会Ａ⑵
日 本 語 Ⅰ Ａ Ｂ⑴ 日本語と日本社会Ｂ⑵
日 本 語 Ⅰ Ｂ Ａ⑴ 日本語と日本文化Ａ⑵
日 本 語 Ⅰ Ｂ Ｂ⑴ 日本語と日本文化Ｂ⑵

諸
資
格
関
連
科
目

教 育 基 礎 論 Ⅰ⑵
教 育 基 礎 論 Ⅱ⑵

社会教育計画論Ⅰ⑵　　社会教育計画論Ⅱ⑵　　視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵
博物館情報・メディア論⑵

博 物 館 概 論 ⑵
　 博 物 館 教 育 論⑵ 博 物 館 資 料 論⑵

博 物 館 経 営 論⑵ 博 物 館 資 料 保 存 論⑵
博 物 館 展 示 論⑵ 博 物 館 実 習 Ⅰ⑵ 博 物 館 実 習 Ⅱ⑴

図書館概論⑵　情報サービス論⑵　児童サービス論⑵　図書館制度・経営論⑵　図書館サービス概論⑵
情報サービス演習Ａ⑴　情報資源組織演習Ａ⑴　図書館情報資源概論⑵　情報資源組織論⑵　図書館情報技術論⑵
情報サービス演習Ｂ⑴　情報資源組織演習Ｂ⑴　図書館情報資源特論⑵　図書・図書館史⑵

学習指導と学校図書館⑵ 学校経営と学校図書館⑵ 学校図書館メディアの構成⑵
読書と豊かな人間性⑵ 情報メディアの活用⑵

キャリア教育
キ ャ リ ア 支 援 Ⅰ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅰ⑵
キ ャ リ ア 支 援 Ⅱ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅱ⑵
イ ン タ ー ン シ ッ プ⑵ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動⑵
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専

門

科

目

68

単

位

以

上

必
修
科
目 

14
単
位

日本文学文化概説Ａ⑵ 日 本 語 概 説 Ａ⑵ 卒 業 論 文 ⑷
日本文学文化概説Ｂ⑵ 日 本 語 概 説 Ｂ⑵
基 礎 ゼ ミ ナ ー ル⑵

選
択
必
修
科
目
Ⅰ
34
単
位
以
上

日 本 語 学 演 習 Ⅰ⑵ 日 本 語 学 演 習 Ⅱ⑵ 日 本 語 学 演 習 Ⅲ⑵
古典文学文化演習Ⅰ⑵ 古典文学文化演習Ⅱ⑵ 古典文学文化演習Ⅲ⑵
近現代文学文化演習Ⅰ⑵ 近現代文学文化演習Ⅱ⑵ 近現代文学文化演習Ⅲ⑵
比較文学文化演習Ⅰ⑵ 比較文学文化演習Ⅱ⑵ 比較文学文化演習Ⅲ⑵
1 科目 2単位選択必修 1科目 2単位選択必修 1科目 2単位選択必修

日 本 語 史 Ａ⑵ 古 典 文 法 Ａ⑵ 現 代 語 文 法 Ａ⑵
日 本 語 史 Ｂ⑵ 古 典 文 法 Ｂ⑵ 現 代 語 文 法 Ｂ⑵ 2 科目 4単位以上選択必修

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵

2 科目 4単位以上選択必修
日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ｂ⑵
古典文学文化特講ⅠＡ⑵ 古典文学文化特講ⅡＡ⑵
古典文学文化特講ⅠＢ⑵ 古典文学文化特講ⅡＢ⑵
古典文学文化特講ⅢＡ⑵ 古典文学文化特講ⅣＡ⑵
古典文学文化特講ⅢＢ⑵ 古典文学文化特講ⅣＢ⑵
近 現 代 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 近 現 代 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ａ⑵
近 現 代 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 近 現 代 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ｂ⑵
比較文学文化特講ⅠＡ⑵ 比較文学文化特講ⅡＡ⑵
比較文学文化特講ⅠＢ⑵ 比較文学文化特講ⅡＢ⑵

2 科目 4単位以上選択必修
作家作品研究（上代）Ａ⑵ 作家作品研究（中古）Ａ⑵ 作家作品研究（中世）Ａ⑵
作家作品研究（上代）Ｂ⑵ 作家作品研究（中古）Ｂ⑵ 作家作品研究（中世）Ｂ⑵
作家作品研究（近世）Ａ⑵ 作家作品研究（近現代）Ａ⑵
作家作品研究（近世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近現代）Ｂ⑵ 2 科目 4 単位以上選択必修

比較文学文化概説Ａ⑵
比較文学文化概説Ｂ⑵

英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵ ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵ フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵ 中国文学文化と日本Ａ⑵
英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵ ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵ フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵ 中国文学文化と日本Ｂ⑵

2 科目 4単位以上選択必修
選
択
必
修
科
目
Ⅱ
20
単
位
以
上

日本の伝統行事Ａ⑵ 日本の伝統芸能Ａ⑵ 日本の方言Ａ⑵ 日本の美術Ａ⑵ 映像文化論Ａ⑵ マンガ文化論Ａ⑵
日本の伝統行事Ｂ⑵ 日本の伝統芸能Ｂ⑵ 日本の方言Ｂ⑵ 日本の美術Ｂ⑵ 映像文化論Ｂ⑵ マンガ文化論Ｂ⑵
韓国文化事情Ａ⑵ 出版文化事情Ａ⑵ 中国の古典（文学）⑵ 中国の古典（歴史）⑵ 日 本 の 思 想⑵
韓国文化事情Ｂ⑵ 出版文化事情Ｂ⑵ 中国の古典（思想）⑵ 中国の古典（哲学）⑵

万葉文化論Ａ⑵ 王朝文化論Ａ⑵ 室町文化論Ａ⑵ 江戸文化論Ａ⑵
万葉文化論Ｂ⑵ 王朝文化論Ｂ⑵ 室町文化論Ｂ⑵ 江戸文化論Ｂ⑵
近現代文化論Ａ⑵ 日本の古典籍Ａ⑵ 日本民俗学Ａ⑵ 児 童 文 学 Ａ⑵
近現代文化論Ｂ⑵ 日本の古典籍Ｂ⑵ 日本民俗学Ｂ⑵ 児 童 文 学 Ｂ⑵

選
択
科
目

中 国 文 字 学⑷ 日 本 哲 学 特 講⑷
日本仏教のあゆみＡ⑵
日本仏教のあゆみＢ⑵

古 文 書 学 Ⅰ ⑷
古 文 書 学 Ⅱ ⑷

書 道 Ⅰ Ａ⑴ 書 道 Ⅱ Ａ⑴ 書 道 Ⅳ Ａ⑴ 書 論 Ａ⑵
書 道 Ⅰ Ｂ⑴ 書 道 Ⅱ Ｂ⑴ 書 道 Ⅳ Ｂ⑴ 書 論 Ｂ⑵
書 道 史 Ａ⑵ 書 道 Ⅲ Ａ⑴ 創 作 書 道 Ａ⑴
書 道 史 Ｂ⑵ 書 道 Ⅲ Ｂ⑴ 創 作 書 道 Ｂ⑴

教 職 国 語（古 典） Ａ⑵ 教職国語（現代文）Ａ⑵
教 職 国 語（古 典） Ｂ⑵ 教職国語（現代文）Ｂ⑵

教職科目
国 語 科 教 育 論⑵ 国 語 科 指 導 法 Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵

国 語 科 指 導 法 Ⅱ⑵
書 道 科 指 導 法 Ⅰ⑵
書 道 科 指 導 法 Ⅱ⑵

他学部他学科開放科目
（専門開放科目） 科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３． 科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修することが

できる。
　　　４． ｢国語科教育論｣ ｢国語科指導法Ⅰ｣ ｢国語科指導法Ⅱ｣ ｢書道科指導法Ⅰ｣ ｢書道科指導法Ⅱ｣ ｢教職実践演

習（中・高）｣ については、教職課程履修者に限り、履修することができる。
　　　５．４年次の ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの学生に限る。
　　　６．｢創作書道 A｣ ｢創作書道 B｣ については ｢書道Ⅲ A｣ ｢書道Ⅲ B｣ または ｢書道Ⅳ A｣ ｢書道Ⅳ B｣ の単位を

修得した学生に限り、履修することができる。
　　　７．「教職国語（現代文）A」「教職国語（現代文）B」「教職国語（古典）A」「教職国語（古典）B」は、中学・高校

国語科教員として教壇に立つことを想定し、それに必要な教養・文法理解・読解力を養うための科目である。
ただし、教育職員免許状を取得するのに必要な科目に該当しないので注意すること。
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　　　　　　外国人留学生の共通総合科目・国際コミュニケーション科目の履修について
　
　外国人留学生に対しては、日本理解の助けとなる「日本事情」「日本語」の科目が共通総合科目と国際
コミュニケーション科目にそれぞれ開設されている。
　共通総合科目の「日本事情ⅠＡ」「日本事情ⅠＢ」「日本事情ⅡＡ」「日本事情ⅡＢ」「日本事情Ⅲ 
Ａ」「日本事情ⅢＢ」、国際コミュニケーション科目の「日本語ⅠＡＡ」「日本語ⅠＡＢ」「日本語ⅠＢＡ」 
「日本語ⅠＢＢ」は必修、「日本語と日本社会Ａ」「日本語と日本社会Ｂ」「日本語と日本文化Ａ」「日本
語と日本文化Ｂ」は選択必修となっている。
原則として１・２年次で履修かつ修得すること。
　教育課程表（共通総合科目・文学部共通科目）を参照して間違いのないように登録すること。

〈第１部外国人留学生用科目一覧〉

会社本日と語本日「」ＢＢＩ・ＡＢＩ語本日「」ＢＡＩ・ＡＡＩ語本日「の目科ンョシーケニュミコ際国 ※
Ａ・Ｂ」「日本語と日本文化Ａ・Ｂ」は通年履修を原則とする。 Ａ・Ｂセットで履修すること。

区分 科　　目 単位 履修年次 区分

目
科
合
総
通
共 日本事情ＩＡ（自然・環境・生命）

日本事情ＩＢ（自然・環境・生命）
日本事情ⅡＡ（歴史・文化）
日本事情ⅡＢ（歴史・文化）
日本事情ⅢＡ（現代・社会）
日本事情ⅢＢ（現代・社会）

２
２
２
２
２
２

１～４ 必修

日 本 語 ＩＡＡ 
日 本 語 ＩＡＢ 
日 本 語 ＩＢＡ 
日 本 語 ＩＢＢ

１
１
１
１

１ 必修

日本語と日本社会Ａ
日本語と日本社会Ｂ
日本語と日本文化Ａ
日本語と日本文化Ｂ

２
２
２
２

２

⎫――⎬――⎭

「日本語と日本社会A ･ B」、
「日本語と日本文化A ･ B」のうち
どちらか一方の組合せ選択必修
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第１部　英 　 米 　 文 　 学 　 科
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〔第１部英米文学科学科紹介〕

英語を「通して」知る、学ぶ

　英米文学科では英文学、米文学、英語学の三分野の専門科目を提供しています。この三つはそれぞれ専
門的な学問分野ですが、本学科では学生の皆さんに対して、まず英語の基礎力をしっかりと身につけ、その
英語力を「使って」、それを「通して」専門の課題にアプローチして欲しいと考え、そのためのカリキュラムを
組んでいます。文学作品というものは日常生活のこまごました描写から人間性の極限といえるような激烈きわま
る感情の表現にいたるまで、人間のすること、感じること、考えることのすべてを含むものです。また英語とい
う言語の性質や特質を研究する英語学は、英語によって表現できることすべてを扱います。ですから英米文学
にせよ英語学にせよ、本学科の専門科目は皆さんが身につけた英語を実際に「使い」、それを「通して」学
んでいくのに本当に適した方法なのです。
　このような目標のために、まず１・２ 年生の間はしっかりした英語力を身につけることが中心になります。
小人数クラスの専門科目、また文学部共通科目の「英語Ⅰ・Ⅱ」により、「読む」「聞く」「話す」「書く」
面での高度の英語力を身につけます。これと平行して必修の講義科目「英文法概説」があり、英語力の基
礎である文法の知識を学びます。また「英米文学基礎演習」「英語学基礎演習」（選択科目）があり、意欲
のある人はさらに自分の英語力を高めることができます。そのほか「英文学史」「米文学史」（ともに必修）、
「放送英語」「時事英語」「英語史」（いずれも選択）などがあり、さらに３ 年次科目である「英文学特講」
「米文学特講」「英語学特講」も必要に応じて２ 年次から受講できるので、皆さんは必修科目と選択科目、
実際に自分で英語を使う演習科目と英語英米文化についての広い基礎知識を与える講義科目を組み合わせ
て、自由に自分の関心を追求することができるでしょう。
　３・４ 年次はこれまでに学んだ英語の力をさらに高めつつ、同時にそれを実際に活用して文学作品
の研究、また英語の分析に取り組み、最後に皆さんの大学生活の総決算である卒業論文の制作に結びつけてい 
く時期です。必修講義科目「英語学概論」、「英米文学演習」および「英語学演習」という演習科目、また
英米文学、英語学の問題について詳しく論じる「英文学特講」「米文学特講」「英語学特講」という講義科
目があり、そのほかに自分の英語力をもっと磨きたい、英米文化の背景をもっと知りたいという人のためには、
選択科目として「英会話Ⅲ」「英語講読演習」「イギリスの文化と思想」「アメリカの文化と思想」「イギリス古
典文学」が用意されています。このような準備の上に立って、４年次になると自分の選んだ研究題目（文学、
語学）によって専任の先生が開設する「卒論セミナー」のどれか一つに所属し、その先生の指導を受けて卒
業論文を書き上げることになります。
　以上が英米文学科のカリキュラムです。このカリキュラムを十分に活用すれば、４年次が終わるまでには、
TOEICなら７００点、英検ならば準一級程度の英語力が身につくはずだと、私たちは確信しています。た
だしカリキュラムというものはあくまで勉学の機会を提供するだけのものであり、ただ受動的に出席しているだ
けでは、英語が身につくことも、英語を活用して研究することも社会に出ていくこともできません。私たちは英
米文学科の学生の皆さんに、徹底的に英語の勉強をして欲しいと望んでいますし、そのための助力を惜し
みません。しかし最後には、皆さんがカリキュラムや教員の助けを自分から積極的に利用して、自分の努力
によって英語を身につけていく以外にないのです。外国語の学習は集中力と持続の勝負です。どうか精一
杯学習に取り組んでください。英語を「通して」学ぶことで、皆さんの学習に目的と方向ができ、学習を助
けてくれるはずです。
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英米文学科　3つのポリシー

◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　英米文学科の学問は、英語で表現された文物に親しむことによって、人間とは何か、自己とは何か、
そして、言葉とは何かを追求していくことであると言える。したがって、英米文学科は、人間と言葉
に関心を持っている学生を多く受け入れたいと考えている。英米文学科は、英米のすぐれた文学作品
を学ぶことから、人間に対する理解を深めるとともに、人の世のあるべき姿を探りつつ批判精神をそ
なえた人間に成長したいと願う学生を歓迎する。また、外国語としての英語を身につけることによって、
異文化に生きる人々と心を通じ合わせるとともに、人間が人間たるためにもっとも重要な特質である、
言葉や言語というものに対する理解を深めようとする学生たちにも入学を勧めたい。英米文学科を志
望するにあたり、書物を読むことが好きだったり、英語が好き、あるいは英語が得意だったりしたら、
それは好ましい出発点であり、英米文学科になじみやすいはずである。入学したら、書物をたくさん
読み、学んだことを深く考え、自分の意見や思考を正確に表現するように求められる。海外語学研修
や留学の機会も用意されているので、意欲的に挑戦してもらいたい。人間としての成長を目指すこと
に加え、英語教員免許をはじめとして各種資格取得をめざしたり、大学院進学や、大学で学んだこと
を活かせる職業に就いたりしたいと考えている積極的な人たちを募っている。基礎的な英語力を確実
にし、しかも、運用できる学力を保有していることが望ましい。入学までに、可能な限り、英語の学
力の向上に努めてもらいたい。 

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
１． 英語の「読む」「聞く」「話す」「書く」という四技能を向上させる。そして、英語を通して英米の

文学作品を味読し、英米の文化や思想を理解する能力を培い、英文法、英語学、英語教育の知
識と技能を修得できるように指導する。

２． 卒業論文作成の過程を通じて、基礎知識を発展させ、勉学の集大成として卒業論文を独力で完
成させ、創造的な思考に到達できるようにする。

３． 最も重要視しているのは、英米文学、英語学の研究に対処可能な基本的英語力、特に読む力の
養成であり、言語に対する感性の陶冶である。

４． 1年生には「フレッシュマン講読セミナー」、4年生には「卒論セミナー」を必修として課し、教
員との親密なコミュニケーションを通じての成長を図っていけるようにする。　

５． 卒業後の進路に応じて社会人としての能力、実力を身につけさせるために、英語科教員免許状取
得や大学院進学を促し、英検、TOEFLの受検や海外留学、語学研修への参加を奨励する。
TOEICの受検は全員必修とする。

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　英米の文学作品（小説、詩、戯曲など）などを味読することにより、深く感じ考える能力を身につ
けて、人間の多様性を広い見地より深く理解できる人材を養成する。また、英語学を学ぶことによっ
て言語に対する論理的な理解ができる人材を育てる。両者相俟って、バランスのとれた良識と分別を
そなえた人となるように教育することが最終目標である。本学科の教育目的に沿って設定された授業
科目を履修し、卒業要件となる単位数を修得した者に学位を授与する。修得すべき授業科目の中には、
講義、演習、卒業論文が含まれる。
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科目区分 文学部　第１部　英米文学科　卒業要件

共
通
総
合
科
目
14
単
位
以
上

哲 学 ・ 思 想

１4単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目
20
単
位
以
上

文 学 部 教 育

文 学 部 基 礎 専 門 科 目

国際コミュニケーション科目 １４単位以上

諸 資 格 関 連 科 目
※国際コミュニケーション科目１４単位を含む、
　合計２０単位以上

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目
64
単
位
以
上

必 修 科 目 ３０単位

選 択 必 修 科 目 １８単位以上

選 択 科 目 １６単位以上

教 職 科 目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位
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　共通総合科目は、卒業までに１４単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。また、１４単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、卒
業単位として算入する。

　留学支援科目は、共通総合科目の枠内であるが、１４単位の卒業要件に
は入らない。ただし、卒業単位には算入される。

※ 「自然科学演習Ａ・Ｂ」は、２年次以上でかつ講義科目または実験講
義科目を合計８ 単位以上修得していなければ、履修することができない。

　文学部共通科目は、卒業までに国際コミュニケーション科目１４単位の卒
業要件を充たし、合計２０単位以上を履修かつ修得しなければならない。ま
た、卒業要件を充たし、２０単位を超過して履修かつ修得した科目の単位
数も、卒業単位として算入する。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

第 1 部英米文学科

共 通 総 合 科 目

文学部共通科目

① スポーツ・健康科目の授業は、東洋大学総合スポーツセンター（板橋区清水
町）で開講されます。
② 「スポーツ健康科学実技」および「スポーツ健康科学演習」の各コースの受
講者数は人数調整が必要になる場合があるため、詳細については『履修登
録のしおり』、学内掲示を参照してください。

哲学・思想
自然・環境・生命
歴史・文化
現代・社会
スポーツ・健康
情報教育
総合
社会人基礎力科目
留学支援科目

文学部教育
文学部基礎専門科目
国際コミュニケーション科目
諸資格関連科目
キャリア教育

サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ａ ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ａ ⑵
ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
Philosophy of Language A ⑵

（言語論Ａ）
Phi losophy of  Language B ⑵

（言語論Ｂ）

イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
日 本 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
日 本 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
中 国 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
中 国 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
Verbal and Nonverbal Communication A ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＡ）
Verbal and Nonverbal Communication B ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＢ）
Comparative Culture Studies A ⑵

（比較文化論Ａ）
Comparative Culture Studies B ⑵

（比較文化論Ｂ）
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◇隔年開講科目
　下記科目は、隔年にて開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ

⑵
⑵

韓 国 文 化 事 情 Ａ
韓 国 文 化 事 情 Ｂ

⑵
⑵

　１年次に英語を４単位、ドイツ語、フランス語の２カ国語から１カ国語を
選択し４単位、２年次には英語を４単位、１年次に履修したドイツ語、フラ
ンス語の２カ国語から１カ国語を選択し２単位、合計１４単位以上を履修
かつ修得しなければならない。

　２年次の語学選択は、１年次７月頃に希望調査を行う。

◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の１
科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」
　「中国語ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語ⅡＢ」

※英米文学科の学生が中国語の語学セミナーに参加し、単位認定を受ける場    
　合は、その単位は卒業単位にならない自由科目（P.８１）として認定さ
れる。

国際コミュニケーション科目

キャリア教育 　インターンシップ・ボランティア活動は、文学部が認定する機関で就業体
験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。

※セミナーの詳細は、留学制度について（Ｐ．２５２）を参照すること。

サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ⑵
ヒンディー文献を読むＡ⑵
ヒンディー文献を読むＢ⑵
現 代 の イ ン ド⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵

チベット仏教のあゆみ⑵
古 代 イ ン ド の 社 会⑵
イ ン ド の 芸 能⑵
イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵
華 厳 の 思 想⑵
念 仏 の 思 想⑵
イ ン ド の 風 土 と 文 化⑵
密 教 の 思 想⑵
天 台 の 思 想⑵
禅 の 思 想⑵
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　英米文学科専門科目は、卒業までに６４単位以上を履修かつ修得しなけ
ればならない。この６４単位のうち、以下の各科目区分の卒業要件を充たさ
なければならない。また、各科目区分および専門科目の卒業要件を充たし、
６４単位を超過して履修かつ修得した選択必修科目と選択科目の単位数
も、卒業単位として算入する。

　必修科目に設置されている全ての科目の単位を履修かつ修得しなければな
らない。

　なお、卒業論文は必修であるため、１年次から計画を立て研究室等の指
示に注意すること。ただし、４年次の卒業論文の履修登録は、３年次終了
時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの学生に限る。

「フレッシュマン講読セミナー」、「英会話Ⅰ」、「英会話Ⅱ」、「英語音声学演 
習」は、コース指定をする。指定されたコースに従って履修すること。

　選択必修科目は、各科目群からそれぞれ定められた科目数以上を選択し、
合計１８単位以上を履修かつ修得しなければならない。

　選択科目は、１６単位以上を履修かつ修得しなければならない。

　英米文学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した場合、その科
目の単位数は、卒業単位として算入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することが
できる。

　別（Ｐ．１３４）に定める他学部他学科開放科目（専門開放科目）を履
修かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業単位として算入する。

　英米文学科教育課程表にない科目で、なおかつ、前項の他学部他学科開
放科目（専門開放科目）として提示されていない科目の履修を希望する場合
は、履修する学部学科の配当学年に従い、担当教員の許可を得て、卒業単
位にならない自由科目として履修することができる。ただし、年間履修最高単
位数（４８単位）を超えて履修することはできない。なお、以下の科目も履
修できないので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第２部開講の科目
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

専 門 科 目

必修科目

選択必修科目

選択科目

教 職 科 目

他学部他学科開放科目（専門開放科目）

自 由 科 目
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レベル Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

単位認定・
科目数

１科目
（２単位）

２科目
（４単位）

３科目
（６単位）

４科目
（８単位）

実用英語技
能検定試験 ̶ 準１級 １ 級 ̶

TOEIC ̶ 600～729点 730～859点 860点～

TOEFL
TOEFL iBT

480～519点
54～67

520～559点
67～82

560～599点
83～99

600点～
100～

ケンブリッジ
英検 ̶ ̶ FCE CPE, CAE

英語検定試験

英
語
検
定
試
験
種
類

　実用英語検定試験（英検）、TOEIC、TOEFL、TOEFL iBT、ケンブ
リッジ英検の4つの試験において本学科が定めた級あるいはスコアを取得
し、それを証明する書類を提出し、振替を希望すれば、以下の基準に基
づいて単位認定する。

　以下の認定対象科目群から、その成績（級あるいはスコア）に応じて、
（Ａ）は１科目２単位、（Ｂ）は２科目４単位、（Ｃ）は３科目６単位、（Ｄ）は４
科目８単位まで、卒業単位として認定する。

 （A, B, C, D）
　　　　　英語ⅡＡ（２単位）
　　　　　英語ⅡＢ（２単位）
　　　　　英会話Ⅱ（２単位）
 （B, C, D）
　　　　　検定英語（４単位）
　　　　　Practical Writing（２単位）
　　　　　英会話Ⅲ（２単位）
 （C, D）
　　　　　英語ⅢＡ（２単位）
　　　　　英語ⅢＢ（２単位）
 （Ｄ）
　　　　　英語講読演習（４単位）

※単位修得方法
①単位認定申請時期は、秋学期の授業最終日までとする。申請の手続きは
学科を通じて行うので、認定希望者は学科共同研究室に詳細を問い合わ
せること。
②単位認定の申請が認められた場合、単位認定対象科目を翌年度に履修登
録しなければならない。単位認定対象科目は、授業に出席する必要はな
い。
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

14

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ａ⑵ 応 用 倫 理 学 Ａ⑵
哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ｂ⑵ 応 用 倫 理 学 Ｂ⑵
科 学 思 想 史 Ａ⑵ 美 術 史 Ａ⑵ 音 楽 学 Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵
科 学 思 想 史 Ｂ⑵ 美 術 史 Ｂ⑵ 音 楽 学 Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 地 球 倫 理 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ａ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 地 球 倫 理 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ｂ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ａ⑵ 論 理 学 Ａ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ｂ⑵ 論 理 学 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵
自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵
環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵
環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵
自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵
自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵
化 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 地球科学実習講義Ａ⑵ 数理・情報実習講義Ａ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ａ⑵
化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 地球科学実習講義Ｂ⑵ 数理・情報実習講義Ｂ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ｂ⑵
日本事情ⅠＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅠＢ⑵ （留学生用）

自 然 科 学 演 習 Ａ⑵ 自 然 科 学 演 習 Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

国 際 教 育 論 Ａ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ａ⑵ 百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵
国 際 教 育 論 Ｂ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ｂ⑵ 百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵
日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵ 西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵
日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵ 西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵
地 域 史（日 本） Ａ⑵ 地 域 史（東 洋） Ａ⑵ 地 域 史（西 洋） Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵
地 域 史（日 本） Ｂ⑵ 地 域 史（東 洋） Ｂ⑵ 地 域 史（西 洋） Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵
日本事情ⅡＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅡＢ⑵ （留学生用）

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 統 計 学 Ａ⑵ 法 学 Ａ⑵ 日 本 国 憲 法⑵
経 済 学 Ｂ⑵ 統 計 学 Ｂ⑵ 法 学 Ｂ⑵
政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵ 人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵
政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵ 人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵
国 際 比 較 論 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ベーシック・マーケティング⑵ 基 礎 会 計 学⑵
国 際 比 較 論 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 流 通 入 門⑵ 企 業 会 計⑵
日本事情ⅢＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅢＢ⑵ （留学生用）

スポーツ・健康

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 講 義 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵  
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 演 習 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵  

情報教育 情 報 化 社 会 と 人 間⑵ 情 報 倫 理⑵ コンピュータ・リテラシィ⑵

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵
総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵
総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 総 合 Ⅷ Ａ⑵
総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 総 合 Ⅷ Ｂ⑵
総 合 Ⅸ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵
総 合 Ⅸ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力 
科目

社会人基礎力入門講義⑵
社会人基礎力実践講義⑵
キャリアデベロップメント論Ａ⑵ 企 業 の し く み⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 企 業 家 論⑵
キャリアデベロップメント論Ｂ⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別 
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

日本語 
科目

（協定校並びに ISEP 加盟大学等からの留学生に対する日本語・日本文化科目）
Integrated Japanese Ⅰ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅰ⑵ Kanji Literacy Ⅰ⑴
Integrated Japanese Ⅱ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅱ⑵ Kanji Literacy Ⅱ⑴
Project Work Ⅰ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅰ⑴ Japanese Culture Ⅰ⑴
Project Work Ⅱ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅱ⑴ Japanese Culture Ⅱ⑴

2014 年度入学生用　文学部第１部英米文学科　教育課程表（共通総合科目）
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2014 年度入学生用　文学部第１部英米文学科　教育課程表（文学部共通科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文

学

部

共

通

科

目

20

単

位

以

上

文学部教育 東洋大学・井上円了研究⑵ 伝 統 文 化 講 座⑵ 情 報 処 理 演 習 Ａ⑴ 情 報 処 理 演 習 Ｂ⑴

文　

学　

部　

基　

礎　

専　

門　

科　

目

論 理 学 概 論⑷ 比 較 思 想⑷ 哲 学 概 論⑷
哲 学 基 礎 概 説⑷ 哲 学 と 科 学⑷ 応 用 倫 理 学 特 論⑷ 哲 学 と 宗 教 思 想⑷
サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵ イ ン ド の 芸 能⑵ イ ン ド 文 学⑵ 古 代 イ ン ド の 社 会⑵
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵ イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵ インドの風土と文化⑵ 天 台 の 思 想⑵
日 本 史 概 説⑷ 華 厳 の 思 想⑵ 禅 の 思 想⑵ チベット仏教のあゆみ⑵
東 洋 史 概 説⑷ 密 教 の 思 想⑵ 念 仏 の 思 想⑵ 現 代 の イ ン ド⑵
西 洋 史 概 説⑷ 中国仏教のあゆみＡ⑵ 日本仏教のあゆみＡ⑵ インド仏教のあゆみＡ⑵

中国仏教のあゆみＢ⑵ 日本仏教のあゆみＢ⑵ インド仏教のあゆみＢ⑵
児 童 文 学 Ａ⑵ サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵ イ ン ド 現 代 思 想⑵
児 童 文 学 Ｂ⑵ サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵ パーリ文献を読むＡ⑵ ヒンディー文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵ パーリ文献を読むＢ⑵ ヒンディー文献を読むＢ⑵

中 国 学 概 論⑷ 中 国 文 献 学 概 論⑷ 倫 理 学 概 論⑷
中 国 文 化 史 概 説⑷ 中 国 哲 学 史 概 説⑷ 中 国 文 学 史 概 説⑷
比較文学文化概説Ａ⑵ 生 涯 学 習 概 論 Ⅰ⑵ 中国現代文学史概説⑷ 日 本 漢 学⑷
比較文学文化概説Ｂ⑵ 特別支援教育概論Ⅰ⑵

英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵

ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵

日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵ 日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵ 日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
心 理 学 概 論 Ａ⑵ 家 族 心 理 学⑵ 児 童 文 化 研 究⑵ 生 涯 学 習 概 論 Ⅱ⑵
心 理 学 概 論 Ｂ⑵ 女 性 問 題 と 学 習⑵ 家 庭 教 育 論⑵ 特別支援教育概論Ⅱ⑵
Verbal and Nonverbal Communication Ａ⑵ Philosophy of Language Ａ⑵ Comparative Culture Studies Ａ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＡ） （言語論Ａ） （比較文化論Ａ）
Verbal and Nonverbal Communication Ｂ⑵ Philosophy of Language Ｂ⑵ Comparative Culture Studies Ｂ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＢ） （言語論Ｂ） （比較文化論Ｂ）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
14
単
位
以
上

英語
８

単位

英 語 Ⅰ Ａ⑵ 英 語 Ⅱ Ａ⑵ 英 語 Ⅲ Ａ⑵
英 語 Ⅰ Ｂ⑵ 英 語 Ⅱ Ｂ⑵ 英 語 Ⅲ Ｂ⑵

４単位必修 ４単位必修
検 定 英 語 ⑷ Pract ica l  Writ ing ⑵

ドイツ語 ド イ ツ 語 Ⅰ Ａ⑵ ド イ ツ 語 Ⅱ Ａ⑵ ド イ ツ 語 Ⅲ Ａ⑵
ド イ ツ 語 Ⅰ Ｂ⑵ ド イ ツ 語 Ⅱ Ｂ⑵ ド イ ツ 語 Ⅲ Ｂ⑵

フランス語

フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ａ⑵ フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ａ⑵ フ ラ ン ス 語 Ⅲ Ａ⑵
フ ラ ン ス 語 Ⅰ Ｂ⑵ フ ラ ン ス 語 Ⅱ Ｂ⑵ フ ラ ン ス 語 Ⅲ Ｂ⑵
ドイツ語 ･フランス語のうち�
１カ国語４単位選択必修

１年次履修した外国語から�
１科目２単位選択必修

日本語
（留学生用）

（留 学 生 用） 必 修 （留 学 生 用） 選 択 必 修 ※留学生は日本語 8 単位、英語 1 年次 4 単位、 
　2 年次 2 単位必修。 

（英語が母語の場合はドイツ語・フランス語から１
カ国語１年次４単位、２年次２単位選択必修）

日 本 語 Ⅰ Ａ Ａ⑴ 日本語と日本社会Ａ⑵
日 本 語 Ⅰ Ａ Ｂ⑴ 日本語と日本社会Ｂ⑵
日 本 語 Ⅰ Ｂ Ａ⑴ 日本語と日本文化Ａ⑵
日 本 語 Ⅰ Ｂ Ｂ⑴ 日本語と日本文化Ｂ⑵

諸
資
格
関
連
科
目

教 育 基 礎 論 Ⅰ⑵
教 育 基 礎 論 Ⅱ⑵

社会教育計画論Ⅰ⑵　　社会教育計画論Ⅱ⑵　　視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵
博物館情報・メディア論⑵

博 物 館 概 論⑵
博 物 館 教 育 論⑵ 博 物 館 資 料 論⑵

博 物 館 経 営 論⑵ 博 物 館 資 料 保 存 論⑵
博 物 館 展 示 論⑵ 博 物 館 実 習 Ⅰ⑵ 博 物 館 実 習 Ⅱ⑴

図書館概論⑵　情報サービス論⑵　児童サービス論⑵　図書館制度・経営論⑵　図書館サービス概論⑵
情報サービス演習Ａ⑴　情報資源組織演習Ａ⑴　図書館情報資源概論⑵　情報資源組織論⑵　図書館情報技術論⑵
情報サービス演習Ｂ⑴　情報資源組織演習Ｂ⑴　図書館情報資源特論⑵　図書・図書館史⑵

学習指導と学校図書館⑵ 学校経営と学校図書館⑵ 学校図書館メディアの構成⑵
読書と豊かな人間性⑵ 情報メディアの活用⑵

キャリア教育
キ ャ リ ア 支 援 Ⅰ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅰ⑵
キ ャ リ ア 支 援 Ⅱ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅱ⑵
イ ン タ ー ン シ ッ プ⑵ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動⑵
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2014 年度入学生用　文学部第１部英米文学科　教育課程表（専門科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専

門

科

目

64

単

位

以

上

必
修
科
目 

30
単
位

フレッシュマン講読セミナー⑵ 英 文 学 史⑷ 英 語 学 概 論⑷ 卒 業 論 文⑹
英 会 話 Ⅰ⑵ 米 文 学 史⑷
英 語 音 声 学 演 習⑵ 英 会 話 Ⅱ⑵
英 文 法 概 説⑷

選
択
必
修
科
目
18
単
位
以
上

英 米 文 学 演 習 Ⅰ⑵ 卒 論 セ ミ ナ ー Ⅰ⑵
英 米 文 学 演 習 Ⅱ⑵ 卒 論 セ ミ ナ ー Ⅱ⑵
英 米 文 学 演 習 Ⅲ⑵ 卒 論 セ ミ ナ ー Ⅲ⑵
英 米 文 学 演 習 Ⅳ⑵ 卒 論 セ ミ ナ ー Ⅳ⑵
英 米 文 学 演 習 Ⅴ⑵ 卒 論 セ ミ ナ ー Ⅴ⑵

卒 論 セ ミ ナ ー Ⅵ⑵
１科目以上選択必修 卒 論 セ ミ ナ ー Ⅶ⑵

卒 論 セ ミ ナ ー Ⅷ⑵
英 語 学 演 習 Ⅰ⑵ 卒 論 セ ミ ナ ー Ⅸ⑵
英 語 学 演 習 Ⅱ⑵ 卒 論 セ ミ ナ ー Ⅹ⑵
英 語 学 演 習 Ⅲ⑵ 卒 論 セ ミ ナ ー Ⅺ⑵
英 語 学 演 習 Ⅳ⑵
英 語 学 演 習 Ⅴ⑵ 1 科目選択必修

１科目以上選択必修

英 文 学 特 講 Ⅰ⑷
英 文 学 特 講 Ⅱ⑷
英 文 学 特 講 Ⅲ⑷
米 文 学 特 講 Ⅰ⑷
米 文 学 特 講 Ⅱ⑷
英 語 学 特 講 Ⅰ⑷
英 語 学 特 講 Ⅱ⑷

３科目以上選択必修

選
択
科
目
16
単
位
以
上

英米文学基礎演習Ⅰ⑷ 英 会 話 Ⅲ⑵
英米文学基礎演習Ⅱ⑷ 英 語 講 読 演 習⑷
英 語 学 基 礎 演 習 Ⅰ⑷ イギリスの文化と思想⑷
英 語 学 基 礎 演 習 Ⅱ⑷ アメリカの文化と思想⑷
時 事 英 語⑷ イ ギ リ ス 古 典 文 学⑷
放 送 英 語⑷
英 語 史⑷

教職科目
英 語 科 教 育 論 Ⅰ⑵ 英 語 科 指 導 法 Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵
英 語 科 教 育 論 Ⅱ⑵ 英 語 科 指 導 法 Ⅱ⑵

他学部他学科
開放科目

（専門開放科目）
科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３． 科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４． 「英語科教育論Ⅰ」「英語科教育論Ⅱ」「英語科指導法Ⅰ」「英語科指導法Ⅱ」「教職実践演習（中・

高）」については、教職課程履修者に限り、履修することができる。
　　　５．４年次の ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込

みの学生に限る。
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　　　　　　外国人留学生の共通総合科目・国際コミュニケーション科目の履修について
　
　外国人留学生に対しては、日本理解の助けとなる「日本事情」「日本語」の科目が共通総合科目と国際
コミュニケーション科目にそれぞれ開設されている。
　共通総合科目の「日本事情ⅠＡ」「日本事情ⅠＢ」「日本事情ⅡＡ」「日本事情ⅡＢ」「日本事情Ⅲ 
Ａ」「日本事情ⅢＢ」、国際コミュニケーション科目の「日本語ⅠＡＡ」「日本語ⅠＡＢ」「日本語ⅠＢＡ」「日本 
語ⅠＢＢ」は必修、「日本語と日本社会Ａ」「日本語と日本社会Ｂ」「日本語と日本文化Ａ」「日本語と日本 
文化Ｂ」は選択必修となっている。
原則として１・２年次で履修かつ修得すること。
　教育課程表（共通総合科目・文学部共通科目）を参照して間違いのないように登録すること。

〈第１部外国人留学生用科目一覧〉

会社本日と語本日「」ＢＢＩ・ＡＢＩ語本日「」ＢＡＩ・ＡＡＩ語本日「の目科ンョシーケニュミコ際国 ※
Ａ・Ｂ」「日本語と日本文化Ａ・Ｂ」は通年履修を原則とする。 Ａ・Ｂセットで履修すること。

区分 科　　目 単位 履修年次 区分

目
科
合
総
通
共 日本事情ＩＡ（自然・環境・生命）

日本事情ＩＢ（自然・環境・生命）
日本事情ⅡＡ（歴史・文化）
日本事情ⅡＢ（歴史・文化）
日本事情ⅢＡ（現代・社会）
日本事情ⅢＢ（現代・社会）

２
２
２
２
２
２

１～４ 必修

日 本 語 ＩＡＡ 
日 本 語 ＩＡＢ 
日 本 語 ＩＢＡ 
日 本 語 ＩＢＢ

１
１
１
１

１ 必修

日本語と日本社会Ａ
日本語と日本社会Ｂ
日本語と日本文化Ａ
日本語と日本文化Ｂ

２
２
２
２

２

⎫――⎬――⎭

「日本語と日本社会A ･ B」、
「日本語と日本文化A ･ B」のうち
どちらか一方の組合せ選択必修
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    第 １ 部 　 史 　 　 　 学 　 　 　 科
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〔第１部史学科学科紹介〕

史料・原典から事実を証明する

　激動する国際情勢や日本の現状を理解するためには、過去に遡ってその歴史を学ぶことが、今やより一層
要請されているといえよう。史学科は１９３８（昭和１３）年に創設された歴史と伝統を有する学科である。
常に新しい歴史学の研究と教育に努力しており、勉学の意欲に燃える学生諸君を歓迎する。

　中学校社会、および高等学校地理歴史、公民の教員免許が得られるが、さらに博物館概論・博物館学 
各論・博物館実習Ⅰ・Ⅱなどの履修によって、学芸員の資格を取得することができる。学生は地域・時代 
によって、考古学・古代・中世・近世・近現代・東洋史・西洋史などいくつかの研究グループを組織し、 
教員の指導のもとに研究会・史跡見学・史料調査や、そのための合宿などを行っている。
　本学科では各分野の権威と新進気鋭の少壮の学者を揃え、研究・教育を行っている。その研究成果は 
『東洋大学文学部紀要・史学科篇』として毎年公刊されている。また、学生および教員・卒業生などによって
「白山史学会」が組織され、総会・大会・研究会・卒業論文発表会などが開催され、会誌『白山史 
学』が毎年定期発行されている。会員の投稿により掲載される論文は、学界でも高く評価され、１９９６年
度からは日本学術会議の登録団体として認められ、学界に貢献するところも少なくない。
　卒業生は、教員をはじめ博物館学芸員・文化財行政担当者など、歴史に関わる分野で活躍するほか、 
最近は公務員や民間企業などへも進出している。

　本学科は各種の史料や原典をもとに歴史を科学的に実証・研究していくことを目的としている。入学後１
年間は専攻に分かれず、広い立場から歴史の基礎を学ぶ。ついで２年次からは日本史学・東洋史学・西洋
史学の３専攻から１つの専攻を選択し、その専攻に応じた科目を履修していく。それぞれの専攻では、原始・
古代から現代に至る政治史・法制史・対外関係史・社会史・経済史、あるいは文化史・思想史など多方
面にわたって講義・演習が行われる。しかし歴史を実証するだけでなく、その歴史的事実の中から人類の
知恵を汲み取り、現代および未来に役立てることも学問的使命と考えている。
　２０１２（平成２４）年度から施行されているカリキュラムは、白山校舎一貫教育に対応して作られた２０
０４年度のカリキュラムを一部変更したものである。史学科の学生は、共通総合科目、文学部共通科目とと
もに専門科目を履修する。専門科目のうち、必修科目として、まず１年次に歴史学基礎演習、２年次に３
専攻それぞれの地域や時代に応じた日本史史料研究・東洋史史料研究・西洋史史料研究を履修し、歴史
研究の方法や史料読解の技法の基礎を学ぶ。また従来３・４年に配当されていた日本史学特講・東洋史
学特講・西洋史学特講、および日本史学演習・東洋史学演習・西洋史学演習は２～４年次に配置されて、
２年次から専門的な授業を履修できるようになっている。３年次に開講される史学概論では、歴史学の課
題や方法について学ぶ。３・４年次には卒論演習が開かれ、各専攻それぞれに時代や地域、テーマに応
じた論文作成のための指導がはじまり、４年次には卒業論文の作成に取りかかる。以上の必修科目のほか、
１年次には、選択必修科目として各専攻の概説（日本史概説・東洋史概説・西洋史概説）が開講され、
うち２科目以上の履修が義務づけられる。そのほか、古文書学Ⅰ・Ⅱ、考古学研究などの選択科目も設け
られている。
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史学科　3つのポリシー

◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　本学科は科学的・実証的な歴史研究の研鑽を通じて、過去の人類の歴史から現在を理解し、未来に生きる知恵を汲み取ることが
できる能力の養成を目指している。人類が残した過去の政治・社会の諸制度や思想・文化・芸術などの創造活動に学び、それらを
ふまえて、人の世のあるべき姿に向けて自律的・主体的に活動するとともに、異なる立場の人々とも、人間的なコミュニケーションの
出来る人材を養成したい。歴史に関する学習・研究を遂行していくためには、多様な史料や原典を正確に読み解き、それをもとに論
理的かつ創造的な思考を構築していくことが求められる。また読書などを通じて専門的研鑽の基礎となる知識を身につける忍耐と努
力も不可欠である。そうした勉強を４年間継続できる基本的力のある者を求める。具体的には、以下の通りである。
１． きちんと日本文を読みこなしおかしくない日本語を書けること：すべての基本は読み取ることであり、言っていることを正確に把

握できなければならない。ついで、自分の考えていることを正確な日本語で書いて、人に知らせることが出来なければならない。
そのことの重要性を理解し、そうしようとする意欲を持つ者を求める。

２． 高校段階の日本史あるいは世界史をきちんと理解していること：本学科では２年生から日本史・東洋史・西洋史の３専攻に分かれ、
それぞれに詳しいテーマを追求していく。そのためには、そのテーマについての高校段階での知識をきちんと習得している必要
がある。

３． 言葉に対して強い関心を持っていること：過去の人類は、われわれと同じ言葉を使っていたわけではない。彼らの言葉を理解し
ようと努力することが必要である。さらに、これまでの研究は、日本語だけで書かれているわけではない。それらを吸収する力
を持つことが必要である。そのためには、日本語の古文や英語をはじめ、さまざまな言葉に対する関心を持っていなければなら
ない。高校では英語、古文、漢文を積極的に学んできて欲しい。

４． 自分の得意とする何かを持っていること：われわれの学んでいるのは過去の人間の行動であるが、人間の行動は実にさまざまで、
歴史の対象は広い。数学であれ、植物の知識であれ、水泳であれ、ダンスであれ、何か得意なものを持っているとそれだけ人
間についての理解は深くなる。あくまでも１～３の後であるけれど、そうした独自の視点を持てる者を求める。 

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　「多様な史料や原典を正確に読み解き、それをもとに論理的かつ創造的な思考を構築していく」能力を養成するために、以下のよ
うな方針で教育課程を組み立て、実施する。
１． １年生で歴史学基礎演習と日本史・東洋史・西洋史概説の内２つを履修し、基本的知識を習得するとともに、歴史学がどのよう

なことを問題としどのように問題に迫るかを学び、自分の専攻を日本史・東洋史・西洋史のいずれにするかを決定する。また、
英語は本学科だけでクラスを形成し、史学科にあった英語を学ぶようにする。基礎演習では、発表や課題提出など学生の積極
的授業参加が求められる。

２． ２年生では、自分の定めた専攻の史料研究を履修し、それぞれの領域での史料のありようと読み方を学ぶ。また同時に、特講と
演習を取り、さまざまな知識とともに歴史学の勉強の仕方を学ぶ。史料研究と演習は少人数による演習形式を取り、学生は授業
への積極的参加を求められる。

３．  ３年生からは卒論演習を履修し、自分の関心に沿って論文を書く準備を始める。自分の関心の発表によって、教員と仲間の学生
の批判を浴び、どのように問題を設定でき、どのように論文を作成していくかを考えていくこととなる。さらに史学概論を取り、
歴史学という学問の意味を深く学んで行く。また、特講と演習の習得を続け、専門的知識を深めて行く。

４．  ４年生では、卒論演習によって自分の卒業論文を作成する作業を進めて行く。教員との個別的面談や発表を通しての仲間からの
アドヴァイスによって論文作成を進め、自らの勉学の集大成としての論文を完成させる。

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　本学科の目的である、「科学的・実証的な歴史研究の研鑽を通じて、過去の人類の歴史から現在を理解し、未来に生きる知恵を汲
み取ることができる能力」が養成されたと思われる者に卒業を認める。それは以下のことによって証明されると考える。
１． 本学科の教育目的に沿って設定された授業科目を履修し、基準となる単位を修得すること：これによって歴史を学ぶことに必要

な「多様な史料や原典を正確に読み解き、それをもとに論理的かつ創造的な思考を構築していく」能力が養われたと考える。
２． 本学科の教育目的であった「人の世のあるべき姿に向けて自律的・主体的に活動するとともに、異なる立場の人々とも、人間的

なコミュニケーションの出来る」人材でとなっていること：「人類が残した過去の政治・社会の諸制度や思想・文化・芸術などの
創造活動」を学ぶことが、現在を見る眼を養い、現状に対しては鋭い批判精神を育むことになろう。それによって「人の世のあ
るべき姿」を求めて社会に働きかけることの出来る人間となっていることこそが、本学科卒業生として認定される基準である。
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科目区分 文学部　第１部　史学科　卒業要件

共
通
総
合
科
目
16
単
位
以
上

哲 学 ・ 思 想

１６単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目
18
単
位
以
上

文 学 部 教 育

文 学 部 基 礎 専 門 科 目

国際コミュニケーション科目 １２単位以上

諸 資 格 関 連 科 目 ※国際コミュニケーション科目１２単位を含む、
　合計１８単位以上

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目
70
単
位
以
上

必 修 科 目 ２６単位以上

選 択 必 修 科 目 ２０単位以上

選 択 科 目 ２４単位以上

教 職 科 目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位
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　共通総合科目は、卒業までに１６単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。また、１６単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、卒
業単位として算入する。

　留学支援科目は、共通総合科目の枠内であるが、１６単位の卒業要件に
は入らない。ただし、卒業単位には算入される。

※ 「自然科学演習Ａ・Ｂ」は、２年次以上でかつ講義科目または実験講義
科目を合計８単位以上修得していなければ、履修することができない。

　文学部共通科目は、卒業までに国際コミュニケーション科目１２単位の卒
業要件を充たし、合計１８単位以上を履修かつ修得しなければならない。
また、卒業要件を充たし、１８単位を超過して履修かつ修得した科目の単
位数も、卒業単位として算入する。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

第 1 部史学科

共 通 総 合 科 目

文学部共通科目

① スポーツ・健康科目の授業は、東洋大学総合スポーツセンター（板橋区清水
町）で開講されます。
② 「スポーツ健康科学実技」および「スポーツ健康科学演習」の各コースの受
講者数は人数調整が必要になる場合があるため、詳細については『履修登
録のしおり』、学内掲示を参照してください。

哲学・思想
自然・環境・生命
歴史・文化
現代・社会
スポーツ・健康
情報教育
総合
社会人基礎力科目
留学支援科目

文学部教育
文学部基礎専門科目
国際コミュニケーション科目
諸資格関連科目
キャリア教育

サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ａ ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
Philosophy of Language A ⑵

（言語論Ａ）
Phi losophy of  Language B ⑵

（言語論Ｂ）

ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ａ ⑵
ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
Verbal and Nonverbal Communication A ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＡ）
Verbal and Nonverbal Communication B ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＢ）
Comparative Culture Studies A ⑵

（比較文化論Ａ）
Comparative Culture Studies B ⑵

（比較文化論Ｂ）
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◇隔年開講科目
　下記科目は、隔年にて開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。

◇第１ 部・第２ 部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ

⑵
⑵

韓 国 文 化 事 情 Ａ
韓 国 文 化 事 情 Ｂ

⑵
⑵

　１年次に英語４単位、ドイツ語、フランス語、中国語の３カ国語から１カ国
語を選択し４単位、２年次には１年次に履修した２カ国語から１カ国語を
選択し４単位、合計１２単位以上を履修かつ修得しなければならない。

　西洋史学を専攻する場合は、ドイツ語、フランス語を選択することが望まし
い。
　２年次の語学選択は、１年次７月頃に希望調査を行う。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

Communicative English Ａ⑵
Communicative English Ｂ⑵

◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の 
１科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」
　「中国語ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語ⅡＢ」

国際コミュニケーション科目

キャリア教育 　インターンシップ・ボランティア活動は、文学部が認定する機関で就業体
験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。

※セミナーの詳細は、留学制度について（Ｐ．２５２）を参照すること。

サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ⑵
ヒンディー文献を読むＡ⑵
ヒンディー文献を読むＢ⑵
現 代 の イ ン ド⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵

チベット仏教のあゆみ⑵
古 代 イ ン ド の 社 会⑵
イ ン ド の 芸 能⑵
イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵
華 厳 の 思 想⑵
念 仏 の 思 想⑵
イ ン ド の 風 土 と 文 化⑵
密 教 の 思 想⑵
天 台 の 思 想⑵
禅 の 思 想⑵
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　史学科各専攻コース専門科目は、卒業までに７０単位以上を履修かつ修
得しなければならない。この７０単位のうち、以下の各科目区分の卒業要件
を充たさなければならない。また、各科目区分および専門科目の卒業要件を
充たし、７０単位を超過して履修かつ修得した選択必修科目と選択科目の
単位数も、卒業単位として算入する。

　各専攻コースの必修科目に設置されている全ての科目の単位を履修かつ修
得しなければならない。
　２年次から４年次までに特講は３科目１２単位、演習は３科目６単位を
履修かつ修得しなければならない。特講、演習は、異なる年次において同じコ 
ースを重複履修し、単位を修得することができる。

　なお、卒業論文は必修であるため、１年次からよく計画を立て、教員と
研究室の指示に注意すること。ただし、４年次の卒業論文の履修登録は、
３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの学生に限
る。

　各専攻コースの選択必修科目は合計２０単位以上を履修かつ修得しなけ
ればならない。

　各専攻コースの選択科目は、２４単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。
　他専攻コースの特講、演習は、異なる年次において同じコースを重複履修
し、単位を修得することができる。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

イ ン ド の 宗 教 Ａ⑵
イ ン ド の 宗 教 Ｂ⑵

中国仏教のあゆみＡ⑵
中国仏教のあゆみＢ⑵

日本仏教のあゆみＡ⑵
日本仏教のあゆみＢ⑵

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

王　朝　文　化　論Ａ⑵
王　朝　文　化　論Ｂ⑵
日　本　民　俗　学Ａ⑵
日　本　民　俗　学Ｂ⑵

室　町　文　化　論Ａ⑵
室　町　文　化　論Ｂ⑵

専 門 科 目

必修科目

選択必修科目

選択科目
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　史学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した場合、その科目の
単位数は、卒業単位として算入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することが
できる。

　別（Ｐ．１３４）に定める他学部他学科開放科目（専門開放科目）を履
修かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業単位として算入する。

　史学科教育課程表にない科目で、なおかつ、前項の他学部他学科開放
科目（専門開放科目）として提示されていない科目の履修を希望する場合は、
履修する学部学科の配当学年に従い、担当教員の許可を得て、卒業単位に
ならない自由科目として履修することができる。ただし、年間履修最高単位数
（４８単位）を超えて履修することはできない。なお、以下の科目も履修でき
ないので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第２部開講の科目
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

教 職 科 目

他学部他学科開放科目（専門開放科目）

自 由 科 目

そ 　 の 　 他

大学院科目について
　史学科では、文学研究科史学専攻博士前期課程の授業について、下記の条
件のもとで履修を認める。
①履修可能科目
　日本史学特論Ⅰ～Ⅴ、東洋史学特論Ⅰ～Ⅲ、西洋史学特論Ⅰ～Ⅲ、
　日本史学演習Ⅰ～Ⅴ、東洋史学演習Ⅰ～Ⅲ、西洋史学演習Ⅰ～Ⅲ
②履修については、授業初回時に担当教員の許可を得ること。ただし、担当者
　が非常勤教員の場合には、受講学生が参加する予定の卒論演習の担当教
　員の許可を合わせて必要とする。
③履修対象学生
　史学科在学の３、４年生とする。
④単位の取得は認めない。

文学部　第１部（共通総合科目）

　

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

16

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ａ⑵ 応 用 倫 理 学 Ａ⑵
哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ｂ⑵ 応 用 倫 理 学 Ｂ⑵
科 学 思 想 史 Ａ⑵ 美 術 史 Ａ⑵ 音 楽 学 Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵
科 学 思 想 史 Ｂ⑵ 美 術 史 Ｂ⑵ 音 楽 学 Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 地 球 倫 理 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ａ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 地 球 倫 理 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ｂ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ａ⑵ 論 理 学 Ａ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ｂ⑵ 論 理 学 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵
自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵
環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵
環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵
自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵
自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵
化 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 地球科学実習講義Ａ⑵ 数理・情報実習講義Ａ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ａ⑵
化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 地球科学実習講義Ｂ⑵ 数理・情報実習講義Ｂ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ｂ⑵
日本事情ⅠＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅠＢ⑵ （留学生用）

自 然 科 学 演 習 Ａ⑵ 自 然 科 学 演 習 Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

国 際 教 育 論 Ａ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ａ⑵ 百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵
国 際 教 育 論 Ｂ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ｂ⑵ 百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵
日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵ 西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵
日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵ 西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵
地 域 史（日 本） Ａ⑵ 地 域 史（東 洋） Ａ⑵ 地 域 史（西 洋） Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵
地 域 史（日 本） Ｂ⑵ 地 域 史（東 洋） Ｂ⑵ 地 域 史（西 洋） Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵
日本事情ⅡＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅡＢ⑵ （留学生用）

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 統 計 学 Ａ⑵ 法 学 Ａ⑵ 日 本 国 憲 法⑵
経 済 学 Ｂ⑵ 統 計 学 Ｂ⑵ 法 学 Ｂ⑵
政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵ 人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵
政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵ 人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵
国 際 比 較 論 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ベーシック・マーケティング⑵ 基 礎 会 計 学⑵
国 際 比 較 論 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 流 通 入 門⑵ 企 業 会 計⑵
日本事情ⅢＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅢＢ⑵ （留学生用）

スポーツ・健康

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 講 義 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵  
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 演 習 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵  

情報教育 情 報 化 社 会 と 人 間⑵ 情 報 倫 理⑵ コンピュータ・リテラシィ⑵

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵
総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵
総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 総 合 Ⅷ Ａ⑵
総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 総 合 Ⅷ Ｂ⑵
総 合 Ⅸ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵
総 合 Ⅸ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力
科目

社会人基礎力入門講義⑵
社会人基礎力実践講義⑵
キャリアデベロップメント論Ａ⑵ 企 業 の し く み⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 企 業 家 論⑵
キャリアデベロップメント論Ｂ⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

日本語
科目

（協定校並びに ISEP 加盟大学等からの留学生に対する日本語・日本文化科目）
Integrated Japanese Ⅰ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅰ⑵ Kanji Literacy Ⅰ⑴
Integrated Japanese Ⅱ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅱ⑵ Kanji Literacy Ⅱ⑴
Project Work Ⅰ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅰ⑴ Japanese Culture Ⅰ⑴
Project Work Ⅱ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅱ⑴ Japanese Culture Ⅱ⑴
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文学部　第１部（共通総合科目）

　

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

16

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ａ⑵ 応 用 倫 理 学 Ａ⑵
哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ｂ⑵ 応 用 倫 理 学 Ｂ⑵
科 学 思 想 史 Ａ⑵ 美 術 史 Ａ⑵ 音 楽 学 Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵
科 学 思 想 史 Ｂ⑵ 美 術 史 Ｂ⑵ 音 楽 学 Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 地 球 倫 理 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ａ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 地 球 倫 理 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ｂ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ａ⑵ 論 理 学 Ａ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ｂ⑵ 論 理 学 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵
自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵
環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵
環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵
自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵
自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵
化 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 地球科学実習講義Ａ⑵ 数理・情報実習講義Ａ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ａ⑵
化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 地球科学実習講義Ｂ⑵ 数理・情報実習講義Ｂ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ｂ⑵
日本事情ⅠＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅠＢ⑵ （留学生用）

自 然 科 学 演 習 Ａ⑵ 自 然 科 学 演 習 Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

国 際 教 育 論 Ａ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ａ⑵ 百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵
国 際 教 育 論 Ｂ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ｂ⑵ 百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵
日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵ 西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵
日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵ 西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵
地 域 史（日 本） Ａ⑵ 地 域 史（東 洋） Ａ⑵ 地 域 史（西 洋） Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵
地 域 史（日 本） Ｂ⑵ 地 域 史（東 洋） Ｂ⑵ 地 域 史（西 洋） Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵
日本事情ⅡＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅡＢ⑵ （留学生用）

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 統 計 学 Ａ⑵ 法 学 Ａ⑵ 日 本 国 憲 法⑵
経 済 学 Ｂ⑵ 統 計 学 Ｂ⑵ 法 学 Ｂ⑵
政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵ 人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵
政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵ 人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵
国 際 比 較 論 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ベーシック・マーケティング⑵ 基 礎 会 計 学⑵
国 際 比 較 論 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 流 通 入 門⑵ 企 業 会 計⑵
日本事情ⅢＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅢＢ⑵ （留学生用）

スポーツ・健康

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 講 義 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵  
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 演 習 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵  

情報教育 情 報 化 社 会 と 人 間⑵ 情 報 倫 理⑵ コンピュータ・リテラシィ⑵

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵
総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵
総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 総 合 Ⅷ Ａ⑵
総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 総 合 Ⅷ Ｂ⑵
総 合 Ⅸ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵
総 合 Ⅸ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力
科目

社会人基礎力入門講義⑵
社会人基礎力実践講義⑵
キャリアデベロップメント論Ａ⑵ 企 業 の し く み⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 企 業 家 論⑵
キャリアデベロップメント論Ｂ⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

日本語
科目

（協定校並びに ISEP 加盟大学等からの留学生に対する日本語・日本文化科目）
Integrated Japanese Ⅰ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅰ⑵ Kanji Literacy Ⅰ⑴
Integrated Japanese Ⅱ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅱ⑵ Kanji Literacy Ⅱ⑴
Project Work Ⅰ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅰ⑴ Japanese Culture Ⅰ⑴
Project Work Ⅱ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅱ⑴ Japanese Culture Ⅱ⑴

2014 年度入学生用　文学部第１部史学科　教育課程表（共通総合科目）
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2014 年度入学生用　文学部第１部史学科　教育課程表（文学部共通科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文

学

部

共

通

科

目

18

単

位

以

上

文学部教育 東洋大学・井上円了研究⑵ 伝 統 文 化 講 座⑵ 情 報 処 理 演 習 Ａ⑴ 情 報 処 理 演 習 Ｂ⑴

文　

学　

部　

基　

礎　

専　

門　

科　

目

論 理 学 概 論⑷ 比 較 思 想⑷
哲 学 基 礎 概 説⑷ 英 文 学 特 講 Ⅰ⑷ 英 文 学 特 講 Ⅱ⑷
サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵ 英 文 学 特 講 Ⅲ⑷
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵ 米 文 学 特 講 Ⅰ⑷ 米 文 学 特 講 Ⅱ⑷

哲 学 と 科 学⑷ 応 用 倫 理 学 特 論⑷ 哲 学 と 宗 教 思 想⑷
イ ン ド の 芸 能⑵ イ ン ド 文 学⑵ 古 代 イ ン ド の 社 会⑵
イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵ インドの風土と文化⑵ 天 台 の 思 想⑵
華 厳 の 思 想⑵ 禅 の 思 想⑵ インド仏教のあゆみＡ⑵
密 教 の 思 想⑵ 念 仏 の 思 想⑵ インド仏教のあゆみＢ⑵
児 童 文 学 Ａ⑵ チベット仏教のあゆみ⑵ サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
児 童 文 学 Ｂ⑵ 現 代 の イ ン ド⑵ サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵ パーリ文献を読むＡ⑵ ヒンディー文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵ パーリ文献を読むＢ⑵ ヒンディー文献を読むＢ⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵

中 国 学 概 論⑷ 中 国 文 献 学 概 論⑷ 中 国 哲 学 史 概 説⑷ 中 国 文 学 史 概 説⑷
中 国 文 化 史 概 説⑷ 中国現代文学史概説⑷ 日 本 漢 学⑷
比較文学文化概説Ａ⑵ 生 涯 学 習 概 論 Ⅰ⑵ イギリスの文化と思想⑷ アメリカの文化と思想⑷
比較文学文化概説Ｂ⑵ 特別支援教育概論Ⅰ⑵

英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵

ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵

日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵ 日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵ 日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
心 理 学 概 論 Ａ⑵ 家 族 心 理 学⑵ 児 童 文 化 研 究⑵ 生 涯 学 習 概 論 Ⅱ⑵
心 理 学 概 論 Ｂ⑵ 女 性 問 題 と 学 習⑵ 家 庭 教 育 論⑵ 特別支援教育概論Ⅱ⑵
Verbal and Nonverbal Communication Ａ⑵ Philosophy of Language Ａ⑵ Comparative Culture Studies Ａ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＡ） （言語論Ａ） （比較文化論Ａ）
Verbal and Nonverbal Communication Ｂ⑵ Philosophy of Language Ｂ⑵ Comparative Culture Studies Ｂ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＢ） （言語論Ｂ） （比較文化論Ｂ）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
12
単
位
以
上

英語

検定英語⑷　　Practical Writing ⑵　　Communicative English Ａ⑵　　Communicative English Ｂ⑵
英 語ⅠＡ⑵ 英 語ⅡＡ⑵ 英 語ⅢＡ⑵
英 語ⅠＢ⑵ 英 語ⅡＢ⑵ 英 語ⅢＢ⑵

４単位必修

ドイツ語 ド イ ツ 語ⅠＡ⑵ ド イ ツ 語ⅡＡ⑵ ド イ ツ 語ⅢＡ⑵
ド イ ツ 語ⅠＢ⑵ ド イ ツ 語ⅡＢ⑵ ド イ ツ 語ⅢＢ⑵

フランス語 フ ラ ン ス 語ⅠＡ⑵ フ ラ ン ス 語ⅡＡ⑵ フ ラ ン ス 語ⅢＡ⑵
フ ラ ン ス 語ⅠＢ⑵ フ ラ ン ス 語ⅡＢ⑵ フ ラ ン ス 語ⅢＢ⑵

中国語

中 国 語ⅠＡ⑵ 中 国 語ⅡＡ⑵ 中 国 語ⅢＡ⑵
中 国 語ⅠＢ⑵ 中 国 語ⅡＢ⑵ 中 国 語ⅢＢ⑵

１カ国語４単位選択必修
１年次履修した２カ国語より�
１カ国語４単位選択必修

日本語 
（留学生用）

（留 学 生 用） 必 修 （留 学 生 用） 選 択 必 修 ※留学生は１２単位中、日本語８単位必修。 
　 残り４単位を１年次の英語・ドイツ語・フランス

語・中国語の４カ国語より母語以外の１カ国語４
単位選択必修。

日 本 語ⅠＡＡ⑴ 日本語と日本社会Ａ⑵
日 本 語ⅠＡＢ⑴ 日本語と日本社会Ｂ⑵
日 本 語ⅠＢＡ⑴ 日本語と日本文化Ａ⑵
日 本 語ⅠＢＢ⑴ 日本語と日本文化Ｂ⑵

諸
資
格
関
連
科
目

教 育 基 礎 論 Ⅰ⑵
教 育 基 礎 論 Ⅱ⑵

社会教育計画論Ⅰ⑵　　社会教育計画論Ⅱ⑵　　視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵
博物館情報・メディア論⑵

博 物 館 教 育 論⑵
博 物 館 経 営 論⑵ 博 物 館 資 料 保 存 論⑵

図書館概論⑵　情報サービス論⑵　児童サービス論⑵　図書館制度・経営論⑵　図書館サービス概論⑵
情報サービス演習Ａ⑴　情報資源組織演習Ａ⑴　図書館情報資源概論⑵　情報資源組織論⑵　図書館情報技術論⑵
情報サービス演習Ｂ⑴　情報資源組織演習Ｂ⑴　図書館情報資源特論⑵　図書・図書館史⑵

学習指導と学校図書館⑵ 学校経営と学校図書館⑵ 学校図書館メディアの構成⑵
読書と豊かな人間性⑵ 情報メディアの活用⑵

キャリア教育
キ ャ リ ア 支 援 Ⅰ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅰ⑵
キ ャ リ ア 支 援 Ⅱ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅱ⑵
イ ン タ ー ン シ ッ プ⑵ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動⑵



97

2014 年度入学生用　文学部第１部史学科　教育課程表（専門科目）� 日本史学専攻コース

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専

門

科

目

70

単

位

以

上

必
修
科
目 

26
単
位
以
上

歴 史 学 基 礎 演 習⑵ 日 本 史 史 料 研 究⑷ 史 学 概 論⑷ 卒 業 論 文⑹
日 本 史 学 卒 論 演 習⑵ 日 本 史 学 卒 論 演 習⑵
日 本 史 学 演 習⑵
日 本 史 学 演 習⑵
日 本 史 学 演 習⑵

選
択
必
修
科
目 

20
単
位
以
上

日 本 史 概 説⑷ 日 本 史 学 特 講⑷ 東 洋 史 学 特 講⑷ 西 洋 史 学 特 講⑷
東 洋 史 概 説⑷ 日 本 史 学 特 講⑷ 東 洋 史 学 特 講⑷ 西 洋 史 学 特 講⑷
西 洋 史 概 説⑷ 日 本 史 学 特 講⑷ 東 洋 史 学 特 講⑷ 西 洋 史 学 特 講⑷
2 科目 8単位以上選択必修 3科目 12 単位以上選択必修

選
択
科
目
24
単
位
以
上

東洋史学演習⑵ 西洋史学演習⑵ 考古学研究⑷
日本民俗学Ａ⑵ 王朝文化論Ａ⑵ 室町文化論Ａ⑵ 日本仏教のあゆみＡ⑵ 中国仏教のあゆみＡ⑵
日本民俗学Ｂ⑵ 王朝文化論Ｂ⑵ 室町文化論Ｂ⑵ 日本仏教のあゆみＢ⑵ 中国仏教のあゆみＢ⑵
ラ テ ン 語⑵ ギリシア語⑵

古 文 書 学 Ⅰ⑷
古 文 書 学 Ⅱ⑷

法 制 史（西 洋） Ａ⑵
法 制 史（西 洋） Ｂ⑵
倫 理 学 概 論⑷

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近現代日本文学史Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近現代日本文学史Ｂ⑵

人 文 地 理 学 Ａ⑵ 自 然 地 理 学 Ａ⑵
人 文 地 理 学 Ｂ⑵ 自 然 地 理 学 Ｂ⑵

地 誌 学 Ａ⑵
地 誌 学 Ｂ⑵

法 制 史（日 本） Ａ⑵ 法 制 史（東 洋） Ａ⑵
法 制 史（日 本） Ｂ⑵ 法 制 史（東 洋） Ｂ⑵
西 洋 哲 学 史 概 説 Ⅰ⑷
経 済 史 Ａ⑵ 西 洋 哲 学 史 概 説 Ⅱ⑷ 哲 学 概 論 ⑷
経 済 史 Ｂ⑵ 近 代 欧 米 経 済 史 Ａ⑵
イ ン ド の 宗 教 Ａ⑵ 近 代 欧 米 経 済 史 Ｂ⑵
イ ン ド の 宗 教 Ｂ⑵ 博 物 館 資 料 論⑵
博 物 館 概 論⑵ 博 物 館 展 示 論⑵ 博 物 館 実 習 Ⅰ⑵ 博 物 館 実 習 Ⅱ⑴

教職科目

ア メ リ カ 思 想 史⑵ 宗 教 と は 何 か Ａ⑵
宗 教 と は 何 か Ｂ⑵

日 本 史 Ａ⑵ 外 国 史 Ａ⑵ 社会・地歴指導法Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵
日 本 史 Ｂ⑵ 外 国 史 Ｂ⑵ 社会・地歴指導法Ⅱ⑵

政 治 学 原 論 Ａ⑵ 社会・公民指導法Ⅰ⑵
政 治 学 原 論 Ｂ⑵ 社会・公民指導法Ⅱ⑵
現 代 思 想 論⑷
社 会 科 教 育 論⑵

他学部他学科
開放科目

（専門開放科目）
科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３． 科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目について

は履修することができる。
　　　４． 「社会科教育論」「社会・地歴指導法Ⅰ」「社会・地歴指導法Ⅱ」「社会・公民指導法Ⅰ」「社会・

公民指導法Ⅱ」「教職実践演習（中・高）」については、教職課程履修者に限り、履修することが
できる。

　　　５．４年次の ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込
みの学生に限る。
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2014 年度入学生用　文学部第１部史学科　教育課程表（専門科目）� 東洋史学専攻コース

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専

門

科

目

70

単

位

以

上

必
修
科
目 

26
単
位
以
上

歴 史 学 基 礎 演 習⑵ 東 洋 史 史 料 研 究⑷ 史 学 概 論⑷ 卒 業 論 文⑹
東 洋 史 学 卒 論 演 習⑵ 東 洋 史 学 卒 論 演 習⑵
東 洋 史 学 演 習⑵
東 洋 史 学 演 習⑵
東 洋 史 学 演 習⑵

選
択
必
修
科
目 

20
単
位
以
上

東 洋 史 概 説⑷ 東 洋 史 学 特 講⑷ 日 本 史 学 特 講⑷ 西 洋 史 学 特 講⑷
西 洋 史 概 説⑷ 東 洋 史 学 特 講⑷ 日 本 史 学 特 講⑷ 西 洋 史 学 特 講⑷
日 本 史 概 説⑷ 東 洋 史 学 特 講⑷ 日 本 史 学 特 講⑷ 西 洋 史 学 特 講⑷
2 科目 8単位以上選択必修 3科目 12 単位以上選択必修

選
択
科
目
24
単
位
以
上

日本史学演習⑵ 西洋史学演習⑵ 考古学研究⑷
日本民俗学Ａ⑵ 王朝文化論Ａ⑵ 室町文化論Ａ⑵ 日本仏教のあゆみＡ⑵ 中国仏教のあゆみＡ⑵
日本民俗学Ｂ⑵ 王朝文化論Ｂ⑵ 室町文化論Ｂ⑵ 日本仏教のあゆみＢ⑵ 中国仏教のあゆみＢ⑵
ラ テ ン 語⑵ ギリシア語⑵

古 文 書 学 Ⅰ⑷
古 文 書 学 Ⅱ⑷

法 制 史（西 洋） Ａ⑵
法 制 史（西 洋） Ｂ⑵
倫 理 学 概 論⑷

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近現代日本文学史Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近現代日本文学史Ｂ⑵

人 文 地 理 学 Ａ⑵ 自 然 地 理 学 Ａ⑵
人 文 地 理 学 Ｂ⑵ 自 然 地 理 学 Ｂ⑵

地 誌 学 Ａ⑵
地 誌 学 Ｂ⑵

法 制 史（日 本） Ａ⑵ 法 制 史（東 洋） Ａ⑵
法 制 史（日 本） Ｂ⑵ 法 制 史（東 洋） Ｂ⑵
西 洋 哲 学 史 概 説 Ⅰ⑷
経 済 史 Ａ⑵ 西 洋 哲 学 史 概 説 Ⅱ⑷ 哲 学 概 論⑷
経 済 史 Ｂ⑵ 近 代 欧 米 経 済 史 Ａ⑵
イ ン ド の 宗 教 Ａ⑵ 近 代 欧 米 経 済 史 Ｂ⑵
イ ン ド の 宗 教 Ｂ⑵ 博 物 館 資 料 論⑵
博 物 館 概 論⑵ 博 物 館 展 示 論⑵ 博 物 館 実 習 Ⅰ⑵ 博 物 館 実 習 Ⅱ⑴

教職科目

ア メ リ カ 思 想 史⑵ 宗 教 と は 何 か Ａ⑵
宗 教 と は 何 か Ｂ⑵

日 本 史 Ａ⑵ 外 国 史 Ａ⑵ 社会・地歴指導法Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵
日 本 史 Ｂ⑵ 外 国 史 Ｂ⑵ 社会・地歴指導法Ⅱ⑵

政 治 学 原 論 Ａ⑵ 社会・公民指導法Ⅰ⑵
政 治 学 原 論 Ｂ⑵ 社会・公民指導法Ⅱ⑵
現 代 思 想 論⑷
社 会 科 教 育 論⑵

他学部他学科
開放科目

（専門開放科目）
科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３． 科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目について

は履修することができる。
　　　４．「社会科教育論」「社会・地歴指導法Ⅰ」「社会・地歴指導法Ⅱ」「社会・公民指導法Ⅰ」「社会・

公民指導法Ⅱ」「教職実践演習（中・高）」については、教職課程履修者に限り、履修することが
できる。

　　　５．４年次の ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込
みの学生に限る。
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2014 年度入学生用　文学部第１部史学科　教育課程表（専門科目）� 西洋史学専攻コース

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専

門

科

目

70

単

位

以

上

必
修
科
目 

26
単
位
以
上

歴 史 学 基 礎 演 習⑵ 西 洋 史 史 料 研 究⑷ 史 学 概 論 ⑷ 卒 業 論 文 ⑹
西 洋 史 学 卒 論 演 習⑵ 西 洋 史 学 卒 論 演 習⑵
西 洋 史 学 演 習⑵
西 洋 史 学 演 習⑵
西 洋 史 学 演 習⑵

選
択
必
修
科
目 

20
単
位
以
上

西 洋 史 概 説⑷ 西 洋 史 学 特 講⑷ 日 本 史 学 特 講⑷ 東 洋 史 学 特 講⑷
日 本 史 概 説⑷ 西 洋 史 学 特 講⑷ 日 本 史 学 特 講⑷ 東 洋 史 学 特 講⑷
東 洋 史 概 説⑷ 西 洋 史 学 特 講⑷ 日 本 史 学 特 講⑷ 東 洋 史 学 特 講⑷
2 科目 8単位以上選択必修 3科目 12 単位以上選択必修

選
択
科
目
24
単
位
以
上

日本史学演習⑵ 東洋史学演習⑵ 考古学研究⑷
日本民俗学Ａ⑵ 王朝文化論Ａ⑵ 室町文化論Ａ⑵ 日本仏教のあゆみＡ⑵ 中国仏教のあゆみＡ⑵
日本民俗学Ｂ⑵ 王朝文化論Ｂ⑵ 室町文化論Ｂ⑵ 日本仏教のあゆみＢ⑵ 中国仏教のあゆみＢ⑵
ラ テ ン 語 ⑵ ギリシア語⑵

古 文 書 学 Ⅰ⑷
古 文 書 学 Ⅱ⑷

法 制 史（西 洋） Ａ⑵
法 制 史（西 洋） Ｂ⑵
倫 理 学 概 論⑷

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近現代日本文学史Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近現代日本文学史Ｂ⑵

人 文 地 理 学 Ａ⑵ 自 然 地 理 学 Ａ⑵
人 文 地 理 学 Ｂ⑵ 自 然 地 理 学 Ｂ⑵

地 誌 学 Ａ⑵
地 誌 学 Ｂ⑵

法 制 史（日 本） Ａ⑵ 法 制 史（東 洋） Ａ⑵
法 制 史（日 本） Ｂ⑵ 法 制 史（東 洋） Ｂ⑵
西 洋 哲 学 史 概 説 Ⅰ⑷
経 済 史 Ａ⑵ 西 洋 哲 学 史 概 説 Ⅱ⑷ 哲 学 概 論 ⑷
経 済 史 Ｂ⑵ 近 代 欧 米 経 済 史 Ａ⑵
イ ン ド の 宗 教 Ａ⑵ 近 代 欧 米 経 済 史 Ｂ⑵
イ ン ド の 宗 教 Ｂ⑵ 博 物 館 資 料 論⑵
博 物 館 概 論⑵ 博 物 館 展 示 論⑵ 博 物 館 実 習 Ⅰ⑵ 博 物 館 実 習 Ⅱ⑴

教職科目

ア メ リ カ 思 想 史⑵ 宗 教 と は 何 か Ａ⑵
宗 教 と は 何 か Ｂ⑵

日 本 史 Ａ⑵ 外 国 史 Ａ⑵ 社会・地歴指導法Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵
日 本 史 Ｂ⑵ 外 国 史 Ｂ⑵ 社会・地歴指導法Ⅱ⑵

政 治 学 原 論 Ａ⑵ 社会・公民指導法Ⅰ⑵
政 治 学 原 論 Ｂ⑵ 社会・公民指導法Ⅱ⑵
現 代 思 想 論⑷
社 会 科 教 育 論⑵

他学部他学科
開放科目

（専門開放科目）
科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３． 科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目について

は履修することができる。
　　　４． 「社会科教育論」「社会・地歴指導法Ⅰ」「社会・地歴指導法Ⅱ」「社会・公民指導法Ⅰ」「社会・

公民指導法Ⅱ」「教職実践演習（中・高）」については、教職課程履修者に限り、履修することが
できる。

　　　５．４年次の ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込
みの学生に限る。
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　　　　　　外国人留学生の共通総合科目・国際コミュニケーション科目の履修について
　
　外国人留学生に対しては、日本理解の助けとなる「日本事情」「日本語」の科目が共通総合科目と国際
コミュニケーション科目にそれぞれ開設されている。
　共通総合科目の「日本事情ⅠＡ」「日本事情ⅠＢ」「日本事情ⅡＡ」「日本事情ⅡＢ」「日本事情Ⅲ 
Ａ」「日本事情ⅢＢ」、国際コミュニケーション科目の「日本語ⅠＡＡ」「日本語ⅠＡＢ」「日本語ⅠＢＡ」「日
本語ⅠＢＢ」は必修、「日本語と日本社会Ａ」「日本語と日本社会Ｂ」「日本語と日本文化Ａ」「日本語と日
本文化Ｂ」は選択必修となっている。
原則として１・２年次で履修かつ修得すること。
　教育課程表（共通総合科目・文学部共通科目）を参照して間違いのないように登録すること。

〈第１部外国人留学生用科目一覧〉

※ 国際コミュニケーション科目の「日本語ＩＡＡ・ＩＡＢ」「日本語ＩＢＡ・ＩＢＢ」「日本語と日本社会
Ａ・Ｂ」「日本語と日本文化Ａ・Ｂ」は通年履修を原則とする。 Ａ・Ｂセットで履修すること。

区分 科　　目 単位 履修年次 区分

目
科
合
総
通
共 日本事情ＩＡ（自然・環境・生命）

日本事情ＩＢ（自然・環境・生命）
日本事情ⅡＡ（歴史・文化）
日本事情ⅡＢ（歴史・文化）
日本事情ⅢＡ（現代・社会）
日本事情ⅢＢ（現代・社会）

２
２
２
２
２
２

１～４ 必修

日 本 語 ＩＡＡ 
日 本 語 ＩＡＢ 
日 本 語 ＩＢＡ 
日 本 語 ＩＢＢ

１
１
１
１

１ 必修

日本語と日本社会Ａ
日本語と日本社会Ｂ
日本語と日本文化Ａ
日本語と日本文化Ｂ

２
２
２
２

２

⎫――⎬――⎭

「日本語と日本社会A ･ B」、
「日本語と日本文化A ･ B」のうち
どちらか一方の組合せ選択必修
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第 １ 部 　 教 　 育 　 学 　 科
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〔第１部教育学科学科紹介〕

明日のための教育学　―ともに学び、ともに育つ―

教育学とは、人間が学び、生涯にわたって「よりよく生きる」ことを支える学問です。学校教育や特別支
援教育、社会教育などの研究領域で、「人間にとって学びとは何か」「発達とは何か」「学びや発達をどう支
えるか」など、さまざまな問いが立てられ、研究が進められています。

「人間発達専攻」では、「人間の発達」を総合的にとらえ、人間の発達と社会の発展に貢献できる力量
の獲得をめざし、「生涯にわたる教育」のあり方を追究します。
「初等教育専攻」では、急激に変化する環境のなかで成長・発達する子どもについて深く理解する力
と豊かな人間性を備えた小学校教員の養成をめざします。
こうした考えのもと、両専攻では、次のような目標を設定し、カリキュラムを用意しました。

Ⅰ．人間発達専攻
　１．課題を主体的に解決するための「生涯学習基礎力」

　「人間の発達」を、直線的な心身の成長だけではなく、生涯にわたる人間の変化そのものとし
てとらえ、研究の対象とする。人や社会、文化に対する理解を深め、現代社会が直面する課題を主
体的に解決する力を身につける。一元的な考え方にとらわれない開かれた感覚と知性、つまり
「生涯学習基礎力」の獲得をめざす。

　２．５つの領域に対応する専門的力量
　　（１）　教育の基礎
　　（２）　心理学と発達臨床
　　（３）　社会教育
　　（４）　学校教育
　　（５）　特別支援教育

Ⅱ．初等教育専攻
　１．確かな授業力

　２．国際化への対応と外国語の指導力
多文化共生社会への理解を深めるとともに、児童を対象とした英語の指導力を養う。

　３．特別なニーズをもつ子どもたちへの支援とそのための専門的力量
　４．学校・地域・家庭の協力や連携を進めるコーディネート力

　東洋大学文学部教育学科は、これまで「人間の発達」を生涯にわたるものとしてとらえ、人々の豊かな暮
らしや住みよい社会の実現に貢献する学生を育ててきました。そして、現在は現代社会が抱える諸問題の解
決に他者と協働しながら創造的に取り組むことのできる２１世紀のリーダーを送り出すため、「人間発達専攻」と
「初等教育専攻」の２専攻体制で、より広範で充実した教育の実現をめざしています。

　各教科の指導法や教材研究の力量、「音楽」や「図画工作」など芸術系教科の実践的指導力、
観察実験などを通じた理系教科の指導力を身につける。
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教育学科人間発達専攻　3つのポリシー

◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　人間発達専攻では、学士課程教育を行うにあたり、次のような学生を受け入れることとする。
　（1） 現代社会が直面する課題の解決に自ら取り組もうとする主体性と学習意欲をもつ学生。 
　（2） 人間と社会について深い洞察力を持ち、思考力と表現力に富む学生。 
　（3） 人間の成長・発達に深い関心を持ち、将来教え育てる実践を通して社会に貢献する意欲のあ

る学生。 

　なお、教員を志望する場合には次のことが特に求められる。
　① 教員には広範な知識と教養、人間性が求められるため、教科の学習だけでなく、社会的活動、

文化・芸術活動などにも積極的に取り組むこと。
　② 国語、特に現代国語において、論説文などの論理的文章を十分に理解するとともに、自らの考え

を論理的に表現できるようにしていくこと。
　③ 政治、経済など、現代の広範な地球規模の社会事象について、歴史的観点を含めて、関心を持ち、

基礎的な知識を獲得しておくこと。

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　人間発達専攻では、次の方針に基づいてカリキュラムを編成する。
　（1） 初年次教育の充実を図るため、少人数の「教育学入門ゼミナール」「教職総合ゼミナール」を

必修とする。 
　（2） 学生が主体的に学ぶ力量を育てるため、すべての学生に少人数教育の機会を保障し、4年間に

わたってゼミナールを必修とする。 
　（3） 教育という営みを総合的にとらえるため、「教育の基礎」「心理学と発達臨床」「社会教育」「学

校教育」「特別支援教育」の5領域を設定し、各領域の理論的・実践的課題について、基礎
的知識の獲得と発展的研究をおこなう。 

　（4） すべての学生に卒業論文執筆を課し、これをもって学士課程修了に十分な能力を獲得したか
どうかの指針とする。

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　人間発達専攻では、「人間の発達」を総合的にとらえ、人間の発達と社会の発展に貢献できる力量
の形成をもって学位授与の基本方針とする。具体的には、現代社会の課題を主体的に解決するため
の「生涯学習基礎力」を身につけさせる。そのために、「教育の基礎」「心理学と発達臨床」「社会教育」

「学校教育」「特別支援教育」の各領域にかかわる専門的力量の獲得をめざす。
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教育学科初等教育専攻　3つのポリシー

◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　初等教育専攻では、学士課程教育を行うにあたり、次のような学生を受け入れることとする。
　（1） 現代社会が直面する課題の解決に自ら取り組もうとする主体性と学習意欲をもつ学生。 
　（2） 人間と社会について深い洞察力を持ち、思考力と表現力に富む学生。 
　（3） 人間の成長・発達に深い関心を持ち、将来教え育てる実践を通して社会に貢献する意欲のある学生。 
　特に、小学校教員を志望するのであるから、次の諸点に留意して常日頃学んでいること。
　① 小学校教員として指導することを前提に、すべての教科についての基礎的知識を十分に習得しておくこ

と。
　② 小学校教員にも専門性（得意分野）が求められているので、得意な教科については発展的な学習を心

がけること。
　③ 教員には広範な知識と教養、人間性が求められるため、教科の学習だけでなく、社会的活動、文化・芸

術活動などにも積極的に取り組むこと。
　④ 国語、特に現代国語において、論説文などの論理的文章を十分に理解するとともに、自らの考えを論理

的に表現できるようにしておくこと。
　⑤ 政治・経済など、現代の地球規模の社会諸事象について、歴史的観点を含めて、関心を持ち、基礎的

知識を獲得しておくこと。
　⑥ 外国語活動の指導を行うことを踏まえ、英語に興味・関心を持ち、英語を用いた積極的なコミュニケー

ション能力の習得に努めること。 

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　初等教育専攻では、次の方針に基づいてカリキュラムを編成する。
　（1） 初年次教育の充実を図るため、少人数の「教育学入門ゼミナール」「教職総合ゼミナール」を必修と

する。 
　（2） 学生が主体的に学ぶ力量を育てるため、すべての学生に少人数教育の機会を保障し、4年間にわたっ

てゼミナールを必修とする。 
　（3） 教育という営みを総合的にとらえるため、「教育の基礎」「心理学と発達臨床」「社会教育」「学校教育」

「特別支援教育」の5領域を設定し、各領域の理論的・実践的課題について、基礎的知識の獲得と発
展的研究をおこなう。 

　（4） 実践的指導力を育てるため、実習協力校での学習と大学での学習とを結びつけた「往還型教育実習」
を実施する。 

　（5） すべての学生に卒業論文執筆を課し、これをもって学士課程修了に十分な能力を獲得したかどうかの
指針とする。 

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　初等教育専攻では、子どもを取り巻く環境を広く立体的にとらえる視野と豊かな人間性を備えた、小学校
教員として求められる力量の形成をもって学位授与の基本方針とする。とりわけ、①確かな授業力、②国際
化と多文化共生への理解にもとづく広い視野と指導力、③特別なニーズをもつ子どもの支援にかかわる知識
や技術、④地域や家庭との協力や連携を促す力量、を重視する。
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科目区分 文学部　第１部　教育学科人間発達専攻　卒業要件

共
通
総
合
科
目
16
単
位
以
上

哲 学 ・ 思 想

１６単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目
16
単
位
以
上

文 学 部 教 育

文 学 部 基 礎 専 門 科 目

国際コミュニケーション科目 １２単位以上

諸 資 格 関 連 科 目
※国際コミュニケーション科目１２単位を含む、
　合計１６単位以上

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目
74
単
位
以
上

必 修 科 目 ３２単位

選 択 科 目 ４２単位以上

教 職 科 目

他学部他学科開放科目（専門開放科目）

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位
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科目区分 文学部　第１部　教育学科初等教育専攻　卒業要件

共
通
総
合
科
目
16
単
位
以
上

哲 学 ・ 思 想

１６単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目
16
単
位
以
上

文 学 部 教 育

文 学 部 基 礎 専 門 科 目

国際コミュニケーション科目 １２単位以上

諸 資 格 関 連 科 目
※国際コミュニケーション科目１２単位を含む、
　合計１６単位以上

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目
82
単
位
以
上

必 修 科 目 ４８単位

選 択 必 修 科 目 １４単位以上

選 択 科 目 １６単位以上

※初等教育共通科目３６単位以上

教 職 科 目

他学部他学科開放科目（専門開放科目）

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位
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　共通総合科目は、卒業までに１６単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。また、１６単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、卒
業単位として算入する。

　留学支援科目は、共通総合科目の枠内であるが、１６単位の卒業要件に
は入らない。ただし、卒業単位には算入される。

※ 「自然科学演習Ａ・Ｂ」は、２年次以上でかつ講義科目または実験講義
科目を合計８単位以上修得していなければ、履修することができない。

初等
　初等教育専攻において、下表の左欄の科目は、右欄の教育学科専門科
目と対応している。なお、履修を希望する者は、教育学科履修ガイダンスにて
詳細を説明するので、参加すること。

共 通 総 合 科 目 名 教 育 学 科 専 門 科 目 名

物 理 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 科学実験講義Ａ　１コース⑵

数理・情報実習講義Ａ⑵ 科学実験講義Ａ　２コース⑵

化 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 科 学 実 験 講 義 Ｂ ⑵

生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 科 学 実 験 講 義 Ｃ ⑵

地球科学実習講義Ａ⑵ 科学実験講義Ｄ　１コース⑵

天 文 学 実 習 講 義 Ａ⑵ 科学実験講義Ｄ　２コース⑵

　文学部共通科目は、卒業までに国際コミュニケーション科目１２単位の卒
業要件を充たし、合計１６単位以上を履修かつ修得しなければならない。
また、卒業要件を充たし、１６単位を超過して履修かつ修得した科目の単
位数も、卒業単位として算入する。

第 1 部教育学科

共 通 総 合 科 目

文学部共通科目

① スポーツ・健康科目の授業は、東洋大学総合スポーツセンター（板橋区清水
町）で開講されます。
② 「スポーツ健康科学実技」および「スポーツ健康科学演習」の各コースの受
講者数は人数調整が必要になる場合があるため、詳細については『履修登
録のしおり』、学内掲示を参照してください。

哲学・思想
自然・環境・生命
歴史・文化
現代・社会
スポーツ・健康
情報教育
総合
社会人基礎力科目
留学支援科目

文学部教育
文学部基礎専門科目
国際コミュニケーション科目
諸資格関連科目
キャリア教育
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◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

◇隔年開講科目
　下記科目は、隔年にて開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ

⑵
⑵

韓 国 文 化 事 情 Ａ
韓 国 文 化 事 情 Ｂ

⑵
⑵

　１・２年次に英語８単位、１年次にドイツ語、フランス語、中国語の３カ
国語から１カ国語を選択し４単位、合計１２単位以上を履修かつ修得しな
ければならない。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

Communicative English A⑵
Communicative English B⑵

文学部基礎専門科目
人間　　初等

国際コミュニケーション科目
人間　　初等

サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ａ ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ａ ⑵
ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
日 本 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
日 本 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵

中 国 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
中 国 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
Verbal and Nonverbal Communication A ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＡ）
Verbal and Nonverbal Communication B ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＢ）
Philosophy of Language A ⑵

（言語論Ａ）
Phi losophy of  Language B ⑵

（言語論Ｂ）
Comparative Culture Studies A ⑵

（比較文化論Ａ）
Comparative Culture Studies B ⑵

（比較文化論Ｂ）

サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ⑵
現 代 の イ ン ド⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵
チベット仏教のあゆみ⑵

古 代 イ ン ド の 社 会⑵
イ ン ド の 芸 能⑵
イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵
華 厳 の 思 想⑵
念 仏 の 思 想⑵
イ ン ド の 風 土 と 文 化⑵
密 教 の 思 想⑵
天 台 の 思 想⑵
禅 の 思 想⑵
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　下表の左欄の教育学科専門科目は、履修かつ修得した後、右欄の教職に
関する科目に読み替えることができ、卒業単位としても認められる。
　ただし、下表の右欄の教職に関する科目を履修かつ修得しても、左欄の教
育学科専門科目に読み替えることはできない。また、卒業単位としても認めら
れない。
教育学科の専門科目

（卒業単位に認められる）単位数
読替となる教職に関する科目
（卒業単位に認められない） 単位数

学校教育社会学 2 教育基礎論Ⅱ 2

（ ）

2

　教育学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した場合、その科目
の単位数は、卒業単位として算入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することが
できる。

　別（P.１３４）に定める他学部他学科開放科目（専門開放科目）を履修
かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業単位として算入する。

教職に関する科目の読替
人間

教 職 科 目

人間

他学部他学科開放科目（専門開放科目）

人間　　初等

道徳教育論 2 道徳教育の研究 2

特別活動の理論と方法 2

2

特別活動の研究 2

教育方法論
情報機器及び教材の活用を含む

教育方法研究
（情報機器の活用を含む） 2

教育評価論 2 教育評価 2

生徒指導研究
（進路指導論を含む） 2 生徒指導論

（進路指導論を含む） 2

教育相談の理論と方法 2 教育相談 2



110103

◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の 1
科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡ」「英語ⅠＢ」「英語ⅡＡ」「英語ⅡＢ」
　「中国語ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語ⅡＢ」

　教育学科専門科目は、卒業までに人間発達専攻では７４単位以上、初
等教育専攻では８２単位以上を履修かつ修得しなければならない。これらは、
各科目区分の卒業要件を充たさなければならない。また、人間発達専攻で
は７４単位、初等教育専攻では８２単位を超過して履修かつ修得した選択
必修科目と選択科目の単位数も、卒業単位として算入する。

　必修科目に設置されている全ての科目の単位を履修かつ修得しなければな
らない。

　なお、卒業論文は必修である。ただし、４年次の卒業論文の履修登録は、
３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの学生に限
る。

　初等教育共通科目における選択必修科目は、９科目の中から７科目以上
を選択して、合計１４単位以上を履修かつ修得しなければならない。

　選択科目は、人間発達専攻は４２単位以上、初等教育専攻は１６単
位以上を履修かつ修得しなければならない。
　選択科目の科目群は、将来の進路選択に関連づけて科目を選びやすいよ
うに分類してある。教育職員免許状取得希望者は、「教職課程を学ぶにあた 
って」（P.２０２）、社会教育主事資格取得希望者は、「諸資格」（P.２４１）
を参照すること。

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

教 育 と 倫 理 ⑵

人間　　初等

専 門 科 目

人間　　初等

必修科目
人間　　初等

選択必修科目
　　　　初等

選択科目
人間　　初等

キャリア教育 　インターンシップ・ボランティア活動は、文学部が認定する機関で就業体
験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。

※セミナーの詳細は、留学制度について（Ｐ．２５２）を参照すること。
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　教育学科教育課程表にない科目で、かつ、前項の他学部他学科開放科
目（専門開放科目）として提示されていない科目の履修を希望する場合は、
履修する学部学科の配当学年に従い、担当教員の許可を得て、卒業単位に
ならない自由科目として履修することができる。ただし、年間履修最高単位数 
（４８単位）を超えて履修することはできない。なお、以下の科目も履修でき
ないので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第２部開講の科目（第１部の教育課程表に掲載されていない科目）
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

自 由 科 目

人間　　初等
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　教育学科教育課程表にない科目で、かつ、前項の他学部他学科開放科
目（専門開放科目）として提示されていない科目の履修を希望する場合は、
履修する学部学科の配当学年に従い、担当教員の許可を得て、卒業単位に
ならない自由科目として履修することができる。ただし、年間履修最高単位数 
（４８単位）を超えて履修することはできない。なお、以下の科目も履修でき
ないので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第２部開講の科目（第１部の教育課程表に掲載されていない科目）
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

自 由 科 目

人間　　初等
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◇教育学科第１部・第２部相互聴講実施要領
　第１部教育学科と第２部教育学科の両方で、同一年度で開講されている下表の科目についてのみ、相
互聴講を認める。
　履修条件は、以下の通りである。
（１）卒業までに３０単位を超えて履修かつ修得することはできない。
（２）第２部教育学科教育課程表の学年配当にしたがって履修しなければならない。
（３）年間履修最高単位数（４８単位）に算入する。
（４）履修かつ修得した単位は、専門科目として、卒業単位に算入する。
（５）履修方法

第２部開講科目の履修を希望する場合は、第１部の科目と同様に、履修登録をすること。
（６）対象科目

心 理 学 概 論 Ａ⑵
心 理 学 概 論 Ｂ⑵
社 会 文 化 史（日 本）⑵
社 会 文 化 史（西 洋）⑵
文 化 地 誌 学⑵
比 較 社 会 論⑵
ア メ リ カ 思 想 史⑵

特 別 支 援 教 育 概 論 Ⅱ ⑵ 社会教育課題研究Ⅰ⑵
社会教育課題研究Ⅱ⑵
社 会 教 育 計 画 論 Ⅰ⑵
社 会 教 育 計 画 論 Ⅱ⑵
視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵
家 庭 教 育 論⑵
女 性 問 題 と 学 習⑵
情 報 化 と 社 会 教 育⑵

文学部　第１部（共通総合科目）

　

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

16

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ａ⑵ 応 用 倫 理 学 Ａ⑵
哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ｂ⑵ 応 用 倫 理 学 Ｂ⑵
科 学 思 想 史 Ａ⑵ 美 術 史 Ａ⑵ 音 楽 学 Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵
科 学 思 想 史 Ｂ⑵ 美 術 史 Ｂ⑵ 音 楽 学 Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 地 球 倫 理 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ａ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 地 球 倫 理 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ｂ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ａ⑵ 論 理 学 Ａ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ｂ⑵ 論 理 学 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵
自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵
環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵
環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵
自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵
自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵
化 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 地球科学実習講義Ａ⑵ 数理・情報実習講義Ａ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ａ⑵
化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 地球科学実習講義Ｂ⑵ 数理・情報実習講義Ｂ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ｂ⑵
日本事情ⅠＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅠＢ⑵ （留学生用）

自 然 科 学 演 習 Ａ⑵ 自 然 科 学 演 習 Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

国 際 教 育 論 Ａ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ａ⑵ 百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵
国 際 教 育 論 Ｂ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ｂ⑵ 百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵
日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵ 西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵
日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵ 西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵
地 域 史（日 本） Ａ⑵ 地 域 史（東 洋） Ａ⑵ 地 域 史（西 洋） Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵
地 域 史（日 本） Ｂ⑵ 地 域 史（東 洋） Ｂ⑵ 地 域 史（西 洋） Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵
日本事情ⅡＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅡＢ⑵ （留学生用）

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 統 計 学 Ａ⑵ 法 学 Ａ⑵ 日 本 国 憲 法⑵
経 済 学 Ｂ⑵ 統 計 学 Ｂ⑵ 法 学 Ｂ⑵
政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵ 人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵
政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵ 人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵
国 際 比 較 論 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ベーシック・マーケティング⑵ 基 礎 会 計 学⑵
国 際 比 較 論 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 流 通 入 門⑵ 企 業 会 計⑵
日本事情ⅢＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅢＢ⑵ （留学生用）

スポーツ・健康

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 講 義 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵  
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 演 習 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵  

情報教育 情 報 化 社 会 と 人 間⑵ 情 報 倫 理⑵ コンピュータ・リテラシィ⑵

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵
総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵
総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 総 合 Ⅷ Ａ⑵
総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 総 合 Ⅷ Ｂ⑵
総 合 Ⅸ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵
総 合 Ⅸ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力
科目

社会人基礎力入門講義⑵
社会人基礎力実践講義⑵
キャリアデベロップメント論Ａ⑵ 企 業 の し く み⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 企 業 家 論⑵
キャリアデベロップメント論Ｂ⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

日本語
科目

（協定校並びに ISEP 加盟大学等からの留学生に対する日本語・日本文化科目）
Integrated Japanese Ⅰ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅰ⑵ Kanji Literacy Ⅰ⑴
Integrated Japanese Ⅱ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅱ⑵ Kanji Literacy Ⅱ⑴
Project Work Ⅰ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅰ⑴ Japanese Culture Ⅰ⑴
Project Work Ⅱ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅱ⑴ Japanese Culture Ⅱ⑴
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文学部　第１部（共通総合科目）

　

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

16

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ａ⑵ 応 用 倫 理 学 Ａ⑵
哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ｂ⑵ 応 用 倫 理 学 Ｂ⑵
科 学 思 想 史 Ａ⑵ 美 術 史 Ａ⑵ 音 楽 学 Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵
科 学 思 想 史 Ｂ⑵ 美 術 史 Ｂ⑵ 音 楽 学 Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 地 球 倫 理 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ａ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 地 球 倫 理 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ｂ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ａ⑵ 論 理 学 Ａ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ｂ⑵ 論 理 学 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵
自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵
環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵
環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵
自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵
自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵
化 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 地球科学実習講義Ａ⑵ 数理・情報実習講義Ａ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ａ⑵
化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 地球科学実習講義Ｂ⑵ 数理・情報実習講義Ｂ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ｂ⑵
日本事情ⅠＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅠＢ⑵ （留学生用）

自 然 科 学 演 習 Ａ⑵ 自 然 科 学 演 習 Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

国 際 教 育 論 Ａ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ａ⑵ 百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵
国 際 教 育 論 Ｂ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ｂ⑵ 百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵
日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵ 西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵
日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵ 西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵
地 域 史（日 本） Ａ⑵ 地 域 史（東 洋） Ａ⑵ 地 域 史（西 洋） Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵
地 域 史（日 本） Ｂ⑵ 地 域 史（東 洋） Ｂ⑵ 地 域 史（西 洋） Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵
日本事情ⅡＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅡＢ⑵ （留学生用）

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 統 計 学 Ａ⑵ 法 学 Ａ⑵ 日 本 国 憲 法⑵
経 済 学 Ｂ⑵ 統 計 学 Ｂ⑵ 法 学 Ｂ⑵
政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵ 人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵
政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵ 人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵
国 際 比 較 論 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ベーシック・マーケティング⑵ 基 礎 会 計 学⑵
国 際 比 較 論 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 流 通 入 門⑵ 企 業 会 計⑵
日本事情ⅢＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅢＢ⑵ （留学生用）

スポーツ・健康

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 講 義 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵  
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 演 習 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵  

情報教育 情 報 化 社 会 と 人 間⑵ 情 報 倫 理⑵ コンピュータ・リテラシィ⑵

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵
総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵
総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 総 合 Ⅷ Ａ⑵
総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 総 合 Ⅷ Ｂ⑵
総 合 Ⅸ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵
総 合 Ⅸ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力
科目

社会人基礎力入門講義⑵
社会人基礎力実践講義⑵
キャリアデベロップメント論Ａ⑵ 企 業 の し く み⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 企 業 家 論⑵
キャリアデベロップメント論Ｂ⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

日本語
科目

（協定校並びに ISEP 加盟大学等からの留学生に対する日本語・日本文化科目）
Integrated Japanese Ⅰ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅰ⑵ Kanji Literacy Ⅰ⑴
Integrated Japanese Ⅱ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅱ⑵ Kanji Literacy Ⅱ⑴
Project Work Ⅰ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅰ⑴ Japanese Culture Ⅰ⑴
Project Work Ⅱ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅱ⑴ Japanese Culture Ⅱ⑴

2014 年度入学生用　文学部第１部教育学科　教育課程表（共通総合科目）
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2014 年度入学生用　文学部第１部教育学科（人間発達専攻・初等教育専攻）　教育課程表（文学部共通科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文

学

部

共

通

科

目

16

単

位

以

上

文学部教育 東洋大学・井上円了研究⑵ 伝 統 文 化 講 座⑵ 情 報 処 理 演 習 Ａ⑴ 情 報 処 理 演 習 Ｂ⑴

文　

学　

部　

基　

礎　

専　

門　

科　

目

論 理 学 概 論⑷ 比 較 思 想⑷ 哲 学 概 論⑷
哲 学 基 礎 概 説⑷ 英 文 学 特 講 Ⅰ⑷ 英 文 学 特 講 Ⅱ⑷
サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵ 英 文 学 特 講 Ⅲ⑷
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵ 米 文 学 特 講 Ⅰ⑷ 米 文 学 特 講 Ⅱ⑷
日 本 史 概 説⑷ 哲 学 と 科 学⑷ 応 用 倫 理 学 特 論⑷ 哲 学 と 宗 教 思 想⑷
東 洋 史 概 説⑷ イ ン ド の 芸 能⑵ イ ン ド 文 学⑵ 古 代 イ ン ド の 社 会⑵
西 洋 史 概 説⑷ イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵ インドの風土と文化⑵ 天 台 の 思 想⑵

華 厳 の 思 想⑵ 禅 の 思 想⑵ チベット仏教のあゆみ⑵
密 教 の 思 想⑵ 念 仏 の 思 想⑵ 現 代 の イ ン ド⑵
中国仏教のあゆみＡ⑵ 日本仏教のあゆみＡ⑵ インド仏教のあゆみＡ⑵
中国仏教のあゆみＢ⑵ 日本仏教のあゆみＢ⑵ インド仏教のあゆみＢ⑵
児 童 文 学 Ａ⑵ サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵ イ ン ド 現 代 思 想⑵
児 童 文 学 Ｂ⑵ サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵ パーリ文献を読むＡ⑵ ヒンディー文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵ パーリ文献を読むＢ⑵ ヒンディー文献を読むＢ⑵

中 国 学 概 論 ⑷ 倫 理 学 概 論⑷
中 国 文 献 学 概 論⑷ 中 国 哲 学 史 概 説⑷ 中 国 文 学 史 概 説⑷
中 国 文 化 史 概 説⑷ 中国現代文学史概説⑷ 日 本 漢 学⑷
比較文学文化概説Ａ⑵ イギリスの文化と思想⑷ アメリカの文化と思想⑷
比較文学文化概説Ｂ⑵

英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵ ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵ ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵ 中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵ 中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵

日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵ 日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵ 日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
Verbal and Nonverbal Communication Ａ⑵ Philosophy of Language Ａ⑵ Comparative Culture Studies Ａ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＡ） （言語論Ａ） （比較文化論Ａ）
Verbal and Nonverbal Communication Ｂ⑵ Philosophy of Language Ｂ⑵ Comparative Culture Studies Ｂ⑵

（言語・非言語コミュニケーションＢ） （言語論Ｂ） （比較文化論Ｂ）

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
12
単
位
以
上　

※

英語
８単位
以上

検定英語⑷　Practical Writing ⑵　Communicative English Ａ⑵　Communicative English Ｂ⑵
英 語ⅠＡ⑵ 英 語ⅡＡ⑵ 英 語ⅢＡ⑵
英 語ⅠＢ⑵ 英 語ⅡＢ⑵ 英 語ⅢＢ⑵

４単位必修 ４単位必修

ドイツ語 ド イ ツ 語ⅠＡ⑵ ド イ ツ 語ⅡＡ⑵ ド イ ツ 語ⅢＡ⑵
ド イ ツ 語ⅠＢ⑵ ド イ ツ 語ⅡＢ⑵ ド イ ツ 語ⅢＢ⑵

フランス語 フ ラ ン ス 語ⅠＡ⑵ フ ラ ン ス 語ⅡＡ⑵ フ ラ ン ス 語ⅢＡ⑵
フ ラ ン ス 語ⅠＢ⑵ フ ラ ン ス 語ⅡＢ⑵ フ ラ ン ス 語ⅢＢ⑵

中国語
中 国 語ⅠＡ⑵ 中 国 語ⅡＡ⑵ 中 国 語ⅢＡ⑵
中 国 語ⅠＢ⑵ 中 国 語ⅡＢ⑵ 中 国 語ⅢＢ⑵
１カ国語４単位選択必修

日本語
（留学生用）

（留 学 生 用） 必 修 （留 学 生 用） 選 択 必 修 ※留学生は 12 単位中、日本語８単位必修。 
　 残り４単位は１年次に英語・ドイツ語・フランス

語・中国語の４カ国語より母語以外の１カ国語選
択必修。

日 本 語ⅠＡＡ⑴ 日本語と日本社会Ａ⑵
日 本 語ⅠＡＢ⑴ 日本語と日本社会Ｂ⑵
日 本 語ⅠＢＡ⑴ 日本語と日本文化Ａ⑵
日 本 語ⅠＢＢ⑴ 日本語と日本文化Ｂ⑵

諸
資
格
関
連
科
目

博物館情報・メディア論⑵
博 物 館 概 論 ⑵

博 物 館 教 育 論 ⑵ 博 物 館 資 料 論 ⑵
博 物 館 経 営 論⑵ 博 物 館 資 料 保 存 論⑵
博 物 館 展 示 論⑵ 博 物 館 実 習 Ⅰ⑵ 博 物 館 実 習 Ⅱ⑴

図書館概論⑵　情報サービス論⑵　児童サービス論⑵　図書館制度・経営論⑵　図書館サービス概論⑵
情報サービス演習Ａ⑴　情報資源組織演習Ａ⑴　図書館情報資源概論⑵　情報資源組織論⑵　図書館情報技術論⑵
情報サービス演習Ｂ⑴　情報資源組織演習Ｂ⑴　図書館情報資源特論⑵　図書・図書館史⑵

学習指導と学校図書館⑵ 学校経営と学校図書館⑵ 学校図書館メディアの構成⑵
読書と豊かな人間性⑵ 情報メディアの活用⑵

キャリア教育
キ ャ リ ア 支 援 Ⅰ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅰ⑵
キ ャ リ ア 支 援 Ⅱ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅱ⑵
イ ン タ ー ン シ ッ プ⑵ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動⑵
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2014 年度入学生用　文学部第１部教育学科　人間発達専攻　教育課程表（専門科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専

門

科

目

74

単

位

以

上

必
修
科
目
32
単
位

教 育 学 概 論⑵

教育学ゼミナールⅡ⑷

教 育 心 理 学 概 論⑵
生 涯 学 習 概 論 Ⅰ ⑵
教 職 論⑵ 教育学卒論ゼミナール⑵
生 涯 発 達 心 理 学⑵ 卒 業 論 文⑹
特 別 支 援 教 育 概 論 Ⅰ⑵

教育学入門ゼミナール⑵ 教育学ゼミナールⅠ⑷教職総合ゼミナール⑵

選
択
科
目
42
単
位
以
上

教
育
の

基
礎

教 育 の 現 代 的 課 題⑵ 学 校 教 育 社 会 学⑵ 比 較 社 会 論⑵
教 育 と 倫 理⑵ 社 会 文 化 史（日 本）⑵ ア メ リ カ 思 想 史⑵
比 較 政 策 論⑵ 社 会 文 化 史（西 洋）⑵ 文 化 地 誌 学⑵

心
理
学
と 

発
達
臨
床

家 族 心 理 学⑵ 教 育 相 談 の 理 論 と 方 法⑵
心 理 学 概 論 Ａ⑵ カウンセリングの理論と実際⑵
心 理 学 概 論 Ｂ⑵ 発 達 障 害 児・ 者 の 心 理⑵

社
会
教
育

生 涯 学 習 概 論 Ⅱ ⑵ 社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅰ⑵
女 性 問 題 と 学 習 ⑵ 社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅱ⑵
情 報 化 と 社 会 教 育⑵ 社 会 教 育 計 画 論 Ⅰ⑵
家 庭 教 育 論⑵ 社 会 教 育 計 画 論 Ⅱ⑵
視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵

学
校
教
育

授 業 論 ⑵ 道 徳 教 育 論⑵
教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）⑵ 生徒指導研究（進路指導論を含む）⑵
特 別 活 動 の 理 論 と 方 法⑵ 教 育 評 価 論 ⑵
児 童 文 化 研 究 ⑵ 教 育 課 程 論 ⑵

特
別
支
援
教
育

特 別 支 援 教 育 概 論 Ⅱ⑵

特 別 支 援 学 校 教 育 実 習 
（事前・事後指導を含む）⑷

知 的 障 害 教 育 総 論⑵
視 覚 障 害 教 育 総 論⑵
聴 覚 障 害 教 育 総 論⑵
肢 体 不 自 由 教 育 総 論⑵
病 弱 児 の 指 導 法⑵
知的障害児・者の心理と臨床⑵

知 的 障 害 教 育 課 程 論⑵
病 弱 児 の 病 理 と 臨 床⑵
肢 体 不 自 由 教 育 課 程 論⑵
肢体不自由児・者の教育臨床⑵
肢 体 不 自 由 児 の 指 導 法⑵

教
職
科
目

経 済 史 Ａ⑵ 国 際 公 共 経 済 Ａ⑵ 民 法 Ａ⑵
経 済 史 Ｂ⑵ 国 際 公 共 経 済 Ｂ⑵ 民 法 Ｂ⑵

近 代 欧 米 経 済 史 Ａ⑵ 哲 学 概 説 Ａ⑵
近 代 欧 米 経 済 史 Ｂ⑵ 哲 学 概 説 Ｂ⑵
政 治 学 原 論 Ａ⑵ 倫 理 学 概 説 Ａ⑵
政 治 学 原 論 Ｂ⑵ 倫 理 学 概 説 Ｂ⑵
国 際 法 Ａ⑵
国 際 法 Ｂ⑵

日 本 史 Ａ⑵ 外 国 史 Ａ⑵ 人文地理学Ａ⑵
日 本 史 Ｂ⑵ 外 国 史 Ｂ⑵ 人文地理学Ｂ⑵
地 誌 学 Ａ⑵ 自然地理学Ａ⑵
地 誌 学 Ｂ⑵ 自然地理学Ｂ⑵

教 育 実 習 Ⅰ 
（事前・事後指導を含む）⑸
教 育 実 習 Ⅱ 

（事前・事後指導を含む）⑶
教職実践演習（中・高）⑵

他学部他学科開放科目
（専門開放科目） 科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）内は該当科目の単位数。
　　　３． 科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４．４年次の ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込

みの学生に限る。
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2014 年度入学生用　文学部第１部教育学科　初等教育専攻　教育課程表（専門科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専

門

科

目

82

単

位

以

上

必
修
科
目
30
単
位

教 育 学 概 論⑵

教育学ゼミナールⅡ⑷ 教育学卒論ゼミナール⑵
卒 業 論 文⑹

教 育 心 理 学 概 論 ⑵
教 職 論⑵
生 涯 学 習 概 論 Ⅰ⑵
特 別 支 援 教 育 概 論 Ⅰ⑵

教育学入門ゼミナール⑵ 教育学ゼミナールⅠ⑷教職総合ゼミナール⑵

選
択
科
目
16
単
位
以
上

教
育
の

基
礎

教 育 の 現 代 的 課 題⑵ 学 校 教 育 社 会 学⑵ 比 較 社 会 論⑵
教 育 と 倫 理⑵ 社 会 文 化 史（日 本）⑵ ア メ リ カ 思 想 史⑵
比 較 政 策 論⑵ 社 会 文 化 史（西 洋）⑵ 文 化 地 誌 学⑵

心
理
学
と 

発
達
臨
床

生 涯 発 達 心 理 学⑵ 教 育 相 談 の 理 論 と 方 法⑵
家 族 心 理 学⑵ カウンセリングの理論と実際⑵
心 理 学 概 論 Ａ⑵ 発 達 障 害 児・ 者 の 心 理⑵
心 理 学 概 論 Ｂ⑵

社
会
教
育

生 涯 学 習 概 論 Ⅱ⑵ 社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅰ⑵
女 性 問 題 と 学 習⑵ 社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅱ⑵
情 報 化 と 社 会 教 育⑵ 社 会 教 育 計 画 論 Ⅰ⑵
家 庭 教 育 論⑵ 社 会 教 育 計 画 論 Ⅱ⑵
視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵

学
校
教
育

授 業 論⑵ 道 徳 教 育 論⑵
教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）⑵ 生徒指導研究（進路指導論を含む）⑵
特 別 活 動 の 理 論 と 方 法⑵ 教 育 評 価 論⑵
児 童 文 化 研 究⑵ 教 育 課 程 論⑵

特
別
支
援 

教
育

特 別 支 援 教 育 概 論 Ⅱ⑵ 聴 覚 障 害 教 育 総 論⑵
知 的 障 害 教 育 総 論⑵ 視 覚 障 害 教 育 総 論⑵
肢 体 不 自 由 教 育 総 論⑵

初
等
教
育
共
通
科
目
36
単
位
以
上

必
修
科
目 

18
単
位

初等教科教育法（国語）⑵ 初等教科教育法（家庭）⑵
初等教科教育法（社会）⑵ 初等教科教育法（音楽）⑵
初等教科教育法（算数）⑵ 初等教科教育法（図画工作）⑵
初等教科教育法（理科）⑵ 初等教科教育法（体育）⑵
初等教科教育法（生活）⑵

選
択
必
修
科
目

14
単
位
以
上

初 等 科 国 語⑵ 初 等 科 家 庭⑵
初 等 科 社 会⑵ 初 等 科 音 楽⑵
初 等 科 算 数⑵ 初 等 科 図 画 工 作⑵
初 等 科 理 科⑵ 初 等 科 体 育⑵
初 等 科 生 活⑵

選
択

小 学 英 語 教 育 法⑵ 小 学 英 語 特 講⑵ 小 学 国 語 特 講⑵ 初 等 教 育 実 習 
（事前・事後指導を含む）⑸
教職実践演習（小学校）⑵

小 学 算 数 特 講⑵ 小 学 理 科 特 講⑵ 小 学 図 工 特 講⑵
科 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 科 学 実 験 講 義 Ｃ⑵
科 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 科 学 実 験 講 義 Ｄ⑵

初等教育実践研究 A⑵ 初 等 教 育 実 践 研 究 B⑵
他学部他学科開放科目
（専門開放科目） 科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）内は該当科目の単位数。
　　　３． 科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４．４年次の ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込

みの学生に限る。
　　　５．初等教育共通科目の「選択」科目については、別途、履修のための指導を行う。
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　　　　　　外国人留学生の共通総合科目・国際コミュニケーション科目の履修について
　
　外国人留学生に対しては、日本理解の助けとなる「日本事情」「日本語」の科目が共通総合科目と国際
コミュニケーション科目にそれぞれ開設されている。
　共通総合科目の「日本事情ⅠＡ」「日本事情ⅠＢ」「日本事情ⅡＡ」「日本事情ⅡＢ」「日本事情Ⅲ 
Ａ」「日本事情ⅢＢ」、国際コミュニケーション科目の「日本語ⅠＡＡ」「日本語ⅠＡＢ」「日本語ⅠＢＡ」「日本
語ⅠＢＢ」は必修、「日本語と日本社会Ａ」「日本語と日本社会Ｂ」「日本語と日本文化Ａ」「日本語と日本
文化Ｂ」は選択必修となっている。
　原則として１・２年次で履修かつ修得すること。
　教育課程表（共通総合科目・文学部共通科目）を参照して間違いのないように登録すること。

〈第１部外国人留学生用科目一覧〉

本日と語本日「」ＢＢＩ・ＡＢＩ語本日「」ＢＡＩ・ＡＡＩ語本日「の目科ンョシーケニュミコ際国 ※
社会Ａ・Ｂ」「日本語と日本文化Ａ・Ｂ」は通年履修を原則とする。 Ａ・Ｂセットで履修すること。

区分 科　　目 単位 履修年次 区分

目
科
合
総
通
共 日本事情ＩＡ（自然・環境・生命）

日本事情ＩＢ（自然・環境・生命）
日本事情ⅡＡ（歴史・文化）
日本事情ⅡＢ（歴史・文化）
日本事情ⅢＡ（現代・社会）
日本事情ⅢＢ（現代・社会）

２
２
２
２
２
２

１～４ 必修

日 本 語 ＩＡＡ 
日 本 語 ＩＡＢ 
日 本 語 ＩＢＡ 
日 本 語 ＩＢＢ

１
１
１
１

１ 必修

日本語と日本社会Ａ
日本語と日本社会Ｂ
日本語と日本文化Ａ
日本語と日本文化Ｂ

２
２
２
２

２

⎫――⎬――⎭

「日本語と日本社会A ･ B」、
「日本語と日本文化A ･ B」のうち
どちらか一方の組合せ選択必修
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　　　　　　外国人留学生の共通総合科目・国際コミュニケーション科目の履修について
　
　外国人留学生に対しては、日本理解の助けとなる「日本事情」「日本語」の科目が共通総合科目と国際
コミュニケーション科目にそれぞれ開設されている。
　共通総合科目の「日本事情ⅠＡ」「日本事情ⅠＢ」「日本事情ⅡＡ」「日本事情ⅡＢ」「日本事情Ⅲ 
Ａ」「日本事情ⅢＢ」、国際コミュニケーション科目の「日本語ⅠＡＡ」「日本語ⅠＡＢ」「日本語ⅠＢＡ」「日本
語ⅠＢＢ」は必修、「日本語と日本社会Ａ」「日本語と日本社会Ｂ」「日本語と日本文化Ａ」「日本語と日本
文化Ｂ」は選択必修となっている。
　原則として１・２年次で履修かつ修得すること。
　教育課程表（共通総合科目・文学部共通科目）を参照して間違いのないように登録すること。

〈第１部外国人留学生用科目一覧〉

本日と語本日「」ＢＢＩ・ＡＢＩ語本日「」ＢＡＩ・ＡＡＩ語本日「の目科ンョシーケニュミコ際国 ※
社会Ａ・Ｂ」「日本語と日本文化Ａ・Ｂ」は通年履修を原則とする。 Ａ・Ｂセットで履修すること。

区分 科　　目 単位 履修年次 区分

目
科
合
総
通
共 日本事情ＩＡ（自然・環境・生命）

日本事情ＩＢ（自然・環境・生命）
日本事情ⅡＡ（歴史・文化）
日本事情ⅡＢ（歴史・文化）
日本事情ⅢＡ（現代・社会）
日本事情ⅢＢ（現代・社会）

２
２
２
２
２
２

１～４ 必修

日 本 語 ＩＡＡ 
日 本 語 ＩＡＢ 
日 本 語 ＩＢＡ 
日 本 語 ＩＢＢ

１
１
１
１

１ 必修

日本語と日本社会Ａ
日本語と日本社会Ｂ
日本語と日本文化Ａ
日本語と日本文化Ｂ

２
２
２
２

２

⎫――⎬――⎭

「日本語と日本社会A ･ B」、
「日本語と日本文化A ･ B」のうち
どちらか一方の組合せ選択必修
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     第 １ 部 　 英 語コミュニケーション学 科
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〔第１部英語コミュニケーション学科学科紹介〕

Embark upon a New Journey!
「旅立とう、新しい世界へ」

　グローバル化、情報化の時代に入った今日、地球次元の視野から各自の生き方を問うことが求められてい
る。異なった価値観、異なった行動様式の人間同士が理解を深めていくためには、異文化を受容する広い
視野と柔軟な判断力、そして国際社会で自由にコミュニケーションができる外国語能力の育成が必要である。
そのような時代に「生きる力＝問題解決能力」となるのが、世界共通語（Global Language）の地位を確 
立した英語によるコミュニケーション能力である。日本社会のグローバル化、情報化に必要なスキルとして、こ 
のような運用能力を持った人材が強く要望されている。英語コミュニケーション学科の設立目的は、運用型の
英語教育・学習を通してこうした社会的要請に応えていくことである。

　英語コミュニケーション学科のカリキュラムは、大別して４つの科目群から構成されている。生きた英語運用
能力を育成するための４スキルの科目群が、基礎必修科目として１年次から３年次まで用意されている。コ 
ミュニケーション・スキルには、自分の考えを論理的に組み立て相手に伝え話す技術だけでなく、異文化を受
容する広い視野と柔軟な判断力が含まれる。内容のある正確なコミュニケーションを支える柱として、専門選
択必修科目には、コミュニケーション系科目群、英語学系科目群、そして国際文化系科目群が用意されてい
る。
　豊かなコミュニケーションの構築、すなわち、人と人を繋ぎ、その輪を広げていくために、本学科は共通総
合科目（教養科目）を重視している。アイデンティティの確立を支援し、ものごとを総合的かつクリティカルに
眺める目を養うのが教養教育の目的である。わが国固有の歴史や文化の理解に努め、２１世紀の日本、世
界そして地球を見渡し、グローバルな諸問題を自らの問題として捉え、積極的に社会と関わり行動していく人
材育成のために、教養教育の重要性は強調してもし過ぎることはない。そのために本学科は、共通総合科
目の哲学・思想および歴史・文化に、多文化共生論、地球倫理、国際教育論の３科目を開講している。
また、国際的に活躍し得る人材を育成するために、学生の自主的・自覚的学習として、長期、短期留学
（協定校・認定校）、語学研修（協定校・認定機関）そして、各種のボランティア活動や体験学習を卒業
単位として認定している。

 

 

　英語コミュニケーション学科は、２０００年に開設されました。その間、幼木が若木、今では大きな夢の
ある樹に育ちつつあります。そして、２０１４年、英語コミュニケーション学科は開設１５年目を迎えます。
気分一新、新しい旅立ちの年です。

　言語はもともとコミュニケーションの手段である。その言語本来の使命に帰れば、英語学習も、コミュニケー
ションの手段として「分かること」、「分からせること」を目指さなくてはならない。世界で通用する“good
English”を身につけることは無論だが、われわれは、得てしてパーフェクトな英語を求めるあまり、英語とい
う言葉の奴隷になりがちである。言葉は通じることが至上命令ではあるが、しかし内容が伴わない言葉は空
しいものである。話す人の教養、人柄、識見が反映されてはじめて言葉は、人と人とを「繋ぐ」全人格的な
コミュニケーションの有効手段となることができる。英語でのコミュニケーションを学ぶことは、自分の考え方、
感じ方、ものの見方の筋道をより豊かにし、ひいては日本語をも豊かにしてくれるはずである。
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英語コミュニケーション学科　3つのポリシー

◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　英語コミュニケーション学科は、グローバル化・情報化の時代に対応できる有為な人材の輩出を目指し、以下のような人材を望まれる学
生像として考えている。
　（１） 地球次元の視野から自身の生き方を問い、世界の諸問題を自らの問題として捉え、積極的に社会と関わり行動していこうとする意

欲を有する人。
　（２） 「英語を学ぶ」段階から「英語で学ぶ」方向へと移行し、英語をツールとして使いこなす能力の獲得を真剣に目指し、また、その

能力を活用して社会に貢献したいと希望している人。
　（３） 留学、インターンシップ、ボランティア活動等に対する単位認定制度を積極的に活用するなどして、体験学習を通した実践的英語

力およびコミュニケーション能力を身につけたいと考えている人。
　（４） 受身型の学習から脱却し、自学自習力を獲得することで自らの可能性を開いていきたいと希望する自立心に富んだ人。
　（５） プロジェクト遂行型英語教育プログラムを活用するなどして、問題の発見と解決能力、調査能力、企画・立案力、創造力、様々な

形態・媒体を通じての発信・表現能力、自主性、責任感、リーダーシップ、協調性などの諸能力や社会性を身につけたいと考えて
いる人。

　（６） 入学までに修得しておくべき知識内容とその水準の1つのイメージとしては、実用英語技能検定 2級合格レベル（あるいは、その
他の英語資格検定試験の同等レベルのスコア取得）の英語力を身につけていることが望ましいと考えている。入学までに可能な限
り英語力の向上に努めてほしい。

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　英語コミュニケーション学科では、グローバル化・情報化の時代に対応できる英語力およびコミュニケーション能力の養成を目指すこと
を方針とし、次のような科目群を柱としたカリキュラムを構築している。先ず、「英語運用能力養成科目群」では、主として、英語をツール
とした発信能力を養成する科目を提供している。次に、「4技能養成科目群」には、「リーディング系統」、「リスニング・スピーキング系統」、
「ライティング系統」の諸科目が含まれる。次に、「専門科目群」には、「コミュニケーション学系統」、「英語学系統」、「国際文化系統」の
諸科目が含まれる。
　教育内容・方法の特徴としては、以下の点を挙げることができる。
　（１） 「英語運用能力養成科目群」では、日常会話に始まり訓練の進展に伴い討論等が行えるレベルまでを範囲とし、ペアワーク、小グ

ループでのディスカッション、個人あるいはチームの調査に基づくプレゼンテーションと質疑応答、ディベート等の諸活動を取り入
れ、学生中心の教育・学習方式（学生が英語をツールとしてコミュニケーション活動を行う機会を出来るだけ多く提供する方式）
を採用している。授業は20名程度の少人数クラスで行われる。英語教授法に造詣が深いネイティブ教員が担当し、教室内での使
用言語は全て英語である。

　（２） 「4技能養成科目群」では、多読および精読の訓練、発音・聴解の訓練、通訳練習、目的別のライティング練習（一般・テクニカル・
論文作成）等が行われる。学問的・理論的解説も含まれるが、中心となるのは「実践」を通して4技能を身につけることである。
クラスサイズは30名程度である。ネイティブ教員と日本人教員が担当する。

　（３） 「専門科目群」の「コミュニケーション学系統」は主に英語コミュニケーションの諸相に関する理論と実践論、「英語学系統」は主
に言語学・英語学とその周辺領域、「国際文化系統」は主に国際理解、英語圏の文化・文学を内容とする。一部の科目では海外か
らの留学生と共に学ぶ機会が提供される。授業方式は、講義、演習、ペアワーク、小グループでのディスカッション、個人あるい
はチームの調査に基づくプレゼンテーションと質疑応答等々、科目の性格とクラスサイズによって異なる。研究・学習成果を学生
が中心となって英語でまとめた冊子を作成したり、ウエブ上で公開し世界に発信したりする科目もある。担当は各専門分野のネイ
ティブ教員と日本人教員である。授業での使用言語は英語、日本語、日英両言語併用のケースがあり、科目の性格によって異なる。

　（４） カリキュラム全体としては、「英語を学ぶ」段階から「英語で学ぶ」方向へと導いていくことが基本方針となっている。
　（５） ISEPや海外協定校への交換留学制度等を利用して長期留学する学生が学内で最も多いことも本学科の特徴であり、本学科が提供

するカリキュラム以外に留学先の大学の教育を経験する道もひらかれている。

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　本学・学部・学科の教育目的に沿って設定された授業科目を履修し、基準となる単位数を修得することが、学位授与の必要要件である。
グローバル化・情報化の時代に対応できる英語力およびコミュニケーション能力の養成を目指すとの理念の下、「カリキュラム・ポリシー」
で示した「英語運用能力養成科目群」と「4技能養成科目群」は、それぞれ学部・学科として必修科目に位置づけたものである。また、「専
門科目群」については選択科目として一定以上の単位修得を課している。以上に加え、「共通総合科目」と「文学部共通科目」の必要単
位を履修・修得しなければならない。
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科目区分 文学部　第１部　英語コミュニケーション学科　卒業要件

共
通
総
合
科
目
16
単
位
以
上

哲 学 ・ 思 想

１６単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目
14
単
位
以
上

文 学 部 教 育

文 学 部 基 礎 専 門 科 目

国際コミュニケーション科目 １０単位以上

諸 資 格 関 連 科 目
※国際コミュニケーション科目１０単位を含む、
　合計１４単位以上

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目
82
単
位
以
上

必 修 科 目 ４２単位

選 択 必 修 科 目 ４０単位以上

選 択 科 目

教 職 科 目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位
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　共通総合科目は、卒業までに１６単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。この１６単位のうち、「国際教育論Ａ」、「国際教育論Ｂ」、「多文
化共生論Ａ」、「多文化共生論Ｂ」、「地球倫理Ａ」、「地球倫理Ｂ」から２科目４ 
単位を選択し、履修かつ修得することが望ましい。また、１６単位を超過し
て履修かつ修得した科目の単位数も、卒業単位として算入する。

　留学支援科目は、共通総合科目の枠内であるが、１６単位の卒業要件に
は入らない。ただし、卒業単位には算入される。

※ 「自然科学演習Ａ・Ｂ」は、２年次以上でかつ講義科目または実験講義
科目を合計８単位以上修得していなければ、履修することができない。

　文学部共通科目は、卒業までに国際コミュニケーション科目１０単位の卒
業要件を充たし、合計１４単位以上を履修かつ修得しなければならない。
また、卒業要件を充たし、１４単位を超過して履修かつ修得した科目の単
位数も、卒業単位として算入する。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

第 1 部英語コミュニケーション学科

共 通 総 合 科 目

文学部共通科目

① スポーツ・健康科目の授業は、東洋大学総合スポーツセンター（板橋区清水
町）で開講されます。
② 「スポーツ健康科学実技」および「スポーツ健康科学演習」の各コースの受
講者数は人数調整が必要になる場合があるため、詳細については『履修登
録のしおり』、学内掲示を参照してください。

哲学・思想
自然・環境・生命
歴史・文化
現代・社会
スポーツ・健康
情報教育
総合
社会人基礎力科目
留学支援科目

文学部教育
文学部基礎専門科目
国際コミュニケーション科目
諸資格関連科目
キャリア教育

サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ａ ⑵
チ ベ ッ ト 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ ⑵

ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ａ ⑵
ヒ ン デ ィ ー 文 献 を 読 む Ｂ ⑵
イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
イ ン ド 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
日 本 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
日 本 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
中 国 仏 教 の あ ゆ み Ａ ⑵
中 国 仏 教 の あ ゆ み Ｂ ⑵
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◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ

⑵
⑵

韓 国 文 化 事 情 Ａ
韓 国 文 化 事 情 Ｂ

⑵
⑵

　英語を１０単位、履修かつ修得しなければならない。
　下記科目は、クラス分け対象科目なので、自由に履修登録することはでき
ない。

１年 ２年

修
必
語
英

Oral  Communication ⅠＡＡ⑴
（オーラルコミュニケーション ⅠＡＡ）
Oral  Communication ⅠＡＢ⑴
（オーラルコミュニケーション ⅠＡＢ）
Oral  Communication ⅠＢＡ⑴
（オーラルコミュニケーション ⅠＢＡ）
Oral  Communication ⅠＢＢ⑴
（オーラルコミュニケーション ⅠＢＢ）

Oral  Communication ⅡＡＡ⑴
（オーラルコミュニケーション ⅡＡＡ）
Oral  Communication ⅡＡＢ⑴
（オーラルコミュニケーション ⅡＡＢ）
Oral  Communication ⅡＢＡ⑴
（オーラルコミュニケーション ⅡＢＡ）
Oral  Communication ⅡＢＢ⑴
（オーラルコミュニケーション ⅡＢＢ）

◇語学セミナー
本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより、英語コミュニケーション学科
開講科目・国際コミュニケーション科目から１科目の単位を認定する。単位
認定対象科目は以下の通りである。

　「British Culture and Literature B（イギリス文化・文学研究Ｂ）」
　「American Culture and Literature B（アメリカ文化・文学研究Ｂ）」
　「Comparative Culture Studies B（比較文化論Ｂ）」
　「中国語ⅠＡ」「中国語ⅠＢ」「中国語ⅡＡ」「中国語ⅡＢ」

※セミナーの詳細は、留学制度について（P.２５２）を参照すること。

国際コミュニケーション科目

◇隔年開講科目
　下記科目は、隔年にて開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。

キャリア教育 　インターンシップ・ボランティア活動は、文学部が認定する機関で就業体
験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。

サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵
サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ａ⑵
パ ー リ 文 献 を 読 む Ｂ⑵
ヒンディー文献を読むＡ⑵
ヒンディー文献を読むＢ⑵
現 代 の イ ン ド⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵

チベット仏教のあゆみ⑵
古 代 イ ン ド の 社 会⑵
イ ン ド の 芸 能⑵
イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵
華 厳 の 思 想⑵
念 仏 の 思 想⑵
イ ン ド の 風 土 と 文 化⑵
密 教 の 思 想⑵
天 台 の 思 想⑵
禅 の 思 想⑵
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　英語コミュニケーション学科専門科目は、卒業までに８２単位以上を履修
かつ修得しなければならない。この８２単位のうち、以下の各科目区分の卒
業要件を充たさなければならない。また、各科目区分および専門科目の卒業
要件を充たし、８２単位を超過して履修かつ修得した選択必修科目の単位
数も、卒業単位として算入する。

　英語コミュニケーション学科専門科目は、全てＡ・Ｂセット
で履修すること。

　必修科目に設置されている全ての科目の単位を履修かつ修得しなければな
らない。１年次および２年次にクラス指定をするので、指定されたクラスを履
修すること（ただし、「Research Studies A・B（リサーチスタディーズＡ・
B）」はクラス指定しない）。

　なお、卒業論文は必修であるため、１年次から計画を立て研究室等の指
示に注意すること。ただし、４年次の卒業論文の履修登録は、３年次終了
時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの学生に限る。

　選択必修科目は、３つの科目群からそれぞれ定められた単位数を履修し、
合計４０単位以上を修得しなければならない。

専 門 科 目

必修科目

選択必修科目

選択科目 「英語コミュニケーション特別研究」の履修について
英語コミュニケーション学科では、大学院文学研究科英語コミュニケーション
専攻博士前期課程の授業について、下記の条件のもとで履修を認める。
①　科目の性格・対象学生：大学院文学研究科英語コミュニケーション専攻

博士前期課程に設置されている科目と同一科目で、主に大学院進
学を希望する４年生及び高度な専門性のある英語コミュニケーシ
ョン学を望む４年生が対象である。

②　履修の範囲・科目：博士前期課程の演習・講義科目を通年で１科目とする。
「グローバル英語教育」、「英語文学・英語文化」、「英語文法分
析演習」、「語用論演習」、「テクスト理論」、「スピーチコミュニケ
ーション」、「英語コミュニケーション教育」、「翻訳・通訳論演
習」、「日英対照言語論演習」、「異文化コミュニケーション」

③　履修許可制：履修については所属ゼミの指導教授、及び履修希望科目担
当教員の許可を得ること。（時間割・担当者等の詳細については
専攻掲示板を参照のこと。）

④　認定単位：通年履修で２単位とする。
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　英語コミュニケーション学科では、協定校および ISEP との交換留学制度
の他に、本人の出願により、本学科の認定を得た留学を認定留学として認め
る。交換留学および ISEP と同様、休学することなく本学に在学したまま留
学することができる。認定された大学（もしくは大学付属機関）で修得した単位
は３０単位まで卒業単位として認定を受けることが可能である。
※ 単位認定、在学年数の取り扱い、履修に関する特別措置（履修継続）等
については、本学認定留学制度の規定に準じる。

　学生の自主的、自覚的学習として本学科は各種インターンシップおよびボラ
ンティア活動への参加を奨励する。本学科の認定する機関での活動であり、
なおかつ単位認定の条件を充たしている場合、実習期間、実習内容により以
下の２科目
　「Global Understanding Ⅰ B（国際理解ⅠＢ）」
　「Global Understanding Ⅱ B（国際理解ⅡＢ）」
のうち１科目、または、以下の３科目
　「多文化共生論Ｂ」、「地球倫理Ｂ」、「国際教育論Ｂ」
のうち１科目を単位認定する。

※単位修得方法
①　 参加者は、当該年度に単位認定希望科目を履修登録し、その春学期科
目Ａを履修すること。

②　参加者は、実習・活動終了後にレポートを提出すること。
③　 参加者は、実習・活動終了後に実習・活動先の機関から出される報告

書等を本学科に提出すること。

（2）認定留学

（3）体験学習

　認定語学セミナーとは、「東洋大学語学セミナー（英語）」以外の語学セミナ 
ーで、英語コミュニケーション学科の認定を得たものをいう。「東洋大学語学
セミナー（英語）」と同様の要領で、英語コミュニケーション学科開講科目から
１科目の単位を認定する。単位認定科目は以下の通りである。
「British Culture and Literature B（イギリス文化・文学研究Ｂ）」
「American Culture and Literature B（アメリカ文化・文学研究Ｂ）」
「Comparative Culture Studies B（比較文化論Ｂ）」

※単位修得方法
①　 参加者は、当該年度に単位認定希望科目を履修登録し、その春学期科
目Ａを履修すること。

②　参加者は、セミナー終了後にレポートを提出すること。
③　 合格の評価を受けた者は、単位認定する。

単位認定について
（1）認定語学セミナー　
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レベル Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

認定単位・
科目数

１ 科目
（２ 単位）

２ 科目
（４ 単位）

３ 科目
（６ 単位）

４ 科目
（８ 単位）

類
種
験
試
定
検
語
英 実用英語技

能検定試験 ̶ 準１ 級 １ 級 ̶

TOEIC ̶ 600～729点 730～859点 860点～

TOEFL 480～519点
54～67

520～559点
67～82

560～599点
83～99

600点～
100～

ケンブリッジ
英検 ̶ ̶ FCE CPE,CAE

　以下の認定対象科目群から、その成績（級あるいはスコア）に応じて、
（Ａ）は１科目２単位、（Ｂ）は２科目４単位、（Ｃ）は３科目６単位、
（Ｄ）は４科目８単位まで、卒業単位として認定する。

（A,B,C,D）　
 Listening Comprehension Practice B
  （英語聴解練習Ｂ）（ 2 単位）
 English Reading Practice ⅠB（英文読解練習ＩＢ）（ 2 単位）
 Oral Composition B （ライティングＩ Ｂ）（ 2 単位）
（B,C,D）　
 English for Qualifying Examinations AB
  （資格検定英語ＡＢ）（ 2 単位）
 Interpretation Practice B （通訳練習Ｂ）（ 2 単位）
 English Reading Practice ⅡB（英文読解練習ⅡＢ）（ 2 単位）
　 Technical Writing B （ライティングⅡ Ｂ）（ 2 単位）
　（C,D）
 English for Qualifying Examinations BB
  （資格検定英語ＢＢ）（ 2 単位）
 Speech Communication B
  （スピーチコミュニケーションＢ）（ 1 単位）

）Ｄ（  　
 Research Studies B （リサーチスタディーズＢ）（ 2 単位）
 Academic Writing B （ライティングⅢ Ｂ）（ 2 単位）

（4）英語検定試験 　実用英語検定試験（英検）、TOEIC、TOEFL、TOEFL iBT、ケンブリ
ッジ英検の4つの試験において本学科が定めた級あるいはスコアを取得し、そ
れを証明する書類を提出すれば、以下の基準に基づいて単位認定する。

TOEFL iBT
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※単位修得方法
① 単位認定希望者は、当該年度に単位認定希望科目を履修登録し、その春
学期科目Ａを履修すること。

② 単位認定申請時期（７月及び１０月の年２回）や必要書類等の詳細につ
いては、すべて学科掲示板の指示に従うこと。

　英語コミュニケーション学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した
場合、その科目の単位数は、卒業単位として算入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することがで
きる。

　別（P.１３４）に定める他学部他学科開放科目（専門開放科目）を履修
かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業単位として算入する。

　

　英語コミュニケーション学科教育課程表にない科目で、なおかつ、前項の
他学部他学科開放科目（専門開放科目）として提示されていない科目の履
修を希望する場合は、履修する学部学科の配当学年に従い、担当教員の許
可を得て、卒業単位にならない自由科目として履修することができる。ただし、
年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することはできない。なお、
以下の科目も履修できないので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第２部開講の科目
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

教 職 科 目

他学部他学科開放科目（専門開放科目）

自 由 科 目
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文学部　第１部（共通総合科目）

　

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

16

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ａ⑵ 応 用 倫 理 学 Ａ⑵
哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 基 礎 論 Ｂ⑵ 応 用 倫 理 学 Ｂ⑵
科 学 思 想 史 Ａ⑵ 美 術 史 Ａ⑵ 音 楽 学 Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵
科 学 思 想 史 Ｂ⑵ 美 術 史 Ｂ⑵ 音 楽 学 Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 地 球 倫 理 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ａ⑵
宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 地 球 倫 理 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅰ Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ⅱ Ｂ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ａ⑵ 論 理 学 Ａ⑵
地 域 文 化 研 究 Ⅲ Ｂ⑵ 論 理 学 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵
自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵
環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵
環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵
自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵
自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 物 理 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵
化 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 地球科学実習講義Ａ⑵ 数理・情報実習講義Ａ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ａ⑵
化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 地球科学実習講義Ｂ⑵ 数理・情報実習講義Ｂ⑵ 天 文 学 実 習 講 義 Ｂ⑵
日本事情ⅠＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅠＢ⑵ （留学生用）

自 然 科 学 演 習 Ａ⑵ 自 然 科 学 演 習 Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

国 際 教 育 論 Ａ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ａ⑵ 百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵
国 際 教 育 論 Ｂ⑵ 多 文 化 共 生 論 Ｂ⑵ 百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵
日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵ 西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵
日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵ 西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵
地 域 史（日 本） Ａ⑵ 地 域 史（東 洋） Ａ⑵ 地 域 史（西 洋） Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵
地 域 史（日 本） Ｂ⑵ 地 域 史（東 洋） Ｂ⑵ 地 域 史（西 洋） Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵
日本事情ⅡＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅡＢ⑵ （留学生用）

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 統 計 学 Ａ⑵ 法 学 Ａ⑵ 日 本 国 憲 法⑵
経 済 学 Ｂ⑵ 統 計 学 Ｂ⑵ 法 学 Ｂ⑵
政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵ 人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵
政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵ 人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵
国 際 比 較 論 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ベーシック・マーケティング⑵ 基 礎 会 計 学⑵
国 際 比 較 論 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 流 通 入 門⑵ 企 業 会 計⑵
日本事情ⅢＡ⑵ （留学生用） 日本事情ⅢＢ⑵ （留学生用）

スポーツ・健康

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴ スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 講 義 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵  
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 演 習 Ⅰ ⑵  スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵  

情報教育 情 報 化 社 会 と 人 間⑵ 情 報 倫 理⑵ コンピュータ・リテラシィ⑵

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵
総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵
総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 総 合 Ⅷ Ａ⑵
総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 総 合 Ⅷ Ｂ⑵
総 合 Ⅸ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵
総 合 Ⅸ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力
科目

社会人基礎力入門講義⑵
社会人基礎力実践講義⑵
キャリアデベロップメント論Ａ⑵ 企 業 の し く み⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 企 業 家 論⑵
キャリアデベロップメント論Ｂ⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

日本語
科目

（協定校並びに ISEP 加盟大学等からの留学生に対する日本語・日本文化科目）
Integrated Japanese Ⅰ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅰ⑵ Kanji Literacy Ⅰ⑴
Integrated Japanese Ⅱ⑸ Japanese Reading and Composition Ⅱ⑵ Kanji Literacy Ⅱ⑴
Project Work Ⅰ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅰ⑴ Japanese Culture Ⅰ⑴
Project Work Ⅱ⑴ Japanese Listening Comprehension Ⅱ⑴ Japanese Culture Ⅱ⑴

2014 年度入学生用　文学部第１部英語コミュニケーション学科　教育課程表（共通総合科目）
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2014 年度入学生用　文学部第１部英語コミュニケーション学科　教育課程表（文学部共通科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文

学

部

共

通

科

目

14

単

位

以

上

文学部教育 東洋大学・井上円了研究⑵ 伝 統 文 化 講 座⑵ 情 報 処 理 演 習 Ａ⑴ 情 報 処 理 演 習 Ｂ⑴

文　

学　

部　

基　

礎　

専　

門　

科　

目

論 理 学 概 論⑷ 比 較 思 想⑷ 哲 学 概 論⑷
哲 学 基 礎 概 説⑷ 英 文 学 特 講 Ⅰ⑷ 英 文 学 特 講 Ⅱ⑷
サンスクリット文献を読むⅠＡ⑵ 英 文 学 特 講 Ⅲ⑷
サンスクリット文献を読むⅠＢ⑵ 米 文 学 特 講 Ⅰ⑷ 米 文 学 特 講 Ⅱ⑷
日 本 史 概 説⑷ 哲 学 と 科 学⑷ 応 用 倫 理 学 特 論⑷ 哲 学 と 宗 教 思 想⑷
東 洋 史 概 説⑷ イ ン ド の 芸 能⑵ イ ン ド 文 学⑵ 古 代 イ ン ド の 社 会⑵
西 洋 史 概 説⑷ イ ン ド・ 仏 教 の 美 術⑵ インドの風土と文化⑵ 天 台 の 思 想⑵

華 厳 の 思 想⑵ 禅 の 思 想⑵ チベット仏教のあゆみ⑵
密 教 の 思 想⑵ 念 仏 の 思 想⑵ 現 代 の イ ン ド⑵
中国仏教のあゆみＡ⑵ 日本仏教のあゆみＡ⑵ インド仏教のあゆみＡ⑵
中国仏教のあゆみＢ⑵ 日本仏教のあゆみＢ⑵ インド仏教のあゆみＢ⑵
児 童 文 学 Ａ⑵ サンスクリット文献を読むⅡＡ⑵ イ ン ド 現 代 思 想⑵
児 童 文 学 Ｂ⑵ サンスクリット文献を読むⅡＢ⑵
チベット文献を読むＡ⑵ パーリ文献を読むＡ⑵ ヒンディー文献を読むＡ⑵
チベット文献を読むＢ⑵ パーリ文献を読むＢ⑵ ヒンディー文献を読むＢ⑵

中 国 学 概 論⑷ 中 国 文 献 学 概 論⑷ 倫 理 学 概 論⑷
中 国 文 化 史 概 説⑷ 生 涯 学 習 概 論 Ⅰ⑵ 中 国 哲 学 史 概 説⑷ 中 国 文 学 史 概 説⑷
比較文学文化概説Ａ⑵ 中国現代文学史概説⑷ 日 本 漢 学⑷
比較文学文化概説Ｂ⑵ 特別支援教育概論Ⅰ⑵ イギリスの文化と思想⑷ アメリカの文化と思想⑷

英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵

ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵

日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵ 日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵ 日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
心 理 学 概 論 Ａ⑵ 家 族 心 理 学 ⑵ 児 童 文 化 研 究⑵ 生 涯 学 習 概 論 Ⅱ⑵
心 理 学 概 論 Ｂ⑵ 女 性 問 題 と 学 習⑵ 家 庭 教 育 論⑵ 特別支援教育概論Ⅱ⑵

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
10
単
位
以
上

英
語
10
単
位

Oral Communication ⅠＡＡ⑴ Oral Communication ⅡＡＡ⑴ Speech Communication Ａ⑴
（オーラルコミュニケーションⅠＡＡ）（オーラルコミュニケーションⅡＡＡ）（スピーチコミュニケーションＡ）
Oral Communication ⅠＡＢ⑴ Oral Communication ⅡＡＢ⑴ Speech Communication Ｂ⑴

（オーラルコミュニケーションⅠＡＢ）（オーラルコミュニケーションⅡＡＢ）（スピーチコミュニケーションＢ）
Oral Communication ⅠＢＡ⑴ Oral Communication ⅡＢＡ⑴

（オーラルコミュニケーションⅠＢＡ）（オーラルコミュニケーションⅡＢＡ）
Oral Communication ⅠＢＢ⑴ Oral Communication ⅡＢＢ⑴

（オーラルコミュニケーションⅠＢＢ）（オーラルコミュニケーションⅡＢＢ）

ドイツ語 ド イ ツ 語ⅠＡ⑵ ド イ ツ 語ⅡＡ⑵ ド イ ツ 語ⅢＡ⑵
ド イ ツ 語ⅠＢ⑵ ド イ ツ 語ⅡＢ⑵ ド イ ツ 語ⅢＢ⑵

フランス語 フ ラ ン ス 語ⅠＡ⑵ フ ラ ン ス 語ⅡＡ⑵ フ ラ ン ス 語ⅢＡ⑵
フ ラ ン ス 語ⅠＢ⑵ フ ラ ン ス 語ⅡＢ⑵ フ ラ ン ス 語ⅢＢ⑵

中国語 中 国 語ⅠＡ⑵ 中 国 語ⅡＡ⑵ 中 国 語ⅢＡ⑵
中 国 語ⅠＢ⑵ 中 国 語ⅡＢ⑵ 中 国 語ⅢＢ⑵

日本語
（留学生用）

（留 学 生 用） 必 修 （留 学 生 用） 選 択 必 修
※留学生は日本語８単位、英語２単位必修。

（英語が母語の場合は、１・２年次のドイツ語・フ
ランス語・中国語より 1 カ国語２単位選択必修）

日 本 語ⅠＡＡ⑴ 日本語と日本社会Ａ⑵
日 本 語ⅠＡＢ⑴ 日本語と日本社会Ｂ⑵
日 本 語ⅠＢＡ⑴ 日本語と日本文化Ａ⑵
日 本 語ⅠＢＢ⑴ 日本語と日本文化Ｂ⑵

諸
資
格
関
連
科
目

教 育 基 礎 論 Ⅰ⑵
教 育 基 礎 論 Ⅱ⑵

社会教育計画論Ⅰ⑵　　社会教育計画論Ⅱ⑵　　視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵
博物館情報・メディア論⑵

博 物 館 概 論⑵
博 物 館 教 育 論⑵ 博 物 館 資 料 論⑵

博 物 館 経 営 論⑵ 博 物 館 資 料 保 存 論⑵
博 物 館 展 示 論⑵ 博 物 館 実 習 Ⅰ⑵ 博 物 館 実 習 Ⅱ⑴

図書館概論⑵　情報サービス論⑵　児童サービス論⑵　図書館制度・経営論⑵　図書館サービス概論⑵
情報サービス演習Ａ⑴　情報資源組織演習Ａ⑴　図書館情報資源概論⑵　情報資源組織論⑵　図書館情報技術論⑵
情報サービス演習Ｂ⑴　情報資源組織演習Ｂ⑴　図書館情報資源特論⑵　図書・図書館史⑵

学習指導と学校図書館⑵ 学校経営と学校図書館⑵ 学校図書館メディアの構成⑵
読書と豊かな人間性⑵ 情報メディアの活用⑵

キャリア教育
キ ャ リ ア 支 援 Ⅰ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅰ⑵
キ ャ リ ア 支 援 Ⅱ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅱ⑵
イ ン タ ー ン シ ッ プ⑵ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動⑵
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2014 年度入学生用　文学部第１部英語コミュニケーション学科　教育課程表（専門科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専

門

科

目

82

単

位

以

上

必
修
科
目
42
単
位

Listening Comprehension 
Practice A ⑵

（英語聴解練習 A）
Listening Comprehension
Practice B ⑵

（英語聴解練習 B）
English Reading Practice Ⅰ A ⑵

（英文読解練習Ⅰ A）
English Reading Practice Ⅰ B ⑵

（英文読解練習Ⅰ B）
Oral Composition A ⑵

（ライティングⅠ A）
Oral Composition B ⑵

（ライティングⅠ B）

Interpretation Practice A ⑵
（通訳練習 A）
Interpretation Practice B ⑵

（通訳練習 B）
English Reading Practice Ⅱ A ⑵

（英文読解練習Ⅱ A）
English Reading Practice Ⅱ B ⑵

（英文読解練習Ⅱ B）
Technical Writing A ⑵

（ライティングⅡ A）
Technical Writing B ⑵

（ライティングⅡ B）

Research Studies A ⑵
（リサーチスタディーズ A）
Research Studies Ｂ ⑵

（リサーチスタディーズ B）
Academic Writing A ⑵

（ライティングⅢ A）
Academic Writing B ⑵

（ライティングⅢ B）

Seminar ⑷

Graduation Thesis ⑹
（卒業論文）

選
択
必
修
科
目
40
単
位
以
上

Intercultural Communication Ⅰ A ⑵
（文化間コミュニケーションⅠ A）
Intercultural Communication Ⅰ B ⑵

（文化間コミュニケーションⅠ B）
Verbal and Nonverbal Communication A ⑵

（言語・非言語コミュニケーション A）
Verbal and Nonverbal Communication B ⑵

（言語・非言語コミュニケーション B）
Broadcast English A ⑵

（放送英語 A）
Broadcast English B ⑵

（放送英語 B）
Communicative English A ⑵
Communicative English B ⑵

Computer Assisted Language Learning A ⑵
（コンピュータ支援英語学習 A）
Computer Assisted Language Learning B ⑵

（コンピュータ支援英語学習 B）
Newspaper English A ⑵

（新聞英語 A）
Newspaper English B ⑵

（新聞英語 B）
English for Qualifying Examinations AA ⑵

（資格検定英語 AA）
English for Qualifying Examinations AB ⑵

（資格検定英語 AB）
Tourism English A ⑵

（観光英語 A）
Tourism English B ⑵

（観光英語 B）
Intercultural Communication Ⅱ A ⑵

（文化間コミュニケーションⅡ A）
Intercultural Communication Ⅱ B ⑵

（文化間コミュニケーションⅡ B）
Negotiation Skills and Theory A ⑵

（交渉英語 A）
Negotiation Skills and Theory B ⑵

（交渉英語 B）
English for Qualifying Examinations BA ⑵

（資格検定英語 BA）
English for Qualifying Examinations BB ⑵

（資格検定英語 BB）

Business Communication A ⑵
（ビジネスコミュニケーション A）
Business Communication B ⑵

（ビジネスコミュニケーション B）
Debate A ⑵

（ディベート A）
Debate B ⑵

（ディベート B）
24 単位以上選択必修

Advanced English Grammar A ⑵
（高等英文法 A）
Advanced English Grammar B ⑵

（高等英文法 B）
English Linguistics A ⑵

（英語学 A）
English Linguistics B ⑵

（英語学 B）
Philosophy of Language A ⑵

（言語論 A）
Philosophy of Language B ⑵

（言語論 B）

English Stylistics A ⑵
（英語文体論 A）
English Stylistics B ⑵

（英語文体論 B）
Sociolinguistics A ⑵

（言語と社会 A）
Sociolinguistics B ⑵

（言語と社会 B）
Language Acquisition A ⑵

（言語習得論 A）
Language Acquisition B ⑵

（言語習得論 B）
８単位以上選択必修

British Culture and Literature A ⑵
（イギリス文化・文学研究 A）
British Culture and Literature B ⑵

（イギリス文化・文学研究 B）
American Culture and Literature A ⑵

（アメリカ文化・文学研究 A）
American Culture and Literature B ⑵

（アメリカ文化・文学研究 B）
Global Understanding Ⅰ A ⑵

（国際理解Ⅰ A）
Global Understanding Ⅰ B ⑵

（国際理解Ⅰ B）
Global Understanding Ⅱ A ⑵

（国際理解Ⅱ A）
Global Understanding Ⅱ B ⑵

（国際理解Ⅱ B）

Comparative Culture Studies A ⑵
（比較文化論 A）
Comparative Culture Studies B ⑵

（比較文化論 B）
Special Lecture Ⅰ ⑵

（特別講義Ⅰ）
Special Lecture Ⅱ ⑵

（特別講義Ⅱ）
Special Lecture Ⅲ ⑵

（特別講義Ⅲ）
Special Lecture Ⅳ ⑵

（特別講義Ⅳ）

８単位以上選択必修

選択科目 英語コミュニケーション特別研究⑵

教職科目 英 語 科 教 育 論 Ⅰ⑵ 英 語 科 指 導 法 Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵英 語 科 教 育 論 Ⅱ⑵ 英 語 科 指 導 法 Ⅱ⑵
他学部他学科開放科目
（専門開放科目） 科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３． 科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４． 「英語科教育論Ⅰ」「英語科教育論Ⅱ」「英語科指導法Ⅰ」「英語科指導法Ⅱ」「教職実践演習（中・

高）」については、教職課程履修者に限り、履修することができる。
　　　５．４年次の「卒業論文」の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込

みの学生に限る。
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　　　　　　外国人留学生の共通総合科目・国際コミュニケーション科目の履修について
　
　外国人留学生に対しては、日本理解の助けとなる「日本事情」「日本語」の科目が共通総合科目と国際
コミュニケーション科目にそれぞれ開設されている。
　共通総合科目の「日本事情ⅠＡ」「日本事情ⅠＢ」「日本事情ⅡＡ」「日本事情ⅡＢ」「日本事情Ⅲ 
Ａ」「日本事情ⅢＢ」、国際コミュニケーション科目の「日本語ⅠＡＡ」「日本語ⅠＡＢ」「日本語ⅠＢＡ」「日本
語ⅠＢＢ」は必修、「日本語と日本社会Ａ」「日本語と日本社会Ｂ」「日本語と日本文化Ａ」「日本語と日本
文化Ｂ」は選択必修となっている。
　原則として１・２年次で履修かつ修得すること。
　教育課程表（共通総合科目・文学部共通科目）を参照して間違いのないように登録すること。

〈第１部外国人留学生用科目一覧〉

※ 国際コミュニケーション科目の「日本語ＩＡＡ・ＩＡＢ」「日本語ＩＢＡ・ＩＢＢ」「日本語と日本社会
Ａ・Ｂ」「日本語と日本文化Ａ・Ｂ」は通年履修を原則とする。 Ａ・Ｂセットで履修すること。

区分 科　　目 単位 履修年次 区分

目
科
合
総
通
共 日本事情ＩＡ（自然・環境・生命）

日本事情ＩＢ（自然・環境・生命）
日本事情ⅡＡ（歴史・文化）
日本事情ⅡＢ（歴史・文化）
日本事情ⅢＡ（現代・社会）
日本事情ⅢＢ（現代・社会）

２
２
２
２
２
２

１～４ 必修

日 本 語 ＩＡＡ 
日 本 語 ＩＡＢ 
日 本 語 ＩＢＡ 
日 本 語 ＩＢＢ

１
１
１
１

１ 必修

日本語と日本社会Ａ
日本語と日本社会Ｂ
日本語と日本文化Ａ
日本語と日本文化Ｂ

２
２
２
２

２

⎫――⎬――⎭

「日本語と日本社会A ･ B」、
「日本語と日本文化A ･ B」のうち
どちらか一方の組合せ選択必修
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第１部　他学部他学科開放科目
　　　　　（専門開放科目）について
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第１部他学部他学科開放科目（専門開放科目）
〈第１部学生用〉

　開放科目は、他学部および文学部他学科指定科目より自由に選択し、履修することができる。履修にあたっ 
ては、下記の点に注意すること。
　１．他学部他学科開放科目（専門開放科目）は次表に定める科目以外を履修することはできない。

、は合場るす修履を目科いないてれさ示提に表次てしと）目科放開門専（目科放開科学他部学他 
担当教員の許可を得た上で卒業単位にならない自由科目として履修することができる。

　２．配当学年はその学部学科の配当学年に従うこと。
　３．所属する学科の教育課程表にある科目と同一名称の科目は履修できない。
　４．以前修得した科目については、再度履修することができない。
　５．原則として第１部時間帯開講科目のみ履修すること。

第、はてっよに目科 ．６　 １部・第２部いずれかで開講する科目があるので注意すること（下表参照）。

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

万 葉 文 化 論 Ａ⑵
万 葉 文 化 論 Ｂ⑵
江 戸 文 化 論 Ａ⑵
江 戸 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵

王 朝 文 化 論 Ａ⑵
王 朝 文 化 論 Ｂ⑵
近 現 代 文 化 論 Ａ⑵
近 現 代 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

室 町 文 化 論 Ａ⑵
室 町 文 化 論 Ｂ⑵
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（次ページに続く）

2014 年度入学生用　第１部　他学部他学科開放科目（専門開放科目）一覧

学部／学科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文学部 
日本文学文化学科

古 代 日 本 文 学 史 Ａ（2） 近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ（2） 近 世 日 本 文 学 史 Ａ（2）
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ（2） 近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ（2） 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ（2）
中 世 日 本 文 学 史 Ａ（2）
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ（2）

万 葉 文 化 論 Ａ（2） 近 現 代 文 化 論 Ａ（2） 日 本 民 俗 学 Ａ（2）
万 葉 文 化 論 Ｂ（2） 近 現 代 文 化 論 Ｂ（2） 日 本 民 俗 学 Ｂ（2）
王 朝 文 化 論 Ａ（2） 日 本 の 古 典 籍 Ａ（2） 室 町 文 化 論 Ａ（2）
王 朝 文 化 論 Ｂ（2） 日 本 の 古 典 籍 Ｂ（2） 室 町 文 化 論 Ｂ（2）
江 戸 文 化 論 Ａ（2）
江 戸 文 化 論 Ｂ（2）

文学部 
史学科

古 文 書 学 Ⅰ（4） 古 文 書 学 Ⅱ（4）
史 学 概 論（4）

日 本 史 学 特 講（4） 東 洋 史 学 特 講（4） 西 洋 史 学 特 講（4）
考 古 学 研 究（4）

文学部 
教育学科

社 会 文 化 史（日 本）（2） 比 較 政 策 論（2） 社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅰ（2） ア メ リ カ 思 想 史（2）
社 会 文 化 史（西 洋）（2） 比 較 社 会 論（2） 社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅱ（2） 情 報 化 と 社 会 教 育（2）

文学部 
英語コミュニケーション学科

特 別 講 義 Ⅰ（2） 特 別 講 義 Ⅱ（2） 特 別 講 義 Ⅲ（2） 特 別 講 義 Ⅳ（2）
比 較 文 化 論 Ａ（2） 比 較 文 化 論 Ｂ（2）

経済学部 
経済学科

経 済 哲 学 Ａ（2） 医 療 経 済 学 Ａ（2）
経 済 哲 学 Ｂ（2） 医 療 経 済 学 Ｂ（2）
人 口 経 済 学 Ａ（2） 政 治 経 済 学 Ａ（2）
人 口 経 済 学 Ｂ（2） 政 治 経 済 学 Ｂ（2）

現 代 中 小 企 業 論 Ａ（2）
現 代 中 小 企 業 論 Ｂ（2）

経済学部 
国際経済学科

ヨ ー ロ ッ パ 経 済 論 Ａ（2）
ヨ ー ロ ッ パ 経 済 論 Ｂ（2）

国 際 貿 易 論 Ａ（2） 国 際 公 共 経 済 Ａ（2）
国 際 貿 易 論 Ｂ（2） 国 際 公 共 経 済 Ｂ（2）
国 際 金 融 論 Ａ（2） 世界の食料・資源経済Ａ（2）
国 際 金 融 論 Ｂ（2） 世界の食料・資源経済Ｂ（2）
日 本 経 済 論 Ａ（2） 経 済 発 展 論 Ａ（2）
日 本 経 済 論 Ｂ（2） 経 済 発 展 論 Ｂ（2）
上 級 国 際 経 済 学 Ａ（2） 西 欧 経 済 史 Ａ（2）
上 級 国 際 経 済 学 Ｂ（2） 西 欧 経 済 史 Ｂ（2）

経済学部 
総合政策学科

市 民 社 会 と 国 家（2）
教育・家族・雇用システム（2）

社 会 政 策 Ａ（2） 現 代 の 産 業 と 企 業（2）
社 会 政 策 Ｂ（2） 地域活性化と公民連携（2）
生き方・働き方の経済学（2） 環 境 の 制 度 と 政 策（2）
ワーク・ライフ・バランスの総合政策（2） 廃 棄 物 政 策（2）

経営学部 
経営学科

ビジネス・ニュース英語 A（2） ビジネス・ネゴシエーション A（2）
ビジネス・ニュース英語 B（2） ビジネス・ネゴシエーション B（2）

経 営 財 務 論（2） 国 際 経 営 論（2） 企 業 評 価 論（2）
投 資 決 定 論（2） 意 思 決 定 論（2） コーポレートガバナンス論（2）
国 際 経 営 基 礎 論（2） 公 共 経 営 論（2） コンプライアンス経営論（2）
Ｇ Ｂ Ｃ セ ミ ナ ー Ⅰ（2） Ｇ Ｂ Ｃ セ ミ ナ ー Ⅱ（2） Ｇ Ｂ Ｃ セ ミ ナ ー Ⅴ（2）
Ｇ Ｂ Ｃ セ ミ ナ ー Ⅵ（2）

経営学部 
マーケティング学科

広 告 論（2） リレーションシップ・マーケティング（2）
現 代 の 広 告（2） ファッション・マーケティング論（2）
サービス・マーケティング論（2） 現代のファッション・マーケティング（2）

経営学部 
会計ファイナンス学科

金 融 論（2） 経 営 監 査 論（2） 経 営 分 析 論（2）
金 融 シ ス テ ム 論（2） 会 計 監 査 論（2） 証 券 投 資 論（2）
フ ァ イ ナ ン ス 論（2）

法学部 
法律学科法学部 
法律学科

法哲学Ａ（2） 法哲学Ｂ（2）
法 思 想 史 Ａ（2） 法 思 想 史 Ｂ（2） International Relations A（2） International Relations B（2）

政 治 学 原 論 Ａ（2）
政 治 学 原 論 Ｂ（2）
Fundamental Concepts of 
International PoliticsＡ （2）
Fundamental Concepts of 
International PoliticsＢ （2）
Fundamental Concepts of Peace 
StudiesＡ （2）
Fundamental Concepts of Peace 
StudiesＢ （2）
International Law A （2）
International Law B （2）

法学部 
企業法学科

刑 法 Ⅰ（総 論） Ａ（2） ビジネス・イングリッシュⅡＡ（1） ビジネス・イングリッシュⅢＡ（1）
刑 法 Ⅰ（総 論） Ｂ（2） ビジネス・イングリッシュⅡ B（1） ビジネス・イングリッシュⅢ B（1）
ビジネス・イングリッシュⅠＡ（1）
ビジネス・イングリッシュⅠ B（1）
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学部／学科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

社会学部社会学科 社 会 統 計 学（2） 国 際 社 会 学（2）
社会学部 
社会文化システム学科

日 本 社 会 文 化 論 Ａ（2） 犯 罪 社 会 学 Ａ（2）
日 本 社 会 文 化 論 Ｂ（2） 犯 罪 社 会 学 Ｂ（2）

社会学部 
社会福祉学科

社 会 福 祉 発 達 史 Ａ（2）
社 会 福 祉 発 達 史 Ｂ（2）

社会福祉法制・行政Ａ（2） 社 会 保 障 論 Ａ（2） 公 的 扶 助 論（2）
社会福祉法制・行政Ｂ（2） 社 会 保 障 論 Ｂ（2） 地 域 福 祉 論 Ａ（2）

社会学部 
メディアコミュニケーション学科

メディアコミュニケーション学概論Ａ（2） マス・コミュニケーション概論Ａ（2） 情 報 学 基 礎 論 Ａ（2）
メディアコミュニケーション学概論Ｂ（2） マス・コミュニケーション概論Ｂ（2） 情 報 学 基 礎 論 Ｂ（2）

社会学部 
社会心理学科

社 会 心 理 学 概 論 Ａ（2） 社 会 心 理 学 概 論 Ｂ（2） 健 康 心 理 学 Ａ（2） 産 業 組 織 心 理 学（2）
環 境 心 理 学（2）

理工学部 日本の文化と思考様式（2） 科学について英語で考える（2）

国際地域学部 
共通教育科目

地 域 と 生 活（2） 文 化 人 類 学 入 門（2） 歴 史 と 郷 土 文 化（2） 地 域 と ボ ラ ン テ ィ ア（2）
言 語 と 文 化 Ａ（2） 言 語 と 文 化 Ｂ（2） 日 本 の 文 化 と 社 会（2） 世 界 の 文 化 と 社 会（2）
都 市 論（2） 国 際 政 治 学 入 門（2） 日 本 外 交 論（2） 技 術 と 産 業 の 社 会 史（2）
情 報 社 会 論（2） 日 本 の 近 代 化（2） 科 学 技 術 論（2）

国際地域学部 
国際地域学科 
国際地域専攻

国際エネルギー資源論（2） 国 際 食 糧 問 題 論（2） 農 村 地 域 開 発 論（2）
日 本 の 地 誌 と 文 化（2） 文 化 人 類 学（2）プロジェクト実施・評価（2）
ア ジ ア の 地 誌 と 文 化（2） ア ジ ア 経 済 論（2） 科 学 技 術 倫 理（2）
ヨーロッパの地誌と文化（2） 環 境 管 理 適 正 技 術 論（2） 情 報 マ ネ ジ メ ン ト Ⅱ（2）
アフリカの文化と社会（2） 環 境 産 業 論（2） 都 市 計 画（2）
ア ジ ア の 都 市 と 交 通（2） 水 と 国 土（2） 土 地・ 住 宅 問 題（2）
N G O ・ N P O 論（2） 環 境 シ ス テ ム 論（2） 福 祉 経 済 論（2）
外 国 地 誌（2） コ ミ ュ ニ テ ィ 開 発 論（2） 映 像 社 会 学（2）

国 土 利 用 と 法 律（2） 社 会 シ ス テ ム 論 Ⅱ（2）
社 会 基 盤 計 画・ 政 策（2）
地 域 産 業 論 Ⅱ（2）
ま ち づ く り 手 法 論（2）

Participatory 
Development （2） Qualitative Research 

Methodologies （2） Gender and Society （2） Urban habitation （2）
Asian Cities and 
Transport （2） Basic Academic Writing （2） Basic Academic Reading （2） Japanese Economy and 

Business （2）

Academic Essay Writing（2）
Regional and Urban 
Sociology on Asian 
Countries

（2） Global Environmental 
Issues （2）

The Practice of Internet 
Technology, network 
configuration and security

（2） Regional to International 
Issues （2） Global Water Problems （2）

Information Publishing （2） Globalization and Culture（2）
Urban and Regional 
Environmental 
Management

（2）

Asian Economies （2） South Asian Studies （2） Environmental Issues in 
Asian Countries （2）

International Finance （2） Southeast Asian Studies （2） Energy and Resources 
Management （2）

Housing the poor in Asia（2） Contemporary Global 
Issues （2）

Visual Sociology （2） Urban and Transport 
Planning （2）

国際地域学部 
国際観光学科

歴 史 と 観 光（2） コ ン ベ ン シ ョ ン 論（2） 観 光 行 政・ 政 策 論（2）
観 光 マ ー ケ テ ィ ン グ（2） フードビジネス経営論（2） ホスピタリティ施設開発論（2）
食 品 衛 生 論（2） 地 域 観 光 論（2） エ コ ツ ー リ ズ ム（2）

観 光・ 環 境 経 済 学（2） イ ベ ン ト 企 画 論（2）
観 光 行 動 論（2） 環 境 法 規・ 政 策 論（2）
地 域 財 政 と 観 光（2）
観光コンサルタント論（2）
ペ ッ ト ツ ー リ ズ ム 論（2）
西 洋 美 術 史（2）
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学内留学プログラム　SCINE（Study Courses IN English）

　S
サ イ ン

CINE（Study Courses IN English）は、「グローバル人材」育成を目的とし、英語で授業を学ぶプ
ログラムである。
　このプログラムでは、各学部が開講する「英語で行う授業」を履修することができる。対象科目の
講義レベルは、日本語で行う講義と同等である。学内に居ながらにして留学時と同様の効果を得られ
る「学内留学」として活用してもらいたい。
　SCINEの対象科目は、各学科の教育課程表、または第１部他学部他学科開放科目に配当されており、
卒業単位となる。
　下記の点を理解したうえで、履修すること。

１．2013年度以降入学の第１部所属学生のみ履修できる。
２．対象科目を10単位以上修得することで修了となる。
３．対象となる科目は、次頁のとおりである。
４．年度によっては、次の場合が生じる。履修登録時に授業時間割表・シラバスなどで確認すること。
　　1）対象科目を休講とする場合がある。
　　2）対象科目を日本語で行う場合がある。日本語で行う場合、SCINE対象科目にはならない。
５．教育課程表・他学部他学科開放科目一覧では、名称が日本語で表記される科目がある。
　　1）履修登録の際は、次頁に記載されたSCINE対象科目名を選択すること。
　　2） 日本語で表記される科目とSCINE対象科目は「同じ科目の別コース」である。両方を履修

することはできない。
　　3）履修中の成績表には、SCINE対象科目名で記載される。
　　 　 成績発表後の成績表・成績証明書には、教育課程表・他学部他学科開放科目一覧での科目

名で記載される。

６． 所属するキャンパス以外で開講される科目も履修することができる。ただし、キャンパス間の
移動時間を考慮すること。

（２０１４年度第１部入学生用）

SCINE対象科目の「Toyo University and Inoue Enryo Studies（東洋大学・井上円了研究）」
は、教育課程表では「東洋大学・井上円了研究」として表記される。
1） 履修登録の際は、「Toyo University and Inoue Enryo Studies（東洋大学・井上円了研究）」

を選択すること。
2） 「東洋大学・井上円了研究」と「Toyo University and Inoue Enryo Studies（東洋大学・

井上円了研究）」は、同じ科目の別コースである。両方を履修することはできない。
3） 履修中の成績表には「Toyo University and Inoue Enryo Studies（東洋大学・井上円

了研究）」と記載される。
成績発表後の成績表・成績証明書には「東洋大学・井上円了研究」と記載される。
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2014 年度入学生用　第１部　SCINE対象科目一覧

学部／学科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 単位数
教育課程表・他学
部他学科開放科目
一覧での科目名　
※１

認
定
の
要
件（
10
）

文学部
共通科目 Toyo University and Inoue Enryo Studies（東洋大学・井上円了研究） 2 東洋大学・井上円

了研究

文学部
英語コミュニ
ケーション学科

Comparative Culture Studies A（比較文化論Ａ） 2 比較文化論Ａ

Comparative Culture Studies B（比較文化論Ｂ） 2 比較文化論Ｂ

経済学部
国際経済学科

International Finance B（国際金融論Ｂ） 2 国際金融論 B

International Public Economics B（国際公共経済Ｂ） 2 国際公共経済Ｂ

経営学部
経営学科

Current Business Issues A
（ビジネス・ニュース英語Ａ） 2 ビジネス・ニュース

英語Ａ
Current Business Issues B

（ビジネス・ニュース英語Ｂ） 2 ビジネス・ニュース
英語Ｂ

Business Negotiation A
（ビジネス・ネゴシエーションＡ） 2 ビジネス・ネゴシ

エーションＡ
Business Negotiation B

（ビジネス・ネゴシエーションＢ） 2 ビジネス・ネゴシ
エーションＢ

GBC Seminar I（ＧＢＣセミナーⅠ） 2 ＧＢＣセミナーⅠ

GBC Seminar II（ＧＢＣセミナーⅡ） 2 ＧＢＣセミナーⅡ

GBC Seminar V（ＧＢＣセミナーⅤ） 2 ＧＢＣセミナーⅤ

GBC Seminar VI（ＧＢＣセミナーⅥ） 2 ＧＢＣセミナーⅥ

法学部
法律学科

Fundamental 
Concepts of 
International 
Politics A

2
Fundamental 
Concepts of 
International 
Politics A

Fundamental 
Concepts of 
International 
Politics B

2
Fundamental 
Concepts of 
International 
Politics B

Fundamental 
Concepts of 
Peace Studies A

2
Fundamental 
Concepts of Peace 
Studies A

Fundamental 
Concepts of 
Peace Studies B

2
Fundamental 
Concepts of Peace 
Studies B

International 
Law A 2 International  

Law A
International  
Law B 2 International  

Law B

International Relations A 2 International 
Relations A

International Relations B 2 International 
Relations B

法学部
企業法学科

Business  
English IA

（ビジネス・イン
グリッシュⅠＡ）

1 ビジネス・イング
リッシュⅠＡ

Business  
English IB

（ビジネス・イン
グリッシュⅠＢ）

1 ビジネス・イング
リッシュⅠＢ

Business English IIA
（ビジネス・イングリッシュⅡＡ） 1 ビジネス・イング

リッシュⅡＡ
Business English IIB

（ビジネス・イングリッシュⅡＢ） 1 ビジネス・イング
リッシュⅡ B

Business English IIIA
（ビジネス・イングリッシュⅢＡ） 1 ビジネス・イング

リッシュⅢＡ
Business English IIIB

（ビジネス・イングリッシュⅢＢ） 1 ビジネス・イング
リッシュⅢ B
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2014 年度入学生用　第１部　SCINE対象科目一覧

学部／学科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 単位数
教育課程表・他学
部他学科開放科目
一覧での科目名　
※１

認
定
の
要
件（
10
）

国際地域学部
国際地域学科

Participatory Development 2 Participatory 
Development

Qualitative Research Methodologies 2 Qualitative Research 
Methodologies

Gender and Society 2 Gender and Society

Urban habitation 2 Urban habitation

Asian Cities and Transport 2 Asian Cities and 
Transport

Basic Academic Writing 2 Basic Academic 
Writing

Basic Academic Reading 2 Basic Academic 
Reading

Japanese Economy and Business 2 Japanese Economy 
and Business

Academic Essay Writing 2 Academic Essay 
Writing

The Practice of Internet Technology, network 
configuration and security 2

The Practice of 
Internet Technology, 
network 
configuration and 
security

Information Publishing 2 Information 
Publishing

Asian Economies 2 Asian Economies

International Finance 2 International 
Finance

Housing the poor in Asia 2 Housing the poor 
in Asia

Visual Sociology 2 Visual Sociology

Regional and Urban Sociology on Asian Countries 2
Regional and 
Urban Sociology 
on Asian Countries

Regional to International Issues 2
Regional to 
International 
Issues

Globalization and Culture 2 Globalization and 
Culture

South Asian Studies 2 South Asian 
Studies

Southeast Asian Studies 2 Southeast Asian 
Studies

Contemporary Global Issues 2 Contemporary 
Global Issues

Urban and Transport Planning 2
Urban and 
Transport 
Planning

Global Environmental Issues 2
Global 
Environmental 
Issues

Global Water Problems 2 Global Water 
Problems

Urban and Regional Environmental Management 2
Urban and 
Regional 
Environmental 
Management

Environmental Issues in Asian Countries 2
Environmental 
Issues in Asian 
Countries

Energy and Resources Management 2
Energy and 
Resources 
Management

理工学部
Japanese Culture and Thought（日本の文化と思考様式） 2 日本の文化と思考

様式

Scientific Concepts in English（科学について英語で考える） 2 科学について英語
で考える

※１　成績発表後の成績表・成績証明書には、この科目名が記載されます。
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　　　　文学部෭専攻について
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文　学　部　副　専　攻
（２０１４年度第１部入学生用）

　副専攻は、一般教養的科目を系統的に学ぶことで、基礎知識を確立し、学術的見地から考察できる能力
や実践的応用力を身に付けるためのコースである。コースごとに教育目標を設定しているため、どのコースを
選択するか自ら考え、１年次より計画的に履修し、修得すること。専門課程に留まることなく、より幅広い知
識を得ようとする意欲的な学生が多数登録することを期待する。履修方法は、以下の通りである。

１．  全５コースが開設されているが、登録できるのは１人１コースである。登録後のコースの変更はできな
い。

２．  各コースの登録は２年次以降に行う。「自然の認識コース」の登録は、自然科学演習の登録と同時あ
るいは、それ以前に行わなければならない。希望者は注意すること。

３． １年次において既に履修した科目については、さかのぼって副専攻単位として認定する。
４． 副専攻の所定の単位を修得した学生には卒業時に修了証を発行する。
 なお、単位修得見込証明書は４年次履修登録終了後、発行することができる。
５． 副専攻の履修を希望する場合は、授業時間割表の学年配当に従って履修すること。
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文　学　部　副　専　攻　課　程　表

日本文化コース（全学科学生用）

［教育目標］
　日本文化コースは、日本の歴史を学び、歴史の流れの中に文学や思想を位置づけ、日本文化の基礎的
な知識を身に付けることを目指す。このため、必修科目では、教養演習を履修することで文化を研究するた
めの学術的方法を身に付け、日本史の概観を把握し、文化との結びつきを理解するように科目を配している。
選択必修科目では、文化や思想の科目を配し、自ら興味のある分野をより深めるようになっている。「哲学」
を配しているのは、哲学の持つ論理性や思考性を学ぶことで、ものの正しさを評価し得る能力を高めるため

※「日本漢学⑷」を東洋思想文化学科の学生が履修する場合は「日本漢学Ａ⑵」「日本漢学Ｂ⑵」となるので
　注意すること。

である。

区分 第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 第 ４ 学 年

（件
要
の
定
認

28
）

（目
科
修
必

20
）

日 本 史 概 説⑷
地域史（日本）Ａ⑵
地域史（日本）Ｂ⑵
日 本 の 美 術 Ａ⑵
日 本 の 美 術 Ｂ⑵

日本文学文化と風土Ａ⑵
日本文学文化と風土Ｂ⑵
日本の伝統行事Ａ⑵
日本の伝統行事Ｂ⑵

）
８
（目
科
修
必
択
選

　 哲 学Ａ⑵
哲 学Ｂ⑵
日 本 の 詩 歌 Ａ⑵
日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵

百人一首の文化史Ａ⑵
百人一首の文化史Ｂ⑵
現代日本文学Ａ⑵
現代日本文学Ｂ⑵

日本の昔話Ａ⑵
日本の昔話Ｂ⑵

日本漢学⑷
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東洋文化コース（東洋思想文化学科以外の６学科学生用）

［教育目標］
　東洋文化コースは、東洋史の概観を把握し、代表的文化である中国およびインドの文化を学び、東洋文化
の背景とその展開を理解することを目指す。このため、必修科目では、教養演習を履修することで文化を研究
するための学術的方法を身につけ、中国およびインドの文化史を理解するよう科目を配している。選択必修
科目では、専門性を重視した内容になっているので、中国文化かインド文化の選択を自ら行って履修すること
が望ましい。「哲学」を配しているのは、哲学の持つ論理性や思考性を学ぶことで、ものの正しさを評価し得
る能力を高めるためである。

区分 第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 第 ４ 学 年

（件
要
の
定
認

28
）

（目
科
修
必

16
）

地域史（東洋）Ａ⑵ 
地域史（東洋）Ｂ⑵

中国文化史概説⑷

東洋史概説⑷ 
インドの宗教Ａ⑵ 
インドの宗教Ｂ⑵

（目
科
修
必
択
選

12
）

哲　　学　　Ａ⑵ 哲　　学　　Ｂ⑵

中国文学文化と日本Ａ⑵ 
中国文学文化と日本Ｂ⑵

中国学概論⑷
中 国 哲 学 史 概 説⑷ 
中 国 文 学 史 概 説⑷ 
中国現代文学史概説⑷

イ ン ド の 芸 能⑵ 
インド・仏教の美術⑵ 
華 厳 の 思 想⑵ 
密 教 の 思 想⑵

古代インドの社会⑵ 
インドの風土と文化⑵ 
禅 　 の 　 思 　 想⑵ 
念 仏 の 思 想⑵

※１「インドの宗教Ａ」「インドの宗教Ｂ」は、Ａ・Ｂセットで通年履修を原則とする。
※２ 「インドの芸能」「インド・仏教の美術」「古代インドの社会」「インドの風土と文化」「華厳の思想」「密
教の思想」「禅の思想」「念仏の思想」は隔年開講となるので注意すること。
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西洋文化コース（全学科学生用）

［教育目標］
　西洋文化コースは、主に英語圏文化を基本とし、西洋史の概観を把握して、その文化的背景を理解する
ことを目指す。このため、必修科目では、教養演習を履修することで文化を研究するための学術的方法を身に

て英語圏文化の特徴を理解するよう科目を配している。また、日本との比較文学文化科目で視野を拡大し、
西洋文化の背景にある思想・哲学をも学んで、総合的に西洋文化の理解に努める。

区分 第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 第 ４ 学 年

（件
要
の
定
認

28
）

必修科目
（12）

哲　学　史Ａ⑵
哲　学　史Ｂ⑵

地域史（西洋）Ａ⑵
地域史（西洋）Ｂ⑵

西 洋 史 概 説 ⑷

選
択
必
修
科
目

（16）

選必
Ａ
⑷

英文学特講Ⅰ⑷
英文学特講Ⅱ⑷
英文学特講Ⅲ⑷

３科目のうち１科目
以上を選択必修

選必
Ｂ
⑷

米文学特講Ⅰ⑷
米文学特講Ⅱ⑷

２科目のうち１科目
以上を選択必修

選必
C
⑻

哲　　学Ａ⑵
哲　　学Ｂ⑵

科学思想史Ａ⑵
科学思想史Ｂ⑵

倫理学概論⑷

英語圏文学文化と日本Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵

フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵

ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵

⎫
―
―
⎭

⎫
―
―
⎭
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英語特別コース（英米文・英語コミュニケーション学科以外の５学科学生用）

［教育目標］
　本コースは、高校までに身につけた英語の基礎知識をさらに向上させるとともに、実際の学生生活及び実
社会に出てからの実践の場で、すぐに役立つ英語力を習得することを目指す。
　英語Ⅰ、英語Ⅱ及び Communicative English で基本的四技能（読み・書き・話す・聞く）を磨き、英 
語Ⅲ（ビジネス英語・英字新聞講読）及び Practical Writing で実践的応用力を身に付けることができる。
　本コースには、英語の資格検定対策用の授業も含まれている。受講者はTOEIC 等の検定試験に積極的
に挑戦してもらいたい。
　なお、本コースの履修を希望する学生は、下記の授業科目すべてを履修かつ修得しなければならない。
※ 英米文・英語コミュニケーション学科の学生も、それぞれの教育課程表に掲載されている科目は個別に履
修可能である。

区分 第 1 学 年 第 2 学 年 第 3 学 年 第 4 学 年

（
件
要
の
定
認

22
）

（
目
科
修
必

22
）

英 語 Ⅰ Ａ⑵
英 語 Ⅰ Ｂ⑵

英 語 Ⅱ Ａ⑵
英 語 Ⅱ Ｂ⑵

英 語 Ⅲ Ａ⑵
英 語 Ⅲ Ｂ⑵

検定英語⑷
Practical Writing ⑵
Communicative English Ａ⑵
Communicative English Ｂ⑵

※英語Ⅲ Ａ・Ⅲ Ｂに関しては、隔年開講となる場合がある。
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自然の認識コース（全学科学生用）

［教育目標］
　人間は生命が存在するのにちょうど適した地球や、さらに大きな宇宙という自然環境の中に生存している。
そして、物質や物理現象からつねに大きな影響を受けている。
　文系学部に所属する学生にとっても、我々をとりまくこの自然を理解し、自然科学の実験・実習・演習な
どを通して自然に親しむことは、望ましいことである。
　そのために、自然科学的な考え方や、自然そのものに触れてみたい学生を対象に、「自然の認識」コー
スが設置されている。

　この副専攻を履修するためには、共通総合科目の自然・環境・生命の中から、
 ①一般講義科目で同一名称のＡとＢの組合せを ２組４科目８単位以上
 ②他の一般講義科目ＡまたはＢ  １科目２単位以上
 ③実験・実習講義科目で同一名称のＡとＢの組合せを ２組４科目８単位以上
 ④自然科学演習Ａ・Ｂセットで  ２科目４単位
　合計　１１科目２２単位以上を履修しなければならない。

　このコースの履修を希望する学生は、４月第１回目の実験・実習講義の授業に出席して、各教員に相
談し、指導を受けること。

区 　 分 第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 第 ４ 学 年

（件
要
の
定
認

22
）

（目
科
択
選

18
）

一般講義
科目（10）

自然の数理Ａ⑵
自然の数理Ｂ⑵
環境の科学Ａ⑵
環境の科学Ｂ⑵
自然科学概論Ａ⑵
自然科学概論Ｂ⑵

生活と物理Ａ⑵
生活と物理Ｂ⑵
地球の科学Ａ⑵
地球の科学Ｂ⑵
自 然 誌 Ａ⑵
自 然 誌 Ｂ⑵

エネルギーの科学Ａ⑵
エネルギーの科学Ｂ⑵
生 物 学 Ａ⑵
生 物 学 Ｂ⑵

物質の科学Ａ⑵
物質の科学Ｂ⑵
天 文 学 Ａ⑵
天 文 学 Ｂ⑵

実験実習
講義科目
（8）

物理学実験講義Ａ⑵
物理学実験講義Ｂ⑵
地球科学実習講義Ａ⑵
地球科学実習講義Ｂ⑵

生物学実験講義Ａ⑵
生物学実験講義Ｂ⑵
数理・情報実習講義Ａ⑵
数理・情報実習講義Ｂ⑵

化 学 実 験 講 義 Ａ⑵
化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵
天文学実習講義Ａ⑵
天文学実習講義Ｂ⑵

目
科
修
必

）
４
（ 自然科学

演習科目
（4）＊

自然科学演習Ａ⑵
自然科学演習Ｂ⑵

※ 自然科学演習Ａ⑵・Ｂ⑵は、第２学年以上でかつ講義科目または実験・実習講義科目を合計８単位
以上修得しなければ履修することができないので注意すること。
　なお、副専攻の「自然の認識コース」を登録しない学生も履修できる。

注意） 自然科学系科目の講義科目や実験・実習講義科目の中には、抽選によって聴講者数が制限されるも
のがある。副専攻希望者には、これらを優先的に履修できるように配慮するので、授業時に申し出る
こと。
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  Ⅲ　第２部　学科教育課程表および履修方法

         第 2 部　東 洋 思 想 文 化 学 科
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〔第２部東洋思想文化学科学科紹介〕

東洋思想文化の深い理解と、現代への確かな視点を

　明治２０年、哲学者井上円了は東洋大学の前身となる「哲学館」を創設した。明治維新後間もない当時の
日本は、西洋文明を必死で追いかけていた。しかし円了はただ西洋化に踊らされる日本を憂い、日本人とし
て東洋の精神を重んじるべきと考え、実践に基づいた哲学教育を行った。東洋思想文化学科は、このような
創立者の教育精神を受け継ぐ学科である。
　２１世紀のいま、中国やインドを中心とするアジア世界は大きく変革した。政治、経済、社会など、あらゆ
る分野でのアジア地域の成長は著しく、またアジアの伝統思想や文化が、西洋社会には無いある種の力を持
って現代人に受け入れられつつある。本東洋思想文化学科は、このようなアジア社会の底流にある「東洋の
智の心髄」である思想や文化を広く、そして深く理解し、その理解を基礎に現代社会において、自身で考え
行動する人材を育てることを教育目標とする。本学科に入学した学生の皆さんは、このような目標を見据え
て学習に取り組んでもらいたい。

ʻ東洋思想文化学科の教育಺༰ʼ
　東洋思想文化学科は中国、インドを中心にアジアの思想、文化を広く学ぶカリキュラムを設置している。
漢文やサンスクリット語で記された文献を読み、そこにある思想、文化をじっくりと考える科目がある一方、
国際社会に不可欠な中国語やヒンディー語や文化事情についての授業も重視しており、古典をバックグラウ
ンドとしながら現代にも即応したカリキュラムとなっている。また、体験型の実技講義科目も本学科の特色で
ある。
　本学科の学生は、まず１年次において一般的な教養科目や英語などの外国語を学習する。それと同時に専
門科目では「東洋思想文化への誘い」「レポート・論文の作法」などの必修科目を履修する。これらは２年次
でのコース選択の判断材料ともなる基本的かつ重要な科目である。
　２年次から、学生は本学科に設置されている４つのコース、すなわち「インド思想コース」「中国語・中国
哲学文学コース」「仏教思想コース」「東洋芸術文化コース」のうち一つを選択する。これらのコースは学生
の皆さんの２年次以降の学習の柱となり、また卒業論文とも深く関わるものなので、１年次から十分に考えて
選択してほしい。
　２年次から３年次にかけては、コース共通の必修科目「東洋思想文化演習Ⅰ」（２年次）「東洋思想文化演
習Ⅱ」（３年次）を履修するとともに、コース別必修科目や選択必修科目を合わせて履修する。これらの科目
はコースごとに決められているので、詳しくは教育課程表を参照してほしい。４年次には、演習科目「卒論
指導」を履修しながら卒業論文に取り組む。卒業論文は４年間の学習の集大成である。就職活動などと並行
しての卒論作成はあわただしく、また苦労もあるが、論文が出来上がった時の達成感は格別のものがある。
　学生の皆さんには、本学科において以上のような４年間の学びで得た思想や文化の理解を通じ、アジア世
界について深く考え、また国際社会において他文化と協調しながら、自らの人生を切り開いていく充分な力を
養っていただきたい。
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第2部東洋思想文化学科（イϒニンάコース）　3つのポリシー

◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　学祖井上円了は、東洋の哲学・思想の中に普遍的意義を見出し、これを教育によって広く当時の社会に普及しようとしました。同時に、彼は単なる
知識としてではなく、人々が生きるための知恵として活用しうる哲学を構想しました。東洋思想文化学科はこの精神を受け継ぎ、東洋の思想や文化
の学習を通して、異文化や東洋的価値観、人間存在等に対する深い理解を持ち、世界の人々と協調して未来を切り開こうとする姿勢に富む有為な人
材の育成を目指しています。そのため、東洋思想文化学科では、次のような学生を求めます。
　１．東洋思想文化学科が求める学生像
　　　（１）東洋の思想や文化に対して強い関心を持つ学生を求めます。

東洋の思想や文化は、それぞれの長い伝統に培われた個性的なものです。異文化への関心や異なる価値観への理解は、東洋思想文化学科
で勉学を続けていく上で絶対に不可欠です。

　　　（２）外国語の学習に意欲を持つ学生を求めます。
東洋の思想や文化を学ぶ場合、中国語・サンスクリット語をはじめとする、古典および現代のアジア諸言語で書かれた文献が基礎資料とな
ります。また、分野によっては、英語文献を参照することが不可欠です。

　　　（３）物事を判断・主張するにあたって明確な根拠に基づいて筋道だった説明をすることのできる論理的能力を持つ学生を求めます。
論理的能力は日本社会においても大切な能力ですが、文化的背景を異にする人たちに自分を理解してもらうためにはますます重要となります。

　２．入学までに習得しておくべき知識内容とその水準
　　　（１）国語

東洋思想文化学科での学びの基礎は文献資料です。何語で書かれた文献であれ、その内容を正しく理解し、それに対する自分の考えをま
とめて主張するためには、国語能力は不可欠です。普段から文学や思想文化に関する著作に触れ、文章読解能力や論理的表現力、文章構
成力等を養っておいてください。また、漢文はコースによっては、勉学上不可欠なものですし、文献資料を正確に読む練習にもなりますので、
少なくとも基礎的な知識だけは身につけておいてください。

　　　（２）英語
東洋思想文化学科では、様々な外国語が学べますが、その基礎は英語です。サンスクリット語などを学習する場合、どうしても英語の辞書を
使わなくてはなりません。また、卒論などでも、テーマによっては、英語以外の参考文献がほとんどないという場合も稀れではありません。辞
書を使えば英語の本の内容がおおよそ理解できる程度の英語力は不可欠といえます。入学までに可能な限り英語力の向上に努めてください。

　　　（３）地理・歴史
東洋の思想や文化をよく理解するためには、その前提として、それらの国々が置かれた地理的環境や歴史に関する知識が不可欠なことは言
うまでもありません。特に歴史については入学後にも関連する科目が多数ありますので、普段から関連する書籍に触れ、また、ニュースな
どを通して現代の状況などにも注意を払うよう努めてください。

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　東洋思想文化学科では、教育上の理念と目的を達成するために、次の方針のもとに教育課程を編成し、また実施します。
　１． 東洋思想文化学科の学生は、１年次・２年次を中心に、幅広い学問分野に触れ、全人的な教養を身につけるために、人文・自然などの「共通

総合科目」や「文学部共通科目」を履修します。「文学部共通科目」では、英語や中国語などの語学を重視しています。
　２． 東洋思想文化学科の学生は、２年次以降の学習の基礎として、１年次にスタディースキル（読み、書き、発信する能力）を身につけるための

科目、ならびに学科が教授する各分野の概要を知るための科目を履修します。
　３． 東洋思想文化学科の学生は、２年次以降、専門分野に関する知識を深めるために、次の４つのコースのいずれか１つに属し、それぞれに定め

られた課程表に基づいて履修します。
　　　（１ ）インド思想コース：長い歴史を持つインド（より広くは「南アジア」）の思想、歴史、文化などを体系的に学べるように多彩な科目群を提

供します。それらをより本質的に理解するために、サンスクリット語やヒンディー語といった語学も学びます。
　　　（２ ）中国語・中国哲学文学コース：中国の哲学・文学・語学を三位一体のものとして学び、文献や資料に基づきながら中国文化について総合

的な見識を養います。とりわけ中国語に関しては、検定試験の中級レベルに合格する実力を養成するプログラムを準備しています。
　　　（３ ）仏教思想コース：アジアの広範な地域に伝播定着した仏教とその文化を学ぶ横断的なコースです。仏教成立の背景から、アジア各地の

仏教、そして現代日本の仏教にいたるまでを総合的に学びます。また、アジア各地の古典語（古典漢語、サンスクリット、パーリ、チベッ
トなど）を体系的に学習します。

　　　（４ ）東洋芸術文化コース：インドや中国を中心にアジアに広がる美術などの芸術や多様な文化を幅広く学ぶコースです。基礎的教養としては
インド、中国などの歴史や思想・文学を学びつつ、東洋の芸術や文化をより柔軟な視点から理解するための科目を設けています。

　４． 東洋思想文化学科の学生は、卒業年次に卒業論文の作成が課されます。学科の教育目標の達成度を測るものですので、学生生活の総決算と
して論文を完成させてください。

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　１． 東洋思想文化学科の教育目標に沿って設定された授業科目を履修し、基準となる単位数を修得することが、学位授与の必要要件です。修得

すべき授業科目の中には、講義だけでなく、演習や卒業論文等のさまざまな形態の科目が含まれています。
　２． 東洋思想文化学科の教育目標で明示されている、（１）東洋の思想と文化、ならびにそれを理解するのに役立つ語学、宗教学等に関する豊富

な知識、（２）東洋に特有の価値観や思考法への理解、（３）自らが直面する様々な問題に対して、独自の視点から分析と考察を行い、自分の
見解を論理的に表現し、また、それに基づいて実践することのできる能力、の三つが学習成果として実現されているかどうか、さらには、グ
ローバル化の進む現代社会に貢献できる人材となっているかどうかが、課程修了の目安になります。
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コース分けについて

１．各コースの概要とコース分けの年次
　東洋思想文化学科には主たる学習内容別に４つのコースが設置されている。4 コースの概要は以下の
通りである。
（1）インド思想コース
　 　古代から現代までのインドの思想・宗教を中心に学ぶコースであり、文献講読に必要なインド古典
語のサンスクリット語や現代語のヒンディー語なども併せて学習する。

（2）中国語・中国哲学文学コース
　 　中国の古典から現代までの思想・文学あるいは文化事象を学ぶコースである。併せて文献講読に必
要な漢文読解力や中国語の語学力を養成する。

（3）仏教思想コース
　 　インド、中国、日本を中心とした仏教の歴史的展開や思想内容を詳しく学ぶコースであり、仏教の
理解に必要なサンスクリット語、パーリ語、チベット語、仏教漢文などの語学も学習する。

（4）東洋芸術文化コース
　 　インド、中国、日本などの美術を中心に建築、芸能、音楽などアジアの芸術、文化を総合的に学ぶコー
スである。併せてサンスクリット語、漢文、ヒンディー語などアジアの外国語も学習する。

　１年次の秋学期からコース分けについて指導が行なわれる。それにより学生は各自が希望するコース
を検討・決定し、２年次から各コースのカリキュラムにしたがってコース別必修科目、選択必修科目な
どの履修を開始する。

２．各コースで取得できる教育職員（教員）免許状について
　本学科で取得できる教育職員免許状は、コースごとに以下のように決められている。したがって教育
職員免許状を取得希望の者は、コース選択の際、必ず以下の事項を確認すること。詳細は、P.202 参照。
＜各コースで取得できる教育職員免許状の種類＞
（1）インド思想コース  いずれの教育職員免許状も取得できない。
（2）中国語・中国哲学文学コース  「中学校教諭１種免許状（国語）」「高等学校教諭 1種免許状（国語）」「高

等学校教諭 1種免許状（書道）」が取得可能である。
（3）仏教思想コース  「中学校教諭１種免許状（社会）」「高等学校教諭 1種免許状（地理歴

史）」「高等学校教諭 1種免許状（公民）」が取得可能である。
（4）東洋芸術文化コース  いずれの教育職員免許状も取得できない。

３．コースに関連した履修上の注意
（1）　国際コミュニケーション科目履修上の注意
　東洋思想文化学科の学生は「文学部共通科目」中の「国際コミュニケーション科目」については、「英
語」４単位を含む 8単位以上を履修かつ修得しなければならない。ただし「中国語・中国哲学文学コース」
を希望する場合、英語 4単位と中国語 4単位を履修することが望ましい。
　
（2）　1年次に履修した専門科目について
　1 年次から履修できる専門科目のうち、選択した２年次からのコースの教育課程表に記載されていな
い科目は卒業単位にならない（自由科目として単位認定される）。
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科目区分

文学部　第２部　東洋思想文化学科　卒業要件

インド思想コース 中国語・中国哲学
文学コース 仏教思想コース 東洋芸術文化

コース　

共
通
総
合
科
目
16
単
位
以
上

哲 学 ・ 思 想

１６単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目
16
単
位
以
上

文 学 部 教 育 ※文学部共通科目の卒業要件単位数は、国際コミュニケーショ
ン科目の8単位を含む、合計１６単位以上文学部基礎専門科目

国際コミュニケーション科目 ８単位以上

諸 資 格 関 連 科 目

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目
74
単
位
以
上

各コース共通必修科目 １８単位

コ ー ス 別 必 修 科 目 １６単位以上 ３６単位 ３０単位 １６単位以上

選 択 必 修 科 目 Ⅰ １２単位以上 １４単位以上 １２単位以上 １２単位以上

選 択 必 修 科 目 Ⅱ １２単位以上 ６単位以上 １２単位以上 １２単位以上

選 択 科 目

教 職 科 目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位
※ 中国語が母国語・母語の外国学生が、中国語・中国哲学文学コースを選択した場合は、国際コミュニケー
ション科目１４単位、コース別必修科目３４単位、選択必修科目Ⅰ１０単位の卒業要件となります。
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　共通総合科目は、卒業までに１６単位以上を履修かつ修得しなければな
らない。また、１６単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、卒
業単位として算入する。

　留学支援科目は、共通総合科目の枠内であるが、１６単位の卒業要件に
は入らない。ただし、卒業単位には算入される。
　

　
　文学部共通科目は、卒業までに国際コミュニケーション科目８単位の卒業
要件を充たし、合計１６単位以上を履修かつ修得しなければならない。また、
卒業要件を充たし、１６単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、
卒業単位として算入する。

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵

◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の１
科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡＢ」「英語ⅠＢＢ」「英語ⅡＡＢ」「英語ⅡＢＢ」
　「中国語ⅠＡＢ」「中国語ⅠＢＢ」「中国語ⅡＡＢ」「中国語ⅡＢＢ」

※セミナーの詳細は、留学制度について（Ｐ．２５２）を参照すること。

第 2 部東洋思想文化学科

共 通 総 合 科 目

文 学 部 共 通 科目

国際コミュニケーション科目

①スポーツ・健康科目の授業は、すべて白山キャンパスで開講されます。
②「スポーツ健康科学実技」の各コースの受講者数は人数調整が必要になる
場合があるため、詳細については『履修登録のしおり・授業時間割』、学内
掲示を参照してください。

哲学・思想
自然・環境・生命
歴史・文化
現代・社会
スポーツ・健康
情報教育
総合
社会人基礎力科目
留学支援科目

文学部教育
文学部基礎専門科目
国際コミュニケーション科目
諸資格関連科目
キャリア教育

　「英語」4単位を含む8 単位以上を履修かつ修得しなければならない。
　ただし「中国語・中国哲学文学コース」を希望する場合は、英語 4 単位
と中国語 4単位を履修することが望ましい。
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　インターンシップ・ボランティア活動は、文学部が認定する機関で就
業体験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を
認定する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。

キャリア教育

　東洋思想文化学科の各コース専門科目は、卒業までに７４単位以上を
履修かつ修得しなければならない。この７４単位のうち、以下の各科目
区分の卒業要件を充たさなければならない。また各科目区分および専門
科目の卒業要件を充たし、７４単位を超過して履修かつ修得した選択必
修科目と選択科目の単位数も、卒業単位として算入する。

　各コースの必修科目に設置されている全ての科目の単位（インド思想
コース 34 単位、中国語・中国哲学文学コース 54 単位、仏教思想コース
48 単位、東洋芸術文化コース 34 単位）を履修かつ修得しなければなら
ない。なお、卒業論文は必修であるため、１年次から計画を立て研究室
の掲示等に注意すること。ただし、４年次の「卒論指導」「卒業論文」の
履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込
みの学生に限る。

　選択必修科目は各コースに「選択必修科目Ⅰ」と「選択必修科目Ⅱ」
が設定されており、各コースの教育課程表（専門科目）に示された所定
の科目から選択して履修かつ修得しなければならない。
　「インド思想コース」「仏教思想コース」「東洋芸術文化コース」の 3コー
スでは「選択必修科目Ⅰ」のうち語学科目４単位以上と講義科目８単位
以上の計１２単位以上修得し、また「選択必修科目Ⅱ」を１２単位以上
修得しなければならない。
　「中国語・中国哲学文学コース」では「選択必修科目Ⅰ」のうち語学科
目４単位以上と講義科目１０単位以上の計１４単位以上を修得し、また
「選択必修科目Ⅱ」を６単位以上修得しなければならない。
　選択必修科目の必要修得単位数はコースによってҟなるので、注意が
必要である。

　各コースの選択科目を履修かつ修得した場合、その科目の単位数は、
卒業単位として算入する。

　科目によっては集中講義となる場合や第１部時間帯のみ開講する場合、
また別途費用が必要となる場合があるので、「シラバス（講義要項）」等
で十分に確認したうえで履修すること。

専 門 科 目

必修科目

選択必修科目

選択科目

実技講義科目および海外研修
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◇通年履修科目
　下記科目は通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、A・Bセットで履修すること。

◇第１部時間帯のみでの開講科目
　下記科目は第１部時間帯のみの開講となる。
　履修を希望する場合は第１部時間割を参照すること。

＜科目の開講について＞

中 国 学 概 論 Ａ⑵
中 国 学 概 論 Ｂ⑵
中 国 文 献 学 Ａ⑵
中 国 文 献 学 Ｂ⑵
中 国 哲 学 史 Ａ⑵
中 国 哲 学 史 Ｂ⑵
中 国 文 学 史 Ａ⑵
中 国 文 学 史 Ｂ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵
中 国 学 研 究 法 Ａ⑵
中 国 学 研 究 法 Ｂ⑵
中 国 史 概 論 Ａ⑵
中 国 史 概 論 Ｂ⑵
日 本 漢 学 Ａ⑵
日 本 漢 学 Ｂ⑵
中 国 文 字 学 Ａ⑵
中 国 文 字 学 Ｂ⑵

中 国 哲 学 講 読 Ａ⑵
中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑵
中 国 文 学 講 読 Ａ⑵
中 国 文 学 講 読 Ｂ⑵
中 国 哲 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵
中 国 哲 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
中 国 文 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵
中 国 文 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
中 国 文 化 史 Ａ⑵
中 国 文 化 史 Ｂ⑵
中 国 語 Ⅳ Ａ⑴
中 国 語 Ⅳ Ｂ⑴
中 国 語 Ⅴ Ａ⑴
中 国 語 Ⅴ Ｂ⑴
中 国 語 Ⅵ Ａ⑴
中 国 語 Ⅵ Ｂ⑴
中 国 語 Ⅶ Ａ⑴
中 国 語 Ⅶ Ｂ⑴

サンスクリット語ⅡＡ⑴
サンスクリット語ⅡＢ⑴
パ ー リ 語 Ａ⑴
パ ー リ 語 Ｂ⑴
チ ベ ッ ト 語 Ａ⑴
チ ベ ッ ト 語 Ｂ⑴
宗 教 学 概 論 Ａ⑵
宗 教 学 概 論 Ｂ⑵

古 文 書 学 Ⅰ⑷
韓 国 語 Ａ⑴
韓 国 語 Ｂ⑴
ヒ ン デ ィ ー 語 Ａ⑴
ヒ ン デ ィ ー 語 Ｂ⑴
イ ス ラ ー ム 概 論⑵
キ リ ス ト 教 概 論⑵
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◇隔年開講科目
　下記科目は隔年で開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。

◇第 1部・第２部いずれかの時間帯で開講する科目
　下記科目は、第 1部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

　東洋思想文化学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した場合、
その科目の単位数は、卒業単位としてࢉ入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修すること
ができる。

イ ン ド 現 代 思 想⑵
現 代 の イ ン ド⑵
仏 教 と 社 会 福 祉⑵
現 代 に 生 き る 仏 教⑵
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅰ Ａ⑵
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅱ Ａ⑵
イ ン ド 思 想 特 講 Ⅱ Ｂ⑵
韓 国 仏 教 史⑵
仏 教 思 想 特 講 Ⅰ Ａ⑵
仏 教 思 想 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
仏 教 思 想 特 講 Ⅱ Ａ⑵
仏 教 思 想 特 講 Ⅱ Ｂ⑵
中 国 語 Ⅳ Ａ⑴
中 国 語 Ⅳ Ｂ⑴

中 国 語 Ⅴ Ａ⑴
中 国 語 Ⅴ Ｂ⑴
中 国 語 Ⅵ Ａ⑴
中 国 語 Ⅵ Ｂ⑴
中 国 語 Ⅶ Ａ⑴
中 国 語 Ⅶ Ｂ⑴
東洋芸術文化特講ⅠＡ⑵
東洋芸術文化特講ⅠＢ⑵
東洋芸術文化特講ⅡＡ⑵
東洋芸術文化特講ⅡＢ⑵
神 道 史 Ａ⑵
神 道 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 思 想 Ａ⑵
近 世 日 本 思 想 Ｂ⑵

韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵
教 職 国 語（古 典）Ａ⑵
教 職 国 語（古 典）Ｂ⑵
教職国語（現代文）Ａ⑵
教職国語（現代文）Ｂ⑵

中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵
東 洋 の 身 体 論⑵
近 代 化 と 東 洋⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

教 職 科 目
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　別（p. １９８）に定める他学部他学科開放科目を履修かつ修得した場合、
その科目の単位数は、卒業単位として算入する。

　東洋思想文化学科教育課程表にない科目で、なおかつ、前項の他学部
他学科開放科目（専門開放科目）として提示されていない科目の履修を
希望する場合は、履修する学部学科の配当学年にしたがい、担当教員の
許可を得て、卒業単位にならない自由科目として履修することができる。
ただし、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することはでき
ない。なお、以下の科目も履修できないので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第１部開講の科目（第２部の教育課程表に掲載されていない科目）
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

他学部他学科開放科目

自 由 科 目
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◇東洋思想文化学科第 1部・第 2部間相互聴講制度による相互聴講科目
　東洋思想文化学科第 1部・第 2部間でのみ相互聴講を認める。
　履修条件は、以下の通りである。

（1） 以下の第１部東洋思想文化学科提供科目群のうち、卒業までに４０単位を超えて履修かつ修得する
ことはできない。

（2）科目提供主体（第１部）の学年配当にしたがって履修しなければならない。
（3）年間履修最高単位数（４８単位）に算入する。
（4）履修かつ修得した単位は、専門科目として、卒業単位に算入する。
（5）履修方法
　　第１部提供科目の履修を希望する場合は、第２部の科目と同様に履修登録をすること。

（6）対象科目（第１部東洋思想文化学科提供科目群）

※ 「中国史概論A」「中国史概論B」の第１部の科目名称は、「中国史概説A」「中国史概説B」になるので、
第１部時限帯で履修を希望する場合は注意すること。

　 なお、第１部時限帯の「中国史概説Ａ」「中国史概説Ｂ」を履修かつ修得した場合は、「中国史概論Ａ」「中
国史概論Ｂ」に読み替え修得したこととする。

イ ン ド 思 想 史 Ａ⑵
イ ン ド 思 想 史 Ｂ⑵
インド古典思想概論Ａ⑵
インド古典思想概論Ｂ⑵
ヒ ン ド ゥ ー 教 概 論 Ａ⑵
ヒ ン ド ゥ ー 教 概 論 Ｂ⑵
仏 教 思 想 概 論 Ａ⑵
仏 教 思 想 概 論 Ｂ⑵
イ ン ド 仏 教 史 Ａ⑵
イ ン ド 仏 教 史 Ｂ⑵
中 国 仏 教 史 Ａ⑵
中 国 仏 教 史 Ｂ⑵
日 本 仏 教 史 Ａ⑵
日 本 仏 教 史 Ｂ⑵
中 国 史 概 説 Ａ⑵
中 国 史 概 説 Ｂ⑵
イ ン ド 文 化 概 論 Ａ⑵
イ ン ド 文 化 概 論 Ｂ⑵
中 国 文 化 史 Ａ⑵
中 国 文 化 史 Ｂ⑵

インド・仏教の美術Ａ⑵
インド・仏教の美術Ｂ⑵
中 国 の 美 術 Ａ⑵
中 国 の 美 術 Ｂ⑵
日 本 漢 学 Ａ⑵
日 本 漢 学 Ｂ⑵
中 国 哲 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵
中 国 哲 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
中 国 文 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵
中 国 文 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
チ ベ ッ ト 仏 教 史⑵
中 国 哲 学 講 読 Ａ⑴
中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑴
中 国 文 学 講 読 Ａ⑴
中 国 文 学 講 読 Ｂ⑴
東 西 交 渉 文 化 史 Ａ⑵
東 西 交 渉 文 化 史 Ｂ⑵
中 国 文 字 学 Ａ⑵
中 国 文 字 学 Ｂ⑵
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

16

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 Ａ⑵ 芸 術 学 Ａ⑵

哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 Ｂ⑵ 芸 術 学 Ｂ⑵

宗 教 学 ⅠＡ⑵ 宗 教 学 ⅡＡ⑵ 東 洋 思 想 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ａ⑵

宗 教 学 ⅠＢ⑵ 宗 教 学 ⅡＢ⑵ 東 洋 思 想 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵

自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵

環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵

環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵

自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 化 学 実 験 講 義 Ａ⑵

自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵

数理・情報実習講義Ａ⑵

数理・情報実習講義Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵ 日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵

百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵ 日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵

西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵ 地 域 史 Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵

西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵ 地 域 史 Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 法 学⑵ 政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵

経 済 学 Ｂ⑵ 日 本 国 憲 法⑵ 政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵

人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ཱྀ と 言 語⑵

人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 観 光 の 歴 史⑵

スポーツ・健康
ス ポ ー ツ 健 康 科 学 実 技 Ａ⑴ スポーツ健康科学講義Ⅰ⑵ スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵

ス ポ ー ツ 健 康 科 学 実 技 Ｂ⑴ スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵
情報 
教育 情 報 化 社 会 と 人 間⑵ コンピュータ・リテラシィＡ⑴ コンピュータ・リテラシィＢ⑴

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵

総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵

総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵

総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵

全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵

全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力 
科目

社会人基礎力入門講義⑵

社会人基礎力実践講義⑵

キャリアデベロップメント論⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別 
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

2014 年度入学生用�文学部第 2部東洋思想文化学科　教育課程表（共通総合科目）
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2014 年度入学生用�文学部第 2部東洋思想文化学科　教育課程表（文学部共通科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文

学

部

共

通

科

目

16

単

位

以

上

文学部教育 東洋大学・井上円了研究⑵ 伝 統 文 化 講 座⑵ 情 報 処 理 演 習 Ａ⑴ 情 報 処 理 演 習 Ｂ⑴

文
学
部
基
礎
専
門
科
目

生 涯 学 習 概 論 Ⅰ⑵ 特別支援教育概論Ⅰ⑵

英語圏文学文化と日本Ａ⑵ ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵ フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵ 日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵ ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵ フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵ 日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵ 家 族 心 理 学⑵ 家 庭 教 育 論⑵ 生 涯 学 習 概 論 Ⅱ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵ 児 童 文 化 研 究⑵ 女 性 問 題 と 学 習⑵ 特別支援教育概論Ⅱ⑵

児 童 文 学 Ａ⑵ 児 童 文 学 Ｂ⑵

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目　

8
単
位
以
上

英語

英 語ⅠＡＡ⑴ 英 語ⅡＡＡ⑴
英 語ⅠＡＢ⑴ 英 語ⅡＡＢ⑴
英 語ⅠＢＡ⑴ 英 語ⅡＢＡ⑴
英 語ⅠＢＢ⑴ 英 語ⅡＢＢ⑴

ドイツ語

ド イ ツ 語ⅠＡＡ⑴ ド イ ツ 語ⅡＡＡ⑴
ド イ ツ 語ⅠＡＢ⑴ ド イ ツ 語ⅡＡＢ⑴
ド イ ツ 語ⅠＢＡ⑴ ド イ ツ 語ⅡＢＡ⑴
ド イ ツ 語ⅠＢＢ⑴ ド イ ツ 語ⅡＢＢ⑴

フランス語

フ ラ ン ス 語ⅠＡＡ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＡＡ⑴
フ ラ ン ス 語ⅠＡＢ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＡＢ⑴
フ ラ ン ス 語ⅠＢＡ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＢＡ⑴
フ ラ ン ス 語ⅠＢＢ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＢＢ⑴

中国語

中 国 語ⅠＡＡ⑴ 中 国 語ⅡＡＡ⑴
中 国 語ⅠＡＢ⑴ 中 国 語ⅡＡＢ⑴
中 国 語ⅠＢＡ⑴ 中 国 語ⅡＢＡ⑴
中 国 語ⅠＢＢ⑴ 中 国 語ⅡＢＢ⑴

英語ⅠＡＡ・英語ⅠＡＢ・英語ⅠＢＡ・英語ⅠＢＢ必修、以外に太枠内の英語を含む１ヵ国語４科目４単位選択必修

諸
資
格
関
連
科
目

教 育 基 礎 論⑵
教 育 制 度 論⑵

社会教育計画論Ⅰ⑵　　社会教育計画論Ⅱ⑵　　視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵
図書館概論⑵　情報サービス論⑵　児童サービス論⑵　図書館制度・経営論⑵　図書館サービス概論⑵
情報サービス演習Ａ⑴　情報資源組織演習Ａ⑴　図書館情報資源概論⑵　情報資源組織論⑵　図書館情報技術論⑵
情報サービス演習Ｂ⑴　情報資源組織演習Ｂ⑴　図書館情報資源特論⑵　図書・図書館史⑵

学習指導と学校図書館⑵ 学校経営と学校図書館⑵ 学校図書館メディアの構成⑵
読書と豊かな人間性⑵ 情報メディアの活用⑵

キャリア教育
キ ャ リ ア 支 援 Ⅰ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅰ⑵
キ ャ リ ア 支 援 Ⅱ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅱ⑵
イ ン タ ー ン シ ッ プ⑵ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動⑵

※ 2年次のコース分けで中国語・中国哲学文学コースを選択することを希望している場合は、「英語
ⅠＡＡ」・「英語ⅠＡＢ」・「英語ⅠＢＡ」・「英語ⅠＢＢ」以外に、「中国語ⅠＡＡ」・「中国語ⅠＡＢ」・「中
国語ⅠＢＡ」・「中国語ⅠＢＢ」を 1年次に履修することが望ましい。 
※中国語・中国哲学文学コースの外国学生（母国語・母語が中国語）は、英・独・仏から 1 ヶ国語 6
単位選択必修。
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専　

門　

科　

目　

74　

単　

位　

以　

上

必
修
科
目
34
単
位
以
上

各
コ
ー
ス
共
通

必
修
18
単
位

東洋思想文化への誘いＡ⑵ 東洋思想文化演習Ⅰ⑵ 東洋思想文化演習Ⅱ⑵ 卒 論 指 導⑵
東洋思想文化への誘いＢ⑵ 卒 業 論 文⑹
レポート・論文制作の技法⑵

コ
ー
ス
別

必
修
16
単
位
以
上

イ ン ド 思 想 史 Ａ⑵ イ ン ド 仏 教 史 Ａ⑵ インド古典思想概論Ａ⑵
イ ン ド 思 想 史 Ｂ⑵ イ ン ド 仏 教 史 Ｂ⑵ インド古典思想概論Ｂ⑵
ヒンドゥー教概論Ａ⑵ イ ン ド 文 化 概 論 Ａ⑵ インド・仏教の美術Ａ⑵
ヒンドゥー教概論Ｂ⑵ イ ン ド 文 化 概 論 Ｂ⑵ インド・仏教の美術Ｂ⑵
仏 教 思 想 概 論 Ａ⑵ 東 南 ア ジ ア 仏 教 史⑵
仏 教 思 想 概 論 Ｂ⑵

選
択
必
修
科
目
Ⅰ

12
単
位
以
上

講
義

科
目

イ ン ド 思 想 特 講 ⅠＡ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＡ⑵
イ ン ド 思 想 特 講 ⅠＢ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＢ⑵

実
技
講

義
科
目

写 経⑵ ヨ ー ガ⑵ 坐 禅⑵ 仏 教 の 芸 能⑵
イ ン ド 舞 踊⑵ 日 本 の 宗 教 を 歩 く⑵

実
技
科
目

書 道 ⅠＡ⑴ 書 道 ⅡＡ⑴ 書 道 ⅣＡ⑴    創 作 書 道 Ａ⑴
書 道 ⅠＢ⑴ 書 道 ⅡＢ⑴ 書 道 ⅣＢ⑴  創 作 書 道 Ｂ⑴

書 道 ⅢＡ⑴
書 道 ⅢＢ⑴

選　

択　

必　

修　

科　

目　

Ⅱ　

12　

単　

位　

以　

上

語　

学　

科　

目

基 礎 中 国 語 Ａ⑴ サンスクリット語ⅠＡ⑴ パ ー リ 語 Ａ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語 Ａ⑴
基 礎 中 国 語 Ｂ⑴ サンスクリット語ⅠＢ⑴ パ ー リ 語 Ｂ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語 Ｂ⑴

チ ベ ッ ト 語 Ａ⑴ 仏 教 漢 文 Ａ⑴ 中 国 語 ⅣＡ⑴
チ ベ ッ ト 語 Ｂ⑴ 仏 教 漢 文 Ｂ⑴ 中 国 語 ⅣＢ⑴
中 国 語 ⅤＡ⑴ 中 国 語 ⅥＡ⑴ 中 国 語 ⅦＡ⑴
中 国 語 ⅤＢ⑴ 中 国 語 ⅥＢ⑴ 中 国 語 ⅦＢ⑴
中 国 語 学 演 習 Ａ⑴ 韓 国 語 Ａ⑴
中 国 語 学 演 習 Ｂ⑴ 韓 国 語 Ｂ⑴

サンスクリット語ⅡＡ⑴ 
サンスクリット語ⅡＢ⑴

講　

義　

科　

目

宗教をめぐる諸問題Ａ⑵ 宗 教 学 概 論 Ａ⑵ 東 洋 の 身 体 論⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
宗教をめぐる諸問題Ｂ⑵ 宗 教 学 概 論 Ｂ⑵ 近 代 化 と 東 洋⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
中国文学文化と日本Ａ⑵ 比較文学文化概説Ａ⑵ 日本文学文化概説Ａ⑵ 古 文 書 学 Ⅰ⑷
中国文学文化と日本Ｂ⑵ 比較文学文化概説Ｂ⑵ 日本文学文化概説Ｂ⑵
哲 学 概 論 Ａ⑵ 倫 理 学 概 論 Ａ⑵  心 理 学 概 論 Ａ⑵ キ リ ス ト 教 概 論⑵
哲 学 概 論 Ｂ⑵ 倫 理 学 概 論 Ｂ⑵  心 理 学 概 論 Ｂ⑵ イ ス ラ ー ム 概 論⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵ 仏 教 と 社 会 福 祉⑵ 中 国 学 研 究 法 Ａ⑵ 漢 文 訓 読 法⑵
現 代 の イ ン ド⑵ 現 代 に 生 き る 仏 教⑵ 中 国 学 研 究 法 Ｂ⑵
書 道 史 Ａ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅠＡ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅡＡ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＡ⑵
書 道 史 Ｂ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅠＢ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅡＢ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＢ⑵

中 国 文 学 特 講 ⅠＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅠＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅡＡ⑵
中 国 文 学 特 講 ⅠＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅠＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅡＢ⑵
東 西 交 渉 文 化 史 Ａ⑵ 中 国 学 概 論 Ａ⑵
東 西 交 渉 文 化 史 Ｂ⑵ 中 国 学 概 論 Ｂ⑵
中 国 史 概 論 Ａ⑵ 中 国 文 献 学 Ａ⑵ 中 国 文 字 学 Ａ⑵
中 国 史 概 論 Ｂ⑵ 中 国 文 献 学 Ｂ⑵ 中 国 文 字 学 Ｂ⑵
中 国 文 化 史 Ａ⑵ 中 国 の 美 術 Ａ⑵ 中 国 仏 教 史 Ａ⑵
中 国 文 化 史 Ｂ⑵ 中 国 の 美 術 Ｂ⑵ 中 国 仏 教 史 Ｂ⑵
中 国 哲 学 史 Ａ⑵ 中 国 文 学 史 Ａ⑵ 中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵
中 国 哲 学 史 Ｂ⑵ 中 国 文 学 史 Ｂ⑵ 中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵
中 国 哲 学 講 読 Ａ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ａ⑴ 韓 国 仏 教 史⑵
中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ｂ⑴ チ ベ ッ ト 仏 教 史⑵
日 本 漢 学 Ａ⑵ 日 本 仏 教 史 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵

（次ページに続く）

2014 年度入学生用�文学部第 2部東洋思想文化学科　インド思想コース　教育課程表（専門科目）
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専
門
科
目
74
単
位
以
上

選
択
必
修
科
目
Ⅱ
12
単
位
以
上

講　

義　

科　

目

日 本 漢 学 Ｂ⑵ 日 本 仏 教 史 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵
神 道 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 思 想 Ａ⑵ 比 較 宗 教 Ａ⑵
神 道 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 思 想 Ｂ⑵ 比 較 宗 教 Ｂ⑵
宗 教 社 会 学 Ａ⑵ 日 本 民 俗 学 Ａ⑵
宗 教 社 会 学 Ｂ⑵ 日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

書 論 Ａ⑵
書 論 Ｂ⑵

海外研修
海 外 文 化 研 修 Ⅰ⑵
海 外 文 化 研 修 Ⅱ⑵

選択科目

古 典 文 法 Ａ⑵
古 典 文 法 Ｂ⑵

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近現代日本文学史Ａ⑵ 
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近現代日本文学史Ｂ⑵
日 本 語 概 説 Ａ⑵ 作家作品研究（上代）Ａ⑵ 作家作品研究（中古）Ａ⑵ 作家作品研究（中世）Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵ 作家作品研究（上代）Ｂ⑵ 作家作品研究（中古）Ｂ⑵ 作家作品研究（中世）Ｂ⑵
作家作品研究（近世）Ａ⑵ 作家作品研究（近現代）Ａ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ａ⑵ 教職国語（現代文）Ａ⑵
作家作品研究（近世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近現代）Ｂ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ｂ⑵ 教職国語（現代文）Ｂ⑵ 

他学部他学科開放科目 科目は別表に記載 

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３．科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４．４年次の ｢卒業論文｣ ｢卒論指導｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以

下の卒業見込みの学生に限る。
　　　５．「創作書道 A」「創作書道 B」の履修は「書道Ⅲ A」と「書道Ⅲ B」または「書道Ⅳ A」と「書

道Ⅳ B」の単位を修得した学生に限る。
　　　６．「教職国語（現代文）A」「教職国語（現代文）B」「教職国語（古典）A」「教職国語（古典）B」は、

中学・高校国語科教員として教壇に立つことを想定し、それに必要な教養・文法理解・読解力を
養うための科目である。ただし、教育職員免許状を取得するために必要な科目に該当しないので
注意すること。



164

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専
門
科
目
74
単
位
以
上

必
修
科
目
54
単
位

各
コ
ー
ス
共
通
必

修
18
単
位

東洋思想文化への誘いＡ⑵ 東洋思想文化演習Ⅰ⑵ 東洋思想文化演習Ⅱ⑵ 卒 論 指 導⑵
東洋思想文化への誘いＢ⑵ 卒 業 論 文⑹
レポート・論文制作の技法⑵

コ
ー
ス
別

必
修
36
単
位

基 礎 中 国 語 Ａ⑴ 中 国 学 概 論 Ａ⑵ 中 国 文 献 学 Ａ⑵ 中 国 文 学 史 Ａ⑵
基 礎 中 国 語 Ｂ⑴ 中 国 学 概 論 Ｂ⑵ 中 国 文 献 学 Ｂ⑵ 中 国 文 学 史 Ｂ⑵

中 国 哲 学 史 Ａ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＡ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅠＡ⑵
中 国 哲 学 史 Ｂ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＢ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅠＢ⑵
中 国 哲 学 講 読 Ａ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ａ⑴
中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ｂ⑴

漢 文 訓 読 法⑵ 中 国 学 研 究 法 Ａ⑵ 中 国 学 研 究 法 Ｂ⑵

選
択
必
修
科
目
Ⅰ

14
単
位
以
上

語
学
科
目

４
単
位
以
上

中 国 語 ⅣＡ⑴ 中 国 語 ⅤＡ⑴ 中 国 語 ⅥＡ⑴
中 国 語 ⅣＢ⑴ 中 国 語 ⅤＢ⑴ 中 国 語 ⅥＢ⑴
中 国 語 ⅦＡ⑴ 中 国 語 学 演 習 Ａ⑴
中 国 語 ⅦＢ⑴ 中 国 語 学 演 習 Ｂ⑴

講
義
科
目

10
単
位
以
上

中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵ 中 国 文 化 史 Ａ⑵ 中 国 文 字 学 Ａ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵ 中 国 文 化 史 Ｂ⑵ 中 国 文 字 学 Ｂ⑵
中 国 史 概 論 Ａ⑵ 日 本 漢 学 Ａ⑵ 日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
中 国 史 概 論 Ｂ⑵ 日 本 漢 学 Ｂ⑵ 日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵

選
択
必
修
科
目
Ⅱ
６
単
位
以
上

講　

義　

科　

目

宗教をめぐる諸問題Ａ⑵ 宗 教 学 概 論 Ａ⑵ 東 洋 の 身 体 論⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
宗教をめぐる諸問題Ｂ⑵ 宗 教 学 概 論 Ｂ⑵ 近 代 化 と 東 洋⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
中国文学文化と日本Ａ⑵ 比較文学文化概説Ａ⑵ 日本文学文化概説Ａ⑵ 古 文 書 学 Ⅰ⑷
中国文学文化と日本Ｂ⑵ 比較文学文化概説Ｂ⑵ 日本文学文化概説Ｂ⑵
哲 学 概 論 Ａ⑵ 倫 理 学 概 論 Ａ⑵  心 理 学 概 論 Ａ⑵ キ リ ス ト 教 概 論⑵
哲 学 概 論 Ｂ⑵ 倫 理 学 概 論 Ｂ⑵  心 理 学 概 論 Ｂ⑵ イ ス ラ ー ム 概 論⑵
仏 教 と 社 会 福 祉⑵ 日 本 語 概 説 Ａ⑵ 日 本 史 Ａ⑵ 古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
現 代 に 生 き る 仏 教⑵ 日 本 語 概 説 Ｂ⑵ 日 本 史 Ｂ⑵ 古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近現代日本文学史Ａ⑵ 作家作品研究（上代）Ａ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近現代日本文学史Ｂ⑵ 作家作品研究（上代）Ｂ⑵
作家作品研究（中古）Ａ⑵ 作家作品研究（中世）Ａ⑵ 作家作品研究（近世）Ａ⑵ 作家作品研究（近現代）Ａ⑵
作家作品研究（中古）Ｂ⑵ 作家作品研究（中世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近現代）Ｂ⑵
教 職 国 語（古 典） Ａ⑵ 教職国語（現代文）Ａ⑵
教 職 国 語（古 典） Ｂ⑵ 教職国語（現代文）Ｂ⑵ 
書 道 史 Ａ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ａ⑵ イ ン ド 文 化 概 論 Ａ⑵ イ ン ド 思 想 史 Ａ⑵
書 道 史 Ｂ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ｂ⑵ イ ン ド 文 化 概 論 Ｂ⑵ イ ン ド 思 想 史 Ｂ⑵

イ ン ド 仏 教 史 Ａ⑵ インド古典思想概論Ａ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ａ⑵
イ ン ド 仏 教 史 Ｂ⑵ インド古典思想概論Ｂ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ｂ⑵
ヒンドゥー教概論Ａ⑵ インド・仏教の美術Ａ⑵ 東 南 ア ジ ア 仏 教 史⑵
ヒンドゥー教概論Ｂ⑵ インド・仏教の美術Ｂ⑵ チ ベ ッ ト 仏 教 史⑵
中 国 の 美 術 Ａ⑵ 中 国 仏 教 史 Ａ⑵ 韓 国 仏 教 史⑵
中 国 の 美 術 Ｂ⑵ 中 国 仏 教 史 Ｂ⑵
日 本 仏 教 史 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵ 神 道 史 Ａ⑵
日 本 仏 教 史 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 神 道 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 思 想 Ａ⑵ 比 較 宗 教 Ａ⑵ 宗 教 社 会 学 Ａ⑵
近 世 日 本 思 想 Ｂ⑵ 比 較 宗 教 Ｂ⑵ 宗 教 社 会 学 Ｂ⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵ 仏 教 漢 文 Ａ⑴ 日 本 語 史 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵ 仏 教 漢 文 Ｂ⑴ 日 本 語 史 Ｂ⑵
現 代 語 文 法 Ａ⑵ 古 典 文 法 Ａ⑵
現 代 語 文 法 Ｂ⑵ 古 典 文 法 Ｂ⑵

書 論 Ａ⑵
書 論 Ｂ⑵

実
技
科
目

書 道 ⅠＡ⑴ 書 道 ⅡＡ⑴ 書 道 ⅣＡ⑴    創 作 書 道 Ａ⑴
書 道 ⅠＢ⑴ 書 道 ⅡＢ⑴ 書 道 ⅣＢ⑴  創 作 書 道 Ｂ⑴

書 道 ⅢＡ⑴
書 道 ⅢＢ⑴

教職科目

国 語 科 教 育 論 Ⅰ⑵ 国 語 科 指 導 法 Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵
国 語 科 教 育 論 Ⅱ⑵ 国 語 科 指 導 法 Ⅱ⑵

書 道 科 指 導 法 Ⅰ⑵
書 道 科 指 導 法 Ⅱ⑵

他学部他学科開放科目 科目は別表に記載

（次ページに続く）

2014 年度入学生用�文学部第 2部東洋思想文化学科　中国語・中国哲学文学コース　教育課程表（専門科目）
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備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３．科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４．中国語が母国語・母語の外国学生は、必修科目の「基礎中国語 A」「基礎中国語 B」、選択必修科

目 I の語学科目 4 単位の代わりとして、文学部共通科目国際コミュニケーション科目のうち 1・2
年次の英語・ドイツ語・フランス語から 1 ヶ国語 6 単位を選択必修とする。

　　　５．「国語科教育論Ⅰ」「国語科教育論Ⅱ」「国語科指導法 I」「国語科指導法 II」「書道科指導法 I」「書
道科指導法 II」「教職実践演習（中・高）」については、教職課程履修者に限り、履修することが
できる。

　　　６．４年次の ｢卒業論文｣ ｢卒論指導｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以
下の卒業見込みの学生に限る。

　　　７．「創作書道 A」「創作書道 B」の履修は「書道Ⅲ A」と「書道Ⅲ B」または「書道Ⅳ A」と「書道
Ⅳ B」の単位を修得した学生に限る。

　　　８．「教職国語（現代文）A」「教職国語（現代文）B」「教職国語（古典）A」「教職国語（古典）B」は、
中学・高校国語科教員として教壇に立つことを想定し、それに必要な教養・文法理解・読解力を
養うための科目である。ただし、教育職員免許状を取得するために必要な科目に該当しないので
注意すること。
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専　

門　

科　

目　

74　

単　

位　

以　

上

必
修
科
目
48
単
位

各
コ
ー
ス
共
通

必
修
18
単
位

東洋思想文化への誘いＡ⑵ 東洋思想文化演習Ⅰ⑵ 東洋思想文化演習Ⅱ⑵ 卒 論 指 導⑵
東洋思想文化への誘いＢ⑵ 卒 業 論 文⑹
レポート・論文制作の技法⑵

コ
ー
ス
別
必
修
30
単
位

イ ン ド 仏 教 史 Ａ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ａ⑵ 中 国 仏 教 史 Ａ⑵
イ ン ド 仏 教 史 Ｂ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ｂ⑵ 中 国 仏 教 史 Ｂ⑵
日 本 仏 教 史 Ａ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ａ⑵ イ ン ド 思 想 史 Ａ⑵
日 本 仏 教 史 Ｂ⑵ 東 西 交 渉 文 化 史 Ｂ⑵ イ ン ド 思 想 史 Ｂ⑵
比 較 宗 教 Ａ⑵ チ ベ ッ ト 仏 教 史⑵
比 較 宗 教 Ｂ⑵

選
択
必
修
科
目
Ⅰ
12
単
位
以
上

講
義

科
目

仏 教 思 想 特 講 ⅠＡ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅡＡ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅠＢ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅡＢ⑵

実
技
講

義
科
目

写 経⑵ ヨ ー ガ⑵ 坐 禅⑵ 仏 教 の 芸 能⑵
イ ン ド 舞 踊⑵ 日 本 の 宗 教 を 歩 く⑵

実
技
科
目

書 道 ⅠＡ⑴ 書 道 ⅡＡ⑴ 書 道 ⅣＡ⑴   創 作 書 道 Ａ⑴
書 道 ⅠＢ⑴ 書 道 ⅡＢ⑴ 書 道 ⅣＢ⑴  創 作 書 道 Ｂ⑴

書 道 ⅢＡ⑴
書 道 ⅢＢ⑴

選　

択　

必　

修　

科　

目　

Ⅱ　

12　

単　

位　

以　

上

語　

学　

科　

目

基 礎 中 国 語 Ａ⑴ サンスクリット語ⅠＡ⑴ パ ー リ 語 Ａ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語 Ａ⑴
基 礎 中 国 語 Ｂ⑴ サンスクリット語ⅠＢ⑴ パ ー リ 語 Ｂ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語 Ｂ⑴

チ ベ ッ ト 語 Ａ⑴ 仏 教 漢 文 Ａ⑴ 中 国 語 ⅣＡ⑴
チ ベ ッ ト 語 Ｂ⑴ 仏 教 漢 文 Ｂ⑴ 中 国 語 ⅣＢ⑴
中 国 語 ⅤＡ⑴ 中 国 語 Ⅵ Ａ⑴ 中 国 語 ⅦＡ⑴
中 国 語 ⅤＢ⑴ 中 国 語 Ⅵ Ｂ⑴ 中 国 語 ⅦＢ⑴
中 国 語 学 演 習 Ａ⑴ 韓 国 語 Ａ⑴
中 国 語 学 演 習 Ｂ⑴ 韓 国 語 Ｂ⑴

サンスクリット語ⅡＡ⑴
サンスクリット語ⅡＢ⑴

講　

義　

科　

目

宗教をめぐる諸問題Ａ⑵ 宗 教 学 概 論 Ａ⑵ 東 洋 の 身 体 論⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
宗教をめぐる諸問題Ｂ⑵ 宗 教 学 概 論 Ｂ⑵ 近 代 化 と 東 洋⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
中国文学文化と日本Ａ⑵ 比較文学文化概説Ａ⑵ 日本文学文化概説Ａ⑵ 古 文 書 学 Ⅰ⑷
中国文学文化と日本Ｂ⑵ 比較文学文化概説Ｂ⑵ 日本文学文化概説Ｂ⑵
哲 学 概 論 Ａ⑵ 倫 理 学 概 論 Ａ⑵  心 理 学 概 論 Ａ⑵ キ リ ス ト 教 概 論⑵
哲 学 概 論 Ｂ⑵ 倫 理 学 概 論 Ｂ⑵  心 理 学 概 論 Ｂ⑵ イ ス ラ ー ム 概 論⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵ 仏 教 と 社 会 福 祉⑵ 中 国 学 研 究 法 Ａ⑵ 漢 文 訓 読 法⑵
現 代 の イ ン ド⑵ 現 代 に 生 き る 仏 教⑵ 中 国 学 研 究 法 Ｂ⑵
書 道 史 Ａ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅠＡ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＡ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＡ⑵
書 道 史 Ｂ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅠＢ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＢ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＢ⑵

中 国 文 学 特 講 ⅠＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅠＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅡＡ⑵
中 国 文 学 特 講 ⅠＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅠＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅡＢ⑵
イ ン ド 文 化 概 論 Ａ⑵ インド・仏教の美術Ａ⑵ インド古典思想概論Ａ⑵
イ ン ド 文 化 概 論 Ｂ⑵ インド・仏教の美術Ｂ⑵ インド古典思想概論Ｂ⑵
ヒンドゥー教概論Ａ⑵ 中 国 学 概 論 Ａ⑵ 中 国 史 概 論 Ａ⑵
ヒンドゥー教概論Ｂ⑵ 中 国 学 概 論 Ｂ⑵ 中 国 史 概 論 Ｂ⑵
中 国 文 献 学 Ａ⑵ 中 国 文 字 学 Ａ⑵ 中 国 文 化 史 Ａ⑵
中 国 文 献 学 Ｂ⑵ 中 国 文 字 学 Ｂ⑵ 中 国 文 化 史 Ｂ⑵
中 国 の 美 術 Ａ⑵ 中 国 哲 学 史 Ａ⑵ 中 国 文 学 史 Ａ⑵
中 国 の 美 術 Ｂ⑵ 中 国 哲 学 史 Ｂ⑵ 中 国 文 学 史 Ｂ⑵
中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵ 中 国 哲 学 講 読 Ａ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ａ⑴
中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵ 中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ｂ⑴
韓 国 仏 教 史⑵ 日 本 漢 学 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵

（次ページに続く）

2014 年度入学生用�文学部第 2部東洋思想文化学科　仏教思想コース　教育課程表（専門科目）
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専　

門　

科　

目　

74　

単　

位　

以　

上

選
択
必
修
科
目
Ⅱ
12
単
位
以
上

講　

義　

科　

目

東 南 ア ジ ア 仏 教 史⑵ 日 本 漢 学 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵
神 道 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 思 想 Ａ⑵
神 道 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 思 想 Ｂ⑵
宗 教 社 会 学 Ａ⑵ 日 本 民 俗 学 Ａ⑵
宗 教 社 会 学 Ｂ⑵ 日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

書 論 Ａ⑵
書 論 Ｂ⑵

ւ
֎

ݚ
修

海 外 文 化 研 修 Ⅰ⑵
海 外 文 化 研 修 Ⅱ⑵

選択科目

古 典 文 法 Ａ⑵
古 典 文 法 Ｂ⑵

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近現代日本文学史Ａ⑵ 
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近現代日本文学史Ｂ⑵
日 本 語 概 説 Ａ⑵ 作家作品研究（上代）Ａ⑵ 作家作品研究（中古）Ａ⑵ 作家作品研究（中世）Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵ 作家作品研究（上代）Ｂ⑵ 作家作品研究（中古）Ｂ⑵ 作家作品研究（中世）Ｂ⑵
作家作品研究（近世）Ａ⑵ 作家作品研究（近現代）Ａ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ａ⑵ 教職国語（現代文）Ａ⑵
作家作品研究（近世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近現代）Ｂ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ｂ⑵ 教職国語（現代文）Ｂ⑵ 

教職科目

日 本 史 Ａ⑵ 外 国 史 Ａ⑵ 地 誌 学 Ａ⑵ 自 然 地 理 学 Ａ⑵
日 本 史 Ｂ⑵ 外 国 史 Ｂ⑵ 地 誌 学 Ｂ⑵ 自 然 地 理 学 Ｂ⑵
人 文 地 理 学 Ａ⑵
人 文 地 理 学 Ｂ⑵

国 際 法 Ａ⑵ 社 会・ 地 歴 指 導 法 Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵
国 際 法 Ｂ⑵ 社 会・ 地 歴 指 導 法 Ⅱ⑵
政 治 学 原 論 Ａ⑵ 社 会・ 公 民 指 導 法 Ⅰ⑵
政 治 学 原 論 Ｂ⑵ 社 会・ 公 民 指 導 法 Ⅱ⑵

他学部他学科開放科目 科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３．科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４．「社会・地歴指導法Ⅰ」「社会・地歴指導法Ⅱ」「社会・公民指導法Ⅰ」「社会・公民指導法Ⅱ」「教

職実践演習（中・高）」については、教職課程履修者に限り、履修することができる。
　　　５．４年次の ｢卒業論文｣ ｢卒論指導｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以

下の卒業見込みの学生に限る。
　　　６．「創作書道 A」「創作書道 B」の履修は「書道Ⅲ A」と「書道Ⅲ B」または「書道Ⅳ A」と「書道

Ⅳ B」の単位を修得した学生に限る。
　　　７．「教職国語（現代文）A」「教職国語（現代文）B」「教職国語（古典）A」「教職国語（古典）B」は、

中学・高校国語科教員として教壇に立つことを想定し、それに必要な教養・文法理解・読解力を
養うための科目である。ただし、教育職員免許状を取得するために必要な科目に該当しないので
注意すること。



168

2014 年度入学生用�文学部第 2部東洋思想文化学科　東洋芸術文化コース　教育課程表（専門科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専　

門　

科　

目　

74　

単　

位　

以　

上

必
修
科
目
34
単
位
以
上

各
コ
ー
ス
共
通

必
修
18
単
位

東洋思想文化への誘いＡ⑵ 東洋思想文化演習Ⅰ⑵ 東洋思想文化演習Ⅱ⑵ 卒 論 指 導⑵
東洋思想文化への誘いＢ⑵ 卒 業 論 文⑹
レポート・論文制作の技法⑵

コ
ー
ス
別

必
修
16
単
位
以
上

イ ン ド 文 化 概 論 Ａ⑵ インド・仏教の美術Ａ⑵ 中 国 の 美 術 Ａ⑵
イ ン ド 文 化 概 論 Ｂ⑵ インド・仏教の美術Ｂ⑵ 中 国 の 美 術 Ｂ⑵
日 本 の 美 術 Ａ⑵ イ ン ド 思 想 史 Ａ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ａ⑵
日 本 の 美 術 Ｂ⑵ イ ン ド 思 想 史 Ｂ⑵ 仏 教 思 想 概 論 Ｂ⑵
中 国 哲 学 史 Ａ⑵ チ ベ ッ ト 仏 教 史⑵
中 国 哲 学 史 Ｂ⑵

選
択
必
修
科
目
Ⅰ

12
単
位
以
上

講
義

科
目

東洋芸術文化特講ⅠＡ⑵ 東洋芸術文化特講ⅡＡ⑵
東洋芸術文化特講ⅠＢ⑵ 東洋芸術文化特講ⅡＢ⑵

実
技
講

義
科
目

写 経⑵ ヨ ー ガ⑵ 坐 禅⑵ 仏 教 の 芸 能⑵
イ ン ド 舞 踊⑵ 日 本 の 宗 教 を 歩 く⑵

実
技
科
目

書 道 ⅠＡ⑴ 書 道 ⅡＡ⑴ 書 道 Ⅳ Ａ⑴    創 作 書 道 Ａ⑴
書 道 ⅠＢ⑴ 書 道 ⅡＢ⑴ 書 道 Ⅳ Ｂ⑴  創 作 書 道 Ｂ⑴

書 道 ⅢＡ⑴ 
書 道 ⅢＢ⑴

選　

択　

必　

修　

科　

目　

Ⅱ　

12　

単　

位　

以　

上

語　

学　

科　

目

基 礎 中 国 語 Ａ⑴ サンスクリット語ⅠＡ⑴ パ ー リ 語 Ａ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語 Ａ⑴
基 礎 中 国 語 Ｂ⑴ サンスクリット語ⅠＢ⑴ パ ー リ 語 Ｂ⑴ ヒ ン デ ィ ー 語 Ｂ⑴

チ ベ ッ ト 語 Ａ⑴ 仏 教 漢 文 Ａ⑴ 中 国 語 ⅣＡ⑴
チ ベ ッ ト 語 Ｂ⑴ 仏 教 漢 文 Ｂ⑴ 中 国 語 ⅣＢ⑴
中 国 語 ⅤＡ⑴ 中 国 語 Ⅵ Ａ⑴ 中 国 語 ⅦＡ⑴
中 国 語 ⅤＢ⑴ 中 国 語 Ⅵ Ｂ⑴ 中 国 語 ⅦＢ⑴
中 国 語 学 演 習 Ａ⑴ 韓 国 語 Ａ⑴
中 国 語 学 演 習 Ｂ⑴ 韓 国 語 Ｂ⑴

サンスクリット語ⅡＡ⑴ 
サンスクリット語ⅡＢ⑴

講　

義　

科　

目

宗教をめぐる諸問題Ａ⑵ 宗 教 学 概 論 Ａ⑵ 東 洋 の 身 体 論⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
宗教をめぐる諸問題Ｂ⑵ 宗 教 学 概 論 Ｂ⑵ 近 代 化 と 東 洋⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
中国文学文化と日本Ａ⑵ 比較文学文化概説Ａ⑵ 日本文学文化概説Ａ⑵ 古 文 書 学 Ⅰ⑷
中国文学文化と日本Ｂ⑵ 比較文学文化概説Ｂ⑵ 日本文学文化概説Ｂ⑵
哲 学 概 論 Ａ⑵ 倫 理 学 概 論 Ａ⑵  心 理 学 概 論 Ａ⑵ キ リ ス ト 教 概 論⑵
哲 学 概 論 Ｂ⑵ 倫 理 学 概 論 Ｂ⑵  心 理 学 概 論 Ｂ⑵ イ ス ラ ー ム 概 論⑵
イ ン ド 現 代 思 想⑵ 仏 教 と 社 会 福 祉⑵ 中 国 学 研 究 法 Ａ⑵ 漢 文 訓 読 法⑵
現 代 の イ ン ド⑵ 現 代 に 生 き る 仏 教⑵ 中 国 学 研 究 法 Ｂ⑵
書 道 史 Ａ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅠＡ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＡ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅠＡ⑵
書 道 史 Ｂ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅠＢ⑵ イ ン ド 思 想 特 講 ⅡＢ⑵ 仏 教 思 想 特 講 ⅠＢ⑵

仏 教 思 想 特 講 ⅡＡ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＡ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅠＡ⑵
仏 教 思 想 特 講 ⅡＢ⑵ 中 国 哲 学 特 講 ⅠＢ⑵ 中 国 文 学 特 講 ⅠＢ⑵
東 西 交 渉 文 化 史 Ａ⑵ イ ン ド 仏 教 史 Ａ⑵ インド古典思想概論Ａ⑵
東 西 交 渉 文 化 史 Ｂ⑵ イ ン ド 仏 教 史 Ｂ⑵ インド古典思想概論Ｂ⑵
ヒンドゥー教概論Ａ⑵ 中 国 学 概 論 Ａ⑵ 中 国 史 概 論 Ａ⑵
ヒンドゥー教概論Ｂ⑵ 中 国 学 概 論 Ｂ⑵ 中 国 史 概 論 Ｂ⑵
中 国 文 献 学 Ａ⑵ 中 国 文 字 学 Ａ⑵ 中 国 文 化 史 Ａ⑵
中 国 文 献 学 Ｂ⑵ 中 国 文 字 学 Ｂ⑵ 中 国 文 化 史 Ｂ⑵
中 国 仏 教 史 Ａ⑵ 中 国 文 学 史 Ａ⑵ 中 国 現 代 文 学 史 Ａ⑵
中 国 仏 教 史 Ｂ⑵ 中 国 文 学 史 Ｂ⑵ 中 国 現 代 文 学 史 Ｂ⑵
中 国 哲 学 講 読 Ａ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ａ⑴ 韓 国 仏 教 史⑵
中 国 哲 学 講 読 Ｂ⑴ 中 国 文 学 講 読 Ｂ⑴ 東 南 ア ジ ア 仏 教 史⑵
日 本 漢 学 Ａ⑵ 日 本 仏 教 史 Ａ⑵ 神 道 史 Ａ⑵

（次ページに続く）
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専　

門　

科　

目　

74　

単　

位　

以　

上

選
択
必
修
科
目
Ⅱ
12
単
位
以
上

講　

義　

科　

目

日 本 漢 学 Ｂ⑵ 日 本 仏 教 史 Ｂ⑵ 神 道 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 思 想 Ａ⑵ 比 較 宗 教 Ａ⑵ 宗 教 社 会 学 Ａ⑵
近 世 日 本 思 想 Ｂ⑵ 比 較 宗 教 Ｂ⑵ 宗 教 社 会 学 Ｂ⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

書 論 Ａ⑵
書 論 Ｂ⑵

海外研修
海 外 文 化 研 修 Ⅰ⑵
海 外 文 化 研 修 Ⅱ⑵

選択科目

古 典 文 法 Ａ⑵
古 典 文 法 Ｂ⑵

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近現代日本文学史Ａ⑵ 
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近現代日本文学史Ｂ⑵
日 本 語 概 説 Ａ⑵ 作家作品研究（上代）Ａ⑵ 作家作品研究（中古）Ａ⑵ 作家作品研究（中世）Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵ 作家作品研究（上代）Ｂ⑵ 作家作品研究（中古）Ｂ⑵ 作家作品研究（中世）Ｂ⑵
作家作品研究（近世）Ａ⑵ 作家作品研究（近現代）Ａ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ａ⑵ 教職国語（現代文）Ａ⑵
作家作品研究（近世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近現代）Ｂ⑵ 教 職 国 語（古 典） Ｂ⑵ 教職国語（現代文）Ｂ⑵ 

他学部他学科開放科目 科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３．科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４．４年次の ｢卒業論文｣ ｢卒論指導｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以

下の卒業見込みの学生に限る。
　　　５．「創作書道 A」「創作書道 B」の履修は「書道Ⅲ A」と「書道Ⅲ B」または「書道Ⅳ A」と「書道

Ⅳ B」の単位を修得した学生に限る。
　　　６．「教職国語（現代文）A」「教職国語（現代文）B」「教職国語（古典）A」「教職国語（古典）B」は、

中学・高校国語科教員として教壇に立つことを想定し、それに必要な教養・文法理解・読解力を
養うための科目である。ただし、教育職員免許状を取得するために必要な科目に該当しないので
注意すること。
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    第２部　日本文学文化学科
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第2部日本文学文化学科（イϒニンάコース）　3つのポリシー

◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　日本文学文化学科は、日本語・日本文学を中核に、さまざまな日本文化の特色を考察することにより、日本や日本人を知り、伝統的な学
問、日本文化を継承するとともに、世界から日本を見るという視点をもち、伝統と創造の融合の上に新しい時代を切り拓く、豊かな見識を
備えた人材の育成を目標とする（東洋大学学則に定める、本学科の「人材養成に関する目的」および「学生に修得させるべき能力等の教
育目標」を参照のこと）。そのため「日本語」「古典文学文化」「近現代文学文化」「比較文学文化」の4分野を設けている。学生は履修を
通して日本語・日本文学文化を総合的に理解するとともに、ことばや人間のあり方を多面的に学び、高い教養と豊かな人間性を培い、国
際化が進む現代社会に対応できる能力を身につける。また、諸資格（国語教諭・書道教諭、図書館司書、司書教諭など）科目を履修し、
知識と実践力を兼ね備えた専門家として活躍する道をめざすこともできる。
　本学科が求める学生は、こうした教育の目的・特色を理解し、文学作品や文化事象に深い興味をもつ人、ことばに対する強い好奇心を
もつ人、歴史や社会を背景とした「人間」に飽くなき関心をもつ人、諸外国の文学文化と日本との比較に強い興味をもつ人などである。こ
とばやそれに基づく文学文化を探求・理解するには、歴史的・社会的に考察する眼や論理的に思考する姿勢が求められる。
　上記のような観点から、本学科では入学までに修得しておくべき内容としては、以下のような点が挙げられる。いずれにおいても高等学
校卒業程度以上の学力水準が必要である。 
　（1） ｢国語｣：日本の古典文学および近代以降の現代文に関する知識と読解力。日本文学に関する歴史的な知識。日本語に関する知識と

表現力。本学科の教育では、多くの文献等を読み、それを理解し、そのうえで自己の考えを論理的に構築して表現することが基本
的には求められるので、十分な ｢国語｣ の能力は不可欠である。

　（2） 「外国語」：英語をはじめとした外国語の基本的な運用能力。日本文学文化を諸外国の文学文化を視野に収めて理解するためには、
外国語の能力と外国語への興味関心は大切である。

　（3） ｢社会｣：日本や諸外国の歴史、政治、経済などに関する知識と興味関心。文学文化はつねに社会の変化の中にある。その歴史的背
景を知り、また、現代社会の諸問題を理解し、探究していくことは文学文化を学ぶ上で大切である。

　なお、推薦入試では、学科の理念を理解し、その学びに強い意欲をもった学生を求め、論理的思考力や表現力を確認する問題を出題し
ている。

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　日本文学文化学科では、｢日本を知って世界を見る｣、「世界から日本を見る」というコンセプトのもと、広い視座から日本やその伝統を
理解し、その理解を糧に社会に適切に対応できる豊かな見識と能力を備えた人材を育成するという教育の目的・目標を実現するために、
次の点を意図してカリキュラム（教育課程）を編成している。
　（1） 4分野の横断的な履修：「日本語」「古典文学文化」「近現代文学文化」「比較文学文化」の4分野を設け、横断的学習を通して専門

領域を深く学際的に修得し、高い教養と豊かな人間性、洞察力や判断力を涵養する。 
　（2） 段階的学習：1年次を専門分野への基礎導入期、2年次を基礎充実期、3年次を発展応用期、4年次を完成期と位置づけ、段階的・

有機的な学習を展開する。1年次の必修の ｢基礎ゼミナール｣ を本学科の学問の基礎と位置づけ、2年次までに必修科目の「日本
文学文化概説」｢日本語概説｣ を履修。2，3年次は専門科目を中心に選択必修科目を多く配置し、4年次で必修の「卒業論文」を
課して4年間の学問の成果を結実させるように編成している。

　（3） 充実した演習科目群：1年からの一貫した少人数の演習科目（ゼミナール）を基幹とし、論理的思考力・問題解決力の向上をめざし、
自己管理の重要性や他者との協働を学び、主体性をもった社会人としての基礎力を身につけさせる。 そのために、2年次以降、選
択必修として「演習Ⅰ」（2年次）、「演習Ⅱ」（3年次）、「演習Ⅲ」（4年次）と各学年に演習科目を配置して、高度で専門的な学問を
身につけていくように編成している。

　（4） 卒業論文：卒業論文を本学科での勉学の集大成として位置づける。1年次より演習授業や学科配布の手引きを通じて継続的に卒業
論文への意識化を行い、学生自らが選択したテーマに沿って、教員によるきめ細かい個別指導のもと、研究の成果をまとめる。 

　（5） 幅広い教養：選択必修科目として、演習科目のほかに、日本語学、文学史、4分野の特講、比較研究、作家作品研究などの科目群
を配置しているほか、「日本の伝統芸能」｢日本の方言｣「中国の古典」「万葉文化論」「王朝文化論」「室町文化論」「映像文化論」「マ
ンガ文化論」ほかの多様な科目を置いている。さらには、選択科目として「書道」などの科目もあり、広範な関連分野で学生の興味・
関心が伸ばせるように編成している。 

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　日本文学文化学科では、「日本を知る」、「世界から日本を見る」というコンセプトのもと、広い視座から、日本のことばや文学文化を理
解し、それを糧に社会に適切に対応できる豊かな見識と能力を備えた人材の育成を教育の目的としている。したがって、その目的に沿った
能力を身につけるべく、本学科の教育目的およびカリキュラム・ポリシーに則って編成された教育課程表に定められた授業科目を履修し、
下記の所定の単位数を修得することが学位授与の必要要件である。
　（1） 共通総合科目・文学部共通科目（34単位以上）：東洋大学が大学の教育の根幹におく「哲学」を基礎として、人間や社会に関する

幅広い知識をもって様々な事象を理解することができる。また、文学部の卒業生として学祖・井上円了の思想をはじめとして、哲学、
東洋思想文化、英米文学、教育学、外国語コミュニケーションなどの人文科学に関する総合的な思考力、知識、運用能力を身につ
けている。

　（2） 専門科目（68単位以上）：本学科の卒業生として、その教育内容を十分に身につけ、かつ、グローバルな社会において有用な人材
として活躍できる、多面的で総合的な思考力と問題解決能力、協働力を身につけている。

　上記の（1）（2）の要件をすべて満たしたうえで、卒業必要単位数124単位を修得した者に対して、本学科の卒業生として学位を授与
する。
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◇四つの専攻分野

◯日本語分野
　日本語の過去から現在までのあり方を総合的に研究するとともに、言語学一般や他言語との比較考察も行
いながら、これからの日本語のあるべき姿を考察する。そのうえで、日本語に対して深い愛情と適切な批判
とを注ぐことができる姿勢を養う。

◯古典文学文化分野
　古代から近世に至る古典文学を実証的な観点から考察し、そこに表れた日本人の心や文化のかた
ちを、より深くより豊かに理解していく。そして、日本の文化遺産である古典文学の価値を正しく継承し、
さらに次代へ伝えていくことを使命とする。

◯近現代文学文化分野
　明治期から今日に至るさまざまな文学作品について、多種多様な方法論による分析と考察とを試み、その
文学の特質や作家の本質を究明する。その過程で、近現代文学文化の問題点や思想性を汲み取り、これか
らの日本文学や日本人の可能性を模索していく。

◯比較文学文化分野
　比較文学文化の概念や理念を学ぶとともに、「世界から日本を見る」という視点で、日本を相対化する姿
勢を確立する。そして、既成の学問の枠にとらわれることなく、多様な「日本文学文化論」を展開し、国際
社会における日本文学文化の意義や可能性を探る。

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目

　第１部日本文学文化学科と第２部日本文学文化学科で同一科目として設置してあり、年度ごとに第１部 
か第２部のいずれかで開講する科目（Ｐ．１７８参照）がある。履修を希望する場合は、開講曜日時限に
注意すること。

◇第１部日本文学文化学科・通信教育課程日本文学文化学科の科目との相互聴講科目

　第２部日本文学文化学科の学生は、４０単位を限度として、第１部日本文学文化学科または通信教育課 
程での開講科目が受講できる。
　３部間相互聴講制度による相互聴講科目（Ｐ．１７９参照）によって手続きをし、聴講すること。
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科目区分 文学部　第２部　日本文学文化学科　卒業要件

共
通
総
合
科
目

哲 学 ・ 思 想

３４単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目

文 学 部 教 育

文 学 部 基 礎 専 門 科 目

国際コミュニケーション科目

諸 資 格 関 連 科 目

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目
68
単
位
以
上

必 修 科 目 １４単位

選 択 必 修 科 目 ５４単位以上

選 択 科 目

教 職 科 目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位
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　共通総合科目および文学部共通科目は、卒業までに合計３４単位以上を履
修かつ修得しなければならない。また、３４単位を超過して履修かつ修得した
科目の単位数も、卒業単位として算入する。

　

　共通総合科目および文学部共通科目は、卒業までに合計３４単位以上を履
修かつ修得しなければならない。また、３４単位を超過して履修かつ修得した
科目の単位数も、卒業単位として算入する。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

インド仏教のあゆみＡ⑵
インド仏教のあゆみＢ⑵

サンスクリット文献を読むＡ⑵
サンスクリット文献を読むＢ⑵

中国仏教のあゆみＡ⑵
中国仏教のあゆみＢ⑵

◇隔年開講科目
　下記科目は、隔年にて開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。

古 代 インド の 社 会⑵

イ ン ド の 芸 能⑵
天 台 の 思 想⑵
禅 の 思 想⑵
仏 教 美 術 を 見 る⑵

インドの風 土と文 化⑵

密 教 の 思 想 ⑵
現 代 の イ ン ド⑵ イ ン ド 現 代 思 想 ⑵

華 厳 の 思 想 ⑵
念 仏 の 思 想 ⑵

第 2部日本文学文化学科

共 通 総 合 科 目

文 学 部 共 通 科目

①スポーツ・健康科目の授業は、すべて白山キャンパスで開講されます。
②「スポーツ・健康科学実技」の各コースの受講者数は人数調整が必要にな
る場合があるため、詳細については『履修登録のしおり・授業時間割表』、
学内掲示を参照してください。

哲学・思想
自然・環境・生命
歴史・文化
現代・社会
スポーツ・健康
情報教育
総合
社会人基礎力科目
留学支援科目

文学部教育
文学部基礎専門科目
国際コミュニケーション科目
諸資格関連科目
キャリア教育
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◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の 
１科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡＢ」「英語ⅠＢＢ」「英語ⅡＡＢ」「英語ⅡＢＢ」
　「中国語ⅠＡＢ」「中国語ⅠＢＢ」「中国語ⅡＡＢ」「中国語ⅡＢＢ」

　文学　インターンシップ・ボランティア活動は、 部が認定する機関で就業
体験やボランティア活動を行い、単位認定の条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、シラバス（講義要項）を参照すること。

　

　日本文学文化学科専門科目は、卒業までに６８単位以上を履修かつ修得し
なければならない。この６８単位のうち、以下の各科目区分の卒業要件を充 
たさなければならない。また、各科目区分および専門科目の卒業要件を充た
し、６８単位を超過して履修かつ修得した選択必修科目と選択科目の単位数
も、卒業単位として算入する。

　必修科目に設置されている全ての科目の単位を履修かつ修得しなければな
らない。

　なお、卒業論文は必修であるため、１年次から計画を立て研究室等の指
示に注意すること。ただし、４年次の卒業論文の履修登録は、３年次終了 
時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの学生に限る。

　選択必修科目Ⅰは、各科目群からそれぞれ定められた科目数以上を選択
し、合計３４単位以上を履修かつ修得しなければならない。

　選択必修科目Ⅱは、２０単位以上を履修かつ修得しなければならない。

　選択科目を履修かつ修得した場合、その科目の単位数は、卒業単位とし
て算入する。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

日本仏教のあゆみＡ⑵
日本仏教のあゆみＢ⑵

国際コミュニケーション科目

キャリア教育

専 門 科 目

必修科目

選択必修科目Ⅰ

選択必修科目Ⅱ

選択科目

　「創作書道A」「創作書道B」を履修する場合は、前年度までに「書道ⅢA」
と「書道ⅢB」または「書道ⅣA」と「書道ⅣB」を修得していなければならない。

※セミナーの詳細は、留学制度について（Ｐ．２５２）を参照すること。
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◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵

　
　日本文学文化学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した場合、
その科目の単位数は、卒業単位として算入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することがで
きる。　

　別（P.１９８）に定める他学部他学科開放科目を履修かつ修得した場合、
その科目の単位数は、卒業単位として算入する。　

　

　日本文学文化学科教育課程表にない科目で、なおかつ、前項の他学部他
学科開放科目として提示されていない科目の履修を希望する場合は、履修す
る学部学科の配当学年に従い、担当教員の許可を得て、卒業単位にならな
い自由科目として履修することができる。ただし、年間履修最高単位数（４８
単位）を超えて履修することはできない。なお、以下の科目も履修できない 
ので注意すること。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第１部開講の科目（第２部の教育課程表に掲載されていない科目）
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

教 職 科 目

他学部他学科開放科目

自 由 科 目

 

日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ
出 版 文 化 事 情 Ａ
出 版 文 化 事 情 Ｂ
韓 国 文 化 事 情 Ａ
韓 国 文 化 事 情 Ｂ
王 朝 文 化 論 Ａ
王 朝 文 化 論 Ｂ
江 戸 文 化 論 Ａ
江 戸 文 化 論 Ｂ
古典文学文化特講ⅡＡ
古典文学文化特講ⅡＢ
日 本 民 俗 学 Ａ
日 本 民 俗 学 Ｂ
近現代文学文化特講ⅡＡ
近現代文学文化特講ⅡＢ
比較文学文化特講ⅡＡ
比較文学文化特講ⅡＢ
中国の古典（哲学）

⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵
⑵

日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ａ
日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ｂ
万 葉 文 化 論 Ａ
万 葉 文 化 論 Ｂ
室 町 文 化 論 Ａ
室 町 文 化 論 Ｂ
近 現 代 文 化 論 Ａ
近 現 代 文 化 論 Ｂ
日 本 の 古 典 籍 Ａ
日 本 の 古 典 籍 Ｂ
映 像 文 化 論 Ａ
映 像 文 化 論 Ｂ
日 本 の 方 言 Ａ
日 本 の 方 言 Ｂ
教 職 国 語（古 典）Ａ
教 職 国 語（古 典）Ｂ
教職国語（現代文）Ａ
教職国語（現代文）Ｂ
中国の古典（歴史）
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◇日本文学文化学科３部間相互聴講制度による相互聴講科目

　同一年度で第１部と第２部、通信教育部で開講する。

履修条件は、以下の通りである。　

（ １）卒業までに４０単位を超えて履修かつ修得することはできない。ただし、同一の部において３０単位を
超えて履修かつ修得することはできない。
（２）科目提供主体（第１部・通信教育部）の学年配当にしたがって履修しなければならない。
（３）年間履修最高単位数（４８単位）に算入する。
（４）履修かつ修得した単位は、専門科目として、卒業単位に算入する。
（５）履修方法
　第１部提供科目の履修を希望する場合は、第２部の科目と同様に履修登録をすること。
　通信教育部提供科目の履修を希望する場合は、通信教育課（甫水会館１Ｆ）の説明を受けて、許可を 
もらい聴講すること。
（６）対象科目

１.　第１部日本文学文化学科提供科目群
日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵
日 本 語 史⑷
古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ａ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 中 世 ）⑷
英語圏文学文化と日本Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
中国の古典（唐詩選・論語）⑷

日 本 語 概 説 Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵
古 典 文 法⑷
中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日 本 語 学 特 講 Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 近 世 ）⑷
ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
児 童 文 学⑵

現 代 語 文 法⑷
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（古典）Ａ⑵
日本文学文化特講（古典）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 上 代 ）⑷
作 家 作 品 研 究 （ 中 古 ）⑷
作家作品研究（近現代）⑷
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ａ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ｂ⑵
文 芸 創 作⑵

２.　通信教育部日本文学文化学科提供科目群
日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵
日 本 語 史⑷
古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ａ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 中 世 ）⑷
英語圏文学文化と日本Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
日 本 出 版 文 化 史 Ａ⑵
日 本 出 版 文 化 史 Ｂ⑵
中国の古典（唐詩選・論語）⑷
万 葉 文 化 論 Ａ⑵
万 葉 文 化 論 Ｂ⑵
江 戸 文 化 論 Ａ⑵
江 戸 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵
中国の古典（史記・孟子）⑷

日 本 語 概 説 Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵
古 典 文 法⑷
中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日 本 語 学 特 講 Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 近 世 ）⑷
ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 史 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 史 Ｂ⑵

王 朝 文 化 論 Ａ⑵
王 朝 文 化 論 Ｂ⑵
近 現 代 文 化 論 Ａ⑵
近 現 代 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

現 代 語 文 法⑷
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（古典）Ａ⑵
日本文学文化特講（古典）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 上 代 ）⑷
作 家 作 品 研 究 （ 中 古 ）⑷
作家作品研究（近現代）⑷
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ａ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ｂ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵

室 町 文 化 論 Ａ⑵
室 町 文 化 論 Ｂ⑵
比 較 言 語 文 化 論 Ａ⑵
比 較 言 語 文 化 論 Ｂ⑵
児 童 文 学⑵
文 芸 創 作⑵
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（ １）卒業までに４０単位を超えて履修かつ修得することはできない。ただし、同一の部において３０単位を
超えて履修かつ修得することはできない。
（２）科目提供主体（第１部・通信教育部）の学年配当にしたがって履修しなければならない。
（３）年間履修最高単位数（４８単位）に算入する。
（４）履修かつ修得した単位は、専門科目として、卒業単位に算入する。
（５）履修方法
　第１部提供科目の履修を希望する場合は、第２部の科目と同様に履修登録をすること。
　通信教育部提供科目の履修を希望する場合は、通信教育課の説明を受けて、許可をもらい聴講すること。 
（６）対象科目

１.　第１部日本文学文化学科提供科目群
日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵
日 本 語 史⑷
古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ａ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 中 世 ）⑷
英語圏文学文化と日本Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
中国の古典（唐詩選・論語）⑷

日 本 語 概 説 Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵
古 典 文 法⑷
中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日 本 語 学 特 講 Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 近 世 ）⑷
ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
児 童 文 学⑵

現 代 語 文 法⑷
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（古典）Ａ⑵
日本文学文化特講（古典）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 上 代 ）⑷
作 家 作 品 研 究 （ 中 古 ）⑷
作家作品研究（近現代）⑷
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ａ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ｂ⑵
文 芸 創 作⑵

２.　通信教育部日本文学文化学科提供科目群
日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵
日 本 語 史⑷
古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ａ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 中 世 ）⑷
英語圏文学文化と日本Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
日 本 出 版 文 化 史 Ａ⑵
日 本 出 版 文 化 史 Ｂ⑵
中国の古典（唐詩選・論語）⑷
万 葉 文 化 論 Ａ⑵
万 葉 文 化 論 Ｂ⑵
江 戸 文 化 論 Ａ⑵
江 戸 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵
中国の古典（史記・孟子）⑷

日 本 語 概 説 Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵
古 典 文 法⑷
中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日 本 語 学 特 講 Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 近 世 ）⑷
ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 史 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 史 Ｂ⑵

王 朝 文 化 論 Ａ⑵
王 朝 文 化 論 Ｂ⑵
近 現 代 文 化 論 Ａ⑵
近 現 代 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

現 代 語 文 法⑷
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（古典）Ａ⑵
日本文学文化特講（古典）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 上 代 ）⑷
作 家 作 品 研 究 （ 中 古 ）⑷
作家作品研究（近現代）⑷
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ａ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ｂ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵

室 町 文 化 論 Ａ⑵
室 町 文 化 論 Ｂ⑵
比 較 言 語 文 化 論 Ａ⑵
比 較 言 語 文 化 論 Ｂ⑵
児 童 文 学⑵
文 芸 創 作⑵
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◇日本文学文化学科３部間相互聴講制度による相互聴講科目

　同一年度で第１部と第２部、通信教育部で開講する。

履修条件は、以下の通りである。　

（ １）卒業までに４０単位を超えて履修かつ修得することはできない。ただし、同一の部において３０単位を
超えて履修かつ修得することはできない。
（２）科目提供主体（第１部・通信教育部）の学年配当にしたがって履修しなければならない。
（３）年間履修最高単位数（４８単位）に算入する。
（４）履修かつ修得した単位は、専門科目として、卒業単位に算入する。
（５）履修方法
　第１部提供科目の履修を希望する場合は、第２部の科目と同様に履修登録をすること。
　通信教育部提供科目の履修を希望する場合は、通信教育課（甫水会館１Ｆ）の説明を受けて、許可を 
もらい聴講すること。
（６）対象科目

１.　第１部日本文学文化学科提供科目群
日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵
日 本 語 史⑷
古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ａ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 中 世 ）⑷
英語圏文学文化と日本Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
中国の古典（唐詩選・論語）⑷

日 本 語 概 説 Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵
古 典 文 法⑷
中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日 本 語 学 特 講 Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 近 世 ）⑷
ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
児 童 文 学⑵

現 代 語 文 法⑷
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（古典）Ａ⑵
日本文学文化特講（古典）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 上 代 ）⑷
作 家 作 品 研 究 （ 中 古 ）⑷
作家作品研究（近現代）⑷
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ａ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ｂ⑵
文 芸 創 作⑵

２.　通信教育部日本文学文化学科提供科目群
日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵
日 本 語 史⑷
古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ａ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 中 世 ）⑷
英語圏文学文化と日本Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
日 本 出 版 文 化 史 Ａ⑵
日 本 出 版 文 化 史 Ｂ⑵
中国の古典（唐詩選・論語）⑷
万 葉 文 化 論 Ａ⑵
万 葉 文 化 論 Ｂ⑵
江 戸 文 化 論 Ａ⑵
江 戸 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵
中国の古典（史記・孟子）⑷

日 本 語 概 説 Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵
古 典 文 法⑷
中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日 本 語 学 特 講 Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 近 世 ）⑷
ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 史 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 史 Ｂ⑵

王 朝 文 化 論 Ａ⑵
王 朝 文 化 論 Ｂ⑵
近 現 代 文 化 論 Ａ⑵
近 現 代 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

現 代 語 文 法⑷
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（古典）Ａ⑵
日本文学文化特講（古典）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 上 代 ）⑷
作 家 作 品 研 究 （ 中 古 ）⑷
作家作品研究（近現代）⑷
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ａ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ｂ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵

室 町 文 化 論 Ａ⑵
室 町 文 化 論 Ｂ⑵
比 較 言 語 文 化 論 Ａ⑵
比 較 言 語 文 化 論 Ｂ⑵
児 童 文 学⑵
文 芸 創 作⑵
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（ １）卒業までに４０単位を超えて履修かつ修得することはできない。ただし、同一の部において３０単位を
超えて履修かつ修得することはできない。
（２）科目提供主体（第１部・通信教育部）の学年配当にしたがって履修しなければならない。
（３）年間履修最高単位数（４８単位）に算入する。
（４）履修かつ修得した単位は、専門科目として、卒業単位に算入する。
（５）履修方法
　第１部提供科目の履修を希望する場合は、第２部の科目と同様に履修登録をすること。
　通信教育部提供科目の履修を希望する場合は、通信教育課の説明を受けて、許可をもらい聴講すること。 
（６）対象科目

１.　第１部日本文学文化学科提供科目群
日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵
日 本 語 史⑷
古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ａ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 中 世 ）⑷
英語圏文学文化と日本Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
中国の古典（唐詩選・論語）⑷

日 本 語 概 説 Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵
古 典 文 法⑷
中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日 本 語 学 特 講 Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 近 世 ）⑷
ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
児 童 文 学⑵

現 代 語 文 法⑷
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（古典）Ａ⑵
日本文学文化特講（古典）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 上 代 ）⑷
作 家 作 品 研 究 （ 中 古 ）⑷
作家作品研究（近現代）⑷
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ａ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ｂ⑵
文 芸 創 作⑵

２.　通信教育部日本文学文化学科提供科目群
日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵
日 本 語 史⑷
古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ａ⑵
日本文学文化特講（近現代）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 中 世 ）⑷
英語圏文学文化と日本Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
日 本 出 版 文 化 史 Ａ⑵
日 本 出 版 文 化 史 Ｂ⑵
中国の古典（唐詩選・論語）⑷
万 葉 文 化 論 Ａ⑵
万 葉 文 化 論 Ｂ⑵
江 戸 文 化 論 Ａ⑵
江 戸 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵
中国の古典（史記・孟子）⑷

日 本 語 概 説 Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵
古 典 文 法⑷
中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日 本 語 学 特 講 Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 近 世 ）⑷
ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 史 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 史 Ｂ⑵

王 朝 文 化 論 Ａ⑵
王 朝 文 化 論 Ｂ⑵
近 現 代 文 化 論 Ａ⑵
近 現 代 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

現 代 語 文 法⑷
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
日本文学文化特講（古典）Ａ⑵
日本文学文化特講（古典）Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究 （ 上 代 ）⑷
作 家 作 品 研 究 （ 中 古 ）⑷
作家作品研究（近現代）⑷
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ａ⑵
日 本 美 術 文 化 史 Ｂ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵

室 町 文 化 論 Ａ⑵
室 町 文 化 論 Ｂ⑵
比 較 言 語 文 化 論 Ａ⑵
比 較 言 語 文 化 論 Ｂ⑵
児 童 文 学⑵
文 芸 創 作⑵

１．第１部日本文学文化学科ఏڙ科目群
日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵ 日 本 語 概 説 Ａ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵ 日 本 語 概 説 Ｂ⑵ 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
現 代 語 文 法 Ａ⑵ 古 典 文 法 Ａ⑵ 古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ⑵
現 代 語 文 法 Ｂ⑵ 古 典 文 法 Ｂ⑵ 古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 現 代 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 現 代 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 作 家 作 品 研 究（中 古） Ａ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 作 家 作 品 研 究（中 古） Ｂ⑵
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅲ Ａ⑵ 古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅳ Ａ⑵ 作 家 作 品 研 究（近 現 代） Ａ⑵
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅲ Ｂ⑵ 古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅳ Ｂ⑵ 作 家 作 品 研 究（近 現 代） Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 作 家 作 品 研 究（上 代） Ａ⑵ フ ラ ン ス 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 作 家 作 品 研 究（上 代） Ｂ⑵ フ ラ ン ス 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究（中 世） Ａ⑵ 作 家 作 品 研 究（近 世） Ａ⑵ マ ン ガ 文 化 論 Ａ⑵
作 家 作 品 研 究（中 世） Ｂ⑵ 作 家 作 品 研 究（近 世） Ｂ⑵ マ ン ガ 文 化 論 Ｂ⑵
英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵ ド イ ツ 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵ 比 較 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵
英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵ ド イ ツ 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵ 比 較 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵ 日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵ 日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
日 本 の 美 術 Ａ⑵ 中 国 の 古 典 （ 文 学 ）⑵
日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 中 国 の 古 典 （ 思 想 ）⑵
児 童 文 学 Ａ⑵ 日 本 語 史 Ａ⑵
児 童 文 学 Ｂ⑵ 日 本 語 史 Ｂ⑵

２．通৴教育部日本文学文化学科ఏڙ科目群
日 本 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵ 日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵ 日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵ 日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵ 日 本 民 俗 学 Ｂ⑵
現 代 語 文 法 Ａ⑵ 日 本 語 概 説 Ａ⑵ 日 本 語 史 Ａ⑵
現 代 語 文 法 Ｂ⑵ 日 本 語 概 説 Ｂ⑵ 日 本 語 史 Ｂ⑵
古 典 文 法 Ａ⑵ 古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 典 文 法 Ｂ⑵ 古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵ 日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵ 日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ａ⑵ 古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅲ Ａ⑵
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ｂ⑵ 古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅲ Ｂ⑵
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅳ Ａ⑵ 近 現 代 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 近 現 代 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ａ⑵
古 典 文 学 文 化 特 講 Ⅳ Ｂ⑵ 近 現 代 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 近 現 代 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ｂ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ａ⑵ 作 家 作 品 研 究（上 代） Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 比 較 文 学 文 化 特 講 Ⅱ Ｂ⑵ 作 家 作 品 研 究（上 代） Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究（中 古） Ａ⑵ 作 家 作 品 研 究（中 世） Ａ⑵ 作 家 作 品 研 究（近 世） Ａ⑵
作 家 作 品 研 究（中 古） Ｂ⑵ 作 家 作 品 研 究（中 世） Ｂ⑵ 作 家 作 品 研 究（近 世） Ｂ⑵
作 家 作 品 研 究（近 現 代） Ａ⑵ 英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵ ド イ ツ 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
作 家 作 品 研 究（近 現 代） Ｂ⑵ 英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵ ド イ ツ 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
フ ラ ン ス 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵ 中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵ 日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵
フ ラ ン ス 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵ 中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵ 日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵ 映 像 文 化 論 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 映 像 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 方 言 Ａ⑵ 中 国 の 古 典 （ 文 学 ）⑵ マ ン ガ 文 化 論 Ａ⑵
日 本 の 方 言 Ｂ⑵ 中 国 の 古 典 （ 思 想 ）⑵ マ ン ガ 文 化 論 Ｂ⑵
児 童 文 学 Ａ⑵ 比 較 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
児 童 文 学 Ｂ⑵ 比 較 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵
出 版 文 化 事 情 Ａ⑵ 王 朝 文 化 論 Ａ⑵ 室 町 文 化 論 Ａ⑵
出 版 文 化 事 情 Ｂ⑵ 王 朝 文 化 論 Ｂ⑵ 室 町 文 化 論 Ｂ⑵
万 葉 文 化 論 Ａ⑵ 近 現 代 文 化 論 Ａ⑵ 日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ａ⑵
万 葉 文 化 論 Ｂ⑵ 近 現 代 文 化 論 Ｂ⑵ 日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ｂ⑵
江 戸 文 化 論 Ａ⑵ 中 国 の 古 典 （ 歴 史 ）⑵
江 戸 文 化 論 Ｂ⑵ 中 国 の 古 典 （ 哲 学 ）⑵
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区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

※

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 Ａ⑵ 芸 術 学 Ａ⑵

哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 Ｂ⑵ 芸 術 学 Ｂ⑵

宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 東 洋 思 想 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ａ⑵

宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 東 洋 思 想 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵

自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵

環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵

環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵

自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 化 学 実 験 講 義 Ａ⑵

自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵

数理・情報実習講義Ａ⑵

数理・情報実習講義Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵ 日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵

百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵ 日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵

西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵ 地 域 史 Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵

西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵ 地 域 史 Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 法 学⑵ 政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵

経 済 学 Ｂ⑵ 日 本 国 憲 法⑵ 政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵

人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ཱྀ と 言 語⑵

人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 観 光 の 歴 史⑵

スポーツ 
・健康

ス ポ ー ツ 健 康 科 学 実 技 Ａ⑴ スポーツ健康科学講義Ⅰ⑵ スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵

ス ポ ー ツ 健 康 科 学 実 技 Ｂ⑴ スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵
情報 
教育

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵

総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵

総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵

総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵

全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵

全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力 
科目

社会人基礎力入門講義⑵

社会人基礎力実践講義⑵

キャリアデベロップメント論⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別 
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

情 報 化 社 会 と 人 間⑵ コンピュータ・リテラシィＡ⑴ コンピュータ・リテラシィＢ⑴

※文学部共通科目と合わせて 34単位以上修得すること。

2014 年度入学生用　文学部第２部日本文学文化学科　教育課程表（共通総合科目）
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2014 年度入学生用　文学部第２部日本文学文化学科　教育課程表（文学部共通科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文

学

部

共

通

科

目

※

文学部教育 東洋大学・井上円了研究⑵ 伝 統 文 化 講 座⑵ 情 報 処 理 演 習 Ａ⑴ 情 報 処 理 演 習 Ｂ⑴

文
学
部
基
礎
専
門
科
目

サンスクリット文献を読むＡ⑵ イ ン ド の 芸 能⑵ イ ン ド 文 学⑵ 古 代 イ ン ド の 社 会⑵
サンスクリット文献を読むＢ⑵ 仏 教 美 術 を 見 る⑵ インドの風土と文化⑵ 天 台 の 思 想⑵

華 厳 の 思 想⑵ 禅 の 思 想⑵ 現 代 の イ ン ド⑵
密 教 の 思 想⑵ 念 仏 の 思 想⑵ イ ン ド 現 代 思 想⑵
中国仏教のあゆみＡ⑵ インド仏教のあゆみＡ⑵
中国仏教のあゆみＢ⑵ インド仏教のあゆみＢ⑵

生 涯 学 習 概 論 Ⅰ⑵ 特別支援教育概論Ⅰ⑵
心 理 学 概 論 Ａ⑵ 家 族 心 理 学⑵ 児 童 文 化 研 究⑵ 生 涯 学 習 概 論 Ⅱ⑵
心 理 学 概 論 Ｂ⑵ 女 性 問 題 と 学 習⑵ 家 庭 教 育 論⑵ 特別支援教育概論Ⅱ⑵

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

英語

英 語ⅠＡＡ⑴ 英 語ⅡＡＡ⑴
英 語ⅠＡＢ⑴ 英 語ⅡＡＢ⑴
英 語ⅠＢＡ⑴ 英 語ⅡＢＡ⑴
英 語ⅠＢＢ⑴ 英 語ⅡＢＢ⑴

ドイツ語

ド イ ツ 語ⅠＡＡ⑴ ド イ ツ 語ⅡＡＡ⑴
ド イ ツ 語ⅠＡＢ⑴ ド イ ツ 語ⅡＡＢ⑴
ド イ ツ 語ⅠＢＡ⑴ ド イ ツ 語ⅡＢＡ⑴
ド イ ツ 語ⅠＢＢ⑴ ド イ ツ 語ⅡＢＢ⑴

フランス語

フ ラ ン ス 語ⅠＡＡ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＡＡ⑴
フ ラ ン ス 語ⅠＡＢ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＡＢ⑴
フ ラ ン ス 語ⅠＢＡ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＢＡ⑴
フ ラ ン ス 語ⅠＢＢ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＢＢ⑴

中国語

中 国 語ⅠＡＡ⑴ 中 国 語ⅡＡＡ⑴
中 国 語ⅠＡＢ⑴ 中 国 語ⅡＡＢ⑴
中 国 語ⅠＢＡ⑴ 中 国 語ⅡＢＡ⑴
中 国 語ⅠＢＢ⑴ 中 国 語ⅡＢＢ⑴

諸
資
格
関
連
科
目

教 育 基 礎 論 Ⅰ⑵
教 育 基 礎 論 Ⅱ⑵

社会教育計画論Ⅰ⑵　　社会教育計画論Ⅱ⑵　　視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵
図書館概論⑵　情報サービス論⑵　児童サービス論⑵　図書館制度・経営論⑵　図書館サービス概論⑵
情報サービス演習Ａ⑴　情報資源組織演習Ａ⑴　図書館情報資源概論⑵　情報資源組織論⑵　図書館情報技術論⑵
情報サービス演習Ｂ⑴　情報資源組織演習Ｂ⑴　図書館情報資源特論⑵　図書・図書館史⑵

学習指導と学校図書館⑵ 学校経営と学校図書館⑵ 学校図書館メディアの構成⑵
読書と豊かな人間性⑵ 情報メディアの活用⑵

キャリア教育
キ ャ リ ア 支 援 Ⅰ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅰ⑵
キ ャ リ ア 支 援 Ⅱ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅱ⑵
イ ン タ ー ン シ ッ プ⑵ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動⑵

※共通総合科目と合わせて 34単位以上修得すること。
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2014 年度入学生用　文学部第２部日本文学文化学科　教育課程表（専門科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専

門

科

目

68

単

位

以

上

必
修
科
目 

14
単
位

日本文学文化概説Ａ⑵
日本文学文化概説Ｂ⑵

日 本 語 概 説 Ａ⑵
日 本 語 概 説 Ｂ⑵

卒 業 論 文 ⑷

基 礎 ゼ ミ ナ ー ル⑵

選

択

必

修

科

目

Ⅰ

34

単

位

以

上

日 本 語 学 演 習 Ⅰ⑵ 日 本 語 学 演 習 Ⅱ⑵ 日 本 語 学 演 習 Ⅲ⑵
古典文学文化演習Ⅰ⑵ 古典文学文化演習Ⅱ⑵ 古典文学文化演習Ⅲ⑵
近現代文学文化演習Ⅰ⑵ 近現代文学文化演習Ⅱ⑵ 近現代文学文化演習Ⅲ⑵
比較文学文化演習Ⅰ⑵ 比較文学文化演習Ⅱ⑵ 比較文学文化演習Ⅲ⑵
1科目2単位選択必修 1科目2単位選択必修 1科目2単位選択必修

日 本 語 史 Ａ⑵ 現 代 語 文 法 Ａ⑵ 古 典 文 法 Ａ⑵
日 本 語 史 Ｂ⑵ 現 代 語 文 法 Ｂ⑵ 古 典 文 法 Ｂ⑵ 2科目4単位以上選択必修

古 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵

中 世 日 本 文 学 史 Ａ⑵
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ⑵
近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ⑵

2科目4単位以上選択必修
日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ａ⑵ 日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ａ⑵
日 本 語 学 特 講 Ⅰ Ｂ⑵ 日 本 語 学 特 講 Ⅱ Ｂ⑵
古典文学文化特講ⅠＡ⑵ 古典文学文化特講ⅡＡ⑵
古典文学文化特講ⅠＢ⑵ 古典文学文化特講ⅡＢ⑵
古典文学文化特講ⅢＡ⑵ 古典文学文化特講ⅣＡ⑵
古典文学文化特講ⅢＢ⑵ 古典文学文化特講ⅣＢ⑵
近現代文学文化特講ⅠＡ⑵ 近現代文学文化特講ⅡＡ⑵
近現代文学文化特講ⅠＢ⑵ 近現代文学文化特講ⅡＢ⑵
比較文学文化特講ⅠＡ⑵ 比較文学文化特講ⅡＡ⑵
比較文学文化特講ⅠＢ⑵ 比較文学文化特講ⅡＢ⑵

2科目4単位以上選択必修
作家作品研究（上代）Ａ⑵ 作家作品研究（中古）Ａ⑵ 作家作品研究（中世）Ａ⑵
作家作品研究（上代）Ｂ⑵ 作家作品研究（中古）Ｂ⑵ 作家作品研究（中世）Ｂ⑵
作家作品研究（近世）Ａ⑵ 作家作品研究（近現代）Ａ⑵
作家作品研究（近世）Ｂ⑵ 作家作品研究（近現代）Ｂ⑵ 2科目4単位以上選択必修

比 較 文 学 文 化 概 説 Ａ⑵
比 較 文 学 文 化 概 説 Ｂ⑵

英語圏文学文化と日本Ａ⑵ ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵ フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵ 中国文学文化と日本Ａ⑵
英語圏文学文化と日本Ｂ⑵ ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵ フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵ 中国文学文化と日本Ｂ⑵

2科目4単位以上選択必修

選
択
必
修
科
目
Ⅱ

20
単
位
以
上

日本の伝統行事Ａ⑵ 日本の伝統芸能Ａ⑵ 日本の方言Ａ⑵ 日本の美術Ａ⑵ 映像文化論Ａ⑵ マンガ文化論Ａ⑵
日本の伝統行事Ｂ⑵ 日本の伝統芸能Ｂ⑵ 日本の方言Ｂ⑵ 日本の美術Ｂ⑵ 映像文化論Ｂ⑵ マンガ文化論Ｂ⑵
韓国文化事情Ａ⑵ 出版文化事情Ａ⑵ 中国の古典（文学）⑵ 中国の古典（哲学）⑵ 日 本 の 思 想⑵
韓国文化事情Ｂ⑵ 出版文化事情Ｂ⑵ 中国の古典（思想）⑵ 中国の古典（歴史）⑵

万 葉 文 化 論 Ａ⑵ 王 朝 文 化 論 Ａ⑵ 室 町 文 化 論 Ａ⑵ 江 戸 文 化 論 Ａ⑵
万 葉 文 化 論 Ｂ⑵ 王 朝 文 化 論 Ｂ⑵ 室 町 文 化 論 Ｂ⑵ 江 戸 文 化 論 Ｂ⑵
近現代文化論Ａ⑵ 日本の古典籍Ａ⑵ 日 本 民 俗 学 Ａ⑵ 児 童 文 学 Ａ⑵
近現代文化論Ｂ⑵ 日本の古典籍Ｂ⑵ 日 本 民 俗 学 Ｂ⑵ 児 童 文 学 Ｂ⑵

選
択
科
目

日本仏教のあゆみＡ⑵
日本仏教のあゆみＢ⑵

書 道 Ⅰ Ａ⑴ 書 道 Ⅱ Ａ⑴ 書 道 Ⅳ Ａ⑴ 書 論 Ａ⑵
書 道 Ⅰ Ｂ⑴ 書 道 Ⅱ Ｂ⑴ 書 道 Ⅳ Ｂ⑴ 書 論 Ｂ⑵
書 道 史 Ａ⑵ 書 道 Ⅲ Ａ⑴ 創 作 書 道 Ａ⑴
書 道 史 Ｂ⑵ 書 道 Ⅲ Ｂ⑴ 創 作 書 道 Ｂ⑴

教 職 国 語（古 典） Ａ⑵ 教 職 国 語（現 代 文） Ａ⑵
教 職 国 語（古 典） Ｂ⑵ 教 職 国 語（現 代 文） Ｂ⑵

教職科目

国 語 科 教 育 論⑵ 国 語 科 指 導 法 Ⅰ⑵ 教職実践演習（中・高）⑵
国 語 科 指 導 法 Ⅱ⑵
書 道 科 指 導 法 Ⅰ⑵
書 道 科 指 導 法 Ⅱ⑵

他学部他学科開放科目 科目は別表に記載

（次ページに続く）
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備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）は該当科目の単位数。
　　　３． 科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４． ｢国語科教育論｣ ｢国語科指導法Ⅰ｣ ｢国語科指導法Ⅱ｣ ｢書道科指導法Ⅰ｣ ｢書道科指導法Ⅱ｣ ｢教

職実践演習（中・高）｣ については、教職課程履修者に限り、履修することができる。
　　　５．４年次の ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込

みの学生に限る。
　　　６．｢創作書道Ａ｣ ｢創作書道Ｂ｣ の履修は ｢書道ⅢＡ｣ と ｢書道ⅢＢ｣ または ｢書道ⅣＡ｣ と ｢書道

ⅣＢ｣ の単位を修得した学生に限る。
　　　７．「教職国語（現代文）A」「教職国語（現代文）B」「教職国語（古典）A」「教職国語（古典）B」は中学・

高校国語科教員として教壇に立つことを想定し、それに必要な教養・文法理解・読解力を養うた
めの科目である。ただし、教育職員免許状を取得するのに必要な科目に該当しないので注意する
こと。
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第 ２ 部 　 教 　 育 　 学 　 科
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ʤ第２部教育学科学科঺հʥ

　

　教育学とは、人間が学び、生涯にわたって「よりよく生きる」ことを支える学問です。学校教育΍特別支
援教育、社会教育などの研究ྖ域で、「人間にとって学びとは何か」「発達とは何か」「学び΍発達をどう支
えるか」など、さま͟ まな問いが立てられ、研究が進められています。
　東洋大学文学部教育学科は、これまで「人間の発達」を生涯にわたるものとしてとらえ、人ʑの豊かな฻
らし΍住みよい社会の実現に貢献する学生を育ててきました。そして、現代社会が๊える諸問題の解決に他
者と協働しながら創଄的に取り組むことのできる２１世لのリーダーを送り出すため、２００８年４ に݄カリキュラ 
ムを一新して、さらなるॆ実につとめています。
　こうした考えのもと、教育学科では、次のような目ඪを設定し、カリキュラムを用意しました。

　１．課題をओ体的に解決するための「生涯学習基礎力」
らとてしとのものそ化変の間人るたわに涯生、くなはで͚だ௕成の身心な的ઢ௚、を」達発の間人「 　　  

え、研究の対象とする。人΍社会、文化に対する理解をਂめ、現代社会が௚໘する課題をओ体的
に解決する力を身につ͚る。一ݩ的な考え方にとらわれない開かれたײ覚と知性、つまり「生涯学
習基礎力」の֫得をめ͟す。

　２．５つのྖ域に対応する専門的力ྔ
　（１）　教育の基礎
　（２）　心理学と発達臨床
　（３）　社会教育
　（４）　学校教育
　（５）　特別支援教育
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第2部教育学科（イϒニンάコース）　3つのポリシー

◎アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）
　教育学科（イブニングコース）では、学士課程教育を行うにあたり、次のような学生を求めている。
　（1） 現代社会が直面する課題の解決に自ら取り組もうとする主体性と学習意欲をもつ学生 
　（2） 人間と社会について深い洞察力を持ち、柔軟な思考力と豊かな想像力に富む学生 
　（3） 人間の成長・発達に深い関心を持ち、将来教え育てる実践を通して社会に貢献する意欲のあ

る学生 
　特に教員を志望する場合には次のことが求められる。
　① 教員には広範な知識と教養、人間性が求められるため、教科の学習に限らず、社会的活動、文化・

芸術活動などにも積極的に取り組むこと。
　② 国語、特に現代国語において、論説文などの論理的文章を十分に理解するとともに、自らの考え

を論理的に表現できるようにしておくこと。
　③ 政治・経済など、現代の広範な地球規模の社会事象について、歴史的観点も含めて、関心を持ち、

基礎的な知識を獲得しておくこと。

◎カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針）
　教育学科（イブニングコース）では、教育目標を実現するため、次の方針に基づいてカリキュラム
を編成する。
　（1） 初年次教育の充実を図るため、少人数の「教育学入門ゼミナール」「教職総合ゼミナール」を

必修とする。 
　（2） 学生の主体的な力量を育成するため、少人数の参加型授業を重視し、すべての学生が 4年間

にわたってゼミナールを履修する。 
　（3） 教育という営みを総合的にとらえるため、「教育の基礎」「心理学と発達臨床」「社会教育」「学

校教育」「特別支援教育」の5領域を設定し、各領域の理論的・実践的課題について、基礎
的知識の獲得と発展的研究をおこなう。

　（4） すべての学生に卒業論文執筆を課し、これをもって学士課程修了に十分な能力を獲得したか
どうかの指針とする。 

◎ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）
　教育学科（イブニングコース）では、「人間の発達」を総合的にとらえ、人間の発達と社会の発展
に貢献できる力量の形成をもって学位授与の基本方針とする。現代社会の課題を主体的に解決する
ための「生涯学習基礎力」を身につけさせる。そのために、「教育の基礎」「心理学と発達臨床」「社
会教育」「学校教育」「特別支援教育」の各領域にかかわる専門的力量の獲得をめざす。
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科目区分 文学部　第２部　教育学科　卒業要件

共
通
総
合
科
目
16
単
位
以
上

哲 学 ・ 思 想

１６単位以上

自 然 ・ 環 境 ・ 生 命

歴 史 ・ 文 化

現 代 ・ 社 会

ス ポ ー ツ ・ 健 康

情 報 教 育

総 合

社 会 人 基 礎 力 科 目

留 学 支 援 科 目

文
学
部
共
通
科
目
16
単
位
以
上

文 学 部 教 育

文 学 部 基 礎 専 門 科 目

国際コミュニケーション科目 ４単位以上

諸 資 格 関 連 科 目
※国際コミュニケーション科目の４単位を含む、
　合計16単位以上

キ ャ リ ア 教 育

専
門
科
目

74
単
位
以
上

必 修 科 目 ３２単位

選 択 科 目 ４２単位以上

教 職 科 目

他 学 部 他 学 科 開 放 科 目

卒 業 必 要 単 位 数 合 計 １２４単位
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　共通総合科目は、卒業までに１６単位以上を履修かつ修得しなければなら
ない。また、１６単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、卒業単
位として算入する。

　留学支援科目は、共通総合科目の枠内であるが、１６単位の卒業要件には
入らない。ただし、卒業単位には算入される。

　文学部共通科目は、卒業までに国際コミュニケーション科目４単位の卒業
要件を充たし、合計１６単位以上を履修かつ修得しなければならない。また、
卒業要件を充たし、１６単位を超過して履修かつ修得した科目の単位数も、
卒業単位として算入する。

◇通年履修科目
　下記科目は、通年履修を原則とする。
　履修を希望する場合は、Ａ・Ｂセットで履修すること。

サンスクリット文献を読むＡ⑵
サンスクリット文献を読むＢ⑵

インド仏教のあゆみＡ⑵
インド仏教のあゆみＢ⑵

中国仏教のあゆみＡ⑵
中国仏教のあゆみＢ⑵

日本仏教のあゆみＡ⑵
日本仏教のあゆみＢ⑵

◇隔年開講科目
　下記科目は、隔年にて開講となる。
　履修を希望する場合は、開講年度に注意すること。
古 代 イ ンド の 社 会 ⑵

イ ン ド の 芸 能 ⑵
天 台 の 思 想 ⑵
禅 の 思 想 ⑵
仏 教 美 術 を 見 る⑵

インドの 風 土と文 化⑵

密 教 の 思 想 ⑵
現 代 の イ ン ド ⑵ イ ン ド 現 代 思 想 ⑵

華 厳 の 思 想 ⑵
念 仏 の 思 想 ⑵

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵

韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵

第２部教育学科

共 通 総 合 科 目

文学部共通科目

①スポーツ・健康科目の授業は、すべて白山キャンパスで開講されます。
②「スポーツ・健康科学実技」の各コースの受講者数は人数調整が必要にな
る場合があるため、詳細については『履修登録のしおり・授業時間割』、学
内掲示を参照してください。

哲学・思想
自然・環境・生命
歴史・文化
現代・社会
スポーツ・健康
情報教育
総合
社会人基礎力科目
留学支援科目

文学部教育
文学部基礎専門科目
国際コミュニケーション科目
諸資格関連科目
キャリア教育
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　英語、ドイツ語、フランス語、中国語の４カ国語から１カ国語以上を選択し、
同一言語で４単位以上を履修かつ修得しなければならない。

◇語学セミナー
　本学では、「東洋大学語学セミナー（英語・中国語）」を実施している。こ 
のセミナーに参加し、条件を充たすことにより国際コミュニケーション科目の１
科目の単位を認定する。単位認定対象科目は以下の通りである。

　「英語ⅠＡＢ」「英語ⅠＢＢ」「英語ⅡＡＢ」「英語ⅡＢＢ」
　「中国語ⅠＡＢ」「中国語ⅠＢＢ」「中国語ⅡＡＢ」「中国語ⅡＢＢ」

　インターンシップ・ボランティア活動は、　文学部が認定する機関で就業
体験やボランティア活動を行い、単位認定の 条件を充たした場合、単位を認定
する。
　詳細は、

　

　教育学科専門科目は、卒業までに７４単位以上を履修かつ修得しなければ
ならない。これらは、各科目区分の卒業要件を充たさなければならない。ま 
た、７４単位を超過して履修かつ修得した選択科目の単位数も、卒業単位とし 
て算入する。

　必修科目に設置されている全ての科目の単位を履修かつ修得しなければな
らない。

　なお、卒業論文は必修である。ただし、４年次の卒業論文の履修登録は、
３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込みの学生に限
る。

　選択科目は、４２単位以上を履修かつ修得しなければならない。
　選択科目の科目群は、将来の進路選択に関連づけて科目を選びやすいよ 
うに分類してある。教育職員免許状取得希望者は、「教職課程を学ぶにあた 
って」（P.２０２）、社会教育主事資格取得希望者は、諸資格（Ｐ.２４１）を参 
照すること。

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

教 育 と 倫 理⑵

国際コミュニケーション科目

キャリア教育

専 門 科 目

必修科目

選択科目

シラバス（講義要項）を参照すること。

※セミナーの詳細は、留学制度について（Ｐ．２５２）を参照すること。
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　下表の左欄の教育学科専門科目は、履修かつ修得した後、右欄の教職に 
関する科目に読み替えることができ、卒業単位としても認められる。
　ただし、下表の右欄の教職に関する科目を履修かつ修得しても、左欄の教 
育学科専門科目に読み替えることはできない。また、卒業単位としても認めら
れない。
教育学科の専門科目

（卒業単位に認められる）単位数
読替となる教職に関する科目
（卒業単位に認められない） 単位数

　教育学科教育課程表にある教職科目を履修かつ修得した場合、その科目
の単位数は、卒業単位として算入する。
　教職科目は、年間履修最高単位数（４８単位）を超えて履修することがで
きる。

　別（P.１９８）に定める他学部他学科開放科目を履修かつ修得した場合、
その科目の単位数は、卒業単位として算入する。

　教育学科教育課程表にない科目で、かつ、前項の他学部他学科開放科
目として提示されていない科目の履修を希望する場合は、履修する学部学科
の配当学年に従い、担当教員の許可を得て、卒業単位にならない自由科目
として履修することができる。ただし、年間履修最高単位数（４８単位）を超
えて履修することはできない。なお、以下の科目も履修できないので注意する
こと。
　１．カリキュラム年度の異なる科目
　２．第１部開講の科目（第２部教育課程表に掲載されていない科目）
　３．所属する学部学科の科目と同一名称の科目

教職に関する科目の読替

教 職 科 目

他学部他学科開放科目

自 由 科 目

学校教育社会学 ２ 教育基礎論Ⅱ ２

特別活動の理論と方法 ２ 特別活動の研究 ２

教育方法論
（情報機器及び教材の活用を含む） ２ 教育方法研究

（情報機器の活用を含む） ２

教育相談の理論と方法 ２ 教育相談 ２
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◇教育学科第１部・第２部相互聴講実施要領
　第１部教育学科と第２部教育学科の両方で、同一年度で開講されている下表の科目についてのみ、
相互聴講を認める。
　履修条件は、以下の通りである。
（１）卒業までに３０単位を超えて履修かつ修得することはできない。
（２）第１部教育学科の教育課程表の学年配当にしたがって履修しなければならない。
（３）年間履修最高単位数（４８単位）に算入する。
（４）履修かつ修得した単位は、専門科目として、卒業単位に算入する。

法方修履 ）５（  
第１部開講科目の履修を希望する場合は、第２部の科目と同様に、履修登録をすること。

（６）対象科目

心 理 学 概 論 Ａ⑵
心 理 学 概 論 Ｂ⑵
社 会 文 化 史（日 本）⑵
社 会 文 化 史（西 洋）⑵
文 化 地 誌 学⑵
比 較 社 会 論⑵
ア メ リ カ 思 想 史⑵

特 別 支 援 教 育 概 論 Ⅱ ⑵ 社会教育課題研究Ⅰ⑵
社会教育課題研究Ⅱ⑵
社 会 教 育 計 画 論 Ⅰ⑵
社 会 教 育 計 画 論 Ⅱ⑵
視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵
家 庭 教 育 論⑵
女 性 問 題 と 学 習⑵
情 報 化 と 社 会 教 育⑵
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文学部　第̎部（共通総合科目）

　

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

共

通

総

合

科

目

16

単

位

以

上

教

養

科

目

哲
学
・
思
想

哲 学 Ａ⑵ 哲 学 史 Ａ⑵ 倫 理 学 Ａ⑵ 芸 術 学 Ａ⑵

哲 学 Ｂ⑵ 哲 学 史 Ｂ⑵ 倫 理 学 Ｂ⑵ 芸 術 学 Ｂ⑵

宗 教 学 Ⅰ Ａ⑵ 宗 教 学 Ⅱ Ａ⑵ 東 洋 思 想 Ａ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ａ⑵

宗 教 学 Ⅰ Ｂ⑵ 宗 教 学 Ⅱ Ｂ⑵ 東 洋 思 想 Ｂ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ｂ⑵

自
然
・
環
境
・
生
命

自 然 の 数 理 Ａ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ⑵ エネルギーの科学Ａ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ⑵

自 然 の 数 理 Ｂ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ⑵ エネルギーの科学Ｂ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ⑵

環 境 の 科 学 Ａ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ⑵ 生 物 学 Ａ⑵ 天 文 学 Ａ⑵

環 境 の 科 学 Ｂ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ⑵ 生 物 学 Ｂ⑵ 天 文 学 Ｂ⑵

自 然 科 学 概 論 Ａ⑵ 自 然 誌 Ａ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ⑵ 化 学 実 験 講 義 Ａ⑵

自 然 科 学 概 論 Ｂ⑵ 自 然 誌 Ｂ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ⑵ 化 学 実 験 講 義 Ｂ⑵

数理・情報実習講義Ａ⑵

数理・情報実習講義Ｂ⑵

歴
史
・
文
化

百人一首の文化史Ａ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ⑵ 日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ⑵

百人一首の文化史Ｂ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ⑵ 日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ⑵

西 欧 文 学 Ａ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ⑵ 地 域 史 Ａ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ⑵

西 欧 文 学 Ｂ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ⑵ 地 域 史 Ｂ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ⑵

現
代
・
社
会

経 済 学 Ａ⑵ 法 学⑵ 政 治 学 Ａ⑵ 社 会 学 Ａ⑵

経 済 学 Ｂ⑵ 日 本 国 憲 法⑵ 政 治 学 Ｂ⑵ 社 会 学 Ｂ⑵

人 類 学 Ａ⑵ 地 理 学 Ａ⑵ 心 理 学 Ａ⑵ ཱྀ と 言 語⑵

人 類 学 Ｂ⑵ 地 理 学 Ｂ⑵ 心 理 学 Ｂ⑵ 観 光 の 歴 史⑵

スポーツ
・健康

ス ポ ー ツ 健 康 科 学 実 技 Ａ⑴ スポーツ健康科学講義Ⅰ⑵ スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵

ス ポ ー ツ 健 康 科 学 実 技 Ｂ⑴ スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵
情報
教育

総　合

総 合 Ⅰ Ａ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ⑵

総 合 Ⅰ Ｂ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ⑵

総 合 Ⅴ Ａ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ⑵

総 合 Ⅴ Ｂ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ⑵

全 学 総 合 Ⅱ Ａ⑵

全 学 総 合 Ⅱ Ｂ⑵

社会人基礎力
科目

社会人基礎力入門講義⑵

社会人基礎力実践講義⑵

キャリアデベロップメント論⑵ 社 会 貢 献 活 動 入 門⑵ 公 務 員 論⑵

留
学
支
援
科
目

英語特別
教育科目 Special Course in Advanced TOEFL Ⅰ⑷ Special Course in Advanced TOEFL Ⅱ⑷

哲 学 Ａ ⑵ 哲 学 史 Ａ ⑵ 倫 理 学 Ａ ⑵ 芸 術 学 Ａ ⑵
哲 学 Ｂ ⑵ 哲 学 史 Ｂ ⑵ 倫 理 学 Ｂ ⑵ 芸 術 学 Ｂ ⑵
宗 教 学 Ⅰ Ａ ⑵ 宗 教 学 Ⅱ Ａ ⑵ 東 洋 思 想 Ａ ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ａ ⑵
宗 教 学 Ⅰ Ｂ ⑵ 宗 教 学 Ⅱ Ｂ ⑵ 東 洋 思 想 Ｂ ⑵ 地 域 文 化 研 究 Ｂ ⑵
自 然 の 数 理 Ａ ⑵ 生 活 と 物 理 Ａ ⑵ エ ネ ル ギ ー の 科 学 Ａ ⑵ 物 質 の 科 学 Ａ ⑵
自 然 の 数 理 Ｂ ⑵ 生 活 と 物 理 Ｂ ⑵ エ ネ ル ギ ー の 科 学 Ｂ ⑵ 物 質 の 科 学 Ｂ ⑵
環 境 の 科 学 Ａ ⑵ 地 球 の 科 学 Ａ ⑵ 生 物 学 Ａ ⑵ 天 文 学 Ａ ⑵
環 境 の 科 学 Ｂ ⑵ 地 球 の 科 学 Ｂ ⑵ 生 物 学 Ｂ ⑵ 天 文 学 Ｂ ⑵
自 然 科 学 概 論 Ａ ⑵ 自 然 誌 Ａ ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ａ ⑵ 化 学 実 験 講 義 Ａ ⑵
自 然 科 学 概 論 Ｂ ⑵ 自 然 誌 Ｂ ⑵ 生 物 学 実 験 講 義 Ｂ ⑵ 化 学 実 験 講 義 Ｂ ⑵
数 理・ 情 報 実 習 講 義 Ａ ⑵
数 理・ 情 報 実 習 講 義 Ｂ ⑵
百 人 一 首 の 文 化 史 Ａ ⑵ 日 本 の 昔 話 Ａ ⑵ 日本文学文化と風土Ａ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ａ ⑵
百 人 一 首 の 文 化 史 Ｂ ⑵ 日 本 の 昔 話 Ｂ ⑵ 日本文学文化と風土Ｂ⑵ 日 本 の 詩 歌 Ｂ ⑵
西 欧 文 学 Ａ ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ａ ⑵ 地 域 史 Ａ ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ａ ⑵
西 欧 文 学 Ｂ ⑵ 現 代 日 本 文 学 Ｂ ⑵ 地 域 史 Ｂ ⑵ 歴 史 の 諸 問 題 Ｂ ⑵
経 済 学 Ａ ⑵ 法 学 ⑵ 政 治 学 Ａ ⑵ 社 会 学 Ａ ⑵
経 済 学 Ｂ ⑵ 日 本 国 憲 法 ⑵ 政 治 学 Ｂ ⑵ 社 会 学 Ｂ ⑵
人 類 学 Ａ ⑵ 地 理 学 Ａ ⑵ 心 理 学 Ａ ⑵ ཱྀ と 言 語 ⑵
人 類 学 Ｂ ⑵ 地 理 学 Ｂ ⑵ 心 理 学 Ｂ ⑵ 観 光 の 歴 史 ⑵
˒
スポーツ健康科学実技Ａ⑴ スポーツ健康科学講義Ⅰ⑵ ス ポ ー ツ 健 康 科

学 講 義 Ⅱ Ａ ⑵
スポーツ健康科学実技Ｂ⑴ ス ポ ー ツ 健 康 科

学 講 義 Ⅱ Ｂ ⑵
˒
総 合 Ⅰ Ａ ⑵ 総 合 Ⅱ Ａ ⑵ 総 合 Ⅲ Ａ ⑵ 総 合 Ⅳ Ａ ⑵
総 合 Ⅰ Ｂ ⑵ 総 合 Ⅱ Ｂ ⑵ 総 合 Ⅲ Ｂ ⑵ 総 合 Ⅳ Ｂ ⑵
総 合 Ⅴ Ａ ⑵ 総 合 Ⅵ Ａ ⑵ 総 合 Ⅶ Ａ ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ａ ⑵
総 合 Ⅴ Ｂ ⑵ 総 合 Ⅵ Ｂ ⑵ 総 合 Ⅶ Ｂ ⑵ 全 学 総 合 Ⅰ Ｂ ⑵
全 学 総 合 Ⅱ Ａ ⑵
全 学 総 合 Ⅱ Ｂ ⑵

情 報 化 社 会 と 人 間⑵ コンピュータ・リテラシィＡ⑴ コンピュータ・リテラシィＢ⑴

2014 年度入学生用　文学部第２部教育学科　教育課程表（共通総合科目）
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2014 年度入学生用　文学部第２部教育学科　教育課程表（文学部共通科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文

学

部

共

通

科

目

16

単

位

以

上

文学部教育 東洋大学・井上円了研究⑵ 伝 統 文 化 講 座⑵ 情 報 処 理 演 習 Ａ⑴ 情 報 処 理 演 習 Ｂ⑴

文　

学　

部　

基　

礎　

専　

門　

科　

目

比較文学文化概説Ａ⑵
比較文学文化概説Ｂ⑵

サンスクリット文献を読むＡ⑵ イ ン ド の 芸 能⑵ イ ン ド 文 学⑵ 古 代 イ ン ド の 社 会⑵
サンスクリット文献を読むＢ⑵ 仏 教 美 術 を 見 る⑵ インドの風土と文化⑵ 天 台 の 思 想⑵

華 厳 の 思 想⑵ 禅 の 思 想⑵ 現 代 の イ ン ド⑵
密 教 の 思 想⑵ 念 仏 の 思 想⑵ イ ン ド 現 代 思 想⑵
中国仏教のあゆみＡ⑵ 日本仏教のあゆみＡ⑵ インド仏教のあゆみＡ⑵
中国仏教のあゆみＢ⑵ 日本仏教のあゆみＢ⑵ インド仏教のあゆみＢ⑵
児 童 文 学 Ａ⑵
児 童 文 学 Ｂ⑵

英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
英 語 圏 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ａ⑵
フランス語圏文学文化と日本Ｂ⑵

ドイツ語圏文学文化と日本Ａ⑵
ドイツ語圏文学文化と日本Ｂ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ａ⑵
中 国 文 学 文 化 と 日 本 Ｂ⑵

日 本 の 伝 統 行 事 Ａ⑵ 日 本 の 伝 統 芸 能 Ａ⑵ 日 本 の 美 術 Ａ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ａ⑵
日 本 の 伝 統 行 事 Ｂ⑵ 日 本 の 伝 統 芸 能 Ｂ⑵ 日 本 の 美 術 Ｂ⑵ 韓 国 文 化 事 情 Ｂ⑵

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目
４
単
位
以
上

英語

英 語ⅠＡＡ⑴ 英 語ⅡＡＡ⑴
英 語ⅠＡＢ⑴ 英 語ⅡＡＢ⑴
英 語ⅠＢＡ⑴ 英 語ⅡＢＡ⑴
英 語ⅠＢＢ⑴ 英 語ⅡＢＢ⑴

ドイツ語

ド イ ツ 語ⅠＡＡ⑴ ド イ ツ 語ⅡＡＡ⑴
ド イ ツ 語ⅠＡＢ⑴ ド イ ツ 語ⅡＡＢ⑴
ド イ ツ 語ⅠＢＡ⑴ ド イ ツ 語ⅡＢＡ⑴
ド イ ツ 語ⅠＢＢ⑴ ド イ ツ 語ⅡＢＢ⑴

フランス語

フ ラ ン ス 語ⅠＡＡ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＡＡ⑴
フ ラ ン ス 語ⅠＡＢ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＡＢ⑴
フ ラ ン ス 語ⅠＢＡ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＢＡ⑴
フ ラ ン ス 語ⅠＢＢ⑴ フ ラ ン ス 語ⅡＢＢ⑴

中国語

中 国 語ⅠＡＡ⑴ 中 国 語ⅡＡＡ⑴
中 国 語ⅠＡＢ⑴ 中 国 語ⅡＡＢ⑴
中 国 語ⅠＢＡ⑴ 中 国 語ⅡＢＡ⑴
中 国 語ⅠＢＢ⑴ 中 国 語ⅡＢＢ⑴

４カ国語のうち１カ国語４単位以上選択必修

諸
資
格 

関
連
科
目

図書館概論⑵　情報サービス論⑵　児童サービス論⑵　図書館制度・経営論⑵　図書館サービス概論⑵
情報サービス演習Ａ⑴　情報資源組織演習Ａ⑴　図書館情報資源概論⑵　情報資源組織論⑵　図書館情報技術論⑵
情報サービス演習Ｂ⑴　情報資源組織演習Ｂ⑴　図書館情報資源特論⑵　図書・図書館史⑵

学習指導と学校図書館⑵ 学校経営と学校図書館⑵ 学校図書館メディアの構成⑵
読書と豊かな人間性⑵ 情報メディアの活用⑵

キャリア教育
キ ャ リ ア 支 援 Ⅰ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅰ⑵
キ ャ リ ア 支 援 Ⅱ⑵ 教 員 養 成 講 座 Ⅱ⑵
イ ン タ ー ン シ ッ プ⑵ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動⑵
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2014 年度入学生用　文学部第２部教育学科　教育課程表（専門科目）

区　　　分 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

専

門

科

目

74

単

位

以

上

必
修
科
目
32
単
位

教 育 学 概 論⑵
教 育 心 理 学 概 論⑵
生 涯 学 習 概 論 Ⅰ⑵
教 職 論⑵
生 涯 発 達 心 理 学⑵
特 別 支 援 教 育 概 論 Ⅰ⑵

教育学ゼミナールⅡ⑷
教育学卒論ゼミナール⑵
卒 業 論 文⑹

教育学入門ゼミナール⑵
教職総合ゼミナール⑵

教育学ゼミナールⅠ⑷

選

択

科

目

42

単

位

以

上

教
育
の 

基
礎

教 育 の 現 代 的 課 題⑵ 学 校 教 育 社 会 学⑵ 比 較 社 会 論⑵
教 育 と 倫 理⑵ 社 会 文 化 史（日 本）⑵ ア メ リ カ 思 想 史⑵
比 較 政 策 論⑵ 社 会 文 化 史（西 洋）⑵ 文 化 地 誌 学⑵

心
理
学
と 

発
達
臨
床

カウンセリングの理論と実際⑵
心 理 学 概 論 Ａ⑵
心 理 学 概 論 Ｂ⑵

教 育 相 談 の 理 論 と 方 法⑵
家 族 心 理 学⑵
発 達 障 害 児・ 者 の 心 理⑵

社
会
教
育

生 涯 学 習 概 論 Ⅱ⑵
女 性 問 題 と 学 習⑵
情 報 化 と 社 会 教 育⑵
家 庭 教 育 論⑵
視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む）⑵

社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅰ⑵
社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅱ⑵
社 会 教 育 計 画 論 Ⅰ⑵
社 会 教 育 計 画 論 Ⅱ⑵

学
校

教
育

教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）⑵
特 別 活 動 の 理 論 と 方 法⑵

児 童 文 化 研 究⑵
教 育 課 程 論⑵

特
別
支
援

教
育

特 別 支 援 教 育 概 論 Ⅱ⑵
知 的 障 害 教 育 論⑵
肢 体 不 自 由 教 育 論⑵

教
職
科
目

経 済 史 Ａ⑵
経 済 史 Ｂ⑵
経 済 学 入 門 Ａ⑵
経 済 学 入 門 Ｂ⑵

政 治 学 原 論 Ａ⑵
政 治 学 原 論 Ｂ⑵

国 際 法 Ａ⑵
国 際 法 Ｂ⑵

生徒指導論（進路指導論を含む）⑵

道 徳 教 育 の 研 究⑵
教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む）⑸
教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む）⑶
教職実践演習（中・高）⑵

日 本 史 Ａ⑵ 外 国 史 Ａ⑵ 人文地理学Ａ⑵
日 本 史 Ｂ⑵ 外 国 史 Ｂ⑵ 人文地理学Ｂ⑵
地 誌 学 Ａ⑵ 民 法 Ａ⑵ 自然地理学Ａ⑵
地 誌 学 Ｂ⑵ 民 法 Ｂ⑵ 自然地理学Ｂ⑵
哲学概説Ａ⑵ 倫理学概説Ａ⑵
哲学概説Ｂ⑵ 倫理学概説Ｂ⑵

他学部他学科
開 放 科 目 科目は別表に記載

備考　１．区分欄のゴシック数字は卒業に必要な最低単位数。
　　　２．（　）内は該当科目の単位数。
　　　３．科目はすべて配当学年の中で履修することが原則であるが、所属年次以下の未修得科目は履修す

ることができる。
　　　４．４年次の ｢卒業論文｣ の履修登録は、３年次終了時点で未修得単位数が４８単位以下の卒業見込

みの学生に限る。
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第２部　他学部他学科開放科目について
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第 2 部他学部他学科開放科目
〈第 2 部学生用〉

　開放科目は、他学部および文学部他学科指定科目より自由に選択し、履修することができる。履修にあた 
っては、下記の点に注意すること。
　１．他学部他学科開放科目は次表に定める科目以外を履修することはできない。

得を可許の員教当担、は合場るす修履を目科いないてれさ示提に表次てしと目科放開科学他部学他 
た上で卒業単位にならない自由科目として履修することができる。

　２．配当学年はその学部学科の配当学年に従うこと。
　３．所属する学科の教育課程表にある科目と同一名称の科目は履修できない。
　４．以前修得した科目については、再度履修することができない。
　５．原則として第２部時間帯開講科目のみ履修すること。

第、はてっよに目科 ．６　 １部・第２部いずれかで開講する科目があるので注意すること（下表参照）。

◇第１部・第２部いずれかで開講する科目
　下記科目は、第１部・第２部いずれかでの開講となる。
　履修を希望する場合は、開講曜日時限を確認して履修すること。

万 葉 文 化 論 Ａ⑵
万 葉 文 化 論 Ｂ⑵
江 戸 文 化 論 Ａ⑵
江 戸 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ａ⑵
日 本 の 古 典 籍 Ｂ⑵

王 朝 文 化 論 Ａ⑵
王 朝 文 化 論 Ｂ⑵
近 現 代 文 化 論 Ａ⑵
近 現 代 文 化 論 Ｂ⑵
日 本 民 俗 学 Ａ⑵
日 本 民 俗 学 Ｂ⑵

室 町 文 化 論 Ａ⑵
室 町 文 化 論 Ｂ⑵
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2014年度入学生用　第2部他学部他学科開放科目一覧
学部�学科 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年

文学部 
日本文学文化
学科

古 代 日 本 文 学 史 Ａ（2） 近 世 日 本 文 学 史 Ａ（2） 近 現 代 日 本 文 学 史 Ａ（2）
古 代 日 本 文 学 史 Ｂ（2） 近 世 日 本 文 学 史 Ｂ（2） 近 現 代 日 本 文 学 史 Ｂ（2）
中 世 日 本 文 学 史 Ａ（2）
中 世 日 本 文 学 史 Ｂ（2）

万 葉 文 化 論 Ａ（2） 近 現 代 文 化 論 Ａ（2） 日 本 民 俗 学 Ａ（2）
万 葉 文 化 論 Ｂ（2） 近 現 代 文 化 論 Ｂ（2） 日 本 民 俗 学 Ｂ（2）
王 朝 文 化 論 Ａ（2） 日 本 の 古 典 籍 Ａ（2） 室 町 文 化 論 Ａ（2）
王 朝 文 化 論 Ｂ（2） 日 本 の 古 典 籍 Ｂ（2） 室 町 文 化 論 Ｂ（2）
江 戸 文 化 論 Ａ（2）
江 戸 文 化 論 Ｂ（2）

文学部 
教育学科

比 較 政 策 論（2） 比 較 社 会 論（2） 社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅰ（2）
社 会 文 化 史（日 本）（2） ア メ リ カ 思 想 史（2） 社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅱ（2）
社 会 文 化 史（西 洋）（2） 情 報 化 と 社 会 教 育（2）

経済学部 
経済学科

経 済 哲 学 Ａ   （2） 多 国 籍 企 業 論 Ａ（2）
経 済 哲 学 Ｂ   （2） 多 国 籍 企 業 論 Ｂ（2）
国 際 金 融 論 Ａ（2） 国 際 貿 易 論 Ａ（2）
国 際 金 融 論 Ｂ（2） 国 際 貿 易 論 Ｂ（2）
経 済 発 展 論 Ａ（2） 日 本 経 済 論 Ａ（2）
経 済 発 展 論 Ｂ（2） 日 本 経 済 論 Ｂ（2）

経営学部 
経営学科

経 営 財 務 論（2） 組 織 行 動 論（2） 中 小 企 業 経 営 論 Ａ（2） 環 境 マ ネ ジ メ ン ト（2）
投 資 決 定 論（2） 経 営 史 Ａ（2） 中 小 企 業 経 営 論 Ｂ（2） 経 営 分 析 論（2）
経 営 組 織 論（2） 経 営 史 Ｂ（2） 環境マネジメント入門（2）

法学部 
法律学科

法 制 史（日 本） Ａ（2） 法 制 史（西 洋） Ａ（2） 法 哲 学 Ａ（2）
法 制 史（日 本） Ｂ（2） 法 制 史（西 洋） Ｂ（2） 法 哲 学 Ｂ（2）

英 米 法 Ａ（2） ࿑࢖関܎法・࿑働市場法Ａ（2） 刑 事 政 策 Ａ（2）
英 米 法 Ｂ（2） ࿑࢖関܎法・࿑働市場法Ｂ（2） 刑 事 政 策 Ｂ（2）
ド イ ツ 法（2） 雇 用 関 ܎ 法 Ａ（2） 国 際 法 Ａ（2）
フ ラ ン ス 法（2） 雇 用 関 ܎ 法 Ｂ（2） 国 際 法 Ｂ（2）
行 政 学 Ａ（2） 経 済 法 Ａ（2） 政 治 学 原 論 Ａ（2）
行 政 学 Ｂ（2） 経 済 法 Ｂ（2） 政 治 学 原 論 Ｂ（2）

社会学部 
社会学科

社 会 統 計 学（2） 社 会 文 化 思 想 史 Ａ（2） ू 合 行 動 論 Ａ（2） 社 会 学 史 Ａ（2）
社 会 文 化 思 想 史 Ｂ（2） ू 合 行 動 論 Ｂ（2） 社 会 学 史 Ｂ（2）

地 域 社 会 学 Ａ（2） 環 境 社 会 学 Ａ（2） 家 族 社 会 学 Ａ（2） 宗 教 社 会 学 Ａ（2）
地 域 社 会 学 Ｂ（2） 環 境 社 会 学 Ｂ（2） 家 族 社 会 学 Ｂ（2） 宗 教 社 会 学 Ｂ（2）
犯 罪 社 会 学 Ａ（2） 組 織 社 会 学 Ａ（2） 臨 床 心 理 学 Ａ（2）
犯 罪 社 会 学 Ｂ（2） 組 織 社 会 学 Ｂ（2） 臨 床 心 理 学 Ｂ（2）
マス・コミュニケーション概論Ａ（2） 情 報 学 基 礎 論 Ａ（2） コミュニケーション論（2） 情 報 倫 理 概 論（2）
マス・コミュニケーション概論Ｂ（2） 情 報 学 基 礎 論 Ｂ（2）

社 会 統 計 解 析 法（2） 産 業 地 域 論 Ａ（2）
質 的 ௐ 査 法（2） 産 業 地 域 論 Ｂ（2）

社会学部 
社会福祉学科

社 会 福 祉 学 概 論 Ａ（2） 高 ྸ 者 福 祉 論（2） 公 的 扶 助 論（2） 地 域 福 祉 論（2）
社 会 福 祉 学 概 論 Ｂ（2） 障 害 者 福 祉 論（2） 児 童 福 祉 論（2） 社 会 福 祉 法 制・ 行 政（2）

ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 論（2） バ リ ア フ リ ー 論（2） ࢠ ど も 支 援 論（2）
ジ ェ ン ダ ー と 福 祉（2） 保 健 医 療 サ ー ビ ス 論（2）

国際地域学部
国際地域学科
地域総合専攻

社 会 ௐ 査 法（2） 宗 教 と 社 会（2） 地 域 文 化（2）
統 計 学（2） 文 化 人 類 学（2） アジア・ଠฏ洋地域論（2）
科 学 技 術 倫 理（2） ヨーロッパの地誌と文化Ⅰ（2） ア ジ ア 社 会 論（2）
現 代 社 会 論（2） ヨーロッパの地誌と文化Ⅱ（2） 経 済 協 力 論（2）
ミ ク ロ 経 済 学（2） プロジェク๼実施・評価（2） 国 際 環 境 計 画 入 門（2）
マ ク ロ 経 済 学（2） 水 ล と 環 境（2） 環 境 管 理 適 正 技 術 論（2）
社 会 シ ス テ ム 哲 学（2） 自 然 ࡂ 害 と ๷ （2）ࡂ 都 市 環 境 論（2）
社 会 シ ス テ ム 論（2） 都 市 地 理 学（2） ま ち づ く り 手 法 論（2）
環ଠฏ洋ツーリズム論（2） 経 済 地 理 学（2） 地 域 計 画（2）
ホ テ ル 開 発 論（2） 地 域 福 祉 論（2） 映 像 社 会 学（2）
サービス・マネジメン๼（2） 社 会 政 策 論（2） 社 会 基 盤 計 画・ 政 策（2）
リ κ ー ๼ 開 発 計 画 論（2） 公 共 経 営 論（2） 地 域 シ ス テ ム 論（2）
自 然 保 ・ޢ 公 Ԃ 論（2） 地 方 自 治 論（2） 都 市 計 画（2）
国 際 観 光 交 流 論（2） 欧 भ ツ ー リ ズ ム 論（2） 食 品 衛 生 論（2）
観 光 行 動 Ϟ デ ル（2） 観 光 マ ー ケ テ ィ ン グ（2） 地 域 財 政 と 観 光（2）
๺ 米 ツ ー リ ズ ム 論（2） レ ス ๼ ラ ン 経 営 論（2）
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Ⅳ　諸資格について
（２０１４年４月１日現在）
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１.　教育職員免許状
教職課程を学ぶにあたって

 

〈1〉教育職員免許状について
　大学卒業後、小学校・中学校・高等学校・特別支援学校の教員になるためには教育職員免許状を取得
しなければなりません。
　各学科で取得できる教育職員免許状は次の表のとおりです。

免許状の種類
学部学科（コース・専攻） 小学校教諭１種免許状 中学校教諭１種免許状（教科）

高等学校教諭１種免許状
（教科）

文
部

　１

　第

哲 社 会

社 会

地理歴史・公民
国 語 ・ 書 道

日本文学文化 国 語

国 語

国 語 ・ 書 道
英 米 文 英 語 英 語

史 社 会 地理歴史・公民

地理歴史・公民

教育（人間発達）
社 会 地理歴史・公民
特別支援学校教諭１種免許状

教育（初等教育） 小学校教諭１種免許状

東洋思想文化（中国語・中国哲学文学）

東洋思想文化（中国語・中国哲学文学）

東洋思想文化（仏教思想）

東洋思想文化（仏教思想）

英語コミュニケーション 英 語 英 語

部
２
　第 社 会 地理歴史・公民

日本文学文化 国 語

国 語

国 語 ・ 書 道

国 語 ・ 書 道

教 育 社 会 地理歴史・公民

東洋大学教職課程運営委員長
　本学の学祖井上円了は哲学館の創設にあたり「諸学の基礎は哲学にあり」の理念の下、「先入観や偏見
にとらわれず、物事の本質に迫る仕方で、論理的・体系的に深く考える人間」「社会の課題に自主的・主
体的に取組み、よき人間関係を築いていける人間」の育成をめざした。そして特に「教育家と宗教家」の
養成に力を入れた。このように本学は創設以来、教員養成を重視し、この分野の伝統と実績を有する大学
であり、多くの卒業生が教員として全国の学校で活躍している。
　これから教職課程を履修し、教員免許状を取得して教員になろうと志す学生にはまずこのことをしっかりと自
覚してほしい。
　言うまでもなく、教員になるためには教員免許状の取得が必要である。免許状の取得に関する諸事項は教
育職員免許法に定められており、本学もこれに基づいて教職課程教育を実施している。
　教職課程に属する科目の多くは、各学科の卒業に必要な科目とは別に履修し単位を修得しなければならな
い。従って、教職課程を履修する学生は、他の学生よりも多くの科目を履修しなければならず、学修に費や
す時間もそれだけ多くなる。１年次からの計画的な履修と学修が求められる。その詳細については、教職課
程ガイダンスに参加して説明を聞くとともに、この「履修要覧」を熟読してほしい。
　教員になるためには、担当する教科に関する知識を豊富に持つことが必要になることは言うまでもない。し
かしそれだけでは教員として十分とは言えない。教員は成長・発達の途上にある児童・生徒を指導し、とも
に学ぶ存在である。教員の言動は、時として、子どもの将来を大きく左右することもある。その意味で教員と
いうのは恐ろしい職業である。しかし同時に教員は子どもの成長を直接に目にし、それを助け、ともに喜び合
えるやりがいのある職業でもある。
　ある教育学者が次のようなことを問うている。「あなた（教員）は何の権利があって他人の子どもを教育す
るなどという大それたことができるのか」。
　この問いに答えることは簡単ではない。しかし「他人の子ども」を教育するという「大それた事」を職業と
することを、子どもから、保護者から、そして社会から、許されるだけの準備を大学生活のなかでしておくこ
とが、最低限の義務である。
　教員をめざす学生には、大学の授業で学ぶことはもちろん、サークル活動、ボランティア活動、趣味、ア
ルバイトなど、さまざまな経験をしながら、自分自身を成長させることを期待したい。豊かな人間性を持った信
頼に足る教員をめざしてほしい。
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〈２〉教育職員免許状の取得条件について

　教育職員免許状を取得するためには、下の表にあるように基礎資格として「学士の学位を有すること」
（卒業に必要な単位を修得すること）が要求されます。したがって、教育職員免許状取得のための単位は修得
できたものの卒業ができなかったということにならないよう、４年間の履修計画を立ててください。本学では「教
育職員免許法」に基づいて、教育職員免許状取得に必要な単位が修得できるよう科目を開設しています。
なお、特別支援学校教諭免許状を取得するためには小学校、中学校、高等学校または幼稚園のいずれか
の免許状（基礎免許状）を取得した上に、さらに特別支援教育に関する科目の単位を修得することが必要と

こるいてし）込見（得取を状許免員職育教の方両諭教校学等高・諭教校学中で等験試用採員教、年近 〇
とが採用試験受験の条件、または有利になる傾向があります。したがって、できる限り中学校教諭・高等
学校教諭両方の教育職員免許状を取得することが望ましいと考えられます。

、めたるいてれさ置配にうよるきで得修つか修履で間年４、は目科な要必にのるす得取を状許免員職育教 〇
４年間の履修計画を入念に立て、１年次より必要な科目を履修かつ修得してください。
※ ２年次ないし３年次から４年次終了（卒業）までに教育職員免許状を取得することは難しいので注意し
てください。

め、教育職員免許状の取得が第１部学生より難しいので注意してたいな少が数間時業授は生学部２第 〇
ください。  

基礎資格と免許法における最低修得単位数

免許状の種類 基礎資格

免許法における最低修得単位数
免許法施行規則
第６６条の６
に定める科目

教職に関
する科目

教科に関
する科目

教科又は教職
に関する科目

特別支援教
育に関する
科目

その他

小 学 校
教 諭

１ 種
免許状

学士の学位を
有すること

８ ４１ ８ １０ 介護等体験
（詳細は
P．２３０）中 学 校

教 諭
１ 種
免許状 ８ ３１ ２０ ８

高等学校
教 諭

１ 種
免許状 ８ ２３ ２０ １６

特別支援
学校教諭

１ 種
免許状

小学校、中学
校、高等学校
または幼稚園
の免許状を有
すること

２６

〈注意〉
上記の免許法における最低修得単位数と、本学における最低修得単位数は異なります。
本学の学生は、本学における最低修得単位数を履修かつ修得しなければなりません。P.２０６～P.２３１の表２
の本学における「教職に関する科目」「教科に関する科目」一覧表で確認してください。
また、「教科又は教職に関する科目」については「教職に関する科目」、「教科に関する科目」の法令上
の最低修得単位数を超えて修得した当該の単位を充当します（ただし、東洋思想文化学科については、
前述の単位に加えて「教科又は教職に関する科目」を別途設けています）。

なります。
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ʪ３ʫ教職課程登録ྉについて
　本学では、通学課程の学部学生及び大学院生が教職課程の履修を希望する場合、教職課程登録料が
必要となります。所定の期日までに指定された方法でೲ入してください。
　なお、登録料の区分、徴収対象、徴収ֹおよび有効期間は以下の通りとなります。

教職課程
登録料

区分 徴収対象 徴収ֹ 有効期間

在籍生
登録料

東洋大学教職課程の履修を希望
する通学課程の学部生及び大学
院生

30
000 円

・学部生は、ೲ入時から卒業年
度の 3 月 31 日（秋学期卒業
生を含む。ただし、春学期卒
業生は 9月 30 日）まで。

・大学院生は、ೲ入時から修了
年度の 3 月 31 日（秋学期修
了生を含む。ただし、春学期
修了生は 9月 30 日）まで。

卒業生等
登録料

東洋大学の卒業生及び大学院修
了生（ただし、退学者及び除籍
者を含む。）で、教職支援室の
利用等（教職に関するセミナー
等への参加を含む。）を希望す
る者

5
000 円
（ただし、秋学期
からの場合は当該
年度のみ 2
500 円
とする。）

ೲ入年度の 3月 31 日まで。

※文学部第１部教育学科初等教育専攻の学生は、在籍生登録料のೲ入は必要ありません。
※ 再入学した学生のうち、在籍時に教職課程登録料をೲ入している場合は、再度のೲ入は必要ありま

せん。

ʪ４ʫ教職科目の履修登録について
　教育職員免許状の取得のためには、卒業単位の充足のほかに、以下に定められた科目をそれぞれ履
修し、単位を修得する必要があります。

　　（１）免許法施行規則第６６条の６に定める科目（ʪ表１ʫ参照）
　　（２）教職に関する科目（ʪ表２ʫ参照）
　　（３）教科に関する科目（ʪ表２ʫ参照）
　　（４）教科又は教職に関する科目（ʪ表２ʫ参照）
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＜表１＞ʮ໔ڐ法施行نଇ第６６৚の６に定める科目ʯ
　下記の表にしたがい、「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器のૢ作」のそれͧれの分໺で
２単位ͣつを修得しな͚れ͹ならない。

学部 免許法施行規則第66৚の６ 
に定める科目区分

必　　要 
単位数 本学での開講科目

文

ୈ
̍
部

日本国憲法 ２ 単位 日本国憲法⑵

体育 ２ 単位

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴ 
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴ 
スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴ 
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴ 
スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴ 
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴ 
スポーツ健康科学講義Ⅰ⑵
スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵ 
スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵
※上記科目のうち、２ 単位選択必修

外国語コミュニケーション ２ 単位

学科名 科目名

哲 英語ⅠＡ⑵wドイツ語ⅠＡ⑵wフランス語ⅠＡ⑵のうち
１科目選択必修

イ ン ド 哲 英語ⅠＡ⑵wドイツ語ⅠＡ⑵wフランス語̞Ａ⑵w
中国語ⅠＡ⑵のうち１ 科目選択必修

中 国 哲 学 文 中国語ⅠＡ⑵w中国語ⅠＢ⑵のうち１ 科目選択必修

日 本 文 学 文 化 英語ⅠＡ⑵wドイツ語ⅠＡ⑵wフランス語ⅠＡ⑵w
中国語ⅠＡ⑵のうち １ 科目選択必修

英 米 文 英語ⅠＡ⑵w英語ⅠＢ⑵のうち１ 科目選択必修

史 英語ⅠＡ⑵w英語ⅠＢ⑵のうち１ 科目選択必修

教育（人間・初等） 英語ⅠＡ⑵w英語ⅠＢ⑵のうち１ 科目選択必修

英語コミュニケーション

Oral CommunicationⅠＡＡ⑴ 
Oral CommunicationⅠＡＢ⑴ 
Oral CommunicationⅠＢＡ⑴ 
Oral CommunicationⅠＢＢ⑴ 
※上記科目のうち2単位選択必修

情報機器のૢ作 ２ 単位

情報化社会と人間⑵　コンピュータwリテラシィ⑵　情報処理演習Ａ⑴ 
情報処理演習Ｂ⑴　のうち ２ 単位選択必修 
ୠし、英語コミュニケーション学科の学生は 
情報化社会と人間⑵　情報処理演習Ａ⑴　情報処理演習Ｂ⑴
Computer Assisted Language Learning Ａ⑵
Computer Assisted Language Learning Ｂ⑵のうち 2 単位選択必修

ୈ
̎
部

日本国憲法 ２ 単位 日本国憲法⑵

体育 ２ 単位

スポーツ健康科学実技Ａ⑴ 
スポーツ健康科学実技Ｂ⑴ 
スポーツ健康科学講義Ⅰ⑵ 
スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵ 
スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵ 
※上記科目のうち、２ 単位選択必修

外国語コミュニケーション ２ 単位

英　　　語̞ＡＡ⑴ 
英　　　語̞ＡＢ⑴ 
英　　　語̞ＢＡ⑴ 
英　　　語̞ＢＢ⑴ 
ド イ ツ 語̞ＡＡ⑴ 
ド イ ツ 語̞ＡＢ⑴ 
ド イ ツ 語̞ＢＡ⑴ 
ド イ ツ 語̞ＢＢ⑴ 
フランス語̞ＡＡ⑴ 
フランス語̞ＡＢ⑴ 
フランス語̞ＢＡ⑴ 
フランス語̞ＢＢ⑴ 
中 国 語̞ＡＡ⑴ 
中 国 語̞ＡＢ⑴ 
中 国 語̞ＢＡ⑴ 
中 国 語̞ＢＢ⑴ 
※上記科目のうち、２ 単位選択必修

情報機器のૢ作 ２ 単位

情 報 化 社 会 と 人 間⑵ 
コンピュータ w リテラシィＡ⑴ 
コンピュータ w リテラシィＢ⑴ 
情 報 処 理 演 習 Ａ⑴ 
情 報 処 理 演 習 Ｂ⑴ 
※上記科目のうち、２ 単位選択必修

　下記の表にしたがい、「日本国ݑ法」「体育」「外国語コミュニケーション」「情報機器の操作」のそれぞれの分野で
２単位以上を修得しなければなりません。

学部 免許法施行規則第66৚の６ 
に定める科目区分

必　　要 
単 位 数 本学での開講科目

文

ୈ
̍
部

日本国憲法 ２単位 日本国憲法⑵

体育 ２単位

スポーツ健康科学実技ⅠＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅠＢ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅡＢ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＡ⑴
スポーツ健康科学実技ⅢＢ⑴
スポーツ健康科学講義Ⅰ⑵
スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵
スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵
※上記科目のうち、２単位選択必修

外国語コミュニケーション ２単位

学科名 科目名

哲 英語ⅠＡ⑵・ドイツ語ⅠＡ⑵・フランス語ⅠＡ⑵のう
ち１科目選択必修

東 洋 思 想 文 化
（中国語・中国哲学文学） 中国語ⅠＡ⑵・中国語ⅠＢ⑵のうち１科目選択必修

東 洋 思 想 文 化
（仏 教 思 想）

英語ⅠＡ⑵・ドイツ語ⅠＡ⑵・フランス語̞Ａ⑵・
中国語ⅠＡ⑵のうち１科目選択必修

日 本 文 学 文 化 英語ⅠＡ⑵・ドイツ語ⅠＡ⑵・フランス語ⅠＡ⑵・
中国語ⅠＡ⑵のうち１科目選択必修

英 米 文 英語ⅠＡ⑵・英語ⅠＢ⑵のうち１科目選択必修
史 英語ⅠＡ⑵・英語ⅠＢ⑵のうち１科目選択必修

教育（人間・初等） 英語ⅠＡ⑵・英語ⅠＢ⑵のうち１科目選択必修

英語コミュニケーション

Oral CommunicationⅠＡＡ⑴
Oral CommunicationⅠＡＢ⑴
Oral CommunicationⅠＢＡ⑴
Oral CommunicationⅠＢＢ⑴
※上記科目のうち2単位選択必修

情報機器のૢ作 ２単位

情報化社会と人間⑵　コンピュータ・リテラシィ⑵　情報処理演習Ａ⑴
情報処理演習Ｂ⑴　のうち２単位選択必修
ୠし、英語コミュニケーション学科の学生は
情報化社会と人間⑵　情報処理演習Ａ⑴　情報処理演習Ｂ⑴
Computer Assisted Language Learning Ａ⑵
Computer Assisted Language Learning Ｂ⑵のうち2単位選択必修

ୈ
̎
部

日本国憲法 ２単位 日本国憲法⑵

体育 ２単位

スポーツ健康科学実技Ａ⑴
スポーツ健康科学実技Ｂ⑴
スポーツ健康科学講義Ⅰ⑵
スポーツ健康科学講義ⅡＡ⑵
スポーツ健康科学講義ⅡＢ⑵
※上記科目のうち、２単位選択必修

外国語コミュニケーション ２単位

英　　　語̞ＡＡ⑴
英　　　語̞ＡＢ⑴
英　　　語̞ＢＡ⑴
英　　　語̞ＢＢ⑴
ドイツ語̞ＡＡ⑴
ドイツ語̞ＡＢ⑴
ドイツ語̞ＢＡ⑴
ドイツ語̞ＢＢ⑴
フランス語̞ＡＡ⑴
フランス語̞ＡＢ⑴
フランス語̞ＢＡ⑴
フランス語̞ＢＢ⑴
中 国 語 ̞ Ａ Ａ ⑴
中 国 語 ̞ Ａ Ｂ ⑴
中 国 語 ̞ Ｂ Ａ ⑴
中 国 語 ̞ Ｂ Ｂ ⑴
※上記科目のうち、２単位選択必修

情報機器のૢ作 ２単位

情報化社会と人間⑵
コンピュータ・リテラシィＡ⑴
コンピュータ・リテラシィＢ⑴
情報処理演習Ａ⑴
情報処理演習Ｂ⑴
※上記科目のうち、２単位選択必修
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〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

哲
学
科
（
第
１
部
）
20
14
年
度
入
学
生
用用
（
１
.○
：
必
修
科
目
、
２
.「
最
低
修
得
単
位
数
」：
本
学
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
、
３
. △
：
選
択
必
修
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
公
民
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
　
当
 

学
　
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

2単
位

○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目

6単
位

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1
　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2
　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び
 

指
導
法
に
関
す
る

科
目

8単
位

以
上

　
社
会
科
教
育
論
⑵

2

○
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅰ
⑵

○
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導
・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

3単
位

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。

た
だ
し
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
、
高

等
学
校
免
許
申
請
の
際
に
は
３
単
位
と
し

て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習

2単
位

○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
 

科
目
』単
位
小
計

25
単
位

以
上

　
…
①

中
学
校
教
諭
１
種
（
社
会
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
　
当
 

学
　
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

2単
位

○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目

6単
位

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1
　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2
　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び
 

指
導
法
に
関
す
る

科
目

12
単
位

○
社
会
科
教
育
論
⑵

2
△
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

△
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅱ
⑵
　
※
１

△
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

△
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅱ
⑵
　
※
２

※
１
、※
２
い
ず
れ
か
１
分
野
Ⅰ・
Ⅱ
と
も
履
修
修
得
す
る
こ
と
。

3 3 3 3

○
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
） ⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導
・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

5単
位

○
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

4

教
職
実
践
演
習

2単
位

○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
 

科
目
』単
位
小
計

31
単
位
　
…
①

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
地
理
歴
史
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
　
当
 

学
　
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

2単
位

○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目

6単
位
 

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1
　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2
　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び
 

指
導
法
に
関
す
る

科
目

8単
位
 

以
上

　
社
会
科
教
育
論
⑵

2

○
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅰ
⑵

○
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導
・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

3単
位

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸
 

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶
 

※
 い
ず
れ
か
１
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。

た
だ
し
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
、
高

等
学
校
免
許
申
請
の
際
に
は
３
単
位
と
し

て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習

２
単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
 

科
目
』単
位
小
計

25
単
位
 

以
上

　
…
①
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す
関
に
科
教
「と」

目
科
る
す
関
に
職
教
「、
に
め
た
す
た
満
を
計
合
の
位
単
の
め
た
の
得
取
許
免
る
け
お
に
学
本、

は
者
望
希
得
取
許
免
の）

史
歴
理
地
（状

許
免
種
１
諭
教
校
学
等
高
と）

民
公
（状

許
免
種
１
諭
教
校
学
等
高〉

意
注
〈

 
る
科
目
」の
選
択
科
目
を
履
修
か
つ
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低
 

修
得
 

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

「
法
律
学（
国
際

法
を
含
む
。）
、政
治
 

学（
国
際
政
治
を
 

含
む
。）
」

4単
位

以
上

○
政
治
学
原
論
Ａ
⑵
 

○
政
治
学
原
論
Ｂ
⑵
 

　
国
際
法
Ａ
⑵
 

　
国
際
法
Ｂ
⑵

「
社
会
学
、経
済
 

学（
国
際
経
済
を
 

含
む
。）
」

4単
位

以
上

○
社

会
学

Ａ
⑵
 

○
社

会
学

Ｂ
⑵
 

　
経

済
学

Ａ
⑵
 

　
経

済
学

Ｂ
⑵
 

　
国
際
公
共
経
済
Ａ
⑵
 

　
国
際
公
共
経
済
Ｂ
⑵

「
哲
学
、
倫
理
学
、

宗
教
学
、
心
理

学
」

12
単
位

以
上

○
哲

学
概

論
⑷
 

○
倫

理
学

概
論
⑷
 

○
心

理
学

概
論

Ａ
⑵
 

○
心

理
学

概
論

Ｂ
⑵
 

　
哲

学
基

礎
概

説
⑷

　
哲

学
演

習
Ⅰ
⑵
 

　
日

本
哲

学
特

講
⑷
 

　
宗
教
と
は
何
か
Ａ
⑵
 

　
宗
教
と
は
何
か
Ｂ
⑵
 

　
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
⑵
 

　
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ｂ
⑵

『
教
科
に
関
す
る
 

科
目
』単
位
小
計

20
単
位

以
上
　
…
②

本
学
に
お
け
る
免

許
取
得
の
た
め
の

単
位
の
合
計

59
単
位

以
上
①
+②

の
合
計
で
59
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な
 

け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
　
低

修
　
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

日
本
史
及
び

外
国
史

8単
位

○
日
 
本
 
史
 
Ａ
⑵
 

○
日
 
本
 
史
 
Ｂ
⑵
 

○
外
 
国
 
史
 
Ａ
⑵
 

○
外

国
史

Ｂ
⑵
 

　
西
洋
哲
学
史
概
説
Ⅰ
⑷
 

　
西
洋
哲
学
史
概
説
Ⅱ
⑷
 

　
中
国
哲
学
史
概
説
⑷
 

　
美
学
美
術
史
演
習
⑵
 

　
社
会
学
史
Ⅱ
⑵
 

　
社
会
学
史
Ⅰ
⑵
 

　
社
会
文
化
史（
日
本
）⑵

地
理
学

（
地
誌
を
含
む
。）

8単
位

○
地
理
学
Ａ
⑵
 

○
地
理
学
Ｂ
⑵
 

○
地
誌
学
Ａ
⑵
 

○
地
誌
学
Ｂ
⑵
 

　
人
文
地
理
学
Ａ
⑵
 

　
人
文
地
理
学
Ｂ
⑵
 

　
自
然
地
理
学
Ａ
⑵
 

　
自
然
地
理
学
Ｂ
⑵

「
法
律
学
、
政
治

学
」

4単
位
○
政
治
学
原
論
Ａ
⑵
 

○
政
治
学
原
論
Ｂ
⑵
 

　
国
際
法
Ａ
⑵
 

　
国
際
法
Ｂ
⑵

「
社
会
学
、
経
済

学
」

4単
位

○
社
 会

 学
 Ａ
⑵
 

○
社
 会

 学
 Ｂ
⑵
 

　
経
 済

 学
 Ａ
⑵
 

　
経
 済

 学
 Ｂ
⑵
 

　
国
際
公
共
経
済
Ａ
⑵
 

　
国
際
公
共
経
済
Ｂ
⑵

「
哲
学
、
倫
理
学
、

宗
教
学
」

8単
位

○
哲
 
 
学
 
 
概
 
 
論
⑷
 

○
倫
 
理
 
学
 
概
 
論
⑷
 

　
哲
 学
 基
 礎
 概
 説
⑷
 

　
哲
 
学
 
演
 
習
 
Ⅰ
⑵
 

　
日
 本
 哲
 学
 特
 講
⑷
 

　
宗
教
と
は
何
か
Ａ
⑵
 

　
宗
教
と
は
何
か
Ｂ
⑵
 

　
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ａ
⑵
 

　
ブ
ッ
ダ
の
思
想
と
そ
の
展
開
Ｂ
⑵

『
教
科
に
関
す
る
 

科
目
』単
位
小
計

32
単
位
　
…
②

本
学
に
お
け
る
免

許
取
得
の
た
め
の

単
位
の
合
計

63
単
位
①
+②

の
合
計
で
63
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な
 

け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
　
低

修
　
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

日
本
史

4単
位

以
上

○
日
 
本
 
史
 
Ａ
⑵
 

○
日
 
本
 
史
 
Ｂ
⑵
 

　
社
会
文
化
史（
日
本
）⑵

外
国
史

4単
位

以
上

○
外
 
国
 
史
 
Ａ
⑵
 

○
外
 
国
 
史
 
Ｂ
⑵
 

　
西
洋
哲
学
史
概
説
Ⅰ
⑷
 

　
西
洋
哲
学
史
概
説
Ⅱ
⑷
 

　
中
国
哲
学
史
概
説
⑷
 

　
社

会
学

史
Ⅰ
⑵

社
会

学
史

Ⅱ
⑵
 

　
美
学
美
術
史
演
習
⑵

人
文
地
理
学

及
び
自
然
地
理
学

8単
位

以
上

○
人
文
地
理
学
Ａ
⑵
 

○
人
文
地
理
学
Ｂ
⑵
 

○
自
然
地
理
学
Ａ
⑵
 

○
自
然
地
理
学
Ｂ
⑵
 

　
地
理
学
Ａ
⑵
 

　
地
理
学
Ｂ
⑵

地
誌

4単
位

○
地
誌
学
Ａ
⑵
 

○
地
誌
学
Ｂ
⑵

『
教
科
に
関
す
る
 

科
目
』単
位
小
計

20
単
位

以
上

　
…
②

本
学
に
お
け
る
免

許
取
得
の
た
め
の

単
位
の
合
計

59
単
位

以
上
①
+②

の
合
計
で
59
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な
 

け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑵
地
域
文
化
研
究
Ⅲ
Ａ

⑵
地
域
文
化
研
究
Ⅲ
Ａ
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த
学

ߍ
ڭ

་
ɹ

̍
छ

ɹʢ
ࠃ

ޠ
ʣ

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
࠷

௿
修

ಘ
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目
഑

౰
学

年

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目
̒

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

教
育

史
⑵

3・
4

˓
教

育
心

理
学

⑵
2

˓
教

育
制

度
論

⑵
1

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
̍

̒
୯

Ґ

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1
˓

国
語

科
教

育
論

Ⅰ
⑵

2
˓

国
語

科
教

育
論

Ⅱ
⑵

2
˓

国
語

科
指

導
法

Ⅰ
⑵

3
˓

国
語

科
指

導
法

Ⅱ
⑵

3
˓

道
徳

教
育

論
⑵

3
˓

特
別

活
動

の
理

論
と

方
法

⑵
3

˓
教育

方法
論（

情報
機器

及び
教材

の活
用を

含む
）⑵

3

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
及

び
進

路
指

導
等

に
関

す
る

科
目

̐
୯

Ґ
˓

生
徒

指
導

論（
進

路
指

導
論

を
含

む
）⑵

2

˓
教

育
相

談
⑵

2

教
育

実
習

̑
୯

Ґ
˓

教
育

実
習

Ⅰ（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑸

4

教
職

実
践

演
習

̎
୯

Ґ
˓

教
職

実
践

演
習（

中
・

高
）⑵

4
『

教
職

に
関

す
る

科
目

』単
位

小
計

̏
̑

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ʜ

ᶃ

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
教

育
評

価
⑵

3・
4

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』

単
位

小
計

ʜ
ᶄ

ߴ
౳

学
ߍ

ڭ
་

ɹ
̍

छ
ɹʢ

ࠃ
ޠ

ʣ
ڭ

৬
に

ؔ
す

Δ
科

目
໔

ڐ
๏

ࢪ
行

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
Δ

科
目

࠷
௿

修
ಘ

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目
̒

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

教
育

史
⑵

3・
4

˓
教

育
心

理
学

⑵
2

˓
教

育
制

度
論

⑵
1

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
̍

̌
୯

Ґ
Ҏ

্

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1
国

語
科

教
育

論
Ⅰ

⑵
2

国
語

科
教

育
論

Ⅱ
⑵

2

˓
国

語
科

指
導

法
Ⅰ

⑵
3

˓
国

語
科

指
導

法
Ⅱ

⑵
3

˓
特

別
活

動
の

理
論

と
方

法
⑵

3

˓
教育

方法
論（

情報
機器

及び
教材

の活
用を

含む
）⑵

3

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
及

び
進

路
指

導
等

に
関

す
る

科
目

̐
୯

Ґ
˓

生
徒

指
導

論（
進

路
指

導
論

を
含

む
）⑵

2

˓
教

育
相

談
⑵

2

教
育

実
習

̏
୯

Ґ

˚ ˚ ※

教
育

実
習

Ⅰ（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑸

教
育

実
習

Ⅱ（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑶

い
ͣ

れ
か

１
科

目
を

修
得

す
る

こ
と

。
ͨ

ͩ
͠

ڭ
ҭ

࣮
श

ᶗ
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

も
ɺ

ߴ
౳

学
ߍ

໔
ڐ

ਃ
੥

の
ࡍ

に
は

̏
୯

Ґ
ͱ

͠
ͯ

ਃ
੥

す
Δ

。

4 4

教
職

実
践

演
習

̎
୯

Ґ
˓

教
職

実
践

演
習（

中
・

高
）⑵

4
『

教
職

に
関

す
る

科
目

』単
位

小
計

̎
̓

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ʜ

ᶃ

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目

教
育

評
価

⑵
3・

4

道
徳

教
育

論
⑵

3

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』

単
位

小
計

ʜ
ᶄ

ߴ
౳

学
ߍ

ڭ
་

ɹ
̍

छ
ɹʢ

ॻ
ಓ

ʣ
ڭ

৬
に

ؔ
す

Δ
科

目
໔

ڐ
๏

ࢪ
行

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
Δ

科
目

࠷
௿

修
ಘ

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目
̒

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

教
育

史
⑵

3・
4

˓
教

育
心

理
学

⑵
2

˓
教

育
制

度
論

⑵
1

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
̍

̌
୯

Ґ

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1

˓
書

道
科

指
導

法
Ⅰ

⑵
3

˓
書

道
科

指
導

法
Ⅱ

⑵
3

˓
特

別
活

動
の

理
論

と
方

法
⑵

3

˓
教育

方法
論（

情報
機器

及び
教材

の活
用を

含む
）⑵

3

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
及

び
進

路
指

導
等

に
関

す
る

科
目

̐
୯

Ґ
˓

生
徒

指
導

論（
進

路
指

導
論

を
含

む
）⑵

2

˓
教

育
相

談
⑵

2

教
育

実
習

̏
୯

Ґ

˚ ˚ ※

教
育

実
習

Ⅰ（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑸

教
育

実
習

Ⅱ（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑶

い
ͣ

れ
か

１
科

目
を

修
得

す
る

こ
と

。
ͨ

ͩ
͠

ڭ
ҭ

࣮
श

ᶗ
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

も
ɺ

ߴ
౳

学
ߍ

໔
ڐ

ਃ
੥

の
ࡍ

に
は

̏
୯

Ґ
ͱ

͠
ͯ

ਃ
੥

す
Δ

。

4 4

教
職

実
践

演
習

̎
୯

Ґ
˓

教
職

実
践

演
習（

中
・

高
）⑵

4
『

教
職

に
関

す
る

科
目

』単
位

小
計

̎
̓

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ʜ

ᶃ

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目

教
育

評
価

⑵
3・

4

道
徳

教
育

論
⑵

3

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』

単
位

小
計

ʜ
ᶄ

ʪ
表
２
ʫ
本
学
に
お
け
る
ʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯʮ
教
科
ຢ
は
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯ
一
覧
表

東
洋
思
想
文
化
学
科
（
第
１
部
）
中
国
語
・
中
国
哲
学
文
学
コ
ー
ス
20
14
年
度
入
学
生
用

（
1.
˓
：
必
修
科
目
、
２
ʮ
最
低
修
得
単
位
数
：
本
学
に
お
い
て
໔
ڐ
ঢ়
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
ʯ、
３
.˚
：
選
択
必
修
）
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ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
࠷

௿
修

ಘ
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目

国
語

学
（

音
声

言
語

及
び

文
ষ

表
現

に
関

す
る

も
の

を
含

む
。）

̐
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
日

本
語

概
説

Ａ
⑵

˓
日

本
語

概
説

Ｂ
⑵

日
本

語
史

Ａ
⑵

日
本

語
史

Ｂ
⑵

古
典

文
法

Ａ
⑵

古
典

文
法

Ｂ
⑵

現
代

語
文

法
Ａ

⑵
現

代
語

文
法

Ｂ
⑵

国
文

学
（

国
文

学
史

を
含

む
。）

̔
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
日

本
文

学
文

化
概

説
Ａ

⑵
˓

日
本

文
学

文
化

概
説

Ｂ
⑵

˚
古

代
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
古

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
中

世
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
中

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
近

世
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
近

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
近

現
代

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
˚

近
現

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

日
本

の
古

典
籍

Ａ
⑵

日
本

の
古

典
籍

Ｂ
⑵

漢
文

学
̔

୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
中

国
学

概
論

Ａ
⑵

˓
中

国
学

概
論

Ｂ
⑵

˓
日

本
漢

学
Ａ

⑵
˓

日
本

漢
学

Ｂ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ａ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ｂ
⑵

漢
文

訓
読

法
⑵

中
国

文
学

文
化

と
日

本
Ａ

⑵
中

国
文

学
文

化
と

日
本

Ｂ
⑵

中
国

文
字

学
Ａ

⑵
中

国
文

字
学

Ｂ
⑵

中
国

文
学

史
Ａ

⑵
中

国
文

学
史

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
哲

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

文
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
文

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

文
献

学
Ａ

⑵
中

国
文

献
学

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ｂ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ｂ
⑵

書
道

（
書

写
を

中
心

と
す

る
。）

̎
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
書

道
Ⅰ

Ａ
⑴

˓
書

道
Ⅰ

Ｂ
⑴

書
道

Ⅱ
Ａ

⑴
書

道
Ⅱ

Ｂ
⑴

書
道

Ⅲ
Ａ

⑴
書

道
Ⅲ

Ｂ
⑴

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
̎

̎
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ʜ
ᶅ

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
̑

̕
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
̑

̕
୯

Ґ
Ҏ

্
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。

̎
科

目
બ

୒
ඞ

修

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
࠷

௿
修

ಘ
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目

国
語

学
（

音
声

言
語

及
び

文
ষ

表
現

に
関

す
る

も
の

を
含

む
。）

̐
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
日

本
語

概
説

Ａ
⑵

˓
日

本
語

概
説

Ｂ
⑵

日
本

語
史

Ａ
⑵

日
本

語
史

Ｂ
⑵

古
典

文
法

Ａ
⑵

古
典

文
法

Ｂ
⑵

現
代

語
文

法
Ａ

⑵
現

代
語

文
法

Ｂ
⑵

国
文

学
（

国
文

学
史

を
含

む
。）

̔
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
日

本
文

学
文

化
概

説
Ａ

⑵
˓

日
本

文
学

文
化

概
説

Ｂ
⑵

˚
古

代
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
古

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
中

世
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
中

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
近

世
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
近

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
近

現
代

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
˚

近
現

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

日
本

の
古

典
籍

Ａ
⑵

日
本

の
古

典
籍

Ｂ
⑵

漢
文

学
̔

୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
中

国
学

概
論

Ａ
⑵

˓
中

国
学

概
論

Ｂ
⑵

˓
日

本
漢

学
Ａ

⑵
˓

日
本

漢
学

Ｂ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ａ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ｂ
⑵

漢
文

訓
読

法
⑵

中
国

文
学

文
化

と
日

本
Ａ

⑵
中

国
文

学
文

化
と

日
本

Ｂ
⑵

中
国

文
字

学
Ａ

⑵
中

国
文

字
学

Ｂ
⑵

中
国

文
学

史
Ａ

⑵
中

国
文

学
史

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
哲

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

文
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
文

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

文
献

学
Ａ

⑵
中

国
文

献
学

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ｂ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ｂ
⑵

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
̎

̌
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ʜ
ᶅ

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
̑

̕
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
̑

̕
୯

Ґ
Ҏ

্
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。

̎
科

目
બ

୒
ඞ

修

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
࠷

௿
修

ಘ
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目

書
道（

書
写

を
含

む
。）

̔
୯

Ґ

˓
書

道
Ⅰ

Ａ
⑴

˓
書

道
Ⅰ

Ｂ
⑴

˓
書

道
Ⅱ

Ａ
⑴

˓
書

道
Ⅱ

Ｂ
⑴

˓
書

道
Ⅲ

Ａ
⑴

˓
書

道
Ⅲ

Ｂ
⑴

˓
書

道
Ⅳ

Ａ
⑴

˓
書

道
Ⅳ

Ｂ
⑴

書
道

史
̐

୯
Ґ

˓
書

道
史

Ａ
⑵

˓
書

道
史

Ｂ
⑵

「
書

論
、

ؑ
৆

」
̐

୯
Ґ

˓
書

論
Ａ

⑵
˓

書
論

Ｂ
⑵

「
国

文
学

、
漢

文
学

」
̐

୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
日

本
文

学
文

化
概

説
Ａ

⑵
˓

日
本

文
学

文
化

概
説

Ｂ
⑵

古
代

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
古

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

中
世

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
中

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

近
世

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
近

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

近
現

代
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

近
現

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

中
国

学
概

論
Ａ

⑵
中

国
学

概
論

Ｂ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ａ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ｂ
⑵

漢
文

訓
読

法
⑵

中
国

文
学

文
化

と
日

本
Ａ

⑵
中

国
文

学
文

化
と

日
本

Ｂ
⑵

中
国

文
字

学
Ａ

⑵
中

国
文

字
学

Ｂ
⑵

日
本

漢
学

Ａ
⑵

日
本

漢
学

Ｂ
⑵

中
国

文
学

史
Ａ

⑵
中

国
文

学
史

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
哲

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

文
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
文

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ｂ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ｂ
⑵

中
国

文
献

学
Ａ

⑵
中

国
文

献
学

Ｂ
⑵

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
̎

̌
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ʜ
ᶅ

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
̑

̕
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
̑

̕
୯

Ґ
Ҏ

্
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。

�
注
意
�
上
ه
の
໔
ڐ
取
得
ر
๬
者
は
、本
学
に
お
け
る
໔
ڐ
取
得
の
た
め
の
単
位
を
ຬ
た
す
た
め
に
、ʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯと
ʮ
教
科
ຢ
は
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯと
ʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯの
選
択
科
目
を
履
修
か
つ
修
得
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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Ǻ表
２
ǻ本
学
に
お
け
る
ʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯʮ
教
科
ຢ
は
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯ
一
覧
表

東
洋
思
想
文
化
学
科（
第
１
部
）仏
教
思
想
コ
ー
ス
20
14
年
度
以
߱
入
学
生
ద
用

（
1.
˓
：
必
修
科
目
、
２ʮ
最
低
修
得
単
位
数
：
本
学
に
お
い
て
໔
ڐ
ঢ়
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
ʯ、
３
.˚
：
選
択
必
修
）

ߴ
౳

学
ߍ

ڭ
་

̍
छ

çʢ
ެ

ຽ
ʣ

த
学

ߍ
ڭ

་
̍

छ
çʢ

ࣾ
ձ

ʣ
ߴ

౳
学

ߍ
ڭ

་
̍

छ
çʢ

஍
ཧ

ྺ
࢙

ʣ
ڭ

৬
に

ؔ
す

Δ
科

目
ڭ

৬
に

ؔ
す

Δ
科

目
ڭ

৬
に

ؔ
す

Δ
科

目
໔

ڐ
๏

ࢪ
行

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
Δ

科
目

۠
෼

࠷
௿

 
修

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
ɹ

౰
学

ɹ
年

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼

࠷
௿

 
修

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
ɹ

౰
学

ɹ
年

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼

࠷
௿

 
修

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
ɹ

౰
学

ɹ
年

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目
　

̒
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目
　

̒
୯

Ґ

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目
　

̒
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

　
教

育
史

⑵
3・

4
　

教
育

史
⑵

3・
4

　
教

育
史

⑵
3・

4
˓

教
育

心
理

学
⑵

2
˓

教
育

心
理

学
⑵

2
˓

教
育

心
理

学
⑵

2
˓

教
育

制
度

論
⑵

1
˓

教
育

制
度

論
⑵

1
˓

教
育

制
度

論
⑵

1

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
　

　
　

　
　

ø÷
୯

Ґ

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
　

　
　

　
　

øý
୯

Ґ

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
　

　
　

　
　

ø÷
୯

Ґ

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1

˓
社

会
・

公
民

指
導

法
Ⅰ

⑵
˓

社
会

・
公

民
指

導
法

Ⅱ
⑵

3 3

˓
社

会
・

地
歴

指
導

法
Ⅰ

⑵
˓

社
会

・
地

歴
指

導
法

Ⅱ
⑵

˓
社

会
・

公
民

指
導

法
Ⅰ

⑵
˓

社
会

・
公

民
指

導
法

Ⅱ
⑵

3 3 3 3
˓

社
会

・
地

歴
指

導
法

Ⅰ
⑵

˓
社

会
・

地
歴

指
導

法
Ⅱ

⑵
3 3

˓
道

徳
教

育
論

⑵
3

˓
特

別
活

動
の

理
論

と
方

法
⑵

3
˓

特
別

活
動

の
理

論
と

方
法

⑵
3

˓
特

別
活

動
の

理
論

と
方

法
⑵

3
˓

 教
育

方
法

論
（

情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

）⑵
3

˓
 教

育
方

法
論

（
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
）⑵

3
˓

 教
育

方
法

論
（

情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

）⑵
3

生
徒

指
導・

教
育

相
談

及
び

進
路

指
導

等
に

関
す

る
科

目
̐

୯
Ґ

˓
生

徒
指

導
論（

進
路

指
導

論
を

含
む

）⑵
2

生
徒

指
導・

教
育

相
談

及
び

進
路

指
導

等
に

関
す

る
科

目
̐

୯
Ґ

˓
生

徒
指

導
論（

進
路

指
導

論
を

含
む

）⑵
2

生
徒

指
導・

教
育

相
談

及
び

進
路

指
導

等
に

関
す

る
科

目
̐

୯
Ґ

˓
生

徒
指

導
論（

進
路

指
導

論
を

含
む

）⑵
2

˓
教

育
相

談
⑵

2
˓

教
育

相
談

⑵
2

˓
教

育
相

談
⑵

2

教
育

実
習

̏
୯

Ґ

˚
教

育
実

習
Ⅰ（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑸
˚

教
育

実
習

Ⅱ（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑶

※
い

ͣ
れ

か
１

科
目

を
修

得
す

る
こ

と
。

ɹ
 ͨ

ͩ
͠

ڭ
ҭ

࣮
श

ᶗ
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

も
ɺ

ߴ
౳

学
ߍ

໔
ڐ

ਃ
੥

の
ࡍ

に
は

̏
୯

Ґ
ͱ

͠
ͯ

ਃ
੥

す
Δ

。

4 4
教

育
実

習
̑

୯
Ґ

˓
教

育
実

習
Ⅰ（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑸
4

教
育

実
習

̏
୯

Ґ

˚
教

育
実

習
Ⅰ（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑸
˚

教
育

実
習

Ⅱ（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑶

※
い

ͣ
れ

か
１

科
目

を
修

得
す

る
こ

と
。

ɹ
 ͨ

ͩ
͠

ڭ
ҭ

࣮
श

ᶗ
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

も
ɺ

ߴ
౳

学
ߍ

໔
ڐ

ਃ
੥

の
ࡍ

に
は

̏
୯

Ґ
ͱ

͠
ͯ

ਃ
੥

す
Δ

。

4 4

教
職

実
践

演
習

̎
୯

Ґ
˓

教
職

実
践

演
習（

中
・

高
）⑵

4
教

職
実

践
演

習
̎

୯
Ґ

˓
教

職
実

践
演

習（
中

・
高

）⑵
4

教
職

実
践

演
習

̎
୯

Ґ
˓

教
職

実
践

演
習（

中
・

高
）⑵

4
『

教
職

に
関

す
る

科
目

』単
位

小
計

ùþ
୯

Ґ
Ҏ

্
ɹ

ʜ
ᶃ

『
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
úü

୯
Ґ

ɹ
ʜ

ᶃ
『

教
職

に
関

す
る

科
目

』単
位

小
計

ùþ
୯

Ґ
Ҏ

্
ɹ

ʜ
ᶃ

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
ɹ

ɹ
ɹ

ɹ
ɹ

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目
഑

ɹ
౰

学
ɹ

年
໔

ڐ
๏

ࢪ
行

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
Δ

科
目

۠
෼

ɹ
ɹ

ɹ
ɹ

ɹ
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
ɹ

౰
学

ɹ
年

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
ɹ

ɹ
ɹ

ɹ
ɹ

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目
഑

ɹ
౰

学
ɹ

年

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
教

育
評

価
⑵

3・
4

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
教

育
評

価
⑵

3・
4

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
教

育
評

価
⑵

3・
4

道
徳

教
育

論
⑵

3
道

徳
教

育
論

⑵
3

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ɹ

ʜ
ᶄ

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ɹ

ʜ
ᶄ

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ɹ

ʜ
ᶄ
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ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼

࠷
ɹ

 
௿

 
修

 ɹ
ಘ

 
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目
໔

ڐ
๏

ࢪ
行

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
Δ

科
目

۠
෼

࠷
ɹ

 
௿

 
修

 ɹ
ಘ

 
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目
໔

ڐ
๏

ࢪ
行

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
Δ

科
目

۠
෼

࠷
ɹ

 
௿

 
修

 ɹ
ಘ

 
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目

日
本

史
及

び
外

国
史

̔
୯

Ґ

˓
日

本
史

Ａ
⑵

˓
日

本
史

Ｂ
⑵

˓
外

国
史

Ａ
⑵

˓
外

国
史

Ｂ
⑵

　
日

本
仏

教
史

Ａ
⑵

　
日

本
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
神

道
史

Ａ
⑵

　
神

道
史

Ｂ
⑵

　
イ

ン
ド

仏
教

史
Ａ

⑵
　

イ
ン

ド
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
中

国
仏

教
史

Ａ
⑵

　
中

国
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
チ

ベ
ッ

ト
仏

教
史

⑵
　

中
国

哲
学

史
Ａ

⑵
　

中
国

哲
学

史
Ｂ

⑵
　

イ
ン

ド
思

想
特

講
Ⅱ

Ａ
⑵

　
イ

ン
ド

思
想

特
講

Ⅱ
Ｂ

⑵
　

東
西

交
渉

文
化

史
Ａ

⑵
　

東
西

交
渉

文
化

史
Ｂ

⑵
　

中
国

史
概

説
Ａ

⑵
　

中
国

史
概

説
Ｂ

⑵
　

韓
国

仏
教

史
⑵

　
古

文
書

学
Ⅰ

⑷

日
本

史
̐

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
日

本
史

Ａ
⑵

˓
日

本
史

Ｂ
⑵

　
日

本
仏

教
史

Ａ
⑵

　
日

本
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
神

道
史

Ａ
⑵

　
神

道
史

Ｂ
⑵

　
古

文
書

学
Ⅰ

⑷

外
国

史
̐

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
外

国
史

Ａ
⑵

˓
外

国
史

Ｂ
⑵

　
イ

ン
ド

仏
教

史
Ａ

⑵
　

イ
ン

ド
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
中

国
仏

教
史

Ａ
⑵

　
中

国
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
チ

ベ
ッ

ト
仏

教
史

⑵
　

中
国

哲
学

史
Ａ

⑵
　

中
国

哲
学

史
Ｂ

⑵
　

イ
ン

ド
思

想
特

講
Ⅱ

Ａ
⑵

　
イ

ン
ド

思
想

特
講

Ⅱ
Ｂ

⑵
　

東
西

交
渉

文
化

史
Ａ

⑵
　

東
西

交
渉

文
化

史
Ｂ

⑵
　

中
国

史
概

説
Ａ

⑵
　

中
国

史
概

説
Ｂ

⑵
　

韓
国

仏
教

史
⑵

地
理

学
（

地
誌

を
含

む
。）

̔
୯

Ґ

˓
地

理
学

Ａ
⑵

˓
地

理
学

Ｂ
⑵

˓
地

誌
学

Ａ
⑵

˓
地

誌
学

Ｂ
⑵

　
人

文
地

理
学

Ａ
⑵

　
人

文
地

理
学

Ｂ
⑵

　
自

然
地

理
学

Ａ
⑵

　
自

然
地

理
学

Ｂ
⑵

人
文

地
理

学
及

び
自

然
地

理
学

̔
୯

Ґ
Ҏ

্

˓
人

文
地

理
学

Ａ
⑵

˓
人

文
地

理
学

Ｂ
⑵

˓
自

然
地

理
学

Ａ
⑵

˓
自

然
地

理
学

Ｂ
⑵

　
地

理
学

Ａ
⑵

　
地

理
学

Ｂ
⑵

地
誌

̐
୯

Ґ
˓

地
誌

学
Ａ

⑵
˓

地
誌

学
Ｂ

⑵
「

法
律

学（
国

際
法

含
む

。）、
政

治
学（

国
際

政
治

学
を

含
む

。）」
̐

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
政

治
学

原
論

Ａ
⑵

˓
政

治
学

原
論

Ｂ
⑵

　
国

際
法

Ａ
⑵

　
国

際
法

Ｂ
⑵

「
法

律
学

、
政

治
学

」
̐

୯
Ґ

˓
政

治
学

原
論

Ａ
⑵

˓
政

治
学

原
論

Ｂ
⑵

　
国

際
法

Ａ
⑵

　
国

際
法

Ｂ
⑵

「
社

会
学

、
経

済
学

（
国

際
経

済
を

含
む

。）
」

̐
୯

Ґ
Ҏ

্

˓
社

会
学

Ａ
⑵

˓
社

会
学

Ｂ
⑵

　
経

済
学

Ａ
⑵

　
経

済
学

Ｂ
⑵

　
宗

教
社

会
学

Ａ
⑵

　
宗

教
社

会
学

⑵

「
社

会
学

、
経

済
学

」
̐

୯
Ґ

˓
社

会
学

Ａ
⑵

˓
社

会
学

Ｂ
⑵

　
経

済
学

Ａ
⑵

　
経

済
学

Ｂ
⑵

　
宗

教
社

会
学

Ａ
⑵

　
宗

教
社

会
学

⑵

「
哲

学
、

倫
理

学
、

宗
教

学
、心

理
学

」
̐

୯
Ґ

Ҏ
্

˚
倫

理
学

概
論

⑷
˚

心
理

学
概

論
Ａ

⑵
　

　
　

　
ç 

˚
心

理
学

概
論

Ｂ
⑵

　
宗

教
学

概
論

Ａ
⑵

　
宗

教
学

概
論

Ｂ
⑵

　
仏

教
思

想
概

論
Ａ

⑵
　

仏
教

思
想

概
論

Ｂ
⑵

　
イ

ン
ド

古
典

思
想

概
論

Ａ
⑵

　
イ

ン
ド

古
典

思
想

概
論

Ｂ
⑵

　
イ

ン
ド

思
想

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
　

仏
教

思
想

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
ç 

　
　

仏
教

思
想

特
講

Ⅱ
Ａ

⑵
　

キ
リ

ス
ト

教
概

論
⑵

　
イ

ス
ラ

ー
ム

概
論

⑵
　

ヒ
ン

ド
ゥ

ー
教

概
論

Ａ
⑵

　
ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教
概

論
Ｂ

⑵
　

イ
ン

ド
現

代
思

想
⑵

　
イ

ン
ド

思
想

史
Ａ

⑵
　

イ
ン

ド
思

想
史

Ｂ
⑵

「
哲

学
、

倫
理

学
、

宗
教

学
」

̐
୯

Ґ

˓
倫

理
学

概
論

⑷
　

宗
教

学
概

論
Ａ

⑵
　

宗
教

学
概

論
Ｂ

⑵
　

仏
教

思
想

概
論

Ａ
⑵

　
仏

教
思

想
概

論
Ｂ

⑵
　

イ
ン

ド
古

典
思

想
概

論
Ａ

⑵
　

イ
ン

ド
古

典
思

想
概

論
Ｂ

⑵
　

イ
ン

ド
思

想
特

講
Ⅰ

Ａ
⑵

　
仏

教
思

想
特

講
Ⅰ

Ａ
⑵

　
仏

教
思

想
特

講
Ⅱ

Ａ
⑵

　
キ

リ
ス

ト
教

概
論

⑵
　

イ
ス

ラ
ー

ム
概

論
⑵

　
ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教
概

論
Ａ

⑵
　

ヒ
ン

ド
ゥ

ー
教

概
論

Ｂ
⑵

　
イ

ン
ド

現
代

思
想

⑵
　

イ
ン

ド
思

想
史

Ａ
⑵

　
イ

ン
ド

思
想

史
Ｂ

⑵

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ù÷

୯
Ґ

Ҏ
্

ɹ
ʜ

ᶅ
『

教
科

に
関

す
る

科
目

』単
位

小
計

ùÿ
୯

Ґ
ɹ

ʜ
ᶅ

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ù÷

୯
Ґ

Ҏ
্

ɹ
ʜ

ᶅ

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
üĀ

୯
Ґ

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
üĀ

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ໔

ڐ
Λ

औ
ಘ

す
Δ

͜
ͱ

は
Ͱ

͖
ͳ

い
。

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
ýú

୯
Ґ

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
ýú

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ໔

ڐ
Λ

औ
ಘ

す
Δ

͜
ͱ

は
Ͱ

͖
ͳ

い
。

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
üĀ

୯
Ґ

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
üĀ

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ໔

ڐ
Λ

औ
ಘ

す
Δ

͜
ͱ

は
Ͱ

͖
ͳ

い
。

Ǻ注
意
ǻ上
ه
の
໔
ڐ
取
得
ر
๬
者
は
、
本
学
に
お
け
る
໔
ڐ
取
得
の
た
め
の
単
位
を
ຬ
た
す
た
め
に
、ʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯと
ʮ
教
科
ຢ
は
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯと
ʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯの
選
択
科
目
を
履
修
か

つ
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ʮ
ྙ

ཧ
学

֓
࿦

ʯ�
ʮ

৺
ཧ

学
֓

࿦
"

ʯ
ʮ

৺
ཧ

学
֓

࿦
#ʯ

の
い

ͣ
Ε

͔
�୯

Ґ
બ

୒
ඞ

修

⎤ ⎜ ⎦

΅ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ` ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ῰

બ
୒

科
目

͔
Β

̔
୯

Ґ
Ҏ

্
બ

୒
ඞ

修
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〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

日
本
文
学
文
化
学
科
（
第
１
部
）
20
14
年
度
入
学
生
用
（
１
.○
：
必
修
科
目
、２
.「
最
低
修
得
単
位
数
」：
本
学
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
、３
.△
：
選
択
必
修
）

中
学
校
教
諭
１
種
（
国
語
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目
2単
位
○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理

論
に
関
す
る
科

目

6単
位
 

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1

　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2
　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び
 

指
導
法
に
関
す
る

科
目

12
単
位
 

以
上

○
国
語
科
教
育
論
⑵

2

○
国
語
科
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
国
語
科
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

○
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導

等
に
関
す
る
科
目
4単
位
○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

5単
位
○
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

4

教
職
実
践
演
習

2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る

科
目
』単
位
小
計

31
単
位

以
上
　
…
①

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
書
道
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目
2単
位
○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理

論
に
関
す
る
科

目

6単
位
 

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1

　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2
　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び
 

指
導
法
に
関
す
る

科
目

8単
位
 

以
上

○
書
道
科
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
書
道
科
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導

等
に
関
す
る
科
目
4単
位
○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

3単
位

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸
 

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶
 

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。 

　
 た
だ
し
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
、

高
等
学
校
免
許
申
請
の
際
に
は
3
単
 

位
と
し
て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習

2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る

科
目
』単
位
小
計

25
単
位

以
上
　
…
①

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
国
語
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目
2単
位
○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理

論
に
関
す
る
科

目

6単
位

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1

　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2
　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び
 

指
導
法
に
関
す
る

科
目

8単
位
 

以
上

　
国
語
科
教
育
論
⑵

2

○
国
語
科
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
国
語
科
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導

等
に
関
す
る
科
目

4単
位
○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

3単
位

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸
 

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶
 

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。 

　
 た
だ
し
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
、

高
等
学
校
免
許
申
請
の
際
に
は
3
単
 

位
と
し
て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習

2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る

科
目
』単
位
小
計

25
単
位

以
上
　
…
①
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〈
注
意
〉上
記
の
免
許
取
得
希
望
者
は
、本
学
に
お
け
る
免
許
取
得
の
た
め
の
単
位
を
満
た
す
た
め
に
、「
教
職
に
関
す
る
科
目
」と
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」の
選
択
科
目
を
履
修
か
つ
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
　
低

修
　
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

国
語
学（
音
声
言
語

及
び
文
章
表
現
に

関
す
る
も
の
を
含

む
。）

4単
位

以
上

○
日
本
語
概
説
Ａ
⑵
 

○
日
本
語
概
説
Ｂ
⑵
 

国
文
学
（
国
文

 

学
史
を
含
む
。）

8単
位

 

以
上

○
日
本
文
学
文
化
概
説
Ａ
⑵
 

○
日
本
文
学
文
化
概
説
Ｂ
⑵

△
古
代
日
本
文
学
史
Ａ
⑵

△
古
代
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

△
中
世
日
本
文
学
史
Ａ
⑵
 

△
中
世
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

 
△
近
世
日
本
文
学
史
Ａ
⑵
　
 

 
△
近
世
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

△
近
現
代
日
本
文
学
史
Ａ
⑵
 

△
近
現
代
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

　

日
　
本
　
の
　
古
　
典
　
籍
　
Ａ
⑵

日
　
本
　
の
　
古
　
典
　
籍
　
Ｂ
⑵

漢
文
学

4単
位
 

以
上

　
日

本
漢

学
⑷

書
道（
書
写
を
中

心
と
す
る
。）

2単
位

 

以
上

『
教
科
に
関
す
る

科
目
』単
位
小
計

20
単
位

以
上

　
…
②

本
学
に
お
け
る
免

許
取
得
の
た
め
の

単
位
の
合
計

59
単
位

以
上
①
+②

の
合
計
で
59
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な

け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
　
低

修
　
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

国
語
学（
音
声
言
語

及
び
文
章
表
現
に

関
す
る
も
の
を
含

む
。）

4単
位

以
上

○
日
本
語
概
説
Ａ
⑵
 

○
日
本
語
概
説
Ｂ
⑵
 

国
文
学
（
国
文

 

学
史
を
含
む
。）

8単
位

 

以
上

○
日
本
文
学
文
化
概
説
Ａ
⑵
 

○
日
本
文
学
文
化
概
説
Ｂ
⑵

△
古
代
日
本
文
学
史
Ａ
⑵

△
古
代
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

△
中
世
日
本
文
学
史
Ａ
⑵
 

△
中
世
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 
２
科
目
 

△
近
世
日
本
文
学
史
Ａ
⑵
　
 選
択
必
修

２
科
目

選
択
必
修

 
△
近
世
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

△
近
現
代
日
本
文
学
史
Ａ
⑵
 

△
近
現
代
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

　
日
　
本
　
の
　
古
　
典
　
籍
　
Ａ
⑵
 

　
日
　
本
　
の
　
古
　
典
　
籍
　
Ｂ
⑵

漢
文
学

4単
位
 

以
上

　
日

本
漢

学
⑷

『
教
科
に
関
す
る

科
目
』単
位
小
計

20
単
位

以
上

　
…
②

本
学
に
お
け
る
免

許
取
得
の
た
め
の

単
位
の
合
計

59
単
位

以
上
①
+ ②

の
合
計
で
59
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な

け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
　
低

修
　
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

書
道
（
書
写
を

含
む
。）

8単
位

書
道
史

4単
位
○
書
道
史
Ａ
⑵
 

○
書
道
史
Ｂ
⑵

「
書
論
、
鑑
賞
」

4単
位
○
書
論
Ａ
⑵
 

○
書
論
Ｂ
⑵

「
国
文
学
、
漢
文

学
」

4単
位

 

以
上

○
日
本
文
学
文
化
概
説
Ａ
⑵
 

○
日
本
文
学
文
化
概
説
Ｂ
⑵
 

　
古
代
日
本
文
学
史
Ａ
⑵
 

　
古
代
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

　
中
世
日
本
文
学
史
Ａ
⑵
 

　
中
世
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

　
近
世
日
本
文
学
史
Ａ
⑵
 

　
近
世
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

　
近
現
代
日
本
文
学
史
Ａ
⑵
 

　
近
現
代
日
本
文
学
史
Ｂ
⑵
 

　
『
教
科
に
関
す
る

科
目
』単
位
小
計

20
単
位

以
上

　
…
②

本
学
に
お
け
る
免

許
取
得
の
た
め
の

単
位
の
合
計

59
単
位

以
上
①
+②

の
合
計
で
59
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な

け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

２
科
目

選
択
必
修

２
科
目

選
択
必
修

△
中
国
の
古
典
（
文
学
）
⑵

△
中
国
の
古
典
（
思
想
）
⑵

△
中
国
の
古
典
（
歴
史
）
⑵
　

△
中
国
の
古
典
（
哲
学
）
⑵

　
日
本
語
史
Ａ
⑵

　
日
本
語
史
Ｂ
⑵

　
古
典
文
法
Ａ
⑵

　
古
典
文
法
Ｂ
⑵

　
現
代
語
文
法
Ａ
⑵

　
現
代
語
文
法
Ｂ
⑵

　
日
本
語
学
特
講
Ⅰ
Ａ
⑵

　
日
本
語
学
特
講
Ⅰ
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
上
代
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
上
代
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
古
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
古
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
世
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
世
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
世
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
世
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
現
代
）Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
現
代
）Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅱ
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅲ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅲ
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅳ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅳ
Ｂ
⑵

　
近
現
代
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
⑵

　
近
現
代
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ｂ
⑵

△
中
国
の
古
典
（
文
学
）
⑵

△
中
国
の
古
典
（
思
想
）
⑵

△
中
国
の
古
典
（
歴
史
）
⑵
　

△
中
国
の
古
典
（
哲
学
）
⑵

○
書
道
Ⅰ
Ａ
⑴

○
書
道
Ⅰ
Ｂ
⑴

　
書
道
Ⅱ
Ａ
⑴

　
書
道
Ⅱ
Ｂ
⑴

　
書
道
Ⅲ
Ａ
⑴

　
書
道
Ⅲ
Ｂ
⑴

　
書
道
Ⅳ
Ａ
⑴

　
書
道
Ⅳ
Ｂ
⑴

　
日
本
語
史
Ａ
⑵

　
日
本
語
史
Ｂ
⑵

　
古
典
文
法
Ａ
⑵

　
古
典
文
法
Ｂ
⑵

　
現
代
語
文
法
Ａ
⑵

　
現
代
語
文
法
Ｂ
⑵

　
日
本
語
学
特
講
Ⅰ
Ａ
⑵

　
日
本
語
学
特
講
Ⅰ
Ｂ
⑵

○
書
道
Ⅰ
Ａ
⑴

○
書
道
Ⅰ
Ｂ
⑴

○
書
道
Ⅱ
Ａ
⑴

○
書
道
Ⅱ
Ｂ
⑴

○
書
道
Ⅲ
Ａ
⑴

○
書
道
Ⅲ
Ｂ
⑴

○
書
道
Ⅳ
Ａ
⑴

○
書
道
Ⅳ
Ｂ
⑴

　
作
家
作
品
研
究
（
上
代
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
上
代
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
古
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
古
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
世
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
世
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
世
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
世
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
現
代
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
現
代
）
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅱ
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅲ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅲ
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅳ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅳ
Ｂ
⑵

　
近
現
代
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
⑵

　
近
現
代
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
上
代
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
上
代
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
古
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
古
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
世
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
中
世
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
世
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
世
）
Ｂ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
現
代
）
Ａ
⑵

　
作
家
作
品
研
究
（
近
現
代
）
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅱ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅱ
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅲ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅲ
Ｂ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅳ
Ａ
⑵

　
古
典
文
学
文
化
特
講
Ⅳ
Ｂ
⑵

　
近
現
代
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ａ
⑵

　
近
現
代
文
学
文
化
特
講
Ⅰ
Ｂ
⑵

　
日
 
本
 
の
 
古
 
典
 
籍
 
Ａ
⑵

　
日
 
本
 
の
 
古
 
典
 
籍
 
Ｂ
⑵

　
中
国
の
古
典
（
文
学
）
⑵

　
中
国
の
古
典
（
思
想
）
⑵

　
中
国
の
古
典
（
歴
史
）
⑵

　
中
国
の
古
典
（
哲
学
）
⑵

　
日

本
漢

学
⑷
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〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

英
米
文
学
科（
第
１
部
）2
01
4
年
度
入
学
生
用（
１
.○

.
３、

数
位

単
低

最
の
め
た
る
す
得

取
を
状

許
免

各
て
い
お
に
学

本
：」

数
位

単
得

修
低

最
「.
２、

目
科

修
必
：

△
：1
科
目
選
択
必
修
）

中
学
校
教
諭
１
種
（
英
語
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
規
則
に
定
め
る

科
目
区
分

最
低
修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当

学
年

教
職
の
意
義
等
に
関
す
る

科
目

2単
位

○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論
に
関

す
る
科
目

6単
位

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1

　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関

す
る
科
目

14
単
位

○
英
語
科
教
育
論
Ⅰ
⑵
 

○
英
語
科
教
育
論
Ⅱ
⑵

2 2

○
英
語
科
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
英
語
科
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

○
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3

○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 3・
4

生
徒
指
導・
教
育
相
談
及
び

進
路
指
導
等
に
関
す
る
科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

5単
位

○
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

4

教
職
実
践
演
習

2単
位

○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
科
目
』単
位

小
計

33
単
位

　
…
①

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
英
語
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
規
則
に
定
め
る

科
目
区
分

最
低
修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当

学
年

教
職
の
意
義
等
に
関
す
る

科
目

2単
位

○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論
に
関
す
る

科
目

6単
位
 

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1

　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関

す
る
科
目

8単
位
 

以
上

　
英
語
科
教
育
論
Ⅰ
⑵
 

　
英
語
科
教
育
論
Ⅱ
⑵

2 2

○
英
語
科
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
英
語
科
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3

○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導・
教
育
相
談
及
び

進
路
指
導
等
に
関
す
る
科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

3単
位

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸
 

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶
 

※
い
ず
れ
か
1
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。 

　
 た
だ
し
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
、
高
等
学
校
免
許
申
請

の
際
に
は
3
単
位
と
し
て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習

２
単
位

○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
科
目
』単
位

小
計

25
単
位

以
上

　
…
①
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〈
注
意
〉高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状（
英
語
）の
免
許
状
取
得
希
望
者
は
、本
学
に
お
け
る
免
許
取
得
の
た
め
の
単
位
の
合
計
を
満
た
す
た
め
に
、「
教
職
に
関
す
る
科
目
」と
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」の
選
択
科
目
を
履
修
か
つ
修
得
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
規
則
に
定
め
 

る
科
目
区
分

最
低
修
得
 

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

英
語
学

8単
位

○
英
文
法
概
説
⑷
 

○
英
語
学
概
論
⑷
 

　
英
語
学
演
習
Ⅰ
⑵
 

　
英
語
学
演
習
Ⅱ
⑵
 

　
英
語
学
演
習
Ⅲ
⑵
 

　
英
語
学
演
習
Ⅳ
⑵
 

　
英
語
学
演
習
Ⅴ
⑵
 

　
英
語
学
特
講
Ⅰ
⑷
 

　
英
語
学
特
講
Ⅱ
⑷
 

　
英

語
史
⑷

英
米
文
学

8単
位

○
英
 文

 学
 史
⑷
 

○
米
 文

 学
 史
⑷
 

　
英
米
文
学
演
習
Ⅰ
⑵
 

　
英
米
文
学
演
習
Ⅱ
⑵
 

　
英
米
文
学
演
習
Ⅲ
⑵
 

　
英
米
文
学
演
習
Ⅳ
⑵
 

　
英
米
文
学
演
習
Ⅴ
⑵
 

　
英
文
学
特
講
Ⅰ
⑷
 

　
英
文
学
特
講
Ⅱ
⑷
 

　
英
文
学
特
講
Ⅲ
⑷
 

　
米
文
学
特
講
Ⅰ
⑷
 

　
米
文
学
特
講
Ⅱ
⑷
 

　
イ
ギ
リ
ス
古
典
文
学
⑷

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

6単
位

○
英
語
音
声
学
演
習
⑵
 

○
英

会
話

Ⅰ
⑵
 

○
英

会
話

Ⅱ
⑵
 

　
英

会
話

Ⅲ
⑵
 

　
時

事
英

語
⑷
 

　
放

送
英

語
⑷

異
文
化
理
解

8単
位

○
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
と
思
想
⑷
 

○
ア
メ
リ
カ
の
文
化
と
思
想
⑷

『
教
科
に
関
す
る
科
目
』単

位
小
計

30
単
位

　
…
②

本
学
に
お
け
る
免
許
取
得

の
た
め
の
単
位
の
合
計

63
単
位
①
+②

の
合
計
で
63
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な
け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
規
則
に
定
め
 

る
科
目
区
分

最
低
修
得
 

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

英
語
学

8単
位
 

以
上

○
英
文
法
概
説
⑷
 

○
英
語
学
概
論
⑷
 

　
英
語
学
演
習
Ⅰ
⑵
 

　
英
語
学
演
習
Ⅱ
⑵
 

　
英
語
学
演
習
Ⅲ
⑵
 

　
英
語
学
演
習
Ⅳ
⑵
 

　
英
語
学
演
習
Ⅴ
⑵
 

　
英
語
学
特
講
Ⅰ
⑷
 

　
英
語
学
特
講
Ⅱ
⑷
 

　
英

語
史
⑷

英
米
文
学

8単
位
 

以
上

○
英

文
学

史
⑷
 

○
米

文
学

史
⑷
 

　
英
米
文
学
演
習
Ⅰ
⑵
 

　
英
米
文
学
演
習
Ⅱ
⑵
 

　
英
米
文
学
演
習
Ⅲ
⑵
 

　
英
米
文
学
演
習
Ⅳ
⑵
 

　
英
米
文
学
演
習
Ⅴ
⑵
 

　
英
文
学
特
講
Ⅰ
⑷
 

　
英
文
学
特
講
Ⅱ
⑷
 

　
英
文
学
特
講
Ⅲ
⑷
 

　
米
文
学
特
講
Ⅰ
⑷
 

　
米
文
学
特
講
Ⅱ
⑷
 

　
イ
ギ
リ
ス
古
典
文
学
⑷

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

6単
位
 

以
上

○
英
語
音
声
学
演
習
⑵
 

○
英

会
話

Ⅰ
⑵
 

○
英

会
話

Ⅱ
⑵
 

　
英

会
話

Ⅲ
⑵
 

　
時

事
英

語
⑷
 

　
放

送
英

語
⑷

異
文
化
理
解

8単
位

○
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
と
思
想
⑷
 

○
ア
メ
リ
カ
の
文
化
と
思
想
⑷

『
教
科
に
関
す
る
科
目
』単

位
小
計

30
単
位

以
上

　
…
②

本
学
に
お
け
る
免
許
取
得
 

の
た
め
の
単
位
の
合
計

59
単
位

以
上
①
+②

の
合
計
で
59
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な
け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
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〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

史
学
科
（
第
１
部
）
20
14
年
度
入
学
生
用
（
１
.○
：
必
修
科
目
、
２
.「
最
低
修
得
単
位
数
」：
本
学
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
、
３
.△
：
選
択
必
修
）

中
学
校
教
諭
１
種
（
社
会
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
　
当
 

学
　
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

2単
位

○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目

6単
位

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1
　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2
　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び

指
導
法
に
関
す
る

科
目

12
単
位

○
社
会
科
教
育
論
⑵

2
△
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

△
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅱ
⑵
　
※
１
 

△
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

△
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅱ
⑵
　
※
２
 
も

と
Ⅱ
・
Ⅰ

野
分

１
か

れ
ず

い
２

※、
１ 
※

 
履
修
修
得
す
る
こ
と
。

3 3 3 3

○
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3
○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導
・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等
 

に
関
す
る
科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

5単
位

○
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

4

教
職
実
践
演
習

2単
位

○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
 

科
目
』単
位
小
計

31
単
位
　
…
①

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
地
理
歴
史
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

2単
位

○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目

6単
位
 

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1
　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2
　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び

指
導
法
に
関
す
る

科
目

8単
位
 

以
上

　
社
会
科
教
育
論
⑵

2

○
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3
○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
４

生
徒
指
導
・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等
 

に
関
す
る
科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

3単
位

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸
 

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶
 
。

と
こ

る
す

得
修

を
目

科
１

か
れ

ず
い 

※
高

、
も

て
し

得
修

を
Ⅰ

習
実

育
教

し
だ

た 
　
等
学
校
免
許
申
請
の
際
に
は
３
単
位
と
し

て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習

2単
位

○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
 

科
目
』単
位
小
計

25
単
位

以
上

　
…
①

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
　
当

学
　
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

2単
位

○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目

6単
位

以
上

8単
位

以
上

25
単
位

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1
　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2
　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び

指
導
法
に
関
す
る

科
目

　
社
会
科
教
育
論
⑵

2

○
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅰ
⑵

○
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3
○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵

　
教
育
評
価
⑵

3
3・
4

生
徒
指
導
・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

3単
位

教
職
実
践
演
習

2単
位

○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る

科
目
』単
位
小
計

　
…
①

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
公
民
）

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。

た
だ
し
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
、
高

等
学
校
免
許
申
請
の
際
に
は
３
単
位
と
し

て
申
請
す
る
。

4 4
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教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
　
低

修
　
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

「
法
律
学（
国
際

法
を
含
む
。）
、
政
治

学（
国
際
政
治
を

含
む
。）
」

4単
位

○
政
治
学
原
論
Ａ
⑵

○
政
治
学
原
論
Ｂ
⑵

　
国
際
法
Ａ
⑵

　
国
際
法
Ｂ
⑵

　
国
際
法
Ａ
⑵

　
国
際
法
Ｂ
⑵

「
社
会
学
、
経
済

学
（
国
際
経
済

を
含
む
。）
」

8単
位

以
上

○
社
　
会
　
学
　
Ａ
⑵

○
社
　
会
　
学
　
Ｂ
⑵

○
経
　
済
　
学
　
Ａ
⑵

○
経
　
済
　
学
　
Ｂ
⑵

　
地
域
史（
日
本
）Ｂ
⑵

「
哲
学
、
倫
理
学
、

宗
教
学
、
心
理

学
」

4単
位
 

以
上

△
哲
 
学
 
概
 
論
⑷
 

△
倫
理
学
概
論
⑷
 　4単位

選
択
必
修
 

△
宗
教
と
は
何
か
Ａ
⑵

△
宗
教
と
は
何
か
Ｂ
⑵
 

日
本
史
学
特
講
⑷
 

現
代
思
想
論
⑷
 

ア
メ
リ
カ
思
想
史
⑵
  

『
教
科
に
関
す
る
科

目
』単
位
小
計

20
単
位

以
上

　
…
②

本
学
に
お
け
る
免

許
取
得
の
た
め
の

単
位
の
合
計

59
単
位

以
上
①
+②

の
合
計
で
59
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な
 

け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低
 

修
　
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

日
本
史
及
び

外
国
史

8単
位

○
日

本
史

Ａ
⑵
 

○
日

本
史

Ｂ
⑵
 

○
外

国
史

Ａ
⑵
 

○
外

国
史

Ｂ
⑵
 

　
日
本
史
概
説
⑷
 

　
東
洋
史
概
説
⑷
 

　
西
洋
史
概
説
⑷
 

　
日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
⑵
 

　
日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
⑵
 

　
中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
⑵
 

　
中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
⑵
 

　
西
洋
哲
学
史
概
説
Ⅰ
⑷
 

　
西
洋
哲
学
史
概
説
Ⅱ
⑷
 

　
社
会
文
化
史（
日
本
）⑵
 

　
社
会
文
化
史（
西
洋
）⑵
 

　
経

済
史

Ａ
⑵
 

　
経

済
史

Ｂ
⑵
 

　
近
代
欧
米
経
済
史
Ａ
⑵
 

　
近
代
欧
米
経
済
史
Ｂ
⑵
 

　
法
制
史
（
日
本
）Ａ
⑵
 

　
法
制
史
（
日
本
）Ｂ
⑵
 

　
法
制
史
（
東
洋
）Ａ
⑵
 

　
法
制
史
（
東
洋
）Ｂ
⑵
 

　
法
制
史
（
西
洋
）Ａ
⑵
 

　
法
制
史
（
西
洋
）Ｂ
⑵
 

　
東
洋
史
学
特
講
⑷
 

　
西
洋
史
学
特
講
⑷
 

　 　
日
本
史
学
演
習
⑵
 

　
東
洋
史
学
演
習
⑵
 

　
西
洋
史
学
演
習
⑵

地
理
学
 

（
地
誌
を
含
む
。）

8単
位

○
地
理
学
Ａ
⑵
 

○
地
理
学
Ｂ
⑵
 

○
地
誌
学
Ａ
⑵
 

○
地
誌
学
Ｂ
⑵
 

　
人
文
地
理
学
Ａ
⑵
 

　
人
文
地
理
学
Ｂ
⑵
 

　
自
然
地
理
学
Ａ
⑵
 

　
自
然
地
理
学
Ｂ
⑵

「
法
律
学
、
政
治

学
」

4単
位

○
政
治
学
原
論
Ａ
⑵
 

○
政
治
学
原
論
Ｂ
⑵
 

「
社
会
学
、
経
済

学
」

8単
位

「
哲
学
、
倫
理
学
、

宗
教
学
」

4単
位

△
哲
 
学
 
概
 
論
⑷
 

△
倫
理
学
概
論
⑷
   4単位

選
択
必
修
 

△
宗
教
と
は
何
か
Ａ
⑵

△
宗
教
と
は
何
か
Ｂ
⑵
 

日
本
史
学
特
講
⑷
 

現
代
思
想
論
⑷
 

ア
メ
リ
カ
思
想
史
⑵ ⑵
  

『
教
科
に
関
す
る
科

目
』単
位
小
計

32
単
位
　
…
②

本
学
に
お
け
る
免

許
取
得
の
た
め
の

単
位
の
合
計

63
単
位
①
+②

の
合
計
で
63
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な
 

け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
　

低
修
　

得
単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

日
本
史

4単
位
 

以
上

○
日
 
本
 
史
 
Ａ
⑵
 

○
日
 
本
 
史
 
Ｂ
⑵
 

　
日
本
史
概
説
⑷
 

　
日
本
史
学
演

歴
史
学
基
礎
演
習習
⑵ ⑵
 

　　
日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
⑵
 

　
日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
⑵
 

　
社
会
文
化
史（
日
本
）⑵
 

　
経
 
済
 
史

Ａ
⑵
 

　
経
 
済
 
史

Ｂ
⑵
 

　
法
 制
 史
（
日
本
）Ａ
⑵
 

　
法
 制
 史
（
日
本
）Ｂ
⑵

外
国
史

4単
位
 

以
上

○
外
 
国
 
史
 
Ａ
⑵
 

○
外
 
国
 
史
 
Ｂ
⑵
 

　
東
洋
史
概
説
⑷
 

　
西
洋
史
概
説
⑷
 

　
東
洋
史
学
特
講
⑷
 

　
東
洋
史
学
演
習
⑵
 

　
西
洋
史
学
特
講
⑷
 

　
西
洋
史
学
演
習
⑵
 

　
中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
⑵
 

　
中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
⑵
 

　
西
洋
哲
学
史
概
説
Ⅰ
⑷
 

　
西
洋
哲
学
史
概
説
Ⅱ
⑷
 

　
社
会
文
化
史（
西
洋
）⑵
 

　
近
代
欧
米
経
済
史
Ａ

 
 

⑵
 

　
近
代
欧
米
経
済
史
Ｂ

 
 

⑵
 

　
法
 制
 史
（
東
洋
）Ａ
⑵
 

　
法
 制
 史
（
東
洋
）Ｂ
⑵
 

　
法
 制
 史
（
西
洋
）Ａ
⑵
 

　
法
 制
 史
（
西
洋
）Ｂ
⑵

人
文
地
理
学
 

及
び
 

自
然
地
理
学

8単
位
 

以
上

○
人
文
地
理
学
Ａ
⑵
 

○
人
文
地
理
学
Ｂ
⑵
 

○
自
然
地
理
学
Ａ
⑵
 

○
自
然
地
理
学
Ｂ
⑵

　
地
理
学
Ａ
⑵

　
地
理
学
Ｂ
⑵

地
誌

4単
位

○
地
誌
学
Ａ
⑵
 

○
地
誌
学
Ｂ
⑵

『
教
科
に
関
す
る
科

目
』単
位
小
計

20
単
位

以
上

　
…
②

本
学
に
お
け
る
免

許
取
得
の
た
め
の

単
位
の
合
計

59
単
位

以
上
①
+ ②

の
合
計
で
59
単
位
以
上
修
得
し
て
い
な
 

け
れ
ば
、
免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

を
目
科
択
選
の」

目
科
る
す
関
に
科
教
「と」

目
科
る
す
関
に
職
教
「、
に
め
た
す
た
満
を
計
合
の
位
単
の
め
た
の
得
取
許
免
る
け
お
に
学
本、

は
者
望
希
得
取
許
免
の）

史
歴
理
地
（状

許
免
種
１
諭
教
校
学
等
高
と）

民
公
（状

許
免
種
１
諭
教
校
学
等
高〉

１
意
注
〈

履
修
か
つ
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
注
意
２
〉「
日
本
史
学
特
講
」「
日
本
史
学
演
習
」「
東
洋
史
学
特
講
」「
東
洋
史
学
演
習
」「
西
洋
史
学
特
講
」「
西
洋
史
学
演
習
」は
、卒
業
ま
で
に
複
数
回
履
修
修
得
す
る
こ
と
で
合
計
単
位
分
の
単
位
を
認
定
す
る
。

〈
注
意
３
〉「
国
際
法
A
」「
国
際
法
B
」「
日
本
哲
学
特
講
」を
履
修
す
る
場
合
は
、自
由
科
目
と
な
る
の
で
、注
意
す
る
こ
と
。

歴
史
の
諸
問
題
Ａ
⑵

歴
史
の
諸
問
題
Ａ

○
社
　
会
　
学
　
Ａ
⑵

○
社
　
会
　
学
　
Ｂ
⑵

○
経
　
済
　
学
　
Ａ
⑵

○
経
　
済
　
学
　
Ｂ
⑵

　
地
域
史（
日
本
）Ｂ
⑵



218196

〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

第
１
部
教
育
学
科
人
間
発
達
専
攻
 2
01
4
年
度
入
学
生
用
（
１
. ○
：
必
修
科
目
、
２
.「
最
低
修
得
単
位
数
」：
本
学
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
、
３
.△
：
選
択
必
修
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
公
民
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

教
職
の
意
義

等
に
関
す
る
科

目
2単
位
○
教
職
論
⑵

1・
2

教
育
の
基
礎

理
論
に
関
す
る

科
目

6単
位
 

以
上

○
教
育
学
概
論
⑵

1・
2

○
教
育
心
理
学
概
論
⑵

1・
2

○
学
校
教
育
社
会
学
⑵

1～
4

　
教
育
史
⑵

3・
4

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及

び
指
導
法
に

関
す
る
科
目

10
単
位
 

以
上

○
教
育
課
程
論
⑵

1～
4

　
社
会
科
教
育
論
⑵
 

○
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅱ
⑵

2 3 3

　
道
徳
教
育
論
⑵

1～
4

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

論
法
方
育
教 
○

 
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）⑵

　
教
育
評
価
論
⑵
 

　
授
業
論
⑵

1～
4 

1～
4 

1～
4

生
徒
指
導・
教

育
相
談
及
び

進
路
指
導
等

に
関
す
る
科

目

4単
位

究
研
導
指
徒
生 

○
 

（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

1～
4

○
教
育
相
談
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

教
育
実
習

3単
位

Ⅰ
習
実
育
教 
△

 
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

Ⅱ
習
実
育
教 
△

 
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。

　
、
も
て
し
得
修
を
Ⅰ
習
実
育
教
し
だ
た 高
等
学
校
免
許
申
請
の
際
に
は
3
 

単
位
と
し
て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習
2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す

る
科
目
』単
位

小
計

27
単
位
 

以
上

　
…
①

中
学
校
教
諭
１
種
（
社
会
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

教
職
の
意
義

等
に
関
す
る
科

目
2単
位
○
教
職
論
⑵

1・
2

教
育
の
基
礎

理
論
に
関
す
る

科
目

6単
位

○
教
育
学
概
論
⑵

1・
2

○
教
育
心
理
学
概
論
⑵

1・
2

○
学
校
教
育
社
会
学
⑵

1～
4

　
教
育
史
⑵

3・
4

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及

び
指
導
法
に

関
す
る
科
目

14
単
位

○
教
育
課
程
論
⑵

1～
4

○
社
会
科
教
育
論
⑵
 

△
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

△
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅱ
⑵
 　※

1  
△
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

△
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅱ
⑵
 　※

2  
※
1、
※
2
い
ず
れ
か
1分
野
Ⅰ・
Ⅱ
と
も
修
得
す

る
こ
と
。

2 3 3 3 3

○
道
徳
教
育
論
⑵

1～
4

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

論
法
方
育
教 
○

 
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

教
育
評
価
論
⑵
 

授
業
論
⑵

 
1～
4 

1～
4 

1～
4

生
徒
指
導・
教

育
相
談
及
び

進
路
指
導
等

に
関
す
る
科

目

4単
位

究
研
導
指
徒
生 
○

 
（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

1～
4

○
教
育
相
談
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

教
育
実
習

5単
位

Ⅰ
習
実
育
教 
○

 
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

4

教
職
実
践
演
習
2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す

る
科
目
』単
位

小
計

33
単
位
　
…
①

特
別
支
援
学
校
教
諭
１
種

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
地
理
歴
史
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

教
職
の
意
義

等
に
関
す
る
科

目
2単
位
○
教
職
論
⑵

1・
2

教
育
の
基
礎

理
論
に
関
す
る

科
目

6単
位
 

以
上

○
教
育
学
概
論
⑵

1・
2

○
教
育
心
理
学
概
論
⑵

1・
2

○
学
校
教
育
社
会
学
⑵

1～
4

　
教
育
史
⑵

3・
4

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及

び
指
導
法
に

関
す
る
科
目

10
単
位
 

以
上

○
教
育
課
程
論
⑵

1～
4

　
社
会
科
教
育
論
⑵
 

○
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅱ
⑵

2 3 3

　
道
徳
教
育
論
⑵

1～
4

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

論
法
方
育
教 
○

 
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）⑵

　
教
育
評
価
論
⑵
 

　
授
業
論
⑵

1～
4 

1～
4 

1～
4

生
徒
指
導・
教

育
相
談
及
び

進
路
指
導
等

に
関
す
る
科

目

4単
位

究
研
導
指
徒
生 
○

 
（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

1～
4

○
教
育
相
談
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

教
育
実
習

3単
位

Ⅰ
習
実
育
教 
△

 
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

Ⅱ
習
実
育
教 
△

 
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。

　
、
も
て
し
得
修
を
Ⅰ
習
実
育
教
し
だ
た 高
等
学
校
免
許
申
請
の
際
に
は
3
 

単
位
と
し
て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習
2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す

る
科
目
』単
位

小
計

27
単
位

以
上
　
…
①
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〈
注
意
１
〉 高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状（
公
民
）と
高
等
学
校
教
諭
１
種
免
許
状（
地
理
歴
史
）の
免
許
取
得
希
望
者
は
、本
学
に
お
け
る
免
許
取
得
の
た
め
の
単
位
の
合
計
を
満
た
す
た
め
に
、「
教
職
に
関
す
る
科
目
」と
「
教
科
に
関
す
る
科
目
」の
選
択
科
目
を
履
修

か
つ
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〈
注
意
２
〉「
教
職
に
関
す
る
科
目
」の
履
修
に
つ
い
て
は
P
．１
０
９
も
必
ず
熟
読
す
る
こ
と
。時
間
割
の
都
合
等
で
、P
．１
０
９
の
読
替
表
の「
読
替
と
な
る
教
職
に
関
す
る
科
目
」を
履
修
か
つ
修
得
し
て
も
、教
職
の
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、卒
業
単
位
と
は
な
ら
な
い
。

〈
注
意
３
〉「
哲
学
概
説
A
」及
び「
哲
学
概
説
B
」／
「
倫
理
学
概
説
A
」及
び「
倫
理
学
概
説
B
」／
「
心
理
学
概
論
A
」及
び「
心
理
学
概
論
B
」い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

「
法
律
学（
国

際
法
を
含

む
。）
、
政
治
 

学（
国
際
政
 

治
を
含
む
。）
」

4単
位

以
上

○
政
治
学
原
論
Ａ
⑵
 

○
政
治
学
原
論
Ｂ
⑵
 

　
比
較
政
策
論
⑵
 

　
国
際
法
Ａ
⑵
 

　
国
際
法
Ｂ
⑵
 

　
民
 
法
 
Ａ
⑵
 

　
民
 
法
 
Ｂ
⑵

「
社
会
学
、 

経
済
学
（
国

際
経
済
を
含

む
。）
」

4単
位
 

以
上

○
社
 会
 学
 Ａ
⑵
 

○
社
 会
 学
 Ｂ
⑵
 

　
比
較
社
会
論
⑵
 

　
経
 済
 学
 Ａ
⑵
 

　
経
 済
 学
 Ｂ
⑵
 

　
国
際
公
共
経
済
Ａ
⑵
 

　
国
際
公
共
経
済
Ｂ
⑵

「
哲
学
、
倫
 

理
学
、
宗
教

学
、
心
理
 

学
」

4単
位
 

以
上

△
哲
 学

 概
 説

 Ａ
⑵
 〈
注
意
3〉
 

△
哲
 学

 概
 説

 Ｂ
⑵
 〈
注
意
3〉
 

△
倫
理
学
概
説
Ａ
⑵
 〈
注
意
3〉
 

△
倫
理
学
概
説
Ｂ
⑵
 〈
注
意
3〉
 

△
心
理
学
概
論
Ａ
⑵
 〈
注
意
3〉
 

△
心
理
学
概
論
Ｂ
⑵
 〈
注
意
3〉
 

　
ア
メ
リ
カ
思
想
史
⑵
 

　
生
涯
発
達
心
理
学
⑵
 

　
宗
教
と
は
何
か
Ａ
⑵
 

　
宗
教
と
は
何
か

社
　
会
　
保
　
障
　
論Ｂ
⑵ ⑵
 

　
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
何
か
⑵

『
教
科
に
関
す

る
科
目
』単
位

小
計

20
単
位

以
上
　
…
②

本
学
に
お
け
 

る
免
許
取
得
 

の
た
め
の
単
 

位
の
合
計

59
単
位

以
上
①
+②

の
合
計
で
59
単
位
以
上
修
得

し
て
い
な
け
れ
ば
、免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

日
本
史
及
び
 

外
国
史

8単
位

○
日
 
本
 
史
 
Ａ
⑵
 

○
日
 
本
 
史
 
Ｂ
⑵
 

○
外
 
国
 
史
 
Ａ
⑵
 

○
外
 
国
 
史
 
Ｂ
⑵
 

　
社
会
文
化
史（
日
本
）⑵
 

　
社
会
文
化
史（
西
洋
）⑵
 

　
経

済
史

Ａ
⑵
 

　
 経

済
史

Ｂ
⑵
 

近
代
欧
米
経
済
史
Ａ
⑵
 

 近
代
欧
米
経
済
史
Ｂ
⑵
 

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
⑵
 

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
⑵
 

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
⑵
 

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
⑵

地
理
学
 

（
地
誌
を
含

む
。）

8単
位

○
地
理
学
Ａ
⑵
 

○
地
理
学
Ｂ
⑵
 

○
地
誌
学
Ａ
⑵
 

○
地
誌
学
Ｂ
⑵
 

　
 文
化
地
誌
学
⑵
 

人
文
地
理
学
Ａ
⑵
 

人
文
地
理
学
Ｂ
⑵
 

自
然
地
理
学
Ａ
⑵
 

自
然
地
理
学
Ｂ
⑵

「
法
律
学
、 

政
治
学
」

4単
位

○
政
治
学
原
論
Ａ
⑵
 

○
政
治
学
原
論
Ｂ
⑵
 

 
　 
比
較
政
策
論
⑵
 

国
際
法
Ａ
⑵
 

国
際
法
Ｂ
⑵
 

民
 
法
 
Ａ
⑵
 

民
 
法
 
Ｂ
⑵

「
社
会
学
、 

経
済
学
」

4単
位

○
社
 会
 学
 Ａ
⑵
 

○
社
 会
 学
 Ｂ
⑵
 

　
 比
較
社
会
論
⑵
 

経
 済
 学
 Ａ
⑵
 

経
 済
 学
 Ｂ
⑵
 

国
際
公
共
経
済
Ａ
⑵
 

国
際
公
共
経
済
Ｂ
⑵

「
哲
学
、
倫
 

理
学
、
宗
教

学
」

8単
位

○
哲

学
概

説
Ａ
⑵
 

○
哲

学
概

説
Ｂ
⑵
 

○
倫
理
学
概
説
Ａ
⑵
 

○
倫
理
学
概
説
Ｂ
⑵
 

　
 ア
メ
リ
カ
思
想
史
⑵
 

宗
教
と
は
何
か
Ａ
⑵
 

宗
教
と
は
何
か
Ｂ
⑵

社
　
会
　
保
　
障
　
論
⑵
 

イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
何
か
⑵

『
教
科
に
関
す

る
科
目
』単
位

小
計

32
単
位
　
…
②

本
学
に
お
け
 

る
免
許
取
得
 

の
た
め
の
単
 

位
の
合
計

65
単
位
①
+②

の
合
計
で
65
単
位
以
上
修
得

し
て
い
な
け
れ
ば
、免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
規
則
に
定
め
 

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

特
別
支
援
教
育
の
基
礎

理
論
に
関
す
る
科
目

2単
位
○
特
別
支
援
教
育
概
論
Ⅰ
⑵

特
別
支

援
教
育

領
域
に

関
す
る

科
目

心
身
に
障
害
の

あ
る
幼
児
、
児

童
又
は
生
徒
の
心

理
、
生
理
及
び
 

病
理
に
関
す
る
科

目

16
単
位
 

以
上

○
知
的
障
害
児
・
者
の
心
理
と
臨
床
⑵
 

○
肢
体
不
自
由
児
・
者
の
教
育
臨
床
⑵
 

○
病
弱
児
の
病
理
と
臨
床
⑵

心
身
に
障
害
の

あ
る
幼
児
、
児

童
又
は
生
徒
の
 

教
育
課
程
及
び
指

導
法
に
関
す
る

科
目

○
知
的
障
害
教
育
課
程
論
⑵
 

○
病
弱
児
の
指
導
法
⑵
 

△
肢
体
不
自
由
教
育
課
程
論
⑵
※
 

△
肢
体
不
自
由
児
の
指
導
法
⑵
※
 

※
い
ず
れ
か
1科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。

・
心
身
に
障
害
の

あ
る
幼
児
、
児
童

又
は
生
徒
の
心

理
、
生
理
及
び
病

理
に
関
す
る
科
目

・
心
身
に
障
害
の

あ
る
幼
児
、児
童

又
は
生
徒
の
教
育

課
程
及
び
指
導
法

に
関
す
る
科
目

○
知
的
障
害
教
育
総
論
⑵
 

○
肢
体
不
自
由
教
育
総
論
⑵

免
許
状

に
定
め

ら
れ
る

こ
と
と

な
る
特

別
支
援

教
育
領

域
以
外

の
領
域

に
関
す

る
科
目

・
心
身
に
障
害
の

あ
る
幼
児
、
児
童

又
は
生
徒
の
心

理
、
生
理
及
び
病

理
に
関
す
る
科
目

・
心
身
に
障
害
の

あ
る
幼
児
、児
童

又
は
生
徒
の
教
育

課
程
及
び
指
導
法

に
関
す
る
科
目

8単
位
○
視
覚
障
害
教
育
総
論
⑵
 

○
聴
覚
障
害
教
育
総
論
⑵
 

○
特
別
支
援
教
育
概
論
Ⅱ
⑵
 

○
発
達
障
害
児
・
者
の
心
理
⑵

心
身
に
障
害
の
あ
る
幼
児
、

児
童
又
は
生
徒
に
つ
い
て

の
教
育
実
習

4単
位
○
特
別
支
援
学
校
教
育
実
習

（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑷

〔
履
修
条
件
に
つ
い
て
は
P.
21
0を
参
照
す
る
こ
と
〕

『
教
科
に
関
す
る
科
目
』

単
位
小
計

30
単
位
 

以
上

本
学
に
お
け
る
免
許
取

得
の
た
め
の
単
位
の
合
計
30
単
位
 

以
上

教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

日
本
史

4単
位
 

以
上

○
日
 
本
 
史
 
Ａ
⑵
 

○
日
 
本
 
史
 
Ｂ
⑵
 

　
 社
会
文
化
史（
日
本
）⑵
 

経
 
済
 
史 
 
Ａ
⑵
 

経
 
済 

史 
 
Ｂ
⑵
 

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
⑵
 

日
本
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
⑵

外
国
史

4単
位
 

以
上

○
外
 
国
 
史
 
Ａ
⑵
 

○
外
 
国
 
史
 
Ｂ
⑵
 

　
 社
会
文
化
史（
西
洋
）⑵
 

近
代
欧
米
経
済
史
Ａ
⑵
 

近
代
欧
米
経
済
史
Ｂ
⑵
 

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ａ
⑵
 

中
国
仏
教
の
あ
ゆ
み
Ｂ
⑵

人
文
地
理
学
 

及
び
 

自
然
地
理
学
8単
位
 

以
上

○
人
文
地
理
学
Ａ
⑵
 

○
人
文
地
理
学
Ｂ
⑵
 

○
自
然
地
理
学
Ａ
⑵
 

○
自
然
地
理
学
Ｂ
⑵
 

　
地
理
学
Ａ
⑵
 

　
地
理
学
Ｂ
⑵

地
誌

4単
位

以
上

○
地
誌
学
Ａ
⑵

○
地
誌
学
Ｂ
⑵
 

　
文
化
地
誌
学
⑵

『
教
科
に
関
す

る
科
目
』単
位

小
計

20
単
位
 

以
上
　
…
②

本
学
に
お
け
 

る
免
許
取
得
 

の
た
め
の
単
 

位
の
合
計

59
単
位
 

以
上
①
+②

の
合
計
で
59
単
位
以
上
修
得

し
て
い
な
け
れ
ば
、免
許
を
取
得
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
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〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

第
１
部
教
育
学
科
初
等
教
育
専
攻
　
20
14
年
度
入
学
生
用
（
１
.○
：
必
修
科
目
、２
.「
最
低
修
得
単
位
数
」：
本
学
に
お
い
て
下
記
の
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
、３
. △
：
選
択
必
修
）

小
学
校
教
諭
１
種

教
職
に
関
す
る
科
目

免
　
許
　
法
　
施
　
行
 

規
　
則
　
に
　
定
　
め
　
る
 

科
　
　
目
　
　
区
　
　
分

最
　
　
　
　
低
 

修
　
　
　
　
得
 

単
　
位
　
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
　
　
当

学
　
　
年

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

2単
位

○
教
職
論
⑵

1・
2

教
育
の
基
礎
理
論

に
関

す
る

科
 
目

6単
位

○
教
育
学
概
論
⑵

1・
2

○
教
育
心
理
学
概
論
⑵

1・
2

○
学
校
教
育
社
会
学
⑵

1
～
4

教
育
課
程
及
び
指
導
法
 

に
 
関
 
す
 
る
 
科
 
目

24
単
位
 

以
上

○
初
等
教
科
教
育
法（
国
語
）⑵
 

○
初
等
教
科
教
育
法（
社
会
）⑵
 

○
初
等
教
科
教
育
法（
算
数
）⑵
 

○
初
等
教
科
教
育
法（
理
科
）⑵
 

○
初
等
教
科
教
育
法（
生
活
）⑵
 

○
初
等
教
科
教
育
法（
家
庭
）⑵
 

○
初
等
教
科
教
育
法（
音
楽
）⑵
 

○
初
等
教
科
教
育
法（
図
画
工
作
）⑵
 

○
初
等
教
科
教
育
法（
体
育
）⑵

2・
3 

2・
3 

2・
3 

2・
3 

2・
3

2・
3 

2・
3 

2・
3 

2・
3

○
道
徳
教
育
論
⑵

1
～
4

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
⑵

1
～
4

○
教
育
方
法
論（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
論
⑵
 

　
授
業
論
⑵

1
～
4 

1
～
4 

1
～
4

生
徒
指
導
・
教
育
相
 

談
及
び
進
路
指
導
等
 

に
関

す
る

科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
研
究（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

1
～
4

○
教
育
相
談
の
理
論
と
方
法
⑵

1
～
4

教
育
実
習

5単
位

○
初
等
教
育
実
習（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

4

教
職
実
践
演
習

2単
位

○
教
職
実
践
演
習（
小
学
校
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
科
目
』単
位

小
計

43
単
位
 

以
上

　
…
①
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ʪ
注
意
ʫ上
ه
の
໔
ڐ
取
得
ر
๬
者
は
、本
学
に
お
け
る
໔
ڐ
取
得
の
た
め
の
単
位
の
合
ܭ
を
ຬ
た
す
た
め
にʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯと
ʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯの
選
択
科
目
を
履
修
か
つ
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
 

Ί
Δ

科
目

۠
෼

࠷
௿

修
ಘ

 
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目

国
語

（
書

写
を

含
む

）

1�
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˚
初

等
科

国
語

⑵

社
会

˚
初

等
科

社
会

⑵

算
数

˚
初

等
科

算
数

⑵

理
科

˚
初

等
科

理
科

⑵

生
活

˚
初

等
科

生
活

⑵

音
楽

˚
初

等
科

音
楽

⑵

図
画

工
作

˚
初

等
科

図
画

工
作

⑵

家
庭

˚
初

等
科

家
庭

⑵

体
育

˚
初

等
科

体
育

⑵

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』

単
位

小
計

1�
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ɹ
ʜ

ᶄ

本
学

に
お

͚
る

免
許

 
取

得
の

た
め

の
 

単
位

の
合

計
��

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ᶃ

�ᶄ
の

߹
ܭ

Ͱ
��

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。
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〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ショ
ン
学
科
（
第
１
部
）
20
14
年
度
入
学
生
用
（
１
.○
：
必
修
科
目
、
２
.「
最
低
修
得
単
位
数
」：
本
学
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
、
３
. △
：
1
科
目
選
択
必
修
）

中
学
校
教
諭
１
種
（
英
語
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許

法
施

行
規
則
に
定
め
る

科
目

区
分

最
低
 

修
得
 

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
　
当

学
　
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

2単
位

○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目

6単
位

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1

　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び
指
導
法

に
関
す
る
科
目

14
単
位

以
上

○
英
語
科
教
育
論
Ⅰ
⑵
 

○
英
語
科
教
育
論
Ⅱ
⑵

2 2

○
英
語
科
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
英
語
科
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

○
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3

○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導
・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

5単
位

○
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

4

教
職
実
践
演
習

2単
位

○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
科
目
』単
位

小
計

33
単
位

以
上

　
…
①

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
英
語
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許

法
施

行
規
則
に
定
め
る

科
目

区
分

最
低
 

修
得
 

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当

学
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

2単
位

○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目

6単
位

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1

　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び
指
導
法

に
関
す
る
科
目

8単
位

以
上

　
英
語
科
教
育
論
Ⅰ
⑵
 

　
英
語
科
教
育
論
Ⅱ
⑵

2 2

○
英
語
科
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
英
語
科
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3

○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導
・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

4単
位

○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

3単
位

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸
 

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶
 

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。 

　
 た
だ
し
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
、
高
等
学
校
免
許
申
請
 

の
際
に
は
3
単
位
と
し
て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習

2単
位

○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
科
目
』単
位

小
計

25
単
位

以
上

　
…
①
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ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
ɹ

௿
 

修
ɹ

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
ɹ

௿
 

修
ɹ

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

英
語

学
�୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
 E

ng
lis

h 
Li

ng
ui

st
ic

s 
A

⑵（
英

語
学

A
）

英
語

学
�୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
 E

ng
lis

h 
Li

ng
ui

st
ic

s 
A

⑵（
英

語
学

A
）

˓
 E

ng
lis

h 
Li

ng
ui

st
ic

s 
B⑵

（
英

語
学

B）
˓

 E
ng

lis
h 

Li
ng

ui
st

ic
s 

B⑵
（

英
語

学
B）

　
 P

hi
lo

so
ph

y 
of

 L
an

gu
ag

e 
A

⑵（
言

語
論

A
）

　
 P

hi
lo

so
ph

y 
of

 L
an

gu
ag

e 
A

⑵（
言

語
論

A
）

　
 P

hi
lo

so
ph

y 
of

 L
an

gu
ag

e 
B⑵

（
言

語
論

B）
　

 P
hi

lo
so

ph
y 

of
 L

an
gu

ag
e 

B⑵
（

言
語

論
B）

　
 E

ng
lis

h 
St

yl
ist

ic
s 

A
⑵（

英
語

文
体

論
A

）
　

 E
ng

lis
h 

St
yl

ist
ic

s 
A

⑵（
英

語
文

体
論

A
）

　
 E

ng
lis

h 
St

yl
ist

ic
s 

B⑵
（

英
語

文
体

論
B）

　
 E

ng
lis

h 
St

yl
ist

ic
s 

B⑵
（

英
語

文
体

論
B）

英
米

文
学

�୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
 B

rit
ish

 C
ul

tu
re

 a
nd

 L
ite

ra
tu

re
 A

⑵（
イ

ギ
リ

ス
文

化
・

文
学

研
究

A
）

英
米

文
学

�୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
 B

rit
ish

 C
ul

tu
re

 a
nd

 L
ite

ra
tu

re
 A

⑵（
イ

ギ
リ

ス
文

化
・

文
学

研
究

A
）

˓
 B

rit
ish

 C
ul

tu
re

 a
nd

 L
ite

ra
tu

re
 B

⑵（
イ

ギ
リ

ス
文

化
・

文
学

研
究

B）
˓

 B
rit

ish
 C

ul
tu

re
 a

nd
 L

ite
ra

tu
re

 B
⑵（

イ
ギ

リ
ス

文
化

・
文

学
研

究
B）

˓
 A

m
er

ic
an

 C
ul

tu
re

 a
nd

 L
ite

ra
tu

re
 A

⑵（
ア

メ
リ

カ
文

化
・

文
学

研
究

A
）

˓
 A

m
er

ic
an

 C
ul

tu
re

 a
nd

 L
ite

ra
tu

re
 A

⑵（
ア

メ
リ

カ
文

化
・

文
学

研
究

A
）

˓
 A

m
er

ic
an

 C
ul

tu
re

 a
nd

 L
ite

ra
tu

re
 B

⑵（
ア

メ
リ

カ
文

化
・

文
学

研
究

B）
˓

 A
m

er
ic

an
 C

ul
tu

re
 a

nd
 L

ite
ra

tu
re

 B
⑵（

ア
メ

リ
カ

文
化

・
文

学
研

究
B）

　
 英

文
学

特
講

Ⅰ
⑷

　
 英

文
学

特
講

Ⅰ
⑷

　
 英

文
学

特
講

Ⅱ
⑷

　
 英

文
学

特
講

Ⅱ
⑷

　
 英

文
学

特
講

Ⅲ
⑷

　
 英

文
学

特
講

Ⅲ
⑷

　
 米

文
学

特
講

Ⅰ
⑷

　
 米

文
学

特
講

Ⅰ
⑷

　
 米

文
学

特
講

Ⅱ
⑷

　
 米

文
学

特
講

Ⅱ
⑷

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
�୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
 L

ist
en

in
g 

Co
m

pr
eh

en
sio

n 
Pr

ac
tic

e 
A

⑵（
英

語
聴

解
練

習
A

）

英
語

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
�୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
 L

ist
en

in
g 

Co
m

pr
eh

en
sio

n 
Pr

ac
tic

e 
A

⑵（
英

語
聴

解
練

習
A

）

˓
 E

ng
lis

h 
Re

ad
in

g 
Pr

ac
tic

e 
Ⅰ

A
⑵（

英
文

読
解

練
習

Ⅰ
A

）
˓

 E
ng

lis
h 

Re
ad

in
g 

Pr
ac

tic
e 

Ⅰ
A

⑵（
英

文
読

解
練

習
Ⅰ

A
）

　
 L

ist
en

in
g 

Co
m

pr
eh

en
sio

n 
Pr

ac
tic

e 
B⑵

（
英

語
聴

解
練

習
B）

　
 L

ist
en

in
g 

Co
m

pr
eh

en
sio

n 
Pr

ac
tic

e 
B⑵

（
英

語
聴

解
練

習
B）

　
 E

ng
lis

h 
Re

ad
in

g 
Pr

ac
tic

e 
Ⅰ

B⑵
（

英
文

読
解

練
習

Ⅰ
B）

　
 E

ng
lis

h 
Re

ad
in

g 
Pr

ac
tic

e 
Ⅰ

B⑵
（

英
文

読
解

練
習

Ⅰ
B）

ҟ
文

化
理

解
�୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
 C

om
pa

ra
tiv

e 
Cu

ltu
re

 S
tu

di
es

 A
⑵（

比
較

文
化

論
A

）

ҟ
文

化
理

解
�୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
 C

om
pa

ra
tiv

e 
Cu

ltu
re

 S
tu

di
es

 A
⑵（

比
較

文
化

論
A

）

˓
 G

lo
ba

l U
nd

er
st

an
di

ng
 Ⅰ

A
⑵（

国
際

理
解

Ⅰ
A

）
˓

 G
lo

ba
l U

nd
er

st
an

di
ng

 Ⅰ
A

⑵（
国

際
理

解
Ⅰ

A
）

　
 C

om
pa

ra
tiv

e 
Cu

ltu
re

 S
tu

di
es

 B
⑵（

比
較

文
化

論
B）

　
 C

om
pa

ra
tiv

e 
Cu

ltu
re

 S
tu

di
es

 B
⑵（

比
較

文
化

論
B）

　
 G

lo
ba

l U
nd

er
st

an
di

ng
 Ⅰ

B⑵
（

国
際

理
解

Ⅰ
B）

　
 G

lo
ba

l U
nd

er
st

an
di

ng
 Ⅰ

B⑵
（

国
際

理
解

Ⅰ
B）

『
教

科
に

関
す

る
 

科
目

』単
位

小
計

��
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ɹ
ʜ

ᶄ
『

教
科

に
関

す
る

 
科

目
』単

位
小

計
��

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ɹ

ʜ
ᶄ

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
��

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ᶃ

�ᶄ
の

߹
ܭ

Ͱ
��

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。
本

学
に

お
͚

る
免

許
取

得
の

た
め

の
単

位
の

合
計

��
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

の
߹

ܭ
Ͱ

��
୯

Ґ
Ҏ

্
修

ಘ
͠

ͯ
い

ͳ
͚

Ε
͹

ɺ
໔

ڐ
Λ

औ
ಘ

す
Δ

͜
ͱ

は
Ͱ

͖
ͳ

い
。

ʪ
注
意
ʫ上
ه
の
໔
ڐ
取
得
ر
๬
者
は
、
本
学
に
お
け
る
໔
ڐ
取
得
の
た
め
の
単
位
の
合
ܭ
を
ຬ
た
す
た
め
にʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯと
ʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯの
選
択
科
目
を
履
修
か
つ
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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ʪ
表
２
ʫ
本
学
に
お
け
る
ʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯʮ
教
科
ຢ
は
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯ
一
覧
表

東
洋
思
想
文
化
学
科
（
第
２
部
）
中
国
語
・
中
国
哲
学
文
学
コ
ー
ス
20
14
年
度
入
学
生
用

（
1.
˓
：
必
修
科
目
、
２
ʮ
最
低
修
得
単
位
数
：
本
学
に
お
い
て
໔
ڐ
ঢ়
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
ʯ、
３
.˚
：
選
択
必
修
）

த
学

ߍ
ڭ

་
ɹ

̍
छ

ɹʢ
ࠃ

ޠ
ʣ

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
࠷

௿
修

ಘ
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目
഑

౰
学

年

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目
̒

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

教
育

史
⑵

3・
4

˓
教

育
心

理
学

⑵
2

˓
教

育
制

度
論

⑵
1

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
̍

̒
୯

Ґ

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1
˓

国
語

科
教

育
論

Ⅰ
⑵

2
˓

国
語

科
教

育
論

Ⅱ
⑵

2
˓

国
語

科
指

導
法

Ⅰ
⑵

3
˓

国
語

科
指

導
法

Ⅱ
⑵

3
˓

道
徳

教
育

論
⑵

3
˓

特
別

活
動

の
理

論
と

方
法

⑵
3

˓
教育

方法
論（

情報
機器

及び
教材

の活
用を

含む
）⑵

3

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
及

び
進

路
指

導
等

に
関

す
る

科
目

̐
୯

Ґ
˓

生
徒

指
導

論（
進

路
指

導
論

を
含

む
）⑵

2

˓
教

育
相

談
⑵

2

教
育

実
習

̑
୯

Ґ

˓
教

育
実

習
Ⅰ（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑸
4

教
職

実
践

演
習

̎
୯

Ґ
˓

教
職

実
践

演
習（

中
・

高
）⑵

4

『
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
̏

̑
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ʜ
ᶃ

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
教

育
評

価
⑵

3・
4

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』

単
位

小
計

ʜ
ᶄ

ߴ
౳

学
ߍ

ڭ
་

ɹ
̍

छ
ɹʢ

ࠃ
ޠ

ʣ
ڭ

৬
に

ؔ
す

Δ
科

目
໔

ڐ
๏

ࢪ
行

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
Δ

科
目

࠷
௿

修
ಘ

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目
̒

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

教
育

史
⑵

3・
4

˓
教

育
心

理
学

⑵
2

˓
教

育
制

度
論

⑵
1

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
̍

̌
୯

Ґ
Ҏ

্

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1
国

語
科

教
育

論
Ⅰ

⑵
2

国
語

科
教

育
論

Ⅱ
⑵

2
˓

国
語

科
指

導
法

Ⅰ
⑵

3
˓

国
語

科
指

導
法

Ⅱ
⑵

3

˓
特

別
活

動
の

理
論

と
方

法
⑵

3

˓
教育

方法
論（

情報
機器

及び
教材

の活
用を

含む
）⑵

3

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
及

び
進

路
指

導
等

に
関

す
る

科
目

̐
୯

Ґ
˓

生
徒

指
導

論（
進

路
指

導
論

を
含

む
）⑵

2

˓
教

育
相

談
⑵

2

教
育

実
習

̏
୯

Ґ

˚
教

育
実

習
Ⅰ（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑸
4

˚
教

育
実

習
Ⅱ（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑶
 

※
い

ͣ
れ

か
１

科
目

を
修

得
す

る
こ

と
。

ͨ
ͩ

͠
ڭ

ҭ
࣮

श
ᶗ

Λ
修

ಘ
͠

ͯ
も

ɺ
ߴ

౳
学

ߍ
໔

ڐ
ਃ

੥
の

ࡍ
に

は
̏

୯
Ґ

ͱ
͠

ͯ
ਃ

੥
す

Δ
。

4

教
職

実
践

演
習

̎
୯

Ґ
˓

教
職

実
践

演
習（

中
・

高
）⑵

4

『
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
̎

̓
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ʜ
ᶃ

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目

教
育

評
価

⑵
3・

4

道
徳

教
育

論
⑵

4

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』

単
位

小
計

ʜ
ᶄ

ߴ
౳

学
ߍ

ڭ
་

ɹ
̍

छ
ɹʢ

ॻ
ಓ

ʣ
ڭ

৬
に

ؔ
す

Δ
科

目
໔

ڐ
๏

ࢪ
行

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
Δ

科
目

࠷
௿

修
ಘ

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

論
に

関
す

る
科

目
̒

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

教
育

史
⑵

3・
4

˓
教

育
心

理
学

⑵
2

˓
教

育
制

度
論

⑵
1

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
̍

̌
୯

Ґ
Ҏ

্

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1

˓
書

道
科

指
導

法
Ⅰ

⑵
3

˓
書

道
科

指
導

法
Ⅱ

⑵
3

˓
特

別
活

動
の

理
論

と
方

法
⑵

3

˓
教育

方法
論（

情報
機器

及び
教材

の活
用を

含む
）⑵

3

生
徒

指
導

、
教

育
相

談
及

び
進

路
指

導
等

に
関

す
る

科
目

̐
୯

Ґ
˓

生
徒

指
導

論（
進

路
指

導
論

を
含

む
）⑵

2

˓
教

育
相

談
⑵

2

教
育

実
習

̏
୯

Ґ

˚
教

育
実

習
Ⅰ（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑸
4

˚
教

育
実

習
Ⅱ（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑶
 

※
い

ͣ
れ

か
１

科
目

を
修

得
す

る
こ

と
。

ͨ
ͩ

͠
ڭ

ҭ
࣮

श
ᶗ

Λ
修

ಘ
͠

ͯ
も

ɺ
ߴ

౳
学

ߍ
໔

ڐ
ਃ

੥
の

ࡍ
に

は
̏

୯
Ґ

ͱ
͠

ͯ
ਃ

੥
す

Δ
。

4

教
職

実
践

演
習

̎
୯

Ґ
˓

教
職

実
践

演
習（

中
・

高
）⑵

4

『
教

職
に

関
す

る
科

目
』

単
位

小
計

̎
̓

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ʜ

ᶃ

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目

教
育

評
価

⑵
3・

4

道
徳

教
育

論
⑵

3

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』

単
位

小
計

ʜ
ᶄ
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�
注
意
�
上
ه
の
໔
ڐ
取
得
ر
๬
者
は
、
本
学
に
お
け
る
໔
ڐ
取
得
の
た
め
の
単
位
を
ຬ
た
す
た
め
に
、ʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯ
と
ʮ
教
科
ຢ
は
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯ
と
ʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯ
の
選
択
科
目
を
履
修
か

つ
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
࠷

௿
修

ಘ
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目

国
語

学
（

音
声

言
語

及
び

文
ষ

表
現

に
関

す
る

も
の

を
含

む
。）

̐
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
日

本
語

概
説

Ａ
⑵

˓
日

本
語

概
説

Ｂ
⑵

日
本

語
史

Ａ
⑵

日
本

語
史

Ｂ
⑵

古
典

文
法

Ａ
⑵

古
典

文
法

Ｂ
⑵

現
代

語
文

法
Ａ

⑵
現

代
語

文
法

Ｂ
⑵

国
文

学
（

国
文

学
史

を
含

む
。）

̔
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
日

本
文

学
文

化
概

説
Ａ

⑵
˓

日
本

文
学

文
化

概
説

Ｂ
⑵

˚
古

代
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
古

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
中

世
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
中

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
近

世
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
近

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
近

現
代

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
˚

近
現

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

日
本

の
古

典
籍

Ａ
⑵

日
本

の
古

典
籍

Ｂ
⑵

漢
文

学
̔

୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
中

国
学

概
論

Ａ
⑵

˓
中

国
学

概
論

Ｂ
⑵

˓
日

本
漢

学
Ａ

⑵
˓

日
本

漢
学

Ｂ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ａ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ｂ
⑵

漢
文

訓
読

法
⑵

中
国

文
学

文
化

と
日

本
Ａ

⑵
中

国
文

学
文

化
と

日
本

Ｂ
⑵

中
国

文
字

学
Ａ

⑵
中

国
文

字
学

Ｂ
⑵

中
国

文
学

史
Ａ

⑵
中

国
文

学
史

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
哲

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

文
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
文

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

文
献

学
Ａ

⑵
中

国
文

献
学

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ｂ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ｂ
⑵

書
道

（
書

写
を

中
心

と
す

る
。）

̎
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
書

道
Ⅰ

Ａ
⑴

˓
書

道
Ⅰ

Ｂ
⑴

書
道

Ⅱ
Ａ

⑴
書

道
Ⅱ

Ｂ
⑴

書
道

Ⅲ
Ａ

⑴
書

道
Ⅲ

Ｂ
⑴

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
̎

̎
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ʜ
ᶅ

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
̑

̕
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
̑

̕
୯

Ґ
Ҏ

্
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。

̎
科

目
બ

୒
ඞ

修

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
࠷

௿
修

ಘ
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目

国
語

学
（

音
声

言
語

及
び

文
ষ

表
現

に
関

す
る

も
の

を
含

む
。）

̐
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
日

本
語

概
説

Ａ
⑵

˓
日

本
語

概
説

Ｂ
⑵

日
本

語
史

Ａ
⑵

日
本

語
史

Ｂ
⑵

古
典

文
法

Ａ
⑵

古
典

文
法

Ｂ
⑵

現
代

語
文

法
Ａ

⑵
現

代
語

文
法

Ｂ
⑵

国
文

学
（

国
文

学
史

を
含

む
。）

̔
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
日

本
文

学
文

化
概

説
Ａ

⑵
˓

日
本

文
学

文
化

概
説

Ｂ
⑵

˚
古

代
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
古

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
中

世
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
中

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
近

世
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

˚
近

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
近

現
代

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
˚

近
現

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

日
本

の
古

典
籍

Ａ
⑵

日
本

の
古

典
籍

Ｂ
⑵

漢
文

学
̔

୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
中

国
学

概
論

Ａ
⑵

˓
中

国
学

概
論

Ｂ
⑵

˓
日

本
漢

学
Ａ

⑵
˓

日
本

漢
学

Ｂ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ａ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ｂ
⑵

漢
文

訓
読

法
⑵

中
国

文
学

文
化

と
日

本
Ａ

⑵
中

国
文

学
文

化
と

日
本

Ｂ
⑵

中
国

文
字

学
Ａ

⑵
中

国
文

字
学

Ｂ
⑵

中
国

文
学

史
Ａ

⑵
中

国
文

学
史

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
哲

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

文
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
文

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

文
献

学
Ａ

⑵
中

国
文

献
学

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ｂ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ｂ
⑵

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
̎

̌
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ʜ
ᶅ

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
̑

̕
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
̑

̕
୯

Ґ
Ҏ

্
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。

̎
科

目
બ

୒
ඞ

修

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
࠷

௿
修

ಘ
୯

Ґ
਺

ຊ
学

Ͱ
開

講
͠

ͯ
い

Δ
科

目

書
道（

書
写

を
含

む
。）

̔
୯

Ґ

˓
書

道
Ⅰ

Ａ
⑴

˓
書

道
Ⅰ

Ｂ
⑴

˓
書

道
Ⅱ

Ａ
⑴

˓
書

道
Ⅱ

Ｂ
⑴

˓
書

道
Ⅲ

Ａ
⑴

˓
書

道
Ⅲ

Ｂ
⑴

˓
書

道
Ⅳ

Ａ
⑴

˓
書

道
Ⅳ

Ｂ
⑴

書
道

史
̐

୯
Ґ

˓
書

道
史

Ａ
⑵

˓
書

道
史

Ｂ
⑵

「
書

論
、

ؑ
৆

」
̐

୯
Ґ

˓
書

論
Ａ

⑵
˓

書
論

Ｂ
⑵

「
国

文
学

、
漢

文
学

」
̐

୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
中

国
学

概
論

Ａ
⑵

˓
中

国
学

概
論

Ｂ
⑵

日
本

文
学

文
化

概
説

Ａ
⑵

日
本

文
学

文
化

概
説

Ｂ
⑵

古
代

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
古

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

中
世

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
中

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

近
世

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
近

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

近
現

代
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

近
現

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ａ
⑵

中
国

学
研

究
法

Ｂ
⑵

漢
文

訓
読

法
⑵

中
国

文
学

文
化

と
日

本
Ａ

⑵
中

国
文

学
文

化
と

日
本

Ｂ
⑵

中
国

文
字

学
Ａ

⑵
中

国
文

字
学

Ｂ
⑵

日
本

漢
学

Ａ
⑵

日
本

漢
学

Ｂ
⑵

中
国

文
学

史
Ａ

⑵
中

国
文

学
史

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
哲

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

文
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
中

国
文

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

哲
学

講
読

Ｂ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ａ
⑵

中
国

文
学

講
読

Ｂ
⑵

中
国

文
献

学
Ａ

⑵
中

国
文

献
学

Ｂ
⑵

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
̎

̌
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ʜ
ᶅ

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
̑

̕
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
̑

̕
୯

Ґ
Ҏ

্
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。
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Ǻ表
２
ǻ本
学
に
お
け
るʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯʮ
教
科
ຢ
は
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯ一
覧
表

東
洋
思
想
文
化
学
科（
第
１
部
）仏
教
思
想
コ
ー
ス
20
14
年
度
以
߱
入
学
生
ద
用

（
1.
˓
：
必
修
科
目
、
２ʮ
最
低
修
得
単
位
数
：
本
学
に
お
い
て
໔
ڐ
ঢ়
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
ʯ、
３
.˚
：
選
択
必
修
）

ߴ
౳

学
ߍ

ڭ
་

̍
छ

çʢ
ެ

ຽ
ʣ

த
学

ߍ
ڭ

་
̍

छ
çʢ

ࣾ
ձ

ʣ
ߴ

౳
学

ߍ
ڭ

་
̍

छ
çʢ

஍
ཧ

ྺ
࢙

ʣ
ڭ

৬
に

ؔ
す

Δ
科

目
ڭ

৬
に

ؔ
す

Δ
科

目
ڭ

৬
に

ؔ
す

Δ
科

目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼

࠷
௿

修
ಘ

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼

࠷
௿

修
ಘ

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼

࠷
௿

修
ಘ

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

̎
୯

Ґ
˓

教
職

概
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

 
論

に
関

す
る

科
 

目
̒

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

 
論

に
関

す
る

科
 

目
̒

୯
Ґ

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

教
育

の
基

礎
理

 
論

に
関

す
る

科
 

目
̒

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
教

育
基

礎
論

⑵
1

　
教

育
史

⑵
3・

4
　

教
育

史
⑵

3・
4

　
教

育
史

⑵
3・

4
˓

教
育

心
理

学
⑵

2
˓

教
育

心
理

学
⑵

2
˓

教
育

心
理

学
⑵

2
˓

教
育

制
度

論
⑵

1
˓

教
育

制
度

論
⑵

1
˓

教
育

制
度

論
⑵

1

教
育

課
程

及
び

 
指

導
法

に
関

す
る

 
科

目
ø÷

୯
Ґ

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1

教
育

課
程

及
び

 
指

導
法

に
関

す
る

 
科

目
øý

୯
Ґ

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1

教
育

課
程

及
び

 
指

導
法

に
関

す
る

 
科

目
ø÷

୯
Ґ

˓
教

育
課

程
総

論
⑵

1

˓
社

会
・

公
民

指
導

法
Ⅰ

⑵
˓

社
会

・
公

民
指

導
法

Ⅱ
⑵

3 3

˓
社

会
・

地
歴

指
導

法
Ⅰ

⑵
˓

社
会

・
地

歴
指

導
法

Ⅱ
⑵

˓
社

会
・

公
民

指
導

法
Ⅰ

⑵
˓

社
会

・
公

民
指

導
法

Ⅱ
⑵

3 3 3 3
˓

社
会

・
地

歴
指

導
法

Ⅰ
⑵

˓
社

会
・

地
歴

指
導

法
Ⅱ

⑵
3 3

˓
道

徳
教

育
論

⑵
3

˓
特

別
活

動
の

理
論

と
方

法
⑵

3
˓

特
別

活
動

の
理

論
と

方
法

⑵
3

˓
特

別
活

動
の

理
論

と
方

法
⑵

3
˓

 教
育

方
法

論
（

情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

）⑵
3

˓
 教

育
方

法
論

（
情

報
機

器
及

び
教

材
の

活
用

を
含

む
）⑵

3
˓

 教
育

方
法

論
（

情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

）⑵
3

生
徒

指
導・

教
育

相
談

及
び

進
路

指
導

等
に

関
す

る
科

目
̐

୯
Ґ

˓
生

徒
指

導
論（

進
路

指
導

論
を

含
む

）⑵
2

生
徒

指
導・

教
育

相
談

及
び

進
路

指
導

等
に

関
す

る
科

目
̐

୯
Ґ

˓
生

徒
指

導
論（

進
路

指
導

論
を

含
む

）⑵
2

生
徒

指
導・

教
育

相
談

及
び

進
路

指
導

等
に

関
す

る
科

目
̐

୯
Ґ

˓
生

徒
指

導
論（

進
路

指
導

論
を

含
む

）⑵
2

˓
教

育
相

談
⑵

2
˓

教
育

相
談

⑵
2

˓
教

育
相

談
⑵

2

教
育

実
習

̏
୯

Ґ

˚
教

育
実

習
Ⅰ（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑸
˚

教
育

実
習

Ⅱ（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑶

※
い

ͣ
れ

か
１

科
目

を
修

得
す

る
こ

と
。

ɹ
 ͨ

ͩ
͠

ڭ
ҭ

࣮
श

ᶗ
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

も
ɺ

ߴ
౳

学
ߍ

໔
ڐ

ਃ
੥

の
ࡍ

に
は

̏
୯

Ґ
ͱ

͠
ͯ

ਃ
੥

す
Δ

。

4 4
教

育
実

習

̑
୯

Ґ
˓

教
育

実
習

Ⅰ（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑸

4

教
育

実
習

̏
୯

Ґ

˚
教

育
実

習
Ⅰ（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑸
˚

教
育

実
習

Ⅱ（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑶

※
い

ͣ
れ

か
１

科
目

を
修

得
す

る
こ

と
。

ɹ
 ͨ

ͩ
͠

ڭ
ҭ

࣮
श

ᶗ
Λ

修
ಘ

͠
ͯ

も
ɺ

ߴ
౳

学
ߍ

໔
ڐ

ਃ
੥

の
ࡍ

に
は

̏
୯

Ґ
ͱ

͠
ͯ

ਃ
੥

す
Δ

。

4 4

教
職

実
践

演
習

̎
୯

Ґ
˓

教
職

実
践

演
習（

中
・

高
）⑵

4
教

職
実

践
演

習
̎

୯
Ґ

˓
教

職
実

践
演

習（
中

・
高

）⑵
4

教
職

実
践

演
習

̎
୯

Ґ
˓

教
職

実
践

演
習（

中
・

高
）⑵

4

『
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ùþ

୯
Ґ

Ҏ
্

ɹ
ʜ
ᶃ

『
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
úü

୯
Ґ

ɹ
ʜ

ᶃ
『

教
職

に
関

す
る

科
目

』単
位

小
計

ùþ
୯

Ґ
Ҏ

্
ɹ

ʜ
ᶃ

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

ຢ
は

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
ن

ଇ
に

ఆ
Ί

Δ
科

目
۠

෼
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

学
年

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
教

育
評

価
⑵

3・
4

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
教

育
評

価
⑵

3・
4

教
育

課
程

及
び

指
導

法
に

関
す

る
科

目
教

育
評

価
⑵

3・
4

道
徳

教
育

論
⑵

3
道

徳
教

育
論

⑵
3

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ɹ

ʜ
ᶄ

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ɹ

ʜ
ᶄ

『
教

科
ຢ

は
教

職
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ɹ

ʜ
ᶄ
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ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
௿

 
修

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
௿

 
修

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
௿

 
修

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

日
本

史
及

び
外

国
史

̔
୯

Ґ

˓
日

本
史

Ａ
⑵

˓
日

本
史

Ｂ
⑵

˓
外

国
史

Ａ
⑵

˓
外

国
史

Ｂ
⑵

　
日

本
仏

教
史

Ａ
⑵

　
日

本
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
神

道
史

Ａ
⑵

　
神

道
史

Ｂ
⑵

　
イ

ン
ド

仏
教

史
Ａ

⑵
　

イ
ン

ド
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
中

国
仏

教
史

Ａ
⑵

　
中

国
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
チ

ベ
ッ

ト
仏

教
史

⑵
　

中
国

哲
学

史
Ａ

⑵
　

中
国

哲
学

史
Ｂ

⑵
　

イ
ン

ド
思

想
特

講
Ⅱ

Ａ
⑵

　
イ

ン
ド

思
想

特
講

Ⅱ
Ｂ

⑵
　

東
西

交
渉

文
化

史
Ａ

⑵
　

東
西

交
渉

文
化

史
Ｂ

⑵
　

中
国

史
概

論
Ａ

⑵
　

中
国

史
概

論
Ｂ

⑵
　

韓
国

仏
教

史
⑵

　
古

文
書

学
Ⅰ

⑷

日
本

史
̐

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
日

本
史

Ａ
⑵

˓
日

本
史

Ｂ
⑵

　
日

本
仏

教
史

Ａ
⑵

　
日

本
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
神

道
史

Ａ
⑵

　
神

道
史

Ｂ
⑵

　
古

文
書

学
Ⅰ

⑷

外
国

史
̐

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
外

国
史

Ａ
⑵

˓
外

国
史

Ｂ
⑵

　
イ

ン
ド

仏
教

史
Ａ

⑵
　

イ
ン

ド
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
中

国
仏

教
史

Ａ
⑵

　
中

国
仏

教
史

Ｂ
⑵

　
チ

ベ
ッ

ト
仏

教
史

⑵
　

中
国

哲
学

史
Ａ

⑵
　

中
国

哲
学

史
Ｂ

⑵
　

イ
ン

ド
思

想
特

講
Ⅱ

Ａ
⑵

　
イ

ン
ド

思
想

特
講

Ⅱ
Ｂ

⑵
　

東
西

交
渉

文
化

史
Ａ

⑵
　

東
西

交
渉

文
化

史
Ｂ

⑵
　

中
国

史
概

論
Ａ

⑵
　

中
国

史
概

論
Ｂ

⑵
　

韓
国

仏
教

史
⑵

地
理

学
（

地
誌

を
含

む
。）

̔
୯

Ґ

˓
地

理
学

Ａ
⑵

˓
地

理
学

Ｂ
⑵

˓
地

誌
学

Ａ
⑵

˓
地

誌
学

Ｂ
⑵

　
人

文
地

理
学

Ａ
⑵

　
人

文
地

理
学

Ｂ
⑵

　
自

然
地

理
学

Ａ
⑵

　
自

然
地

理
学

Ｂ
⑵

人
文

地
理

学
及

び
自

然
地

理
学

̔
୯

Ґ
Ҏ

্

˓
人

文
地

理
学

Ａ
⑵

˓
人

文
地

理
学

Ｂ
⑵

˓
自

然
地

理
学

Ａ
⑵

˓
自

然
地

理
学

Ｂ
⑵

　
地

理
学

Ａ
⑵

　
地

理
学

Ｂ
⑵

地
誌

̐
୯

Ґ
˓

地
誌

学
Ａ

⑵
˓

地
誌

学
Ｂ

⑵
「

法
律

学
（

国
際

法
含

む
。）

、政
治

学（
国

際
政

治
学

含
む

。）
」

̐
୯

Ґ
Ҏ

্

˓
政

治
学

原
論

Ａ
⑵

˓
政

治
学

原
論

Ｂ
⑵

　
国

際
法

Ａ
⑵

　
国

際
法

Ｂ
⑵

「
法

律
学

、
政

治
学

」
̐

୯
Ґ

˓
政

治
学

原
論

Ａ
⑵

˓
政

治
学

原
論

Ｂ
⑵

　
国

際
法

Ａ
⑵

　
国

際
法

Ｂ
⑵

「
社

会
学

、
経

済
学

（
国

際
経

済
含

む
。）

」
̐

୯
Ґ

Ҏ
্

˓
社

会
学

Ａ
⑵

˓
社

会
学

Ｂ
⑵

　
経

済
学

Ａ
⑵

　
経

済
学

Ｂ
⑵

　
宗

教
社

会
学

Ａ
⑵

　
宗

教
社

会
学

⑵

「
社

会
学

、
経

済
学

」
̐

୯
Ґ

˓
社

会
学

Ａ
⑵

˓
社

会
学

Ｂ
⑵

　
経

済
学

Ａ
⑵

　
経

済
学

Ｂ
⑵

　
宗

教
社

会
学

Ａ
⑵

　
宗

教
社

会
学

⑵

「
哲

学
、

倫
理

学
、

宗
教

学
、心

理
学

」
̐

୯
Ґ

Ҏ
্

˚
倫

理
学

概
論

Ａ
⑵

˚
倫

理
学

概
論

Ｂ
⑵

　
　

　
　

ç 
˚

心
理

学
概

論
Ａ

⑵
˚

心
理

学
概

論
Ｂ

⑵
　

宗
教

学
概

論
Ａ

⑵
　

宗
教

学
概

論
Ｂ

⑵
　

仏
教

思
想

概
論

Ａ
⑵

　
仏

教
思

想
概

論
Ｂ

⑵
　

イ
ン

ド
古

典
思

想
概

論
Ａ

⑵
　

イ
ン

ド
古

典
思

想
概

論
Ｂ

⑵
　

イ
ン

ド
思

想
特

講
Ⅰ

Ａ
⑵

　
仏

教
思

想
特

講
Ⅰ

Ａ
⑵

ç 
　

　
仏

教
思

想
特

講
Ⅱ

Ａ
⑵

　
キ

リ
ス

ト
教

概
論

⑵
　

イ
ス

ラ
ー

ム
概

論
⑵

　
ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教
概

論
Ａ

⑵
　

ヒ
ン

ド
ゥ

ー
教

概
論

Ｂ
⑵

　
イ

ン
ド

現
代

思
想

⑵
　

イ
ン

ド
思

想
史

Ａ
⑵

　
イ

ン
ド

思
想

史
Ｂ

⑵

「
哲

学
、

倫
理

学
、

宗
教

学
」

̐
୯

Ґ

˓
倫

理
学

概
論

Ａ
⑵

˓
倫

理
学

概
論

Ｂ
⑵

　
宗

教
学

概
論

Ａ
⑵

　
宗

教
学

概
論

Ｂ
⑵

　
仏

教
思

想
概

論
Ａ

⑵
　

仏
教

思
想

概
論

Ｂ
⑵

　
イ

ン
ド

古
典

思
想

概
論

Ａ
⑵

　
イ

ン
ド

古
典

思
想

概
論

Ｂ
⑵

　
イ

ン
ド

思
想

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
　

仏
教

思
想

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
　

仏
教

思
想

特
講

Ⅱ
Ａ

⑵
　

キ
リ

ス
ト

教
概

論
⑵

　
イ

ス
ラ

ー
ム

概
論

⑵
　

ヒ
ン

ド
ゥ

ー
教

概
論

Ａ
⑵

　
ヒ

ン
ド

ゥ
ー

教
概

論
Ｂ

⑵
　

イ
ン

ド
現

代
思

想
⑵

　
イ

ン
ド

思
想

史
Ａ

⑵
　

イ
ン

ド
思

想
史

Ｂ
⑵

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ù÷

୯
Ґ

Ҏ
্

ɹ
ʜ

ᶅ
『

教
科

に
関

す
る

科
目

』単
位

小
計

ùÿ
୯

Ґ
ɹ

ʜ
ᶅ

『
教

科
に

関
す

る
科

目
』単

位
小

計
ù÷

୯
Ґ

Ҏ
্

ɹ
ʜ

ᶅ

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
üĀ

୯
Ґ

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
üĀ

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ໔

ڐ
Λ

औ
ಘ

す
Δ

͜
ͱ

は
Ͱ

͖
ͳ

い
。

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
ýú

୯
Ґ

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
ýú

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ໔

ڐ
Λ

औ
ಘ

す
Δ

͜
ͱ

は
Ͱ

͖
ͳ

い
。

本
学

に
お

͚
る

免
許

取
得

の
た

め
の

単
位

の
合

計
üĀ

୯
Ґ

Ҏ
্

ᶃ
�ᶄ

�ᶅ
の

߹
ܭ

Ͱ
üĀ

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ໔

ڐ
Λ

औ
ಘ

す
Δ

͜
ͱ

は
Ͱ

͖
ͳ

い
。

Ǻ注
意
ǻ上
ه
の
໔
ڐ
取
得
ر
๬
者
は
、
本
学
に
お
け
る
໔
ڐ
取
得
の
た
め
の
単
位
を
ຬ
た
す
た
め
に
、ʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯと
ʮ
教
科
ຢ
は
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯと
ʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯの
選
択
科
目
を
履
修
か

つ
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ʮ
ྙ

ཧ
学

֓
࿦

"ʯ
ʮ

ྙ
ཧ

学
֓

࿦
#ʯ

�
ʮ

৺
ཧ

学
֓

࿦
"

ʯ
ʮ

৺
ཧ

学
֓

࿦
#ʯ

の
い

ͣ
Ε

͔
�୯

Ґ
બ

୒
ඞ

修

⎤ ⎜ ⎜ ⎦

΅ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ` ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ⾇ ῰

બ
୒

科
目

͔
Β

̔
୯

Ґ
Ҏ

্
બ

୒
ඞ

修
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〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

日
本
文
学
文
化
学
科
（
第
２
部
）
20
14
年
度
入
学
生
用
（
１
.○
：
必
修
科
目
、２
.「
最
低
修
得
単
位
数
」：
本
学
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
、３
. △
：
選
択
必
修
）

中
学
校
教
諭
１
種
（
国
語
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
　
当
 

学
　
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目
2単
位
○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目
6単
位

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1

　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び

指
導
法
に
関
す
る

科
目

12
単
位

以
上

○
国
語
科
教
育
論
⑵

2

○
国
語
科
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
国
語
科
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

○
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
） ⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等
 

に
関
す
る
科
目

4単
位
○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
） ⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

5単
位
○
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

4

教
職
実
践
演
習

2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る

科
目
』単
位
小
計

31
単
位

以
上

　
…
①

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
国
語
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
　
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目
2単
位
○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目
6単
位
 

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1

　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び

指
導
法
に
関
す
る

科
目

8単
位
 

以
上

　
国
語
科
教
育
論
⑵

2

○
国
語
科
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
国
語
科
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等
 

に
関
す
る
科
目

4単
位
○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

3単
位

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸
 

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
） ⑶
 

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。

　
 た
だ
し
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
、

高
等
学
校
免
許
申
請
の
際
に
は
3
単

位
と
し
て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習

2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る

科
目
』単
位
小
計

25
単
位

以
上

　
…
①

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
書
道
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行
 

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
　
当
 

学
　
年

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目
2単
位
○
教
職
概
論
⑵

1

教
育
の
基
礎
理
論

に
関
す
る
科
目
6単
位

以
上

○
教
育
基
礎
論
Ⅰ
⑵
 

○
教
育
基
礎
論
Ⅱ
⑵

1 1

　
教
育
史
⑵

3・
4

○
教
育
心
理
学
⑵

2

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及
び

指
導
法
に
関
す
る

科
目

8単
位

以
上

○
書
道
科
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
書
道
科
指
導
法
Ⅱ
⑵

3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

3
○
特
別
活
動
の
研
究
⑵

3

○
教
育
方
法
研
究（
情
報
機
器
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

　
教
育
評
価
⑵

3 
3・
4

生
徒
指
導・
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等
 

に
関
す
る
科
目

4単
位
○
生
徒
指
導
論（
進
路
指
導
論
を
含
む
） ⑵

2

○
教
育
相
談
⑵

2

教
育
実
習

3単
位

△
教
育
実
習
Ⅰ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸
 

△
教
育
実
習
Ⅱ（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
） ⑶
 

※
い
ず
れ
か
１
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
。

　
 た
だ
し
教
育
実
習
Ⅰ
を
修
得
し
て
も
、

高
等
学
校
免
許
申
請
の
際
に
は
3
単

位
と
し
て
申
請
す
る
。

4 4

教
職
実
践
演
習

2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す
る
 

科
目
』単
位
小
計

25
単
位

以
上

　
…
①
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ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
科

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
ɹ

௿
 

修
ɹ

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
ɹ

௿
 

修
ɹ

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
ɹ

௿
 

修
ɹ

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

国
語

学（
音

声
言

語
 

及
び

文
ষ

表
現

に
 

関
す

る
も

の
を

含
 

む
。）

�୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
日

本
語

概
説

Ａ
⑵

国
語

学（
音

声
言

語
 

及
び

文
ষ

表
現

に
 

関
す

る
も

の
を

含
 

む
。）

�୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
日

本
語

概
説

Ａ
⑵

書
道（

書
写

を
含

む
。）

�୯
Ґ

˓
書

道
Ⅰ

Ａ
⑴

˓
日

本
語

概
説

Ｂ
⑵

˓
日

本
語

概
説

Ｂ
⑵

˓
書

道
Ⅰ

Ｂ
⑴

日
本

語
史

Ａ
⑵

日
本

語
史

Ａ
⑵

˓
書

道
Ⅱ

Ａ
⑴

日
本

語
史

Ｂ
⑵

日
本

語
史

Ｂ
⑵

˓
書

道
Ⅱ

Ｂ
⑴

古
典

文
法

Ａ
⑵

古
典

文
法

Ａ
⑵

˓
書

道
Ⅲ

Ａ
⑴

古
典

文
法

Ｂ
⑵

古
典

文
法

Ｂ
⑵

˓
書

道
Ⅲ

Ｂ
⑴

現
代

語
文

法
Ａ

⑵
現

代
語

文
法

Ａ
⑵

˓
書

道
Ⅳ

Ａ
⑴

現
代

語
文

法
Ｂ

⑵
現

代
語

文
法

Ｂ
⑵

˓
書

道
Ⅳ

Ｂ
⑴

日
本

語
学

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
日

本
語

学
特

講
Ⅰ

Ａ
⑵

書
　

道
　

史
�୯

Ґ
˓ ˓

書
道

史
Ａ

⑵
書

道
史

Ｂ
⑵

日
本

語
学

特
講

Ⅰ
Ｂ

⑵
日

本
語

学
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

国
文

学（
国

文
 

学
史

を
含

む
。）

�୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
日

本
文

学
文

化
概

説
Ａ

⑵

国
文

学（
国

文
 

学
史

を
含

む
。）

�୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
日

本
文

学
文

化
概

説
Ａ

⑵
˓

日
本

文
学

文
化

概
説

Ｂ
⑵

˓
日

本
文

学
文

化
概

説
Ｂ

⑵
「

書
論

、
ؑ

৆
」

�୯
Ґ

˓ ˓
書

論
Ａ

⑵
書

論
Ｂ

⑵
˚

古
代

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
˚

古
代

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
˚

古
代

日
本

文
学

史
Ｂ

⑵
˚

古
代

日
本

文
学

史
Ｂ

⑵
˚

中
世

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
˚

中
世

日
本

文
学

史
Ａ

⑵

「
国

文
学

、漢
文

学
」

�୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
日

本
文

学
文

化
概

説
Ａ

⑵
˚

中
世

日
本

文
学

史
Ｂ

⑵
２

科
目

˚
中

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

２
科

目
˓

日
本

文
学

文
化

概
説

Ｂ
⑵

˚
近

世
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

選
択

必
修

˚
近

世
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

選
択

必
修

古
代

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
˚

近
世

日
本

文
学

史
Ｂ

⑵
˚

近
世

日
本

文
学

史
Ｂ

⑵
古

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
近

現
代

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
˚

近
現

代
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

中
世

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
˚

近
現

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

˚
近

現
代

日
本

文
学

史
Ｂ

⑵
中

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
上

代
）

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
上

代
）

Ａ
⑵

近
世

日
本

文
学

史
Ａ

⑵
作

家
作

品
研

究
（

上
代

）
Ｂ

⑵
作

家
作

品
研

究
（

上
代

）
Ｂ

⑵
近

世
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

古
）

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

古
）

Ａ
⑵

近
現

代
日

本
文

学
史

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

古
）

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

古
）

Ｂ
⑵

近
現

代
日

本
文

学
史

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

世
）

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

世
）

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
上

代
）

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

世
）

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

世
）

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
上

代
）

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
近

世
）

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
近

世
）

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

古
）

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
近

世
）

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
近

世
）

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

古
）

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究（

近
現

代
）Ａ

⑵
作

家
作

品
研

究（
近

現
代

）Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

世
）

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究（

近
現

代
）Ｂ

⑵
作

家
作

品
研

究（
近

現
代

）Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
中

世
）

Ｂ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅰ

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
近

世
）

Ａ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅰ
Ｂ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

作
家

作
品

研
究

（
近

世
）

Ｂ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅱ
Ａ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅱ

Ａ
⑵

作
家

作
品

研
究（

近
現

代
）Ａ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅱ

Ｂ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅱ
Ｂ

⑵
作

家
作

品
研

究（
近

現
代

）Ｂ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅲ
Ａ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅲ

Ａ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅰ
Ａ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅲ

Ｂ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅲ
Ｂ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅳ
Ａ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅳ

Ａ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅱ
Ａ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅳ

Ｂ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅳ
Ｂ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅱ

Ｂ
⑵

近
現

代
文

学
文

化
特

講
Ⅰ

Ａ
⑵

近
現

代
文

学
文

化
特

講
Ⅰ

Ａ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅲ
Ａ

⑵
近

現
代

文
学

文
化

特
講

Ⅰ
Ｂ

⑵
近

現
代

文
学

文
化

特
講

Ⅰ
Ｂ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅲ

Ｂ
⑵

日
本

の
古

典
籍

Ａ
⑵

日
本

の
古

典
籍

Ａ
⑵

古
典

文
学

文
化

特
講

Ⅳ
Ａ

⑵
日

本
の

古
典

籍
Ｂ

⑵
日

本
の

古
典

籍
Ｂ

⑵
古

典
文

学
文

化
特

講
Ⅳ

Ｂ
⑵

漢
文

学
�୯

Ґ
 

Ҏ
্

˚
中

国
の

古
典（

文
学

）⑵
 

漢
文

学
�୯

Ґ
 

Ҏ
্

˚
中

国
の

古
典（

文
学

）⑵
 

近
現

代
文

学
文

化
特

講
Ⅰ

Ａ
⑵

˚
中

国
の

古
典（

思
想

）⑵
　

　
　

2科
目

˚
中

国
の

古
典（

思
想

）⑵
　

　
　

2科
目

近
現

代
文

学
文

化
特

講
Ⅰ

Ｂ
⑵

˚
中

国
の

古
典（

歴
史

）⑵
　

　
　

選
択

必
修

˚
中

国
の

古
典（

歴
史

）⑵
　

　
　

選
択

必
修

日
 本

 の
 古

 典
 籍

 Ａ
⑵

˚
中

国
の

古
典（

哲
学

）⑵
˚

中
国

の
古

典（
哲

学
）⑵

日
 本

 の
 古

 典
 籍

 Ｂ
⑵

書
道（

書
写

を
中

 
心

と
す

る
。）

�୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
書

道
Ⅰ

Ａ
⑴

中
国

の
古

典
（

文
学

）
⑵

˓
書

道
Ⅰ

Ｂ
⑴

中
国

の
古

典
（

思
想

）
⑵

書
道

Ⅱ
Ａ

⑴
中

国
の

古
典

（
歴

史
）

⑵
書

道
Ⅱ

Ｂ
⑴

中
国

の
古

典
（

哲
学

）
⑵

書
道

Ⅲ
Ａ

⑴
書

道
Ⅲ

Ｂ
⑴

書
道

Ⅳ
Ａ

⑴
書

道
Ⅳ

Ｂ
⑴

『
教

科
に

関
す

る
 

科
目

』単
位

小
計

��
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ɹ
ʜ

ᶄ
『

教
科

に
関

す
る

 
科

目
』単

位
小

計
��

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ɹ

ʜ
ᶄ

『
教

科
に

関
す

る
 

科
目

』単
位

小
計

��
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ɹ
ʜ

ᶄ

本
学

に
お

͚
る

免
 

許
取

得
の

た
め

の
 

単
位

の
合

計
��

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ᶃ

�ᶄ
の

߹
ܭ

Ͱ
��

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。

本
学

に
お

͚
る

免
 

許
取

得
の

た
め

の
 

単
位

の
合

計
��

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ᶃ

�ᶄ
の

߹
ܭ

Ͱ
��

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。

本
学

に
お

͚
る

免
 

許
取

得
の

た
め

の
 

単
位

の
合

計
��

୯
Ґ

 
Ҏ

্
ᶃ

�ᶄ
の

߹
ܭ

Ͱ
��

୯
Ґ

Ҏ
্

修
ಘ

͠
ͯ

い
ͳ

͚
Ε

͹
ɺ

໔
ڐ

Λ
औ

ಘ
す

Δ
͜

ͱ
は

Ͱ
͖

ͳ
い

。

ʪ
注
意
ʫ上
ه
の
໔
ڐ
取
得
ر
๬
者
は
、
本
学
に
お
け
る
໔
ڐ
取
得
の
た
め
の
単
位
の
合
ܭ
を
ຬ
た
す
た
め
にʮ
教
職
に
関
す
る
科
目
ʯと
ʮ
教
科
に
関
す
る
科
目
ʯの
選
択
科
目
を
履
修
か
つ
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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〈
表
２
〉
本
学
に
お
け
る
「
教
職
に
関
す
る
科
目
」「
教
科
に
関
す
る
科
目
」
一
覧
表

第
２
部
教
育
学
科
　
20
14
年
度
入
学
生
用
（
１
.○
：
必
修
科
目
、
２
.「
最
低
修
得
単
位
数
」：
本
学
に
お
い
て
各
免
許
状
を
取
得
す
る
た
め
の
最
低
単
位
数
、
３
.△
：
選
択
必
修
）

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
公
民
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

教
職
の
意
義

等
に
関
す
る

科
目

2単
位
○
教
職
論
⑵

1・
2

教
育
の
基
礎

理
論
に
関
す
る

科
目

6単
位
 

以
上

○
教
育
学
概
論
⑵

1・
2

○
教
育
心
理
学
概
論
⑵

1・
2

○
学
校
教
育
社
会
学
⑵

1～
4

　
教
育
史
⑵

3・
4

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及

び
指
導
法
に

関
す
る
科
目

10
単
位
 

以
上

○
教
育
課
程
論
⑵

1～
4

　
社
会
科
教
育
論
⑵
 

○
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅱ
⑵

2 3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

３

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

論
法

方
育

教 
○

 
（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）⑵
 

教
育
評
価
⑵

1～
4 

3・
4

生
徒
指
導
・
教

育
相
談
及
び

進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目
4単
位

論
導

指
徒

生 
○

 
（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

２

○
教
育
相
談
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

教
育
実
習

3単
位

Ⅰ
習

実
育

教 
△

 
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

Ⅱ
習

実
育

教 
△

 
（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶
る

す
得

修
を

目
科

１
か

れ
ず

い 
※
こ
と
。

て
し

得
修

を
Ⅰ

習
実

育
教

し
だ

た 
　
も
、
高
等
学
校
免
許
申
請
の
際
に

は
3
単
位
と
し
て
申
請
す
る
。

4  4

教
職
実
践
演
習
2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す

る
科
目
』単
位

小
計

27
単
位
 

以
上
　
…
①

中
学
校
教
諭
１
種
（
社
会
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

教
職
の
意
義

等
に
関
す
る

科
目

2単
位
○
教
職
論
⑵

1・
2

教
育
の
基
礎

理
論
に
関
す
る

科
目

6単
位

○
教
育
学
概
論
⑵

1・
2

○
教
育
心
理
学
概
論
⑵

1・
2

○
学
校
教
育
社
会
学
⑵

1～
4

　
教
育
史
⑵

3・
4

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及

び
指
導
法
に

関
す
る
科
目

14
単
位

○
教
育
課
程
論
⑵

1～
4

○
社
会
科
教
育
論
⑵
 

△
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

△
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅱ
⑵
 　※

1

△
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

△
社
会
・
公
民
指
導
法
Ⅱ
⑵
 　※

2

※1
、※
2い
ずれ
か1
分野
Ⅰ・
Ⅱと
も修
得す
るこ
と 。

2 3 3 3 3

○
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

３

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

論
法
方
育
教 

○
 

（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
） ⑵

　
教
育
評
価
⑵

1～
4 

3・
4

生
徒
指
導
・
教

育
相
談
及
び

進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目
4単
位

論
導
指
徒
生 
○

 
（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

２

○
教
育
相
談
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

教
育
実
習

5単
位

Ⅰ
習
実
育
教 

○
 

（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

4

教
職
実
践
演
習
2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す

る
科
目
』単
位

小
計

33
単
位
　
…
①

高
等
学
校
教
諭
１
種
（
地
理
歴
史
）

教
職
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
低

修
得

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

配
当
 

学
年

教
職
の
意
義

等
に
関
す
る

科
目

2単
位
○
教
職
論
⑵

1・
2

教
育
の
基
礎

理
論
に
関
す
る

科
目

6単
位
 

以
上

○
教
育
学
概
論
⑵

1・
2

○
教
育
心
理
学
概
論
⑵

1・
2

○
学
校
教
育
社
会
学
⑵

1～
4

　
教
育
史
⑵

3・
4

　
教
育
法
規
⑵

3・
4

教
育
課
程
及

び
指
導
法
に

関
す
る
科
目

10
単
位
 

以
上

○
教
育
課
程
論
⑵

1～
4

　
社
会
科
教
育
論
⑵
 

○
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅰ
⑵
 

○
社
会
・
地
歴
指
導
法
Ⅱ
⑵

2 3 3

　
道
徳
教
育
の
研
究
⑵

３

○
特
別
活
動
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

論
法
方
育
教 

○
 

（
情
報
機
器
及
び
教
材
の
活
用
を
含
む
）⑵

　
教
育
評
価
⑵

1～
4 

3・
4

生
徒
指
導
・
教

育
相
談
及
び

進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目
4単
位

論
導
指
徒
生 

○
 

（
進
路
指
導
論
を
含
む
）⑵

２

○
教
育
相
談
の
理
論
と
方
法
⑵

1～
4

教
育
実
習

3単
位

Ⅰ
習
実
育
教 

△
 

（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑸

Ⅱ
習
実
育
教 

△
 

（
事
前
・
事
後
指
導
を
含
む
）⑶
る
す
得
修
を
目
科

１
か
れ
ず
い 

※
こ
と
。

て
し
得
修
を
Ⅰ
習
実
育
教
し
だ
た 

　
も
、
高
等
学
校
免
許
申
請
の
際
に

は
3
単
位
と
し
て
申
請
す
る
。

4  4

教
職
実
践
演
習
2単
位
○
教
職
実
践
演
習（
中
・
高
）⑵

4

『
教
職
に
関
す

る
科
目
』単
位

小
計

27
単
位
 

以
上
　
…
①

ߴ
౳

学
ߍ

ڭ
་

̍
छʢ

ެ
ຽ

ʣ
த

学
ߍ

ڭ
་

̍
छʢ

ࣾ
ձ

ʣ
ߴ

౳
学

ߍ
ڭ

་
̍

छʢ
஍

ཧ
ྺ

࢙
ʣ

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

ڭ
৬

に
ؔ

す
Δ

科
目

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
ɹ

௿
 

修
ɹ

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

 
学

年

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
ɹ

௿
 

修
ɹ

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

 
学

年

໔
ڐ

๏
ࢪ

行
 

ن
ଇ

に
ఆ

Ί
 

Δ
科

目
۠

෼

࠷
ɹ

௿
 

修
ɹ

ಘ
 

୯
Ґ

਺
ຊ

学
Ͱ

開
講

͠
ͯ

い
Δ

科
目

഑
౰

 
学

年

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

�୯
Ґ

˓
教

職
論

⑵
1・

2
教

職
の

意
義

等
に

関
す

る
科

目
�୯

Ґ
˓

教
職

論
⑵

1・
2

教
職

の
意

義
等

に
関

す
る

科
目

�୯
Ґ

˓
教

職
論

⑵
1・

2

教
育

の
基

礎
 

理
論

に
関

す
る

 
科

目

�୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
教

育
学

概
論

⑵
1・

2

教
育

の
基

礎
 

理
論

に
関

す
る

 
科

目
�୯

Ґ

˓
教

育
学

概
論

⑵
1・

2

教
育

の
基

礎
 

理
論

に
関

す
る

 
科

目

�୯
Ґ

 
Ҏ

্

˓
教

育
学

概
論

⑵
1・

2

˓
教

育
心

理
学

概
論

⑵
1・

2
˓

教
育

心
理

学
概

論
⑵

1・
2

˓
教

育
心

理
学

概
論

⑵
1・

2

˓
学

校
教

育
社

会
学

⑵
1

〜
4

˓
学

校
教

育
社

会
学

⑵
1

〜
4

˓
学

校
教

育
社

会
学

⑵
1

〜
4

　
教

育
史

⑵
3・

4
　

教
育

史
⑵

3・
4

　
教

育
史

⑵
3・

4

　
教

育
法

規
⑵

3・
4

　
教

育
法

規
⑵

3・
4

　
教

育
法

規
⑵

3・
4

教
育

課
程

及
び

 
指

導
法

に
関

す
る

 
科

目

1�
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
教

育
課

程
論

⑵
1

〜
4

教
育

課
程

及
び

 
指

導
法

に
関

す
る

 
科

目
1�

୯
Ґ

˓
教

育
課

程
論

⑵
1

〜
4

教
育

課
程

及
び

 
指

導
法

に
関

す
る

 
科

目

1�
୯

Ґ
 

Ҏ
্

˓
教

育
課

程
論

⑵
1

〜
4

　
社

会
科

教
育

論
⑵

˓
社

会
・

公
民

指
導

法
Ⅰ

⑵
˓

社
会

・
公

民
指

導
法

Ⅱ
⑵

2 3 3

˓
社

会
科

教
育

論
⑵

˚
社

会
・

地
歴

指
導

法
Ⅰ

⑵
˚

社
会

・
地

歴
指

導
法

Ⅱ
⑵

 　
※

1

˚
社

会
・

公
民

指
導

法
Ⅰ

⑵
˚

社
会

・
公

民
指

導
法

Ⅱ
⑵

 　
※

2

※
1、

※
2い

ͣ
れ

か
1分

໺
Ⅰ

・
Ⅱ

と
も

修
得

す
る

こ
と

。

2 3 3 3 3

　
社

会
科

教
育

論
⑵

˓
社

会
・

地
歴

指
導

法
Ⅰ

⑵
˓

社
会

・
地

歴
指

導
法

Ⅱ
⑵

2 3 3

　
道

徳
教

育
の

研
究

⑵
3

　
道

徳
教

育
の

研
究

⑵
3

˓
特

別
活

動
の

理
論

と
方

法
⑵

1
〜

4
˓

特
別

活
動

の
理

論
と

方
法

⑵
1

〜
4

˓
教

育
方

法
論

 
　（

情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

）⑵
　

教
育

評
価

⑵
1

〜
4

3・
4

˓
教

育
方

法
論

 
（

情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

）⑵
　

教
育

評
価

⑵
1

〜
4

3・
4

˓
道

徳
教

育
の

研
究

⑵
3

˓
特

別
活

動
の

理
論

と
方

法
⑵

1
〜

4

生
徒

指
導

・
教

 
育

相
談

及
び

 
進

路
指

導
等

 
に

関
す

る
科

目

�୯
Ґ

˓
生

徒
指

導
論

 
（

進
路

指
導

論
を

含
む

）⑵
2

˓
教

育
方

法
論

 
（

情
報

機
器

及
び

教
材

の
活

用
を

含
む

）⑵
　

教
育

評
価

⑵

1
〜

4
3・

4

生
徒

指
導

・
教

 
育

相
談

及
び

 
進

路
指

導
等

 
に

関
す

る
科

目

�୯
Ґ

˓
生

徒
指

導
論

 
（

進
路

指
導

論
を

含
む

）⑵
2

˓
教

育
相

談
の

理
論

と
方

法
⑵

1
〜

4
˓

教
育

相
談

の
理

論
と

方
法

⑵
1

〜
4

教
育

実
習

�୯
Ґ

˚
教

育
実

習
Ⅰ

 
　（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑸
˚

教
育

実
習

Ⅱ
 

　（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑶

　
※

い
ͣ

れ
か

１
科

目
を

修
得

す
る

こ
と

。 
　

た
だ

し
教

育
実

習
Ⅰ

を
修

得
し

て
も

、
高

等
学

校
免

許
申

請
の

際
に

は
3単

位
と

し
て

申
請

す
る

。

4 4

生
徒

指
導

・
教

 
育

相
談

及
び

 
進

路
指

導
等

 
に

関
す

る
科

目

�୯
Ґ

˓
生

徒
指

導
論

（
進

路
指

導
論

を
含

む
）⑵

2

教
育

実
習

�୯
Ґ

˚
教

育
実

習
Ⅰ

 
（

事
前

・
事

後
指

導
を

含
む

）⑸
˚

教
育

実
習

Ⅱ
 

（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑶

※
い

ͣ
れ

か
１

科
目

を
修

得
す

る
こ

と
。 

　
た

だ
し

教
育

実
習

Ⅰ
を

修
得

し
て

も
、

高
等

学
校

免
許

申
請

の
際

に
は

3単
位

と
し

て
申

請
す

る
。

4 4
˓

教
育

相
談

の
理

論
と

方
法

⑵
1

〜
4

教
育

実
習

�୯
Ґ

˓
教

育
実

習
Ⅰ

（
事

前
・

事
後

指
導

を
含

む
）⑸

4

教
職

実
践

演
習

�୯
Ґ

˓
教

職
実

践
演

習（
中

・
高

）⑵
4

教
職

実
践

演
習

�୯
Ґ

˓
教

職
実

践
演

習（
中

・
高

）⑵
4

教
職

実
践

演
習

�୯
Ґ

˓
教

職
実

践
演

習（
中

・
高

）⑵
4

『
教

職
に

関
す

 
る

科
目

』単
位

 
小

計

��
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ɹ
ʜ

ᶃ
『

教
職

に
関

す
 

る
科

目
』単

位
 

小
計

��
୯

Ґ
ɹ

ʜ
ᶃ

『
教

職
に

関
す

 
る

科
目

』単
位

 
小

計

��
୯

Ґ
 

Ҏ
্

ɹ
ʜ

ᶃ
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教
科
に
関
す
る
科
目

免
許
法
施
行

規
則
に
定
め

る
科
目
区
分

最
　
低
 

修
　
得
 

単
位
数

本
学
で
開
講
し
て
い
る
科
目

「
法
律
学（
国

際
法
を
含

む
。）
、
政
治
 

学
（
国
際
政

治
を
含
む
。）
」

4単
位

以
上

○
政
治
学
原
論
Ａ
⑵
 

○
政
治
学
原
論
Ｂ
⑵
 

　
 比
較
政
策
論
⑵
 

国
際

法
Ａ
⑵
 

国
際

法
Ｂ
⑵
 

民
 
法
 
Ａ
⑵
 

民
 
法
 
Ｂ
⑵

「
社
会
学
、
経

済
学
（
国
際
 

経
済
を
含

む
。）
」

4単
位
 

以
上

○
社

会
学

Ａ
⑵
 

○
社

会
学

Ｂ
⑵
 

　
 比
較
社
会
論
⑵
 

経
済

学
Ａ
⑵
 

経
済

学
Ｂ
⑵
 

経
済
学
入
門
Ａ
⑵
 

経
済
学
入
門
Ｂ
⑵

「
哲
学
、
倫
理

学
、
宗
教
学
、

心
理
学
」

4単
位
 

以
上

△
哲
学
概
説
Ａ
⑵
〈
注
意
3〉
 

△
哲
学
概
説
Ｂ
⑵
〈
注
意
3〉
 

△
倫
理
学
概
説
Ａ
⑵
〈
注
意
3〉
 

△
倫
理
学
概
説
Ｂ
⑵
〈
注
意
3〉
 

△
心
理
学
概
論
Ａ
⑵
〈
注
意
3〉
 

△
心
理
学
概
論
Ｂ
⑵
〈
注
意
3〉
 

　
 ア
メ
リ
カ
思
想
史
⑵
 

生
涯
発
達
心
理
学
⑵

『
教
科
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①日程
　　授業期間だけではなく、夏季・冬季休暇期間・土・日・祝日を含む日程

②体験先
行で所場い近に所住現、めたい多が者望希験体います。行で設施・校学るす在所に都京東もれずい　 　

えるとは限りません。

＜特別支援学校＞
　視覚障害者、聴覚障害者、知的障害者、肢体不自由者又は病弱者（身体虚弱者を含む。）に対して、
小中学校等に準ずる教育を行うとともに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必
要な知識技能を授けることを目的とする学校。在籍する児童生徒等に対する教育を行うほか、障害により教
育上特別の支援を必要とする小中学校等の児童生徒等の教育に関し、必要な助言又は援助を行います。

＜社会福祉施設＞
　・高齢者にかかわる施設
　・児童福祉・障害児にかかわる施設
　・障害者（身体、知的、精神障害者）にかかわる施設
　・生活保護にかかわる施設
　
（３）内容
　・学校、施設の利用者の介護・介助（入浴・排泄等含む）
　・学校、施設の利用者との交流（話し相手）、学習活動の指導・援助
　・学校、施設が実施する行事（学園祭・バザー・遠足、サークル活動等）の補助
　・学校、施設の掃除、洗濯等の作業
特別支援学校事例…授業参観・作業学習補助・学校行事補助等（プール実習・マラソン大会等）
社会福祉施設事例…車椅子補助・点字の勉強・送迎バスへの添乗・サークル活動の補助等

（２）体験日程・体験先

で行います。

　⑥　介護等体験料を所定の期日までに振り込んでいること。
　⑦　指定された体験日程で介護等体験に参加できること。
　⑧　その他、必要な手続きのすべてを完了していること。
　

〈５〉介護等体験について

　小・中学校の免許希望者は、教職に必要な科目の修得、卒業要件の充足の他に、３年次に特別支援学
校で２日間と社会福祉施設で５日間、計７日間、高齢者や障害者に対する介護、介助、交流等の体験を
行い、受入先に体験を行った証明をいただく必要があります。
　この体験を行うには、 大学を通して申し込みをしなければなりません。
　概要は以下の通りです。

（１）参加条件
　以下の条件を１つでも満たさない場合は、介護等体験に参加できません。
　①　介護等体験に積極的に参加する意欲があること。
　②　全２回の説明会（２年次１１月・３年次４月を予定）に出席し、必要な書類を提出すること。
③　実施年度の４月に大学の定期健康診断を受診し、異常なしと診断され、心身ともに健康であること。
④　麻疹（はしか）の抗体検査・予防接種を行い、免疫があると認められた者であること。
⑤ 妊娠中もしくは出産から１年以内でないこと（母体保護のため）。

　受入先の都合を考慮したうえ、東京都教育委員会および東京都社会福祉協議会が、希望者各人
の日程と受入先を調整・決定します。個人的な事情や要望（サークル、アルバイト、海外留学、就職活動、
仕事等）による日程・受入先の指定や変更（また、このことに関する個人交渉）・辞退は一切できないので、
参加を希望する者はこの点を了承し、自分の都合を調整したうえで体験に臨んでください。
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〈６〉教育実習について

　教育実習は、大学で学んだ教育理論や技術をもとに、教育実習校（小学校、中学校、高等学校、特 
別支援学校）での実習を通じて、教育の意味や学校教育の全領域について学習するものです。「教育実 
習Ⅰ（事前・事後指導を含む）」（３週間以上実習対象者）、「教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む）」 
（２週間実習対象者）、「初等教育実習（事前・事後指導を含む）」、「特別支援学校教育実習（事前・ 
事後指導を含む）」は、４年次に履修します。４月から事前指導が行われ、ほとんどの学生が、６月頃 
から実際に学校現場に赴き、小学校教諭の免許状取得の場合には４週間、中学校教諭の免許状取得の 
場合には３週間、高等学校教諭・特別支援学校教諭の免許状取得の場合には２週間の教育実習を行
います。教育実習終了後、教育実習事後指導として、学生の実習体験発表、実習感想文の提出、アンケ
ート調査などによって、教育実習の成果を振り返り、教員として必要な資質能力が培えたかどうかを確認
します。教育実習は勤務という形態で行われるので、実習期間中に就職活動をするような時間的・精神
的余裕は全くありません。教職という仕事の重要性を認識し、実習期間中は就職活動などは中止し、実

（1）「教育実習（事前・事後指導を含む）」の履修条件
◇「教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む）」「教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含む）」の履修条件
　　（第１部教育学科初等教育専攻以外）

で生学部１第を数位単な要必に業卒、で点時の了終次年３ 　①　　 １００単位以上、第２部学生で９０単位
以上を修得していること。

　　②　３年次終了の時点で、次の２つの条件をともに満たしていること。
　　　（i）下表の各学科の条件を満たしていること。
 Ａ：

 
Ｂ
：英米文学科・英語コミュニケーション学科

 
Ｃ
：第１部教育学科人間発達専攻

 
Ｄ

：

Ｅ：第２部教育学科

Ａ

「教職概論」「教育基礎論Ⅰ」「教育基礎論Ⅱ」「教育心理学」「生徒指導論（進路指導論を含
む）」「教育相談」「教育方法研究（情報機器の活用を含む）」「道徳教育の研究」「特別活動
の研究」　各教科の「教科教育論」

の１０科目のうち６科目以上の単位を修得済みであること。

B

の１０科目のうち６科目以上の単位を修得済みであること。

「教職概論」「教育基礎論Ⅰ」「教育基礎論Ⅱ」「教育心理学」「生徒指導論（進路指導論を含
む）」「教育相談」「教育方法研究（情報機器の活用を含む）」「道徳教育の研究」「特別活動の 
研究」「英語科教育論Ⅰ」「英語科教育論Ⅱ」

の１１科目のうち６科目以上の単位を修得済みであること。

C

「教職論」「教育学概論」「教育心理学概論」「学校教育社会学」「教育課程論」「教育相談の
理論と方法」「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」「生徒指導研究（進路指導論を 
含む）」「特別活動の理論と方法」「道徳教育論」

の１０科目のうち７科目以上の単位を修得済みであること。

D

Ｅ

「教職論」「教育学概論」「教育心理学概論」「学校教育社会学」「教育課程論」「教育相談の 
理論と方法」「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」「生徒指導論（進路指導論を含 
む）」「特別活動の理論と方法」「道徳教育の研究」

の１０科目のうち７科目以上の単位を修得済みであること。

（ii）実習予定の「教科の指導法Ⅰ」「教科の指導法Ⅱ」を修得済みであること。
 導指の科教「たし得修が分自、で合都の校習実が）民公・史歴理地（科教習実ので習実育教 ＊  

法」と対応しない場合がある。その場合には教務課窓口に相談すること。
　　③　 4 年次において、卒業に必要な科目（単位）および教育職員免許状を取得するために必要な科 

目（単位）を修得し終える見込みのある者。

「教職概論」「教育基礎論」「教育心理学」「教育制度論」「教育課程総論」「道徳教育論」「特
別活動の理論と方法」「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」「生徒指導論（進路
指導論を含む）」「教育相談」

習に専念してください。

哲学科・日本文学文化学科（第１部・第２部）・史学科
東洋思想文化学科（第１部・第２部）
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　◇「初等教育実習（事前・事後指導を含む）」の履修条件（第１部教育学科初等教育専攻のみ）
　　①　３年次終了の時点で、卒業に必要な単位数を１００単位以上修得していること。
　　②　3 年次終了の時点で、下表の（i）（ii）（iii）の条件をすべて満たしていること。

（i）

「教職論」「教育学概論」「教育心理学概論」「学校教育社会学」「教育課程論」
「教育相談の理論と方法」「教育方法論（情報機器及び教材の活用を含む）」
「生徒指導研究（進路指導論を含む）」「特別活動の理論と方法」「道徳教育論」

の１０科目のうち７科目以上の単位を修得済みであること。

（ii）

「初等教科教育法（国語）」「初等教科教育法（社会）」「初等教科教育法（算数）」
「初等教科教育法（理科）」「初等教科教育法（生活）」「初等教科教育法（家庭）」
「初等教科教育法（音楽）」「初等教科教育法（図画工作）」「初等教科教育法（体育）」

の９科目のうち６科目以上の単位を修得済みであること。

（iii）
「初等科国語」「初等科社会」「初等科算数」「初等科理科」「初等科生活」「初等科家庭」
「初等科音楽」「初等科図画工作」「初等科体育」

の９科目のうち４科目以上の単位を修得済みであること。

　　③　 ４年次において、卒業に必要な科目（単位）および教育職員免許状を取得するために必要な科 
目（単位）を修得し終える見込みのある者。

　◇「特別支援学校教育実習（事前・事後指導を含む）」の履修条件
年該当はくしも、とこるいてした満を格資礎基な要必にめたるす得取を状許免諭教校学援支別特 　①　　

度に基礎資格を満たす見込みがあること。
０１を目科な要必にめたるす得取を状許免諭教校学援支別特、み含を」Ⅰ論概育教援支別特「 　②　　  

科目以上修得していること。

（2）参加条件
　　以下の条件を満たさなければ、教育実習に参加することはできません。
　　①　教壇に立って授業を行うために必要な学力を有すること。
　　②　教育実習指導教員の指導のもとに、教育実習生としてふさわしい行動のとれる人物であること。
　　③　大学を含む関係諸機関との手続きを不備なく行っていること。
　　④　大学の行う定期健康診断を受診していること。
　　⑤　麻疹（はしか）の抗体検査・予防接種を行い、免疫があると認められていること。

　　⑦　教育実習料（含む保険料）を納入していること。
を件条格資習実るいてれらめ定に条２１第び及条５第の」綱要扱取習実育教校学立公都京東「 　⑧　　

満たしていること。
を教務課窓口に」票録登生習実育教校学援支別特「、はていつに習実育教の校学援支別特、おな　 　　

提出していること（提出期限は「教育実習生登録票」の提出期間に準ずる）。

（教育実習生の実習資格）
第 5条　この要綱に基づき公立学校において教育実習ができる者は、次の各号に掲げる要件を備えた者
に限る。

るす籍在に等学大たっ行を出届の施実に会員委育教都京東めじからあ、ていつに施実の習実育教 　⑴  
者であること。

く就に職教、でみ込見得取状許免員職育教で上以等同とれこはくし若、し学在に年学高最の等学大 　⑵
意思のある者であること。

2前項各号の規定にかかわらず、次の各号の一に該当する者は除く。
⑴　伝染の恐れのある疾病若しくは教育実習を行ううえで妨げとなる精神障害等のある者
⑵　公立学校の正常な教育活動を妨げる恐れのある者
（教育実習生の責務）
第１２条　教育実習生は、大学等及び教育実習校の指導に誠実に従わなくてはならない。
 （東京都公立学校教育実習取扱要綱抜粋）

　　⑥　妊娠中もしくは出産して１年以内でないこと（母体保護のため）。
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（３）教育実習校について
＜中学校・高等学校＞
　教育実習を希望する学生は、３年次に「教科の指導法Ⅰ」「教科の指導法Ⅱ」を履修、単位修得すると
ともに、４月上旬の教育実習事務手続説明会に必ず出席し、予定校確保（以下、内諾）の方法等につい
て確認のうえ、各自が責任をもって実習校を開拓してください。

　また４年次に「教育実習Ⅰ（事前・事後指導を含む）」または「教育実習Ⅱ（事前・事後指導を含
む）」の履修登録をし、４月上旬の教育実習直前説明会に必ず出席してください。

＜小学校＞
【往還型教育実習について】

＜特別支援学校＞※特別支援学校教諭免許状取得希望者のみ
　特別支援学校教育実習を行う学校は、原則として東京都立の特別支援学校とし、大学が一括して東京都
教育委員会に申請するので個人で開拓する必要はありません。特別支援学校教諭免許状の取得を希望す
る学生は、３年次４月上旬の教育実習事務手続説明会で指示された提出期間内に「特別支援学校教育
実習登録票」を提出してください。未提出者は、申請の関係上、単位を修得していても特別支援学校の教

 

育実習に参加できません。また、４年次の７月に特別支援学校教育実習説明会を行うので、必ず出席し
てください（詳細は教職課程掲示板に掲示します）。実習は９月～１２月の間に２週間行われます。

 

　第１部教育学科初等教育専攻では、４年次の教育実習に向けて、４年間を通じて学校教育現場を体験
する往還型教育実習を採用しています。これは、教師としての実践的指導力と高度の専門性を兼ね備えた
小学校教員を養成するための基軸となるものです。具体的には、１年次に何回か学校を訪問することから始
まり、２年次以降で「初等教育実践研究 A」「初等教育実践研究 B」を履修し、４年次に「初等教育実習
（事前・事後指導を含む）」を履修します。
【初等教育実習について】
　４年次に実施する教育実習に参加するには、３年次４月に行なわれる教育実習事務手続き説明会に必ず
出席し、予定校確保（以下、内諾）の方法等について確認のうえ、東京都公立学校での希望者は、「教
育実習希望調書」を、地方校（都内私立校を含む）での教育実習希望者は「教育実習受入内諾書」を提
出すること。また、教育実習校を、往還型教育実習以外の実習校で希望する場合は、内諾を取得する前
（２年秋学期末）に学科専攻長の教員に相談してください。なお、東京都公立学校については正式受入決
定が１２月上旬となります。
　また、４年次に「初等教育実習（事前・事後指導を含む）」を履修登録し、４月上旬の教育実習直前説
明会に必ず参加してください。

〈７〉教職実践演習について

　平成２２年度入学生から、４年次の秋学期に必修科目として「教職実践演習」の履修、単位修得するこ
とが必要とされています。この科目は、全学年を通じた教職に関する「学びの軌跡の集大成」と言えるも
のであり、学生が身に付けた資質・能力が教員として最小限必要な資質・能力として有機的に統合され形
成されたかを確認することを目的としています。しかし、この確認は４年次秋学期になってはじめて行うの
ではなく、１年次から継続的にくり返し、自らの教職への意思や適性を問いつづけるというものです。
　従って、教員をめざす学生は１年次から意識的・意欲的に教職課程の学びを継続し、学修の成果と課題
を記録しておくことが求められます。本学では「教職パスポート」を用意してその一助としています。「教職
パスポート」を活用して、４年間の学修の流れを継続的・系統的に、目に見えるかたちで記録していくこと
が求められます。「教職パスポート」を管理し活用していることが「教職実践演習」の履修条件のひとつと
なるので、学生は大切に保管し活用するようにしてください。なお、２年次終了時点で「教職パスポート」
の中間点検を行い、必要に応じて指導・助言を行います。教職への適性が疑われる場合には進路の変更
を促すこともありえます。
　しっかりとした自覚をもって学修に取り組んでください。

　その後、東京都公立学校での教育実習希望者は、９月上旬までに文学部教務課窓口へ「教育実習希望
調書」を提出してください。なお、正式受入決定は１２月上旬となります。
　また、地方校（都内私立高校を含む）での教育実習希望者は、「教育実習受入内諾書」の記載をお願いし
た予定校から大学あてに回答が到着しているか、６月以降、所属学部教務課窓口にて確認を行ってください。
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〈８〉教育職員免許状一括申請について

　これらの手続きを怠った場合は、卒業時に教育職員免許状が授与されなくなるので注意してください。

◎個人申請について
　大学で教育職員免許状の一括申請手続きを行わなかった場合でも、教育職員免許状に必要な単位を修
得していれば、卒業後に個人で教育職員免許状を申請すること（個人申請）が可能です。
　個人で申請する際の申請先等は下記の通りです。
〈申請先〉住民票をおいている都道府県の教育委員会（通常は都道府県庁の教育職員免許状を発行す

る部署）
〈申請に必要な書類・受付時期・免許状発行日〉申請先によって異なるので各自で問い合わせてください。
　

　教育職員免許状に必要な単位を修得または修得見込の学生は、教員免許状の取得が見込まれる年度に
教育職員免許状の申請手続きをする必要があります。教育職員免許状の発行は東京都教育委員会が行い
ますが、卒業時に教育職員免許状を受領するための申請手続きは、通常、大学を通して行います（以下、
一括申請）。
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ʪ̕ʫ教育職員免許状取得までのྲྀれ

˞�下記のスέδϡーϧはあくまでも༧定なので、時期がલޙすることがあります。必ず教職課程ࣔܝ൘
を確認してください。

　 また、このスケジュールはモデルケースとなりますが、実習時期や教育職員免許状取得時期が஗れる
場合は、事前に教務課窓口に相談してください。

（２０４ページ参照）
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〈注１〉特別支援学校教諭１種免許状希望者で、すでに基礎免許状を取得しており、教育実習説明会お
よび教育実習直前説明会（中・高）に出席する必要のない学生は、事前に教務課窓口で指示を
受けてください。

 

〈注２〉教育実習の実習時期は各実習校によって異なるので、承諾書等で必ず各自確認してください。
〈注３〉科目等履修生に教育職員免許状を授与（交付）する日程は、別途教職課程掲示板にて掲示します。

程掲示板・課職教、でのるなくなきで加参に験体等護介・習実育教、とる怠をき続手、りたし席欠を会明説 ※
P.２３７からの〈９〉教育職員免許状取得までの流れをよく確認してください。  
また、教育実習の内諾後のキャンセル・介護等体験の申し込み後のキャンセルや、一度納入した教職課程登録
料、介護等体験実習料、教育実習料の返金は一切できないので注意してください。
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〈１１〉教員採用に関する支援について

（１）教職支援室（３号館１階）

　　※各講座の開催・申込時期等については掲示等を確認してください。

　・採用試験対策講座
　・模擬試験関連情報提供・模擬面接
　・専門スタッフによる教育職員への就職指導

（２）教職関係資料室（６号館４階）

　　※開室時間は資料室前の掲示板もしくは教職課程掲示板で確認してください。
　・教職関係資料（教員採用受験雑誌・教科書・参考書・学習指導案等）の閲覧および貸し出し

〈１２〉教員採用試験について

　教育職員免許状を取得した者が教員になるためには、まずは教員採用試験に合格する必要があります。
　出願期間・受験条件・試験日程・試験方法は教育委員会・学校によって異なるので、教員採用試験の実
施要綱の取り寄せと応募は各自で行ってください。
　実施要綱が大学に届いた場合は、教職課程掲示板にて随時周知します。
　教員採用試験（第１次・第２次）に合格した場合は、必ず教務課窓口に届け出てください。

（１）公立学校の教員採用
　公立学校の教員になるためには、まずは各都道府県または市の教育委員会が実施する採用試験に合格し、
採用候補者の名簿に登録される必要があります。名簿の中からその年度の欠員状況、教員組織の状況など 
を考慮して選定され、採用が決定します。

（２）私立学校の教員採用
　各都県の私学協会等が実施する「私立学校教員適性検査」を基に採用を行う場合と、公募制による採
用があります。
　「私立学校教員適性検査」は採用試験ではなく、適性検査を受けた受検者の氏名と評価等が記載され 
た名簿を基にして、教員の採用を行っていくものです。ただし、検査を実施する都県にある私立学校全てが 
「私立学校教員適性検査」の結果を基に教員募集を行っているとは限りません。

いて現行制度の効果等を検証することとなりました。新たな教員免許制度の内容及び移行方針を具体化
する中で、現在の教員免許更新制の在り方について結論を得ることが示されています。日頃から教育関連の
ニュースによく目を通しておくとともに、教職課程の履修に際しては、自分自身の教職に対する意思を再確認し

〈１３〉教員免許更新制について

　教員免許状取得後１０年ごとに更新講習を受け修了認定されることにより、有効期間が更新される教員免
許更新制が平成２１年に施行されましたが、文部科学省では、教員の資質向上のための教員免許制度の
抜本的な見直し（教員養成課程の充実や専門免許状制度の導入の検討を含む）に着手し、その過程にお

てください。

ʪ１０ʫ教職課程を履修する学生΁の連བྷ・఻ୡについて

　教職に関する事項（各種説明会・手続き・発表・呼び出し等）は、すべて教職課程掲示板にてお知
らせします。登校時には必ず１１０２番教室（１号館１階）横もしくは６Ｂ１２番教室（６号館地下
１階）前の掲示を確認してください。（ToyoNet-G のお知らせでも確認することができますが、全て
の掲示をWeb 上で確認できるわけではありません。）
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〈１６〉科目等履修生制度について

　将来、教員を目指す学生で、学部卒業までに教育職員免許状を取得するために必要な単位を修得できな
かった場合や、すでに教育職員免許状を取得していて、卒業後、新たに別教科の教育職員免許状を取得
したい場合は、科目等履修生として必要な単位を修得し教育職員免許状を取得することができます。本学科
目等履修生には、通学制と通信制があり、募集要件・履修できる科目等が異なります。希望者は、必ず当
該年度の各募集要項を確認のうえ出願してください。なお、本学で取得可能な教育職員免許状に必要な
科目がすべて科目等履修生に開講しているとは限らないので注意してください。通学制の概要は、下記のと
おりです。通信制を希望する場合には、スケジュール等が異なるので通信教育課に問い合わせてください。

科目等履修生（通学制）に関するスケジュール（詳細は当該年度の募集要項で確認してください）
２月上旬～中旬　　科目等履修生募集要項配布・ダウンロード開始

２月上旬～　　　　履修科目の相談（教務課）

３月上旬～中旬　　出願（教務課）

３月下旬　　　　　試験・合格発表

４月上旬　　　　　就学手続

＊インターネットでも閲覧・出力可。（「東洋大学　科目等履修生」でキーワード検索してください。）

出願にあたっての履修科目については、事前に教務課窓口に相談してください。
※介護等体験のみの履修はできません。

〈１４〉休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合について

　在学中に休学および留学等で長期間大学へ通学することができない場合は、教育実習、介護等体験等の
実施時期や教育職員免許状の取得時期が通常の学生より１～２年遅くなることがあるので、必ず事前に教務
課窓口まで相談に来てください。

〈１５〉編入生・転入生の教育職員免許状取得について

　教育職員免許状取得を希望する場合は、以下のことに留意のうえ、事前に教務課窓口まで相談に来てく

（１）単位認定・時間割編成によっては卒業時までに教育職員免許状が取得できない場合があります。
（２）編・転入前の大学等で取得した教職に関する科目等について全ての科目を認定できるとは限りません。

単定認の目科な要必に業卒、は合場るす定認で別個を目科るす関に職教いなれさ入算に位単業卒 ）３（
位数が減少する場合があるので注意してください。

」を入手し、認定書明証るす関に力学「の科教当該で等学大の前入転・編、は際るけ受を導指別個 ）４（
を希望する科目の講義内容・時間割とともに教務課窓口まで持参してください。

ださい。
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２．社会教育主事
（１）　定義と業務

　社会教育主事は、都道府県及び市町村の教育委員会の事務局におかれる専門的職員で、社会教育 
をおこなう者に対する専門的技術的な指導と助言を与えることを職務とする。さらに、近年の法改正に
より、学校が社会教育関係団体、地域住民その他の関係者の協力を得て教育活動をおこなう場合にも、
求めに応じて必要な助言をおこなうことができるようになった。まさに、地域における生涯学習を推進す
るための専門家として、学校や住民と協力しながら学習を促進する重要な仕事を担う存在である。

（２）　資格（社会教育法　第九条の四より）
＊本学の場合は、第三号（アンダーラインつき）に該当する。

（３）　修得すべき科目と単位数
　社会教育法の規定による、大学において修得すべき社会教育に関する科目（分野）および単位と、
それに対応する本学開講科目および単位は次頁の表に掲げるものとし、各分野から４単位以上、合計 
２４単位以上修得しなければならない。
　なお、文学部の学科教育課程表にない科目については、シラバス（講義要項）に掲載されている
該当科目の講義内容を熟読のうえ、履修すること。

（４）　社会教育主事になるためには
　社会教育主事の資格を取得し、都道府県または市町村教育委員会から「社会教育主事」として発
令されることが必要である。資格を有する人が必ず社会教育主事として発令されるものではないので、採
用方法等については、都道府県または市町村教育委員会に問い合わせること。

社会教育法第九条の四
（以下の一号から四号のうちのどれかひとつを充足すれば資格があることになります）
一　大学２年以上在学して６２単位を修得し、又は高等専門学校を卒業し、かつ、次に掲げる期間
を通算した期間が３年以上になる者で、社会教育主事の講習を修了したもの
イ　社会教育主事補の職にあつた期間
ロ　官公署又は社会教育関係団体における社会教育に関係のある職で文部科学大臣の指定するも
のにあつた期間

ハ　官公署又は社会教育関係団体が実施する社会教育に関係のある事業における業務であつて、
社会教育主事として必要な知識又は技能の習得に資するものとして文部科学大臣が指定するも
のに従事した期間（イ又はロに掲げる期間に該当する期間を除く。）

二　教育職員の普通免許状を有し、かつ５年以上文部科学大臣の指定する教育に関する職にあつた
者で、社会教育主事の講習を修了したもの

三　大学に２年以上在学して６２単位以上修得し、かつ、大学において文部科学省令で定める社会
教育に関する科目の単位を修得した者で一号のイからハまでに掲げる期間を通算した期間が１年
以上になるもの。
四　社会教育主事の講習を修了したもので（１号及び２号に掲げる者を除く。）で、社会教育に関す
る専門的事項について一号から三号に掲げる者に相当する教養と経験があると都道府県の教育委
員会が認定したもの。
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第 1 部　「社会教育主事資格に関する科目」の単位

2014年度第１部入学生用
省令により
定められた科目

単
位 本学開講科目 単

位 学年 開講学部 備考

生 涯 学 習 概 論 4
生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 2 1・2 文 学 部
生 涯 学 習 概 論 Ⅱ 2 1 ～ 4 文 学 部

社 会 教 育 計 画 4
社 会 教 育 計 画 論 Ⅰ 2 1 ～ 4 文 学 部
社 会 教 育 計 画 論 Ⅱ 2 1 ～ 4 文 学 部

社会教育演習、社会教育
実習または、社会教育 
課題研究のうち1以上の
科目

4
社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅰ 2 1 ～ 4 文 学 部

社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅱ 2 1 ～ 4 文 学 部

社 会 教 育 特 講 Ⅰ
（現代社会と社会教育）

注）1
12

女 性 問 題 と 学 習 2 1 ～ 4 文 学 部
家 庭 教 育 論 2 1 ～ 4 文 学 部
情 報 化 と 社 会 教 育 2 1 ～ 4 文 学 部

社 会 教 育 特 講 Ⅱ
（社会教育活動・事業・施設）

比 較 政 策 論 2 1 ～ 4 文 学 部
視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む） 2 1 ～ 4

2 ～ 4

文 学 部
博 物 館 概 論 2 1 文 学 部
博 　 物 　 館 　 資 　 料 　 論 2 文 学 部
博 　 物 　 館 　 展 　 示 　 論 2 2 文 学 部

社 会 教 育 特 講 Ⅲ
（その他必要な科目）

教 育 基 礎 論 Ⅰ 2 1 教 職 科 目
教 育 基 礎 論 Ⅱ 2 1 教 職 科 目
教 育 学 概 論 2 1・2 文 学 部

注）3を参照

注）2を参照

注）4を参照

学 校 教 育 社 会 学 2 1 ～ 4 文 学 部
倫 理 学 概 論 4 3・4 文 学 部
倫 理 学 概 説 Ａ 2 3・4 文 学 部
倫 理 学 概 説 Ｂ 2 3・4 文 学 部
宗 教 と は 何 か Ａ 2 1 文 学 部
宗 教 と は 何 か Ｂ 2 1 文 学 部
マス・コミュニケーション概論Ａ 2 1 ～ 4 社 会 学 部
マス・コミュニケーション概論Ｂ 2 1 ～ 4 社 会 学 部
政 治 学 原 論 Ａ 2 2 文 学 部
政 治 学 原 論 Ｂ 2 2 文 学 部

24

。いしま望がとこるす得修つず位単４れぞれそらか野分各のⅢ・Ⅱ・Ⅰ、はていつに講特育教会社 　１）注

注）３ 「教育学概論」「学校教育社会学」は、教育学科の学生が履修かつ修得した場合のみ、社会教育特講Ⅲの単
位として認定する。

※各科目の履修については、所属学科の履修方法に従うこと。

注）４「宗教とは何かA」「宗教とは何かB」は東洋思想文化学科の教育課程表では、科目名称が「宗教学概論
A」「宗教学概論B」になりますので、履修を希望する場合には、注意してください。

注）２「教育基礎論Ⅰ」「教育基礎論Ⅱ」は東洋思想文化学科の教育課程表では、科目名称が「教育基礎論」「教
育制度論」となりますので、履修を希望する場合には、注意してください。
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第 2 部　「社会教育主事資格に関する科目」の単位

2014年度第２部入学生用

省令により
定められた科目

単
位 本学開講科目 単

位 学年 開講学部 備考

生 涯 学 習 概 論 4
生 涯 学 習 概 論 Ⅰ 2 1・2 文 学 部
生 涯 学 習 概 論 Ⅱ 2 1 ～ 4 文 学 部

社 会 教 育 計 画 4
社 会 教 育 計 画 論 Ⅰ 2 1 ～ 4 文 学 部
社 会 教 育 計 画 論 Ⅱ 2 1 ～ 4 文 学 部

社会教育演習、社会教
育実習または、社会教育
課題研究のうち1以上の
科目

4
社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅰ 2 1 ～ 4 文 学 部

社 会 教 育 課 題 研 究 Ⅱ 2 1 ～ 4 文 学 部

社 会 教 育 特 講 Ⅰ
（現代社会と社会教育）

注）1
12

女 性 問 題 と 学 習 2 1 ～ 4 文 学 部
家 庭 教 育 論 2 1 ～ 4 文 学 部
情 報 化 と 社 会 教 育 2 1 ～ 4 文 学 部

社 会 教 育 特 講 Ⅱ
（社会教育活動・事業・施設）

比 較 政 策 論 2 1 ～ 4 文 学 部
視聴覚教育（視聴覚メディア論を含む） 2 1 ～ 4 文 学 部

社 会 教 育 特 講 Ⅲ
（その他必要な科目）

教 育 基 礎 論 Ⅰ 2 1 教 職 科 目
教 育 基 礎 論 Ⅱ 2 １ 教 職 科 目
教 育 学 概 論 2 1・2 文 学 部

注）3を参照

注）2を参照

学 校 教 育 社 会 学 2 1 ～ 4 文 学 部
倫 理 学 概 論 Ａ 2 1 ～ 4 文 学 部
倫 理 学 概 論 Ｂ 2 1 ～ 4 文 学 部
倫 理 学 概 説 Ａ 2 3・4 文 学 部
倫 理 学 概 説 Ｂ 2 3・4 文 学 部
経 済 学 入 門 Ａ 2 １ 文 学 部
経 済 学 入 門 Ｂ 2 1 文 学 部
政 治 学 原 論 Ａ 2 2 ～ 4 文 学 部
政 治 学 原 論 Ｂ 2 2 ～ 4 文 学 部
マス・コミュニケーション概論Ａ 2 1 ～ 4 社 会 学 部
マス・コミュニケーション概論Ｂ 2 1 ～ 4 社 会 学 部

24

。いしま望がとこるす得修つず位単４れぞれそらか野分各のⅢ・Ⅱ・Ⅰ、はていつに講特育教会社 　１）注
　２）注

 
注）３ 「教育学概論」「学校教育社会学」は、教育学科の学生が履修かつ修得した場合のみ、社会教育特講Ⅲの単

位として認定する。
※各科目の履修については、所属学科の履修方法に従うこと。

「教育基礎論Ⅰ」「教育基礎論Ⅱ」は東洋思想文化学科の教育課程表では、科目名称が「教育基礎論」「教
育制度論」となりますので、履修を希望する場合には、注意してください。
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３．ਤॻؗ࢘ॻ
（１）　資格

　図書館司書とは、図書資料の貸し出しやฦ却業務、利用者の相談に応じるレファレンスサービス
や読書案内、資料の収集・分類・目録作成などを行う専門職です。司書になるための資格は、大学
で学部の卒業に必要な単位を修得して学士の学位を取得し、さらに司書に関する専門科目について
の単位を修得することによって取得できます。本学で開講している科目と単位数および配当学年は
下記の表のとおりです。
　就職先の図書館は、公共図書館、大学図書館、企業図書館などがあります。司書として就職する
ためには、当該自治体の採用試験を受けて図書館に配属されなくてはいけません。公立図書館の場合、
地方公共ஂ体が実施する地方公務員採用試験を受験し、図書館へのۈ務を希望します。

（２）　修得に必要な科目と単位数
　① 本学において司書資格の取得を希望する者は、下記の表に示す本学開講科目の必修科目と、選

択科目のʮਤॻؗ৘ใݯࢿ特࿦ʯとʮਤॻ・ਤॻؗ史ʯを履修かつ修得しなければならない。
　② 「情報サービス演習A」「情報サービス演習B」の履修について
　　Ⅰ． 「情報サービス演習A・B」の配当学年が１～４のため１年次から履修が可能である。
　　　　 しかし、「情報サービス演習Ａ・B」の履修には、前年度までに「図書館サービス概論」と「情

報サービス論」を修得しておくか、履修年度に「図書館サービス概論」と「情報サービス論」
を履修することが望ましい。「情報サービス演習A・B」は、「図書館サービス概論」と「情
報サービス論」の内容を踏まえたうえで授業を行う。そのため、これらの科目が未履修であ
ると、演習課題に取り組むことがࠔ೉で単位修得に支障をきたす可能性がある。履修時期に
ついては৻重に考えること。

　　Ⅱ． ʮ৘ใαーϏス演習Ａʯとʮ৘ใαーϏス演習Ｂʯは通年履修、つまり、同年度にＡとＢをセッ
トで履修することを原則とする。

　③ 「情報資源組織演習A」「情報資源組織演習B」の履修について
　　Ⅰ． 「情報資源組織演習A・B」の配当学年が１～４のため１年次から履修が可能である。
　　　　 しかし、「情報資源組織演習A・B」の履修には、前年度までに「図書館情報資源概論」と「情

報資源組織論」を修得しておくか、履修年度に「図書館情報資源概論」と「情報資源組織論」
を履修することが望ましい。「情報資源組織演習 A・B」は、「図書館情報資源概論」と「情
報資源組織論」の内容を踏まえたうえで授業を行う。そのため、これらの科目が未履修で
あると、演習課題に取り組むことがࠔ೉で単位修得に支障をきたす可能性がある。履修時
期については৻重に考えること。

　　Ⅱ． ʮ৘ใݯࢿ૊৫演習Aʯʮ৘ใݯࢿ૊৫演習#ʯは通年履修、つまり、同年度にAと Bをセッ
トで履修することを原則とする。

（３）　ガイダンスについて
　毎年 4 月初めに「図書館司書・学校図書館司書教諭ガイダンス」を開催して科目の履修方法など
の説明を行う。ཤमر๬ऀはཤमر๬ॳ೥౓にඞͣग़੮する͜ͱ。

（４）　第１部・第２部間相互聴講制度について
　図書館司書資格の取得を希望する者は、以下の履修条件で第１部・第２部間相互聴講制度を活用
することができる。
　˓第１部・第２部間相互聴講制度の履修条件
　①卒業までに 30 単位を超えて履修かつ修得することはできない。
　②年間履修最高単位数（48 単位）に算入する。
　③履修かつ修得した単位は、文学部共通科目として、卒業単位に算入する。
　④履修方法
　　第１部の学生が、第２部開講科目の履修を希望する場合には第１部の科目と同様に履修登録を
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すること。第２部の学生が、第１部開講科目の履修を希望する場合も同様に履修登録を必要とする。
（一部対象外科目がある）

2014 年度第１部・第２部入学生用
　 文部科学ল講習科目 群 単位 本学開講科目 単位 配当学年

ඞ
म

生涯学習概論 ߕ 2 生涯学習概論Ⅰ 2 1・2
図書館概論 ߕ 2 図書館概論 2 1 ～ 4
図書館制度・経営論 ߕ 2 図書館制度・経営論 2 1 ～ 4
図書館情報技術論 ߕ 2 図書館情報技術論 2 1 ～ 4
図書館サービス概論 ߕ 2 図書館サービス概論 2 1 ～ 4
情報サービス論 ߕ 2 情報サービス論 2 1 ～ 4
児童サービス論 ߕ 2 児童サービス論 2 1 ～ 4

情報サービス演習 ߕ 2 情報サービス演習Ａ 1 1 ～ 4
情報サービス演習Ｂ 1 1 ～ 4

図書館情報資源概論 ߕ 2 図書館情報資源概論 2 1 ～ 4
情報資源組織論 ߕ 2 情報資源組織論 2 1 ～ 4

情報資源組織演習 ߕ 2 情報資源組織演習Ａ 1 1 ～ 4
情報資源組織演習Ｂ 1 1 ～ 4

બ
୒

図書館情報資源特論 Ե 1 図書館情報資源特論 2 1 ～ 4
図書・図書館史 Ե 1 図書・図書館史 2 1 ～ 4

資格取得のための最低単位数 24 　 26
※選択科目について
　 本学では、文部科学ল講習科目のԵ群（選択科目）を「図書館情報資源特論」と「図書・図書

館史」の２科目開講している。Ե群（選択科目）から２科目を修得することが必修となってい
るため、本学では上記の表に記載するすべての科目を修得することが条件となるので注意する
こと。
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４. 社会福祉主事
　社会福祉主事は、福祉事務所の相談業務を担当する職員の資格であるが、下記の「社会福祉主事の資 
格に関する指定科目」のうちから「３科目以上を修得」した者に任用資格が認められている。しかし、地方
公務員として採用されなければ、この資格を活かすことはできない。なお、この資格を基礎とし、実務経験 
を持てば、児童福祉司等に任用される。また、民間福祉施設の職員採用条件として、社会福祉主事任用資 
格が求められることが多い。
（１）資格　大学において、社会福祉に関する科目を修めて卒業した者（社会福祉法第１９条第１号）

らかちうの」目科定指るす関に格資の事主祉福会社「の記下　目科きべす得修） ２（ ３科目以上を修得する
こと。

　
（注）

「
　　　　 」全ての科目を修得すること

2014年度第１部入学生用  社会福祉主事に関する科目
社会福祉主事の資格に 
関する指定科目 本学開講科目

社会福祉概論 社会福祉学概論Ａ 
社会福祉学概論Ｂ

⎫―
⎭

社会福祉事業史 社会福祉発達史Ａ 
社会福祉発達史Ｂ

⎫―
⎭

社会福祉援助技術論 社会福祉援助技術論ＩＡ 
社会福祉援助技術論ＩＢ 
社会福祉援助技術論ⅡＡ 
社会福祉援助技術論ⅡＢ

⎫

―
―
―

⎭
社会福祉調査論 社会調査入門Ｉ 

社会調査入門Ⅱ
⎫―
⎭

社会福祉施設経営論
社会福祉行政論 社会福祉法制・行政Ａ 

社会福祉法制・行政Ｂ
⎫―
⎭

社会保障論 社会保障論Ａ 
社会保障論Ｂ

⎫―
⎭

公的扶助論 公的扶助論
児童福祉論 児童福祉論Ａ 

児童福祉論Ｂ
⎫―
⎭

家庭福祉論
保育理論
身体障害者福祉論 障害者福祉論Ａ

障害者福祉論Ｂ
⎫―⎭

知的障害者福祉論
精神障害者保健福祉論
老人福祉論 高齢者福祉論Ａ 

高齢者福祉論Ｂ
⎫―⎭

医療社会事業論 医療福祉論Ａ 
医療福祉論Ｂ

⎫
―⎭

地域福祉論 地域福祉論
法学 法学Ｂ 

日本国憲法
⎫―
⎭

民法 民法Ａ 
民法Ｂ 
民法Ⅰ部（総則）Ａ 
民法Ⅰ部（総則）Ｂ 
民法Ⅱ部（物権）Ａ 
民法Ⅱ部（物権）Ｂ 
民法Ⅲ部（債権総論）Ａ 
民法Ⅲ部（債権総論）Ｂ 
民法Ⅳ部（債権各論）Ａ
民法Ⅳ部（債権各論）Ｂ
民法Ⅴ部（親族・相続）Ａ
民法Ⅴ部（親族・相続）Ｂ

⎫―
⎫
⎭
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

⎭

行政法 行政法Ｉ部Ａ 
行政法Ｉ部Ｂ 
行政法Ⅱ部Ａ 
行政法Ⅱ部Ｂ

⎫

―
―
―

⎭
、はていつに目科いないてれさ載掲に）目科放開門専（目科放開科学他部学他び及表程課育教科学るす属所の分自 ※

自由科目として履修かつ修得すること。

社会福祉主事の資格に 
関する指定科目 本学開講科目

経済学 経済学Ａ 
経済学Ｂ 
ミクロ経済学入門 
マクロ経済学入門 
経済学入門Ａ 
経済学入門Ｂ 
ミクロ・マクロ経済入門Ａ 
ミクロ・マクロ経済入門Ｂ 
生き方と働き方の経済 
雇用・労働政策 
経済学（マクロ） 
経済学（ミクロ） 
応用マクロ経済学 
応用ミクロ経済学 
経済原論Ａ 
経済原論Ｂ

⎫―
⎫
⎭
―
⎫
⎭
―
⎫
⎭
―
⎫
⎭
―
⎫
⎭
―
⎫
⎭
―
⎫
⎭
―
⎭

社会政策 社会政策Ａ
社会政策Ｂ

⎫―⎭
経済政策 経済政策Ａ

経済政策Ｂ
⎫―
⎭

心理学 心理学概論Ａ 
心理学概論Ｂ 
心理学の基礎

⎫
―⎭

社会学 社会学Ａ 
社会学Ｂ 
社会学概論Ｉ 
社会学概論Ⅱ

　
　
　

⎫
―
⎭

教育学 教育基礎論Ｉ 
教育基礎論Ⅱ 
教育学概論

⎫
―
⎭

倫理学 倫理学基礎論Ａ 
倫理学基礎論Ｂ 
応用倫理学Ａ 
応用倫理学Ｂ 
倫理学概説Ａ 
倫理学概説Ｂ 
倫理学概論

⎫
―
⎫
⎭
―
⎫
⎭
―
⎭

公衆衛生学
医学一般 医学一般Ａ

医学一般Ｂ
⎫―
⎭

リハビリテーション論
看護学
介護概論 介護概論
栄養学
家政学

ࣾձ෱ࢱओࣄͷ֨ࢿʹ
ؔ͢ΔࢦఆՊ໨ ຊֶ։ߨՊ໨

ֶࡁܦ ֶ̖ࡁܦ
ֶ̗ࡁܦ
ϛΫϩֶࡁܦೖ໳
ϚΫϩֶࡁܦೖ໳
ೖ໳ֶ̖ࡁܦ
ೖ໳ֶ̗ࡁܦ
ϛΫϩɾϚΫϩࡁܦೖ໳̖
ϛΫϩɾϚΫϩࡁܦೖ໳̗
ੜ͖ ɾํಇ͖ํͷֶࡁܦ
ϫʔΫɾϥΠϑɾόϥϯεͷ૯߹੓ࡦ
ࡁܦ ʢֶϚΫϩʣ
ࡁܦ ʢֶϛΫϩʣ
Ԡ༻ϚΫϩֶࡁܦ
Ԡ༻ϛΫϩֶࡁܦ
࿦̖ݪࡁܦ
࿦̗ݪࡁܦ

ࣾձ੓ࡦ ࣾձ੓̖ࡦ
ࣾձ੓̗ࡦ

ࡦ੓ࡁܦ ̖ࡦ੓ࡁܦ
̗ࡦ੓ࡁܦ

৺ཧֶ ৺ཧֶ֓࿦̖
৺ཧֶ֓࿦̗
৺ཧֶ̖
৺ཧֶ̗

ࣾձֶ ࣾձֶ̖
ࣾձֶ̗
ࣾձֶ֓࿦ᶗ
ࣾձֶ֓࿦ᶘ

ҭֶڭ ࿦ᶗૅجҭڭ
࿦ᶘૅجҭڭ
ҭֶ֓࿦ڭ

ྙཧֶ ྙཧֶૅج࿦̖
ྙཧֶૅج࿦̗
Ԡ༻ྙཧֶ̖
Ԡ༻ྙཧֶ̗
ྙཧֶ֓આ̖
ྙཧֶ֓આ̗
ྙཧֶ֓࿦

ҩֶҰൠ ҩֶҰൠ
հ֓ޢ࿦ հ֓ޢ࿦

˞�ʮࡁܦ੓ࡦ ɾ̖̗ ʯ͸ୈ１ɾୈ２෦ؒ૬ޓௌߨՊ໨ͱͯ͠։
Δɻ͢ߨ

˞�౦༸ࢥ૝จԽֶՊͷֶੜ͸ɺʮڭҭૅج࿦ᶗʯʮڭҭૅج
࿦ᶘʯΛཤम͔ͭमಘ͢Δ͜ͱ͸Ͱ͖ͳ͍ɻ

ࣾձ෱ࢱओࣄͷ֨ࢿʹ
ؔ͢ΔࢦఆՊ໨ ຊֶ։ߨՊ໨

ࣾձ෱֓ࢱ࿦ ࣾձ෱ֶ֓ࢱ࿦̖
ࣾձ෱ֶ֓ࢱ࿦̗

ࣾձ෱࢙ۀࣄࢱ ࣾձ෱ൃࢱୡ̖࢙
ࣾձ෱ൃࢱୡ̗࢙

ࣾձ෱ࢱԉॿٕज़࿦ ιʔγϟϧϫʔΫͷج൫ͱઐ໳৬̖
ιʔγϟϧϫʔΫͷج൫ͱઐ໳৬̗
ιʔγϟϧϫʔΫͷཧ࿦ͱํ๏̖
ιʔγϟϧϫʔΫͷཧ࿦ͱํ๏̗
ιʔγϟϧϫʔΫͷཧ࿦ͱํ๏̘
ιʔγϟϧϫʔΫͷཧ࿦ͱํ๏̙

ࣾձ෱ࢱௐࠪ࿦ ࣾձௐࠪೖ໳ᶗ
ࣾձௐࠪೖ໳ᶘ

ࣾձ෱ߦࢱ੓࿦ ࣾձ෱ࢱ๏ ɾ੍ߦ੓̖
ࣾձ෱ࢱ๏ ɾ੍ߦ੓̗

ࣾձอো࿦ ࣾձอো࿦̖
ࣾձอো࿦̗

ެతැॿ࿦ ެతැॿ࿦
࿦ࢱಐ෱ࣇ ࿦̖ࢱಐ෱ࣇ

࿦̗ࢱಐ෱ࣇ
Ոఉ෱ࢱ࿦ Ո଒ԉॿ࿦
਎ମোऀ֐෱ࢱ࿦ োऀ֐෱ࢱ࿦̖

োऀ֐෱ࢱ࿦̗
࿝ਓ෱ࢱ࿦ ࿦̖ࢱ෱ऀྸߴ

࿦̗ࢱ෱ऀྸߴ
ҩྍࣾձۀࣄ࿦ ҩྍιʔγϟϧϫʔΫ࿦
஍Ҭ෱ࢱ࿦ ஍Ҭ෱ࢱ࿦̖

஍Ҭ෱ࢱ࿦̗
๏ֶ ๏ֶ̖

๏ֶ̗
ຽ๏ ຽ๏̖

ຽ๏̗
ຽ๏ᶗʢ૯ଇʣ̖
ຽ๏ᶗʢ૯ଇʣ̗
ຽ๏ᶘʢ෺ݖʣ̖
ຽ๏ᶘʢ෺ݖʣ̗
ຽ๏ᶙʢݖ࠴૯࿦ʣ̖
ຽ๏ᶙʢݖ࠴૯࿦ʣ̗
ຽ๏ᶚʢ֤ݖ࠴࿦ʣ̖
ຽ๏ᶚʢ֤ݖ࠴࿦ʣ̗
ຽ๏ ʢɒ਌଒ɾ૬ଓʣ̖
ຽ๏ ʢɒ਌଒ɾ૬ଓʣ̗

੓๏ߦ ੓๏ᶗ̖ߦ
੓๏ᶗ̗ߦ
੓๏ᶘ̖ߦ
੓๏ᶘ̗ߦ
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（注）

「
　　　　 」全ての科目を修得すること

2014年度第２部入学生用  社会福祉主事に関する科目
社会福祉主事の資格に 
関する指定科目 本学開講科目

社会福祉概論 社会福祉学概論Ａ 
社会福祉学概論Ｂ

⎫
―
⎭

社会福祉事業史
社会福祉援助技術論 社会福祉援助技術論ＩＡ 

社会福祉援助技術論ＩＢ 
社会福祉援助技術論ⅡＡ 
社会福祉援助技術論ⅡＢ

⎫

―
―
―

⎭
社会福祉調査論 社会調査入門Ｉ 

社会調査入門Ⅱ
⎫
―
⎭

社会福祉施設経営論
社会福祉行政論 社会福祉法制・行政Ａ 

社会福祉法制・行政Ｂ
⎫
―
⎭

社会保障論 社会保障論Ａ 
社会保障論Ｂ

⎫
―
⎭

公的扶助論
児童福祉論 児童福祉論Ａ 

児童福祉論Ｂ
⎫
―
⎭

家庭福祉論
保育理論
身体障害者福祉論 障害者福祉論Ａ

障害者福祉論Ｂ
⎫
―
⎭

知的障害者福祉論
精神障害者保健福祉論
老人福祉論 高齢者福祉論Ａ 

高齢者福祉論Ｂ
⎫
―
⎭

医療社会事業論
地域福祉論 地域福祉論
法学 法学 

日本国憲法
⎫
―
⎭

民法 民法Ａ 
民法Ｂ 
民法Ｉ部（総則）Ａ 
民法Ｉ部（総則）Ｂ 
民法Ⅱ部（物権）Ａ 
民法Ⅱ部（物権）Ｂ 
民法Ⅲ部（債権総論）Ａ 
民法Ⅲ部（債権総論）Ｂ 
民法Ⅳ部（債権各論）Ａ
民法Ⅳ部（債権各論）Ｂ
民法Ⅴ部（親族・相続）Ａ
民法Ⅴ部（親族・相続）Ｂ

⎫―
⎫
⎭
―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

⎭
行政法 行政法Ｉ部Ａ 

行政法Ｉ部Ｂ 
行政法Ⅱ部Ａ 
行政法Ⅱ部Ｂ

⎫

―
―
―

⎭
科由自、はていつに目科いないてれさ載掲に目科放開科学他部学他びよお表程課育教科学るす属所の分自 ※  

目として履修かつ修得すること。

社会福祉主事の資格に 
関する指定科目 本学開講科目

経済学 経済学Ａ 
経済学Ｂ 
経済学入門Ａ 
経済学入門Ｂ 
労働の経済Ａ 
労働の経済Ｂ 
経済原論Ａ 
経済原論Ｂ

⎫―
⎫
⎭

―
⎫
⎭

―
⎫
⎭

―
⎭

社会政策 社会政策Ａ
社会政策Ｂ

⎫
―
⎭

経済政策 経済政策Ａ
経済政策Ｂ
公共政策Ａ
公共政策Ｂ

⎫―
⎫
⎭
―
⎭

心理学 心理学概論Ａ 
心理学概論Ｂ 
心理学の基礎

⎫―
⎭

社会学 社会学Ａ 
社会学Ｂ 
社会学概論Ａ 
社会学概論Ｂ

　　　
⎫―
⎭

教育学 教育基礎論Ｉ 
教育基礎論Ⅱ 
教育学概論

⎫―
⎭

倫理学 倫理学Ａ 
倫理学Ｂ 
倫理学概論Ａ
倫理学概論Ｂ
倫理学概説Ａ 
倫理学概説Ｂ

⎫
―

⎫
⎭
―

⎫
⎭
―
⎭

公衆衛生学
医学一般 医学一般Ａ

医学一般Ｂ
⎫―
⎭

リハビリテーション論
看護学
介護概論 介護概論
栄養学
家政学
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５．ത෺ؗ学芸һʪ第１部学生のみ対象ʫ
（１）　業務

 　博物館にはڱ義の博物館のほか、美術館、考古学・歴史関係史料館、ڷ土館、記念館、ຽ芸館お
よび科学博物館、動物Ԃ、水族館、科学館、天文館などが含まれる。これらは学校教育と並んで重
要なものである社会教育のための機関であって、そこには専門職員として学芸員を置かなければな
らないことが法によって定められている（博物館法第４条第３項）。
 　学芸員の仕事は、博物館資料の収集、保管、展示及び調査研究その他これと関連する事業につい
ての専門的な事項をつかさどることができる（博物館法第４条第４項）。

（２）　資格
　学士の学位を有する者で大学において次の科目および単位を修得した者は、学芸員となる資格を
有する。

（３）　修得すべき科目と単位数
　 博物館法第５条第１項第１号の規定による、大学において修得すべき博物館に関する科目および
単位と、それに対応する本学開講科目および単位は次の表による。

2014 年度第１部入学生用

ল令により定められた科目 単位 本学開講予定科目 単位 学年 開講学科 備考

ඞ
म
科
目

生涯学習概論 2 生涯学習概論Ⅰ 2 １・２ 教 育 学 科 　
博物館概論 2 博物館概論 2 １・２ 史 学 科 　
博物館経営論 2 博物館経営論 2 ２ 史 学 科 　
博物館展示論 2 博物館展示論 2 ２ 史 学 科 　
博物館資料保存論 2 博物館資料保存論 2 ３・４ 史 学 科 　
博物館資料論 2 博物館資料論 2 ２～４ 史 学 科 　
博物館情報・メディア論 2 博物館情報・メディア論 2 １～４ 史 学 科 　
博物館教育論 2 博物館教育論 2 ２～４ 史 学 科 　

博物館実習 3
博物館実習Ⅰ 2 3 史 学 科 注）1を

参照
博物館実習Ⅱ 1 4 史 学 科 　

બ
୒
科
目

文化史

日本の伝統芸能Ａ 2 １～４ 日本文学文化学科 　
日本の伝統芸能Ｂ 2 １～４ 日本文学文化学科 　
日本の伝統行事Ａ 2 １～４ 日本文学文化学科 　
日本の伝統行事Ｂ 2 １～４ 日本文学文化学科 　
王朝文化論Ａ 2 ２～４ 日本文学文化学科 　
王朝文化論Ｂ 2 ２～４ 日本文学文化学科 　
室町文化論Ａ 2 ２～４ 日本文学文化学科 　
室町文化論Ｂ 2 ２～４ 日本文学文化学科 　
日本の古典籍Ａ 2 ２～４ 日本文学文化学科 　
日本の古典籍Ｂ 2 ２～４ 日本文学文化学科 　
古文書学Ⅰ 4 １～４ 史 学 科 　
古文書学Ⅱ 4 １～４ 史 学 科 　

美術史 日本の美術Ａ 2 １～４ 日本文学文化学科 　
日本の美術Ｂ 2 １～４ 日本文学文化学科 　

考古学 考古学研究 4 ２～４ 史 学 科 　

ຽଏ学 日本ຽଏ学Ａ 2 ２～４ 日本文学文化学科 　
日本ຽଏ学Ｂ 2 ２～４ 日本文学文化学科 　

注）１　実習のコースは２種類に分かれる。１コースはຽଏ・書２、ࢽコースは考古学・一般である。
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（４）　学芸員資格取得にかかわる必修科目の位置づけについて
　学芸員資格のための必修科目は、博物館法施行規則（文部科学ল令２４号）にもとづき、本学学
則で定められたものである。このうち、「博物館実習」は博物館法に認められた博物館において行わ
れるもので、学内実習はそれを補充するためのものである。したがって、実習は博物館業務の現場
において、学外博物館の協力のもとで行われることが必要条件となっている。いわば現任の学芸員
に準ずるような作業を行うことになる。したがって、受講生は実習を受ける以前に、博物館学芸員
としての基本教育（「博物館概論」「博物館経営論」「博物館展示論」「博物館資料論」）、学芸員の教
育者としての基本教育（「博物館教育論」）、学芸員の社会教育者としての基本的教育（「生涯学習概
論Ⅰ」）が行われていなければならない。本学のカリキュラム構成もその原則をふまえたものとなっ
ている。

（５）　履修上の注意
　①この資格を取得できるのは、第１部の文学部・ࣾձ学部学生のみである。
　②必修科目はすべて修得しなければならない。
　③ 「博物館実習Ⅰ」は、受講を許可された者（「博物館経営論」「博物館展示論」「博物館資料論」「生

涯学習概論Ⅰ」の成績上位者約８０名）のみ履修できる。２年次までの必修科目（ʮത෺ؗ֓࿦ʯ・
ʮത෺ؗܦӦ࿦ʯʮത෺ؗల示࿦ʯʮത෺ؗࢿྉ࿦ʯʮ生֔学習֓࿦Ⅰʯ）を全て修得していること
を条件とする。

　④選択科目は、２ྻܥ以上から１２単位以上を修得しなければならない。
　⑤ ４年次に配当されている「博物館実習Ⅱ」の履修登録は、下記の条件を満たすこと。
　　ʪ1ʫ：「博物館実習Ⅰ」の単位を修得していること。
　　ʪ2ʫ： 「博物館教育論」の単位を修得していること、または「博物館実習Ⅱ」の履修年度に「博

物館教育論」を履修していること。
　⑥上級学年に配当されている科目は履修できない。

※ ʮത෺ؗ実習ᶘʯの履修を希望する場合は、実習料（１０，０００円）を所定の期間にೲ入しなければ
ならない。一度ೲ入した実習料は、ฦ金しないので特に注意すること。また、実習生への連絡は、ത
෺ؗ実習ࣨ掲示板（白山５ࣷߍ߸ؗ஍下１֊５Ｂ１１教ࣨલ）で行うので注意すること。

ത෺ؗ実習スケジュール
月 ３年生 ４年生

４
博物館実習Ⅰ履修許可者発表 
履修登録 
授業開始

博物館実習Ⅱ履修登録 
実習料ೲ入 
授業開始

６ 　 実習館決定
７～９ ガイダンス（第１回目） 館務実習

１１～１２ 見学学習、ガイダンス（第２回目） 　
１ 次年度実習予定館内定 　

※�ؗ 務実習ઌは、ݪଇとして自ݾ開୓し、໿２ि間行う。ৄし͘はΨイμンス等でઆ໌するので、必ͣ

出席すること。
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６．学ߍਤॻؗ࢘ॻ教་
（１）　資格および実務
　「学校図書館法」に基づき学校図書館で専門的職務に従事する職員を「司書教諭」と称する。この資格を取得しよ
うとする場合は、教職課程を履修し、教育職員免許状を取得することが前提となり、同時に文部科学ল令に定められ
た司書教諭講習科目を履修して単位を修得すると、「学校図書館法施行規則」に規定される、司書教諭の資格が与え
られる。
（２）　修得すべき科目と単位数
　本学において司書教諭資格の取得を希望する者は、下記の表に示されている開講科目をすべて履修し、単位を修得
すると同時に、教育職員免許状を取得しなければならない。

※ 学校図書館には司書教諭のほかに司書（学校司書）として採用されることがあるが、この場合は図書館司書の
資格が求められる。

（３）　申請資格
　司書教諭の資格を取得するには、申請手続きが必要となる。不備がある場合には申請できないので、以下の点
に注意すること。
・司書教諭の資格に必要な単位（上記の全５ 科目１０単位）を修得見込であること。
・２・３年生は、６２単位以上を修得見込であること。
・４年生は、教育職員免許状を取得見込または教育職員免許状取得者であること。
※ただし、申請年度の単位修得状況によっては、申請を取り下げる。

（４）　第１部・第２部間相互聴講制度について
　学校図書館司書教諭資格の取得を希望する者は、以下の履修条件で１部・２部相互聴講制度を活用することが
できる。
　˓第１部・第２部間相互聴講制度の条件
　①卒業までに30単位を超えて履修かつ修得することはできない。
　②年間履修最高単位数（48単位）に算入する。
　③履修かつ修得した単位は、文学部共通科目として、卒業単位に算入する。
　④履修方法
　 　第１部の学生が、第２部開講科目の履修を希望する場合には第１部の科目と同様に履修登録をすること。第
２部の学生が、第１部開講科目の履修を希望する場合も同様に履修登録を必要とする。（一部対象外科目がある）

（５）　申請手続とスケジュール
　申請の手続方法とスケジュールについては、１１月中०に行う掲示連絡に注意すること。なお、「修了証書」は
申請手続から約１年൒後に文部科学লから交付される。

※詳細については、教務課窓口に問い合わせること。
※ 文部科学লから「修了証書」を授与されても、教育職員免許状を取得し、「修了証書」と教育職員免許状の２
つがଗった時点からその効力が生じるため、４年次の教育職員免許状取得のための手続きをଵらないこと。

※学校図書館司書教諭としての採用を目指す者は「修了証書」の交付年に気をつけること。
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４．学校図書館司書教諭
（１）　資格および実務

   こ。るす称と」諭教書司「を員職るす事従に務職的門専で館書図校学きづ基に」法館書図校学「 
の資格を取得しようとする場合は、教職課程を履修し、教育職員免許状を取得することが前提となり、同
時に文部科学省令に定められた司書教諭講習科目を履修して単位を修得すると、「学校図書館法施行
規則」に規定される、司書教諭の資格が与えられる。

（２）　修得すべき科目と単位数
修履てべすを目科講開るいてれさ示に表の記下、は者るす望希を得取の格資諭教書司ていおに学本　 

し、単位を修得すると同時に、教育職員免許状を取得しなければならない。
館書図は合場のこ、がるあがとこるれさ用採てしと）書司校学（書司にかほの諭教書司はに館書図校学 ※

司書の資格が求められる。
2014年度第１部・第２部入学生用

文部科学省講習科目 単位 本学開講科目 単位 配当学年

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 1 ～ 4

学校図書館メディアの構成 2 学校図書館メディアの構成 2 1 ～ 4

学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 1 ～ 4

読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 1 ～ 4

情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 1 ～ 4

（３）　申請資格
のいなきで請申はに合場るあが備不。るなと要必がき続手請申、はにるす得取を格資の諭教書司

で、以下の点に注意すること。

　※ただし、申請年度の単位修得状況によっては、申請を取り下げる。
（４）　申請手続とスケジュール

了修「、おな。とこるす意注に絡連示掲う行に旬中月１１、はていつにルーュジケスと法方続手の請申  
証書」は申請手続から約１年半後に文部科学省から交付される。

〔司書教諭申請手続きスケジュール〕
２年次 ３年次 ４年次 手　続　内　容

－ － ７月 教育職員免許状一括申請手続説明会
（一括申請手続きを必ず行うこと）

１１月中旬 １１月中旬 １１月中旬 司書教諭申請手続きに関する掲示（教職課
程掲示板）

－ － １２月 教育職員免許状授与申請書確認・署名・ 
捺印及び申請料納入

１２月上旬 １２月上旬 １２月上旬 司書教諭申請手続きに関する書類配布

１２月中旬 １２月中旬 １２月中旬 司書教諭申請手続きに関する書類提出

翌年６月 翌年６月 翌年２月下旬 司書教諭修了証書申請手数料納入・署名

翌々年３月
（３年次）

翌々年３月
（４年次）

翌々年３月
（卒業から１年後）

学校図書館司書教諭講習修了証書交付
（本人宛郵送）

※詳細については、教務課窓口に問い合わせること。
たるじ生らか点時たし得取を状許免員職育教は力効のそ、もてれさ与授を」書証了修「らか省学科部文 ※  

め、４年次の教育職員免許状取得のための手続きを怠らないこと。　

・司書教諭の資格に必要な単位（上記の全５科目１０単位）を修得見込であること。
・２・３年生は、６２単位以上を修得見込であること。
・４年生は、教育職員免許状を取得見込または教育職員免許状取得者であること。
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４．学校図書館司書教諭
（１）　資格および実務

   こ。るす称と」諭教書司「を員職るす事従に務職的門専で館書図校学きづ基に」法館書図校学「 
の資格を取得しようとする場合は、教職課程を履修し、教育職員免許状を取得することが前提となり、同
時に文部科学省令に定められた司書教諭講習科目を履修して単位を修得すると、「学校図書館法施行
規則」に規定される、司書教諭の資格が与えられる。

（２）　修得すべき科目と単位数
修履てべすを目科講開るいてれさ示に表の記下、は者るす望希を得取の格資諭教書司ていおに学本　 

し、単位を修得すると同時に、教育職員免許状を取得しなければならない。
館書図は合場のこ、がるあがとこるれさ用採てしと）書司校学（書司にかほの諭教書司はに館書図校学 ※

司書の資格が求められる。
2014年度第１部・第２部入学生用

文部科学省講習科目 単位 本学開講科目 単位 配当学年

学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 学 校 経 営 と 学 校 図 書 館 2 1 ～ 4

学校図書館メディアの構成 2 学校図書館メディアの構成 2 1 ～ 4

学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 学 習 指 導 と 学 校 図 書 館 2 1 ～ 4

読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 読 書 と 豊 か な 人 間 性 2 1 ～ 4

情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 情 報 メ デ ィ ア の 活 用 2 1 ～ 4

（３）　申請資格
のいなきで請申はに合場るあが備不。るなと要必がき続手請申、はにるす得取を格資の諭教書司

で、以下の点に注意すること。

　※ただし、申請年度の単位修得状況によっては、申請を取り下げる。
（４）　申請手続とスケジュール

了修「、おな。とこるす意注に絡連示掲う行に旬中月１１、はていつにルーュジケスと法方続手の請申  
証書」は申請手続から約１年半後に文部科学省から交付される。

〔司書教諭申請手続きスケジュール〕
２年次 ３年次 ４年次 手　続　内　容

－ － ７月 教育職員免許状一括申請手続説明会
（一括申請手続きを必ず行うこと）

１１月中旬 １１月中旬 １１月中旬 司書教諭申請手続きに関する掲示（教職課
程掲示板）

－ － １２月 教育職員免許状授与申請書確認・署名・ 
捺印及び申請料納入

１２月上旬 １２月上旬 １２月上旬 司書教諭申請手続きに関する書類配布

１２月中旬 １２月中旬 １２月中旬 司書教諭申請手続きに関する書類提出

翌年６月 翌年６月 翌年２月下旬 司書教諭修了証書申請手数料納入・署名

翌々年３月
（３年次）

翌々年３月
（４年次）

翌々年３月
（卒業から１年後）

学校図書館司書教諭講習修了証書交付
（本人宛郵送）

※詳細については、教務課窓口に問い合わせること。
たるじ生らか点時たし得取を状許免員職育教は力効のそ、もてれさ与授を」書証了修「らか省学科部文 ※  

め、４年次の教育職員免許状取得のための手続きを怠らないこと。　

・司書教諭の資格に必要な単位（上記の全５科目１０単位）を修得見込であること。
・２・３年生は、６２単位以上を修得見込であること。
・４年生は、教育職員免許状を取得見込または教育職員免許状取得者であること。
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　Ⅴ　留学制度について
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留学制度について

〔１〕語学セミナーについて
　本学では、キャンパス・学部・大学院・通信教育部制を問わず参加できる、海外の大学で学ぶ語学研修・
異文化体験プログラムを実施しています。それぞれ夏季・春季休暇期間中に実施されます。
　語学セミナーに参加した学生は、所定の手続きにより単位認定を受けることが可能です。単位認定の詳細
については、「東洋大学語学セミナー参加学生に対する単位認定について」を確認してください。
※春期語学セミナーについては、卒業年度生は参加できない場合がありますので、希望者は国際交流セ
　ンターまでお問い合わせください。

●夏期語学セミナー

コース概要

①　トンプソンリバーズ大学（TRU）コース
～全期間ホームステイで、カナダの文化・習慣・生活を肌で感じる感動体験～
研修先：トンプソンリバーズ大学（カナダ・ブリティッシュコロンビア州カムループス）
期　間：毎年８月～９月（約４週間）

●春期語学セミナー
②　ダブリンシティ大学（DCU）コース
～６週間のホームステイと英語集中プログラム。ヨーロッパの歴史を感じながら英語力アップ～
研修先：ダブリンシティ大学（アイルランド・ダブリン市）
期　間：毎年２月～３月（約６週間）
内　容：全期間ホームステイで、食事は平日２食付き（朝・夜）です。ゴールウェイ観光（２泊３日）
 をはじめとする旅行、セントパトリック・デイなども楽しめます。

③　CQ（シーキュー）大学（CQU）コース
～ホームステイ・英語集中講座・アクティビティを通じてリスニング・スピーキング力アップ～
研修先：CQ大学（オーストラリア・クイーンズランド州）
期　間：毎年２月～３月（約４週間）
内　容：全期間ホームステイで、食事は３食付きです。授業やアクティビティを通じ、英語・オーストラ
 リア特有のアボリジニ文化を学べます。

④　大連外国語大学（大外）コース
～東洋大学とゆかりの深い大連は、日本企業が中国で最も多く進出しているビジネスエリア。中国語を全く
　習ったことがなくても参加できます。～
研修先：大連外国語大学（中国・遼寧省大連市）
期　間：毎年２月～３月（約４週間）
内　容：大学構内の留学生寮に滞在（二人部屋）し、食事は自己負担で、学食や近辺の食堂を利用
 します。日帰り旅順研修旅行、瀋陽研修旅行（２泊３日）も含まれます。

内　容： 全期間ホームステイで、食事は平日２食付です。リスニング・スピーキングに重点を置いた英
語集中講座、大自然を体感できる多数のアクティビティ、研修旅行等を通じ、“使える”英語
の習得を目的としたプログラムです。

　下記の研修先・内容は、2011年度に実施されたものです。実際の研修先・内容は、募集年度のパンフレット
（国際交流センター発行）または、国際交流センターホームページ（http://www.toyo.ac.jp/international/）を参
照してください。

　本学では世界中の大学と協定をక結し、国際交流を推進しています。夏季・春季休暇を利用した୹
期語学セミナーから、１年間の交換留学まで、多彩な留学制度や大学独自の海外留学奨学金制度を用
意しています。

ʤ１ʥ語学ηϛφーについて
　本学では、国際センター主催で夏季及び春季休暇を利用した１～２ヶ月間の୹期語学研修プ
ログラムを実施しています。語学研修、学生交流、ホームステイ等を通し、語学力の向上及び
異文化理解を目的としています。
　語学セミナーに参加した学生は、所定の手続きにより単位認定を受けることが可能です。単
位認定の詳細については、「東洋大学語学セミナー参加学生に対する単位認定について」を確
認してください。
※新規コースについては、単位認定コースとならない場合がありますので、募集年度のパンフ
レットを確認してください。

ʤืू概要ʥ
①応募資格
本学の学部、大学院生である者。
※語学力は問いません。
※春季語学セミナーについては、卒業年度生は参加できません。

②研修先・内容
研修先・内容は、募集年度のパンフレットまたは、国際センターホームページ（http���XXX.
toyo.ac.Kp�life�15�22�）にてご確認ください。
ʦ参考ʧ2013 年度国際センター主催語学セミナー実施国
夏季：カナダ、アメリカ
春季：アイルランド、オーストラリア、アメリカ
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　東洋大学語学セミφーࢀՃ学生に対する単位認定について
　
（１）単位認定対象科目
学部 語学セミナー（英語） 語学セミナー（中国語）

文学部 各学科の「語学セミナー」の記載事項を参照すること。
（２）上記科目の単位認定要件
　　以下の要件全てを満たさないと単位が認定されません。

①単位認定する科目が単位未修得であること。
②認定希望科目を４月の履修登録期間内に登録すること。
③語学セミナーに参加し、所定の評価を受けること。
④語学セミナーオリエンテーションにて配付する「語学セミナー単位認定希望有無調査ථ」
に単位認定を希望する旨を記入し、所定の期日までに教務課窓口に提出すること。

（３）単位認定までの流れ　
＊スケジュールは変更することがあります。参加する年度に必ず掲示を確認してください。

夏季セミナー 春季セミナー

履修登録（夏季セミナー） ４月
ˣ

授業履修（夏季セミナー） ４月～
※単位認定の可否が通知されるまで授業に必ず出席し、
　試験がある場合は受験すること

ˣ
語学セミナー説明会 ４月 １０月

ˣ
語学セミナー参加申し込み ５月 １１月

ˣ
単位認定対象科目の申請（夏季セミナー） ６月

ˣ
語学セミナーオリエンテーション
（参加決定者対象） ７月 １月

ˣ
語学セミナー参加 ８～９月 ２～３月

ˣ
履修登録（春季セミナー） 翌年度の４月

ˣ
授業履修（春季セミナー） 翌年度の４月～

※単位認定の可否が通知されるまで授業に必ず出席し、
　試験がある場合は受験すること

ˣ
単位認定対象科目の申請（春季セミナー） 翌年度の４月

ˣ
単位認定可否通知 １０月 翌年度の１０月

※単位が認定されなかった場合は、引き続き授業に出席
　すること

ˣ
（単位認定可）成績表に単位認定対象科目の
成績評価掲載 ３月 翌年度の３月

ˣ
（単位認定可）成績証明書に単位認定対象科
目の成績評価掲載 ３月 翌年度の３月
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〔２〕交換留学制度と認定留学制度

１．交換留学制度

（１）　制度の特徴
い扱取の数年学在と籍学　 ①

②　単位の認定
条・容内修履の目科、しら照に表程課育教の科学属所、後了終学留、は位単たし得修に中間期学留 　

件等が適合した場合は、卒業単位に認定されます（上限４８単位、卒業論文は除く）。「本学の修得単位」
と「本学で認定された留学先大学の修得単位」により所属学部の卒業要件を満たせば、４年間での卒業
が可能となります。ただし、所属学科・学年によっては４年間で卒業できません。

単位認定対象科目：科目ごとに個別認定　
単位認定手続き： 

留学終了後、国際センターにて留学先大学発行の「成績証明書」を受領する。
※大学により、発送される時期は異なります。

国際センターより配布される「交換留学単位認定願」に留学先で履修した科目・成績を記
入して、成績証明書、テキスト、シラバス等を教務課に提出し、単位認定を申請する。申請
は留学終了後、１か月内に行うこと。

学部教授会で単位認定の可否について審議される。留学先大学から送付される成績証明
書等をもとに、単位認定科目・単位数が決定する。認定科目を決定する際、担当教員と面
談をする場合もある。
（第Ⅰ期：２月、第II期：９～１０月頃）

成績発表時に単位認定の結果（認定：T）が本学の成績表に印字される。

　「東洋大学学生の留学に関する規程」第３条に基づき、本学の交換留学制度には協定校・ＩＳＥＰ交換留
学制度および認定留学制度があります。
※以下の情報は、２０１４年４月現在の情報です。内容は変更される場合がありますので、随時学内掲示・
国際センターのホームページ（http://www.toyo.ac.jp/life/15/22/）で最新の情報を確認してください。　

　交換留学は、休学することなく留学できます（留学中も本学に在学していますので、留学期間は在学年数に
算入されます）。

　東洋大学では、66大学（２０１３年１１月現在）と学術交流協定を締結し、またISEP（アイセップ）＊に加
盟しています。交換留学制度とは、アメリカ・イギリス・カナダ・オーストラリア・アイルランド・ドイツ・フランス・
スイス・オランダ・韓国・中国・台湾の協定校、またはISEP加盟校に１学年間学生を派遣し、同じくこれ
らの大学から交換留学生を本学に受け入れる制度です。
*ISEP（International Student Exchange Programs）とは、世界中のISEP加盟校間で学生交換留
学を推進する、非営利のコンソーシアム（世界的な大学連合組織）です。
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○単位認定について

派遣留学生は、留学先大学・大学院で取得した単位に関し、本学開講科目の単位として認定を申請できます。

単位の認定は、留学先における履修科目の内容および時間数が本学開講の対応科目と合致することが条件です。

そのためには留学前に指導教員、所属学部の国際交流委員と留学中の勉学計画について十分に話し合いをして

おくことが重要です。単位認定は、教授会の審議を経て決定されます。

○認定の基準

１．留学先大学の授与した単位数にかかわらず、留学先大学で履修した科目の実際の授業時間数を考慮して
 行います。

２．原則として、授業内容が本学開講科目と同様である必要があります。ただし、学科の内規・慣行により、
 本学開講科目と異なる場合でも、認定される場合があります。

③　履修の継続（通年制対象：第Ⅱ期交換留学生の全学科）
　第Ⅱ期交換留学生は、春学期試験終了後（８月）以降に留学が開始されます。その年度の春学期に
履修登録した秋学期開講科目・通年開講科目については、所定の手続きを行うことにより、翌年度の秋学
期から継続して履修することができます。ただし、翌年度に申請科目が開講されなかった場合、または申請
した科目同士が時間割上重複した場合は継続履修できません。なお、継続履修科目の登録は教務課に
て行います。したがって、留学中に「ToyoNet-G」での履修登録は行わないでください。

④　留学にかかる費用
係る経費はすべて自己負に外以れそ。すまれさ除免てしと則原きづ基に定協、は料業授の学大先学留　 　

担となります。国や地域により、留学に係る費用は異なります。実際にかかる費用の目安は、国際センター
発行の「留学の手引き」に掲載されています。

　（自己負担費用）
東洋大学の学費（留学中も本学に在学しているため、学費は通常通り本学に納入してください）。
渡航費
大学指定の海外旅行傷害保険料
留学先での寮費、食費、教材費、生活費等
＜ISEP交換留学＞　現地での大学寮費・食事代として、出発前に東洋大学へ８５万円（日本円）
を支払います。また、ISEP登録料がかかります（約４万円）。
＜その他の協定校への交換留学＞　出発前または現地で大学寮費・食費を直接留学先の大学等へ
支払います。

⑤　『東洋大学交換留学生奨学金』の支給
（すまし給支を」金学奨生学留換交学大洋東「らか学本、に員全生学たれば選に生学留換交　 　 本学の

授業料相当額）。ただし、本学から他の奨学金（東洋大学第１・２・３種奨学金）が支給されている場合は、
この奨学金は支給されません。また、減免措置を受けている私費留学生は、減免後の授業料相当額と
なります。

限を度年業
修の定所、きづ基に条６第」程規るす関に料減免業授生学外国人留費私学大洋東「、は生学留費私○ 　

度とし、授業料が減免されています。所定の修業年度とは、学部生４年、大学院生博

士前期（修士）は２年、博士後期は３年です。交換留学で卒業が延期となり、所定の修業年度を超
えた場合の授業料については減免を受けられませんので注意してください。

○
○
○
○
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留学をする場合は、事前に手続き。んせまりあはで金学奨の学本、は金学奨の構機援支生学本日）独（※ 　
等が必要になる場合がありますので、留学が決定次第、学生生活課へ申し出てください。

（２）　募集概要
留学先の地域により、年２回（６月・１１月）、募集・選考を行います。

第Ⅰ期 第Ⅱ期
１． 派遣先国・派遣期間 １学年度間　　

［オーストラリア］２月～１２月 
［韓　　　国］３月～翌年１月

１学年度間 
［アメリカ］８月～翌年５月 

［カ ナ ダ］８月～翌年４月 
［イギリス］９月～翌年６月 

［アイルランド］９月～翌年５月 
［ド イ ツ］９月～翌年７月 
［フランス］９月～翌年５月 
［中 国］９月～翌年７月

２． 募 集 人 数 ７名 ５０名
３． 募集説明会・願書配布 ４月 １０月
４． 応 募 締 切 ７月 １１月
５． 学 内 選 考 試 験 ７月中旬 １１月中旬
６． 合 格 発 表 ８月 １２月
７． 出 願 資 格 １）学　籍

学大、生年４の定予学進院学大学本、生年３～１部学の学本、ていおに時願出 　
院生であること。

２）語学能力 

生で学大先学留、りあに分十が欲意学留】圏語国中・語スンラフ・語ツイド 【　
活・勉強ができるレベルの語学能力を有する者。

 <語学能力基準> 
　留学にあたっては、下記の基準を満たしていることが望ましい。
語 圏 基 準

英 語

 

ドイツ語 ドイツ語技能検定３級程度
フランス語 フランス語技能検定３級程度
中 国 語 中国語検定３級または中国語試験HSK３級程度
韓 国 語 「ハングル」能力検定２級程度

確を報情の新最で等項要集募、ジーペムーホータンセ流交際国ず必はに際の願出。すまりあが合場るす更変は容内 ※  
認してください。

　【英語圏】
アイルランド・アメリカ・カナダ：出願時において、TOEFL‒iBT５５点または
TOEFL‒ITP４８０点以上を取得している者。
オーストラリア：出願時において、TOEFL‒iBT６１点またはTOEFL‒ITP５００
点以上を取得している者。
イギリス：出願時において、IELTS６.０点またはTOEFL‒iBT７９点以上を取得
している者。

アイルランド・アメリカ・カナダ：TOEFL‒iBT６１点または
TOEFL‒ITP５００点以上
オーストラリア：TOEFL‒iBT８０点またはTOEFL‒ITP５５０点
以上
イギリス：IELTS６.５点またはTOFLE‒iBT９０点以上

出願受付・選考時期は、７月（第Ⅰ期：オーストラリア・韓国）、10 ～ 11月（第Ⅱ期：アイルランド、
アメリカ、イギリス、カナダ、オランダ、スイス、中国、ドイツ、フランス、台࿷）の年２回です。
必ず、出願する年度・時期の募集要項をご確認の上、出願してください。

　ᶃཹ学ઌେ学・定員
　 留学先大学・定員は、募集年度により異なります。出願する年度・時期の募集要項を国際センター

ホームページ（http���XXX.toyo.ac.Kp�site�ies�eYsaag.html）にてご確認ください。

　ᶄग़֨ࢿئ
　出願時において、以下の３点を満たしていることが求められます。
　１．本学の学部・大学院生である者。
　　※原則として、学部４年生は、本学大学院受験予定の者。
　２ ．留学意欲が充分にあり、留学先大学で生活・勉強ができるレベルの語学能力を有する者。
　３．志望する大学の語学条件を満たしている者。
　　※ 語学条件は、留学先大学により異なります。出願する年度・時期の募集要項を国際センターホ

ームページ（http���XXX.toyo.ac.Kp�site�ies�eYsaag.html）にてご確認ください。

　ᶅཹ学期間
　・第Ⅰ期：２ʗ３月～ 11 ʗ 12月　※留学期間は、留学先大学により異なる。
　・第Ⅱ期：８～９月～翌年４～７月　※留学期間は、留学先大学により異なる。

　ᶅग़ئ受෇・選ߟ時期
　・第Ⅰ期：７月
　・第Ⅱ期：10 ～ 11月
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（３）　派遣先大学および募集人数
語 圏 期 別 国 大学名 募集人員

英 語 第Ⅱ期

ア メ リ カ

ミズーリ大学セントルイス校 
モンタナ大学 
ウィノナ州立大学 

ISEP加盟校（約１４０校） 

１ 名
１ 名
２
４ 名
４ 名
２ 名
２ 名

 名

１６ 名

カ ナ ダ トンプソンリバーズ大学 ２ 名

イ ギ リ ス カーディフ大学  ２ 名

アイルランド
ダブリンシティ大学
リムリック大学

リンゼイ・ウィルソン大学
カリフォルニア州立大学モントレーベイ校
テネシー大学ノックスビル校
メルヴィル大学

 
３ 名
１ 名

第Ⅰ期 オーストラリア
サンシャイン・コースト大学（※２０１２年度募集なし） 
シーキュー大学（CQU） 

―
２ 名

ドイツ語 第Ⅱ期 ド イ ツ マールブルク大学 ２ 名

フランス語 第Ⅱ期 フ ラ ン ス ストラスブール大学 ３ 名

中 国 語 第Ⅱ期 中 国 大連外国語大学 ２ 名

韓 国 語 第Ⅰ期 韓 国

韓国外国語大学 
建国（コングク）大学 
東国（トンゴク）大学 
大邱（テグ）大学 

１ 名
２ 名
１ 名
２ 名

合　計 ５７ 名

２．認定留学制度
　認定留学制度とは、協定校の枠にとらわれず、学位授与権のある海外の大学へ留学する制度です。交
換留学と同様、本学を休学することなく留学できます。
　出願・入学手続きは、原則として各自で行いますので、留学に先立って十分な情報を収集し、綿密な計画
を立てることが不可欠です。

（１）　制度の特徴
①　学籍と在学年数の取扱い

②　単位の認定
交換留学制度　の「（１）②単位の認定」と同様。

③　履修の継続（通年制対象：第Ⅱ期認定留学生全学科留学年度の春学期試験終了後以降に出発する場合）
　留学年度の春学期に履修登録した秋学期開講科目・通年開講科目については、所定の手続きを行うこ
とにより、翌年度の秋学期から継続して履修することができます。ただし、翌年度に申請科目が開講されな
かった場合、または申請した科目同士が時間割上重複した場合は継続履修できません。なお、継続履修
科目の登録は教務課にて行います。したがって、留学中に「ToyoNet-G」での履修登録は行わないで
ください。

交換留学制度　の「（１）①学籍と在学年数の取扱い」と同様。
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④　留学にかかる費用
　東洋大学から奨学金が支給されます（⑤参照）が、留学にかかる費用はすべて自己負担となります。
留学する国や地域、大学により、費用は大幅に異なります。

（自己負担費用）
東洋大学の学費（留学中も本学に在学しているため、学費は通常通り本学に納入してください）。
留学先大学の授業料
渡航費
大学指定の海外旅行傷害保険料
留学先での寮費、食費、教材費、生活費等

⑤　『東洋大学認定留学生奨学金』の支給

留学する場合は、事前に手続き等。んせまりあはで金学奨の学本、は金学奨の構機援支生学本日）独（ ※
が必要になる場合がありますので、留学が決定次第、学生生活課へ申し出てください。

（２）　募集概要
１．派遣先国・大学 学位授与権のある海外の大学の中から、自由に選べます。

盟加PESIの上以０３、国カ０２界世、は学留）トクレイダ・プッセイア（tceriD－PESI 　○　　
校で実施しており、申請すれば、本学では認定留学となります。詳細は、ISEPのホーム
ページで確認してください。http://www.isep.org/students/Programs/isep_direct.asp

　　○　語学学校、短期大学、専門学校等は不可。

２．募 集 人 数 若干名

３．願 書 配 布 随時（国際センターホームページよりダウンロードできます）

４．応 募 締 切 春学期終了後に出発する場合（８～９月留学開始）：４月
秋学期終了後に出発する場合（２～３月留学開始）：１１月
それ以外の時期に出発する場合：出発日の５ヶ月前
（例：５月１日に出発する場合は、前年の１２月１日が締切となる。）

 

５．選 考 方 法 書類審査・面接審査

６．合 格 発 表 留学開始の２ヶ月前までにメール連絡

７．派 遣 期 間 １学年間以内

８．出 願 資 格 出願時において、以下の①、②を満たしていること。
①本学の学部１～３年生、本学大学院進学予定の４年生、大学院生であること。
②原則として、留学先大学からの入学許可書を入手していること。

（３）　教務課での事前相談について
　交換留学及び認定留学をすることが決定した学生は、留学終了後、最短で卒業および諸資格取得を可
能にするために、履修・手続き上注意すべき点（継続履修及び学年進行に関わる科目、帰国後の授業・成
績等）について、必ず履修登録前に教務課窓口に相談してください。

○
○
○
○
○

　認定留学生には、本学から「東洋大学認定留学生奨学金」を支給します（１学年間の場合、本学
の授業料半額相当。１学期間の場合、本学の授業料の４分の１相当）。ただし、本学から他の奨学金（東
洋大学第１・２・３種奨学金）が支給されている場合は、この奨学金は支給されません。また、減免措置を
受けている私費留学生は、減免後の授業料の半額相当となります。
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ޠ学留学するϓϩάϥϜですɻޠ΁ߍ学学ޠӡӦする෇属͕ߍఆڠ֎学留学ͱ͸、ຊ学のւޠߍఆڠ
学力の্޲を目తͱし、ڠఆޠߍ学学ߍで、ޠ学を学ͼな͕Βҟ文化ମݧをし·すɻ留学த΋ࡏ学ͱなΓ、
休学ͤͣに留学͕可能ですɻ

（１）制度の特௃
ᶃ学੶と在学年数の取扱い

学制度ཹ׵ަ の「ʢ１ʣᶃ学੶ͱࡏ学年数のऔΓѻい」ͱಉ༷ɻ

ᶄ単位の認定
学科により単位認定ํ๏がҟなりますので、ڠ定校語学ཹ学を希望する場合には、ग़ئલに必ず各学科
のઐ೚教員ٴͼ教຿課に͝相ஊください。

ᶅཹ学にかかるඅ用
　所ఆの৚件をຬͨすํに౦༸େ学かΒ঑学͕ۚ支څされ·すʢᶆࢀরʣ͕、留学にかかるඅ༻͸す΂
て自ݾෛ担ͱなΓ·すɻコースにΑΓඅ༻͸େ෯にҟなΓ·すɻ࣮際にかかるඅ༻の目҆͸国際ηンλ
ーの当֘年౓のืू要߲にࡌهしてい·すɻ
（自ݾෛ୲අ用）
　○東洋大学の学අʢ留学த΋ຊ学にࡏ学しているͨΊ、学අ͸௨ৗ௨Γຊ学にೲೖしてͩ͘さいʣ
　○ཹ学ઌ大学の授業ྉ
　○౉ߤඅ
　○େ学ࢦఆのւ֎ཱྀߦই֐อݥྉ
　○留学ઌでのྈඅ、৯අ、教ࡐඅ、生׆අ等

ᶆʰ౦༸େ学ڠఆޠߍ学留学生঑学ۚʱ支څ
　所ఆの৚件ग़ئ時に50&'-�*51450఺以্、50&'-�J#545఺以্、*&-544�5఺以্をऔ得している
͜ͱをຬͨしͨڠఆޠߍ学留学生に͸、ຊ学かΒ౦༸େ学ڠఆޠߍ学留学生঑学ۚを支څし·すʢຊ学
の授業ྉ4分の1૬౰ʣɻͨͩし、ຊ学かΒ他の঑学ۚʢ౦༸େ学ୈ1・2・3छ঑学ۚʣ͕支څされている
場合͸、͜の঑学ۚ͸支څされ·ͤΜɻ·ͨ、ݮ໔ાஔをड͚ているࢲඅ留学生͸、ݮ໔ޙの授業ྉの
൒ֹ૬当ͱなΓ·すɻ
˞ʢಠʣ೔ຊ学生支援ߏػの঑学ۚ͸、ຊ学の঑学ۚで͸͋Γ·ͤΜɻ留学する場合͸、ࣄ前にखଓ͖
等͕必要になる場合͕͋Γ·すので、留学͕ܾఆ࣍ୈ、学生生׆課΁ਃしग़てͩ͘さいɻ

定校語学ཹ学ڠ．３



236

語学セミナー・留学制度に関する問い合わせ 
国際センター〔国際推進課〕（８号館２階） 
℡ ０３ ３９４５ ８５９３
http://www.toyo.ac.jp/life/15/22/ 
受付時間 月～金 ９：３０～１３：００、１４：００～１６：４５

土 ９：３０～１２：４５

学籍・履修・単位認定に関する問い合わせ 
教務課窓口（６号館１階） 

ʢ２ʣืू概要
１� ೿ ݣ ઌ 本学の協定校がӡ営する෇属語学学校

アメリカ、アイルランド、イギリス　他
※詳細は国際センターホームページ（http���www�toyo�ac�jp�life�15�22�）で確認してくだ
さい。

２� ืू人数 各コースとも10名程度
書配布ئ �３ ਵ時

※国際センターホームページ（http���www�toyo�ac�jp�life�15�22�）よりダウンロードでき
ます

４� ೿ݣ期間 ３カ݄〜１学期間
５� 出ئ資格 出ئ時において、本学の学部生。語学৚件は不問。
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Ⅵ　学籍および各छ証明書について
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1．学੶（学੶に関するखଓ）
内　　　　　　　　　　容 ద用学ଇ

੶　　ࡏ 入学の手ଓきを׬了し、学生証の交෇を受͚た学生は、本学のࡏ籍者としての身分を
༗することになります。

ೋॏ学੶のࢭې 本学にࡏ籍しているにもかかわらͣ、他大学及び本学の他学部・他学科にࡏ籍（ࡏ学）
することはできまͤΜ。 学則第 34 ৚

修業年ݶ 卒業までに本学にࡏ学をしな͚れ͹ならない年数（修業年限）は 4 年間です。 学則第 19 ৚

ݶ学年ࡏ 卒業に必要な単位を修得するために通算してࡏ学できる年数（ࡏ学年数）は、࠷௕ 8
年間です。ただし、休学期間の年数はࡏ学年数に含みまͤΜ。 学則第 20 ৚

各種มߋಧ

入学手ଓき時にಧ͚出た内༰に変更が生じた場合、教務課の૭口で所定の用ࢴに変更
Օ所を記入し、ಧ͚出な͚れ͹なりまͤΜ。変更が生じた（ࢯ名変更、住所変更等）
場合はすみ΍かにಧ͚出てください。
なお、下記の変更事項内に「※」が෇記されている事項は「ToyoNet-G」の「学生メ
ニュー」＞「ݸ人情報管理」＞「学生情報申請」を利用しても変更が可能です。

学則第 28 ৚第 3 項

変更事項 受෇૭口 注意事項（ఏ出物等）
本人ࢯ名変更

（վ੏・վ名）

教
຿
՝
૭
ޱ

戸籍ঞ本

本人住所変更※
（ి話൪߸の変更含む）

外国籍学生は住民ථとともに૭口申請
（住所以外はシステム変更可）

※Ӻ変更د࠷
保証人変更 新しい保証人のॺ名・ೀҹ必要
保証人住所変更※

（ి話൪߸の変更含む）
保証人ۈ務ઌ変更※

（ి話൪߸の変更含む）
時連བྷ人変更ٸۓ
※時連བྷ人住所変更ٸۓ

（ి話൪߸の変更含む）

本籍地変更 住民ථ（本籍の記載があるもの）
または戸籍ঞ本

留期間等変更ࡏ・留資格ࡏ
（外国人留学生対象）

住民ථ（国籍・ࡏ留資格・ࡏ留期間の記載
があるもの）
。留期間終了前にఏ出してくださいࡏ

学生ূ

本学の入学手ଓきを׬了した学生に、学生証を交෇します。
学生証は、本学学生としての身分を証明するものであり、ৗに携ଳし、次の場合これ
をఏ示しな͚れ͹なりまͤΜ。

　１）本学の教職員からの請ٻがある場合
　２）定期ࢼ験を受験する場合
　３）各छ証明書΍学生ཱྀ٬ӡ௞割Ҿ証明書（学割）等の交෇を受͚る場合
　４） 通学定期৐ं券΍学生割Ҿ৐ं券をߪ入する際と、それを利用して৐ंધした

際に܎員の請ٻがあった場合、等

学生証は、学௕ҹ、学生本人の写ਅ、ཪ໘シールのష෇がແいものはແ効です。
学生証は他人にି༩、またはৡ౉することはできまͤΜ。
学生証がないと各छ証明書の発行を受͚られないのはもちΖΜ、図書館の利用・定期
入等ができまͤΜ。ฆࣦ・Ԛଛ・ഁଛのないようे分注ߪ験の受験、通学定期券のࢼ
意してください。

学則第 29 ৚

༗効期限
学生証の༗効期限は４݄１日から次年度の４݄１５日までの
１年間です。入学時に交෇を受͚た学生証は４年間࢖用しま
す。

༗効期限の更新
ຖ年４݄初०の進級手ଓき期間内に、学生証のཪ໘シールを
షりかえ、学生証の༗効期限の更新を受͚な͚れ͹なりまͤ
Μ。

ฦؐ 卒業またはୀ学・除籍等、本学に籍がແくなった場合は、学
生証を本学にฦؐしな͚れ͹なりまͤΜ。

発行࠶

学生証をฆࣦもしくはഁଛ・ஶしくԚଛした場合は、௚ちに
本学へಧ͚出し、以下の手ଓきにैって学生証の࠶発行をし
な͚れ͹なりまͤΜ。

（。発行には１ि間かかります࠶）
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学生ূ

ฆࣦの場合

ᶃ学生生活課でҨࣦ物ಧ出の確認 
ᶄ証明書発行機で学生証࠶発行ಧを出力 
ᶅ学生生活課で࠶発行ಧに確認ҹを受ྖ 
ᶆ教務課૭口にᶅの࠶発行ಧをఏ出 
ᶇ１ि間後、教務課૭口で学生証を受ྖ

ഁ ଛ・ Ԛ ଛ の
場合 ഁଛ・Ԛଛした学生証を教務課૭口に࣋参し、࠶発行手ଓきをとります。

発行手数料（2,000࠶発行には࠶※ 円）がかかります。
※申込キャンセルによる手数料のฦ金はできまͤΜ。

҉証൪߸
（パスワード）

第ࡾ者に不正࢖用されないために、4 ܻの数字の҉証൪߸が登録されていま
す。入学手ଓき時にಧ͚出た҉証൪߸は、証明書発行機で証明書を発行する
際に必要です。メϞなどを取り、必ͣ覚えておいてください。

学੶൪߸

入学手ଓきを׬了した学生には学生証が交෇され、学籍൪߸が記載されています。この学籍
൪߸は、卒業まで変わることはありまͤΜ。
履修登録΍ࢼ験の౴Ҋ用ࢴఏ出、各छのಧ出、証明書の申請等で必要となりますので、正確
に記Աしておいてください。

休　　学

病ؾ・家庭の事情・留学等の理由で、3 ヶ݄以上本学に修学できない場合は、教授会の許可
を得て休学することができます。 学則第 35 ৚

期間

休学の許可を受͚た日から当該年度の 3 ݄ 31 日までとし、休学期間が終了
したら෮学しな͚れ͹なりまͤΜ。休学は当該年度のみ༗効で、次年度に౉
り連ଓして休学することはできまͤΜ。ただし、特別な事情がある場合は教
授会の許可を得て休学することができます。

学則第 35 ৚第 2 項

休学の期間は通算して 8 学期（4 年間）を௒えることはできまͤΜ。

休学手ଓ

休学ر๬者は、教務課૭口で休学の説明を受͚、許可ئ用ࢴに必要事項を記
入し保証人連ॺ・ೀҹ（ҹؑは学生と保証人で別のものを࢖用）の上、学生
証をఴえ教務課૭口にఏ出してください。なお、病ؾ・ոզの場合には、医
。の਍அ書が必要ですࢣ
休学に൐うೲ෇金（学අ等）については、P� 269 参照。
学期開࢝日より休学をする
場合

（य़学期ɿ4 ݄ 1 日෇
ळ学期ɿ10 ݄ 1 日෇）

休学時の学අೲ入が必要となります。ૣめに
教務課૭口に相談してください（ただし、૭
口取ѻ時間に注意してください）。

学期途中から休学をする場
合

休学をر๬する学期の学අೲ入期間内に学අ
をೲ入した学生のみが対象となり、12 ݄຤日
まで受෇します（ただし、૭口取ѻ時間に注
意してください）。

次年度の休学ر๬者はळ学期ࢼ験期間を目҆に教務課૭口に相談してくださ
い。
手ଓきについては、学生本人が行ってください。ただし、ࢭむを得ͣ本人が
手ଓきができない場合には、事前に教務課૭口に相談してください。

許可 教授会で許可されると第 1 部学生は保証人Ѽに、第 2 部学生は本人Ѽに休学
許可書を༣送します。

履修登録
休学した年度に履修した科目は、10 ݄ 1 日以降の休学の場合でय़学期科に
履修している科目を除き、全てແ効となります。෮学後あらためて履修登録
をしてください。

1110 文 学 部 第 １ 部 哲 学 科
1140 文学部第１部日本文学文化学科
1150 文学部第１部英米文学科
1160 文 学 部 第 １ 部 史 学 科
1171 文学部第１部教育学科人間発達専攻
1172 文学部第１部教育学科初等教育専攻

1180 文学部第１部英語コミュニケーション学科
1190 文学部第１部東洋思想文化学科
2140 文学部第２部日本文学文化学科
2170 文 学 部 第 ２ 部 教 育 学 科
2190 文学部第２部東洋思想文化学科

̍ ̍ ̍ ̌ ̍ ̐ ̌ � � �

学部・学科コード

学籍番号（10 ܻ）

入学年度
（西ྐྵ下 2ܻ）

番号（001 ～）

（0ʜ通学課程）
（9ʜ科目等履修生）

学生区分
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休学から
の෮学

෮学 休学の期間は、当該年度の 3 ݄ 31 日までなので、次年度の 4 ݄ 1 日෇で෮学し
な͚れ͹なりまͤΜ。 学則第 35 ৚第 3 項

෮学手ଓ

෮学対象者（当該年度休学者）には、教務課より෮学手ଓきの要ྖ、෮学に必
要な書類およびೲ෇金のৼ込用ࢴを 3 ݄下०に送෇します。送෇ઌは第 1 部学
生は保証人Ѽに、第 2 部学生は本人、保証人のいͣれか入学時に選択した送෇
ઌに༣送します。
༣送された要ྖにैい指定の期間内に許可ئ用ࢴに必要事項を記入し、保証人
連ॺの上、学生証を࣋参し教務課૭口で手ଓきしな͚れ͹なりまͤΜ。
෮学に関する手ଓきをଵると除籍となります。 学則第 38 ৚第 1 項

ୀ　　学

事情により本学での修学がࠔ೉な場合は、教授会の許可を得てୀ学することができます。 学則第 36 ৚

ୀ学手ଓ

ୀ学ر๬者は、教務課૭口でୀ学の説明を受͚、許可ئ用ࢴに必要事項を記入
し保証人連ॺ・ೀҹ（ҹؑは学生と保証人で別のものを࢖用）のうえ、学生証
をఴえて教務課૭口にఏ出してください。なお、病ؾ・ոզの場合には、事ނ
証明書、医ࢣの਍அ書が必要です。
ୀ学に൐うೲ෇金（学අ等）については、P� 269 を参照してください。
学期຤日でのୀ学をする場合

（य़学期ɿ9 ݄ 30 日෇
ळ学期ɿ3 ݄ 31 日෇）

ૣめに教務課૭口に相談してください（ただし、
૭口取ѻ時間に注意してください）。所定の期間
をա͗ると除籍になります。

手ଓきについては、学生本人が行ってください。ただし、ࢭむを得ͣ本人が手
ଓきができない場合には、事前に教務課૭口に相談してください。

許可 教授会で許可されると第 1 部学生は保証人Ѽに、第 2 部学生は本人Ѽにୀ学許
可書を༣送します。

ୀ学者の
再入学

入学࠶
ୀ学者は教授会の許可を得て࠶入学することができます（ただし、ࡏ学年限を௒
えた者を除く）。࠶入学をر๬する場合、12 ݄຤までに教務課૭口で࠶入学の説
明を受͚、許可ئ用ࢴに必要事項を記入し保証人連ॺ・ೀҹ（ҹؑは学生と保証
人で別のものを࢖用）のうえ、教務課૭口にఏ出してください。

学則第 36 ৚第 2 項

許可 入学が許可された場合、次年度࠶ 4 ݄ 1 日෇で࠶入学することができます。

その他

ୀ学時までにࡏ学していた期間を含め 8 年間で卒業しな͚れ͹なりまͤΜ。 学則第 20 ৚第 2 項
によってҟなります。単位の修得状گ終学籍状࠷入学する学年は、本学での࠶
り下͛る場合があります。また、学科教育課程表は入学܁によっては学年をگ
年度のものを適用しますが、学科教育課程表が大きく変わっている場合には、
࠶、入学する学年の学科教育課程表を適用することがあります。履修方法は࠶
入学手ଓき時に教務課૭口で説明をします。不明な点は、教務課૭口へ問い合
わͤてください。

௄ռに
よるୀ学

本学の規則に൓し、または学生の本分に൓する行ҝがあった学生は、教授会のٞを経て௄ռに
よるୀ学となる場合があります。 学則第 57 ৚

আ　　੶

指定された期間内にೲ෇金をೲ入しなかった学生、ࡏ学年限を௒えた学生、休学期間を௒えた
学生、新入生で指定された期間内に履修登録をしなかった学生、その他本学において修学の意
思がないと認められる学生は除籍となります。

学則第 38 ৚

除籍とは 本学の学則およびその施行のために定められた規則に基づくݖ利の一切をࣦう
ことです。

除籍になった
場合

すみ΍かに学生証をฦ٫しな͚れ͹なりまͤΜ。
第 1 部学生は保証人Ѽに、第 2 部学生は入学時に選択した送෇ઌに除籍通知書
を༣送します。

除籍日

校生の除籍日は前年度のࡏ 3 ݄ 31 日とします。ୠし、ೲ෇金分割ೲ入者につい
ては当該年度の 9 ݄ 30 日となります。新入生で指定された期間内に履修登録を
しなかった学生の除籍日は 4 ݄ 30 日となります。
また、除籍者より証明書の申請があった場合には、除籍等の項目を明記したࡏ
籍期間証明書を教務課૭口にて発行します。

আ੶者の
再入学

入学࠶

除籍者は教授会の許可を得て࠶入学することができます（ただし、ࡏ学年限を
௒えた者、休学期間を௒えた者を除く）。࠶入学をر๬する場合は 12 ݄຤まで
に教務課૭口で࠶入学の説明を受͚、許可ئ用ࢴに必要事項を記入し保証人連
ॺೀҹ（ҹؑは学生と保証人で別のものを࢖用）のうえ、教務課૭口にఏ出し
てください。

学則第 38 ৚第 3 項

許可 入学が許可された場合、次年度の࠶ 4 ݄ 1 日෇で࠶入学することができます。

その他

学していた期間を含めࡏ入学者は除籍時までに࠶ 8 年間で卒業しな͚れ͹なり
まͤΜ。 学則第 20 ৚第 2 項

によってҟなります。単位の修得状گ終学籍状࠷入学する学年は、本学での࠶
り下͛る場合があります。また、学科教育課程表は入学܁によっては学年をگ
年度のものを適用しますが、学科教育課程表が大きく変わっている場合には、
࠶、入学する学年の学科教育課程表を適用することがあります。履修方法は࠶
入学手ଓき時に教務課૭口で説明をします。不明な点は、教務課૭口へ問い合
わͤてください。
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ਐڃ制度

休学者が෮学した場合等の特別な事情がない限り、原則として上級の学年に進級できます。
ୠし、哲学科のみ 2 年次から 3 年次に進級する際、単位の修得状گによっては進級できな
い場合があります。詳しくは哲学科進級制度内規（P� 29）を参照してください。
ຖ年 4 ݄初०の進級手ଓき期間内に、学生証の༗効期限更新を受͚な͚れ͹なりまͤΜ。

4 年ڃݪ

本学に学生として࠷௿ 4 年間修学し、所定の単位を修得しな͚れ͹卒業はできまͤΜ。
4 年次終了までに所定の単位数を修得できͣ、卒業できないことを 4 年原級といいます。
卒業に必要な単位を修得するために通算してࡏ学できる年数（ࡏ学年数）は、࠷௕で 8 年
間ですから、その年限までは 4 年生ということになります。

原級手ଓ
卒業できなかった学生は、教務課より༣送される要ྖにैって、教務課૭口で
手ଓきをしてください。
原級に関する手ଓきをଵると除籍になります。 学則第 38 ৚第 1 項

స部・స科

本学内で他の学部・学科へのస部・స科をر๬する学生に対し選考を実施します。 学則第 32 ৚
స部・స科ઌの学年は 2 年次または 3 年次となります。

手ଓき

11 ݄配布༧定のࢼ験要項に基づき手ଓきをとり、12 ݄実施༧定のࢼ験を受験し
てください。また、合格発表はཌ年 3 ݄下०に行う༧定です。ࢼ験要項と手ଓ
Ҋ内については学内にܝ示されるので、確認してください。詳細は、教務課૭
口へ問い合わͤてください。

編入学

本学では卒業後に本学の他学部・他学科へのฤ入ر๬者に対して、ฤ入学ࢼ験を実施して
います。ࢼ験要項は、9 。課にて配布༧定ですࢼ入ࠒ݄ 学則第 30 ৚

履修方法

ฤ入学する学年は、原則として 3 年次となります。また、学科教育課程表もฤ
入学する学年のものを適用します。ط修単位の取りѻいについてはࢼ験要項を
確認してください。履修方法については、ฤ入学の手ଓき時に教務課で説明を
します。不明な点は、教務課૭口へ問い合わͤてください。

స入学

他の大学の学生が、その大学の許可を得て本学にస入学をئい出たときは、స入学ࢼ験を
実施しています。ࢼ験実施要ྖは、9 ݄ࠒ入ࢼ課にて配布༧定です。 学則第 31 ৚

履修方法

స入学する学年は、原則として 2 年次または 3 年次となります。また、学科教
育課程表もస入学する学年のものを適用します。ط修単位の取りѻいについて
はࢼ験要項を確認してください。履修方法については、స入学の手ଓき時に教
務課で説明をします。不明な点は、教務課૭口へ問い合わͤてください。

科目等履修生

特定の授業科目を履修しようとする場合、科目等履修生として当該授業科目の履修を許可
される場合があります。 学則第 59 ৚

本学にࡏ籍中は科目等履修生として授業科目を履修することはできまͤΜ。

参考 科目等履修料（学部）ʕ通年科目 40,000 円、൒期科目 20,000 円（2014 年度）とな
ります。詳細については、教務課૭口へ問い合わͤてください。

ئՄڐ

学籍ҟ動に関する手ଓきをとる場合には、必ͣ教務課૭口で説明を受͚、許可ئをఏ出し
な͚れ͹なりまͤΜ。
ओな許可ئとఏ出物は以下の通りです。

※「許可ئ用ࢴ」は「ToyoNet-G」から出力が可能です。

許　可　項　目 受෇૭口 注意事項 
（ఏ出物等）

休学許可ئ
教
຿
՝
૭
ޱ

ڐ
Մ
ئ
༻
ࢴ

休学からの෮学許可ئ
ୀ学許可ئ
ୀ学からの࠶入学許可ئ
除籍からの࠶入学許可ئ
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学�ଇ（学�੶�に�関�す�る�事�߲�の�ൈ�ਮ）
　　　第３章　修学等
　　　第１અ　修業年限

（在学年限）
第２  ̌৚　卒業に必要な単位を修得するために在学できる年数（以下「在学年数」という。）は、通算して８

年を限度とする。この場合において、休学年数は在学年数に算入しない。
２ 　 再入学又は編入学をした者の在学年数は、前項の在学年数から再入学又は編入学までの通常の在学の年

数を߇除した年数とする。
　　　第４章　入学、退学、休学及び除籍等
　　　第１અ　入学、留学等

（入学の時期）
第２４ ৚　入学期は、学期の初日から30日以内とする。

（入学資格）
第２５ ৚　学部第１年次に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。
　一　高等学校を卒業した者
　ೋ　 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する学校

教育を修了した者を含む。）
　三　 外国において学校教育における12年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者で文部科学大ਉの指

定したもの
　四　 文部科学大ਉが高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を

修了した者
　五　文部科学大ਉが指定した者
　࿡　大学入学資格検定（平成17年１月31日規程ഇ止）に合格した者
　ࣣ　 高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学ল令第１号）により文部科学大ਉの行う高等学

校卒業程度認定試験に合格した者
　ീ　 その他本学において、個別の入学৹査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認め

た者で、18ࡀに達したもの
（入学の志願・選考）
第２６ ৚　入学志願者は、所定の書式による入学願書を提出し、別表（４）の１に定める入学検定料をೲ入し、

かつ、選考試験を受けなければならない。
（入学の手続き）
第２  ̓৚　入学を許可された者は、入学金をೲ入し、所定の書式により੤約書を提出しなければならない。

（保証人）
第２８ ৚　保証人は、෕、母又はその他の成人者で独立の生計を営む者でなければならない。
２　保証人は、学生の在学中の一切の事項について責任をෛう。
３ 　 学生は、保証人を変更し、又はその氏名एしくはॅډ地に変更があったときは、速やかに変更届を提出

しなければならない。
（学生証）
第２９ ৚　入学手続きを終えた者には、学生証を交付する。

（編入学）
第３  ̌৚　次の各号の一に該当する者が本学に編入学を希望するときは、選考の上、編入学を許可すること

ができる。
　一　୹期大学を卒業した者
　ೋ　大学を卒業した者
　三　高等専門学校を卒業した者
　四　専修学校の専門課程（文部科学大ਉの定める基準を満たすものに限る。）を修了した者
２　転部・転科に関する規程は、別に定める。
（転入学）
第３１ ৚　他の大学の学生が、その大学の許可を得て本学に転入学を願い出たときは、転入学を認めること

ができる。
２　転部・転科に関する規程は、別に定める。
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（転部・転科）
第３２ ৚　学生が学部の他の部へ、又は他の学部・学科へ転部・転科を願い出たときは、選考の上、これを

許可することができる。
２　転部・転科に関する規程は、別に定める。
（留学）
第３３ ৚　学生が外国の大学で学修することを願い出たときは、教授会のٞを経て留学を許可することができる。
２　前項の許可を得て留学した期間は、在学年数に算入する。
（ೋ重学籍の禁止）
第３４৚　学生は、他の学部・学科と又は他の大学と併せて在学することはできない。
　　　第２અ　休学、退学、転学及び除籍

（休学）
第３５ ৚　学生が引き続き３ヵ月以上修学できないときは、許可を得て、その学期を休学することができる。
２ 　 休学は、連続する２学期限りとする。ただし、特別の事情がある場合は、教授会のٞを経て、２学期を超

える期間の休学を許可することができる。ただし、休学の期間は、通算して８学期を超えることはできない。
３ 　 休学期間中に休学の理由が消໓した場合において、復学を願い出たときは、教授会のٞを経て、これを

許可することができる。
（退学）
第３６ ৚　退学しようとする者は、その理由を明確にして願い出て、許可を受けなければならない。
２ 　願いにより退学した者が、再入学を願い出たときは、教授会のٞを経て、これを許可することができる。
（転学）
第３  ̓৚　学生が転学を願い出たときは、教授会のٞを経て、これを許可することができる。

（除籍）
第３８ ৚　次に掲げる各号のいずれかに該当する者は、除籍する。
　一　授業料その他の学費を所定の期日までにೲ入しない者
　ೋ　第 20条に定める在学年数を超えた者
　三　第35条２項に定める休学期間を超えた者
　四　 新入生で指定された期限までに履修届を提出しないことその他本学において修学の意思がないと認め

られる者
２ 　 学生は、除籍されることにより、本学則及びその施行のために定められた規則に基づいて有する一切の

権利を失う。
３ 　 第１項の規定（第２号及び第３号に掲げる者を除く。）により除籍された者が、再入学を願い出たときは、

教授会のٞを経て、これを許可することができる。
　　　第８章　৆േ及び奨学

（௄戒）
第５  ̓৚　学長は、本学の規則に反し、又は学生の本分に反する行為があった学生に対し、教授会のٞを経

て、行為のܰ重と教育上の必要とを考慮して、譴責、停学又は退学の処分をすることができる。
２　退学処分は、次の各号の一に該当する者以外には、これを行うことはできない。
　一　性行不良で改善の見込みがないと認められる者
　ೋ　学業をଵり、成業の見込みがないと認められる者
　三　正当な理由なくして出席常でない者
　四　本学のடংを乱し、その他学生の本分に反した者
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２．納付金に関する取扱

 （単位：円）
【２０１４年度入学　文学部　納付金一覧】

文学部
学費 その他の費用

合計
入学金 授業料 一般施設

設備資金校友会費甫水会費

（
第１部
初等教育専攻
を除く全学科） 250,000 680,000 220,000 5,000 5,000 5,000 1,165,000

（
第１部
教 育 学 科 
初等教育専攻） 250,000 790,000 250,000 5,000 5,000 5,000 1,305,000

第２部 180,000 430,000 100,000 5,000 ̶ 5,000 720,000

。すまし称と」金付納「てせわ合を」用費の他のそ「と」費学「 ）１（
「学費」は大学徴収分を指し、「その他の費用」は預り金（受託徴収分）
を指します。

（２）２年次以降は、入学金を除く納付金が毎年度必要になります。

す入納括一額全を分間年１に）間期入納期学春（期月４、は金付納 ）１（
ることが原則です。

入納てけ分に期二の次はていつに金資備設設施般一・料業授、しだた 　　
することができます。

　　　第１期（春学期）納入期間 ４月１日～４月25日
　　　第２期（秋学期）納入期間 10月１日～10月15日
　　　（各年の曜日の関係により、納入期間が短縮される場合があります。）
（２） 所定の納期までに納付金を納入しない学生は、学則第３８条１項により、

除籍とします。
出提に課務教を願可許学退に内間期入納、は合場いなが思意の学修 ）３（

してください。
休に内間期入納、は合場るす学休にめ始期学らがなりあが思意の学修 ）４（

学許可願を教務課へ提出してください。
納、は合場いなきで入納を金付納にでま限期入納で情事いな得をむや ）５（

入期間内に学生生活課に相談してください。

（１） 入学手続時（１年次）に分割納入した場合、２回目の納入に使用す
る振込用紙は９月末に郵送します。

（２）

）３（

文学部納付金について

納入期間について

納入方法について

学生課外活動
育 成 会 費

２年次以降は毎年３月末（全納用と分納１回目用）と９月末（分
納２回目用）に振込用紙を郵送します。
保証人宛に送付される当該年度の振込用紙を使用して、金融機関から
振り込んでください（第２部学生は入学時に選択した送付先に送付、留
学生は本人宛に送付されます）。
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（４）現金の郵送・大学窓口での取扱は受け付けいたしません。
（５）納入された納付金は超過納入が明らかな場合を除き返還いたしません。

住、りよに続手の定所、は合場たっあが更変に所住の人証保はたま人本 ※　
所変更を行ってください。

　　〇納付金について
  
　　〇住所変更について

くださてし照参を）２６２．Ｐ（］届更変［各種籍学、は法方の更変所住 　
　　

い。

　　　　問い合わせ先：教務課窓口（白山キャンパス６号館１階）

（１）第１期（春学期）の納入期限までに休学を願い出た場合
休学日を４月１日付として扱い、納付金のうち授業料は納入する必要はあ
りません。

）分期学秋（期２第びよお）期学春（期１第、は合場たし入納括一額全 　　　
の授業料を払い戻しいたします。

（２）春学期中に休学する場合
戻い払は金付納の）期学春（期１第、合場るす学休で中途の期学春 　①　

しをいたしません。
し戻い払を料業授の分）期学秋（期２第、は合場たし入納括一額全 　②　

いたします。
（３）第２期（秋学期）の納入期限までに休学を願い出た場合
　　 休学日を１０月１日付として扱い、納付金のうち授業料は納入する必要
はありません。

）期学秋（期２第、は合場たし入納を金付納の分）期学秋（期２第 　　
分の授業料を払い戻しいたします。

（４）秋学期中に休学する場合
し戻い払は金付納の）期学秋（期２第、合場るす学休で中途の期学秋 　　

をいたしません。

　　休学者が復学する場合の納付金は、入学年度の額が適用されます。

（１）新学期の納入期限の末日までに退学を願い出た場合
　　 退学日を前学期の末日付として扱い、当該年度・学期の納付金を納入

する必要はありません。
（２）春学期中に退学する場合

払は金付納の分）期学春（期１第、は合場るす学退で中途の期学春 　①　

学籍異動における
納付金の取扱について

〈休　　　　学〉

〈休 学 復 学〉

〈退 　 　 学〉

い戻しをいたしません。

問い合わせ先：経理部財務課（03‒3945‒7305）
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し戻い払は金付納の分）期学秋（期２第、は合場たし入納括一額全 　②　
いたします。

（３）秋学期中に退学する場合
払は金付納の分）期学秋（期２第、は合場るす学退で中途の期学秋 　　　

い戻しをいたしません。

　４年次生で原級する場合の納付金は、当該年度正規４年次生の納付金を
適用します。

　再入学する場合の納付金は、再入学する学年次の納付金を適用します。
ただし、入学金は、再入学する年度の新入生の額の半額となります。

　納付金は転部・転科先の学年の納付金を適用します。ただし、入学金は、
転部・転科先との不足分を納入することになります。

　編入学する場合の納付金は、編入学する年度の新入生の納付金を適用し
ます。ただし、本学出身者が編入学する場合、入学金は、編入学する年度
の新入生の額の半額となります。

　転入学する場合の納付金は、転入学する年度の新入生の納付金を適用し
ます。

　　　　　　　経理部財務課（3号館4階）

TEL:03‐3945‐7305※　本人または保証人の住所に変更があった場合には、

所定の手続きにより、住所変更を行ってください。

〈原 級〉

〈再 入 学〉

〈転部・転科〉

〈編 入 学〉

〈転 入 学〉
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３．各種証明書および実習料一覧

各種証明書
　教務課では、以下に掲載する証明書を、「証明書発行機」および「教務課窓口」で発行している。
1 ．証明書発行機で発行される証明書
　　　証明書発行機で発行できる証明書は次のとおり。
　　　白山・朝霞・川越・板倉いずれのキャンパスの発行機でも発行可能。
　　　発行の際は、学生証が必要となる。

（２０１４年度）

種　　　　　類 手数料
（円） 発行可能学年

在学証明書

１００

１～４年生
履修科目証明書 １～４年生
卒業見込証明書 ４年生
成績証明書 ２～４年生
教育職員免許状取得見込証明書 ４年生
健康診断証明書 １～４年生

注１）卒業見込証明書は、４年生の４月より発行可能。
注２）健康診断証明書は、本学の当該年度の定期健康診断を受診した場合のみ発行可能。　

注２）

注１）

２．教務課窓口で発行される証明書
　　　教務課窓口で各種証明書の発行を申請する場合は、次の手順となる。

　（１）　証明書発行機にて画面の案内に従い、証明書発行に必要な金額の手数料を納める。
　（２）　発行される「証明書発行願」に必要事項を記入し、学生証を添えて当該窓口に申し込む。

（２０１４年度）

種　　　　　類 手数料
（円） 必要期間

学生証再発行 注１） ２，０００

受付から
１週間

 単位修得証明書

３００

学力に関する証明書 注２）
  学芸員単位修得証明書
 司書単位修得証明書
 司書教諭単位修得証明書
 社会教育主事単位修得証明書
 社会福祉主事単位修得証明書

人物証明書 注３） ２００兄弟等の授業料免除に係わる証明書 注４）
 英文成績証明書 １，０００
 英文在学証明書 ５００ 英文卒業（見込）証明書

 その他の証明書 ３００ 証明書により
異なる

※証明書の有効期限は証明書日付から３ヵ月以内となる。申請後受け取りがなく、無効になった証明書は処
　分する。

注１）学生証再発行手続きの詳細については「学生証の発行」の項目を参照すること。

注３ で口窓課務教、後入記を項事要必が員教当担文論業卒に紙用定所学大てしと則原、は書明証物人 ）
証明手続きを行う。記入済み所定用紙を教務課窓口に持参すること。

注４）兄弟等の授業料免除に係わる証明書は、学生生活課へ申し込むこと。

注２）卒業後、必要に応じて教務課窓口へ申し込むこと。
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実習料他

　教務課窓口で実習料等を納入する場合は、次の手順となる。
なお、教育実習料、介護等体験実習料は銀行振込での納入となります。

（１）　証明書発行機にて画面の案内に従い、実習料等の料金を納める。
（２）　発行される「各種申込用紙」に必要事項を記入し、学生証を添えて教務課窓口に申し込む。

（２０１４年度）

種　　　　　類 金額
（円） 備　考

　　教育実習料（３週間実習） １５，０００
　　教職課程登録料（在籍登録料） ３０，０００

別途保険料
２１０円　　教育実習料（２週間実習） １０，０００

　　介護等体験実習料 １０，２６０
　　教育職員免許状申請手数料 ３，６００ １教科につき
　　司書教諭修了証書申請手数料 １，０００
　　博物館実習料 １０，０００ １部生のみ
　　転部・転科試験受験料 １０，０００
　　卒業再試験料 ５，０００ １科目につき
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